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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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エンドロール

あとがき








Prologue









　雨の音。




　降り注ぐ、ちいさな雨粒の大合奏が、私あたしをとり囲んでる。

　気のはやい雨粒たちが地面に吸いこまれていく、さーっという雨音。

　雨あま樋どいからのんびりと滴る雨粒。誰だれかが踏みしめた水たまりの、さざ波。

　ころがった空き缶に垂れた雨粒が、鹿しし威おどしみたいに同じ調子で音を鳴らす。

　さーさー、しとしと、ちゃぷちゃぷ、とんとん。




　目を、開く。




　月曜の朝、雨模様の灰色の空、沈ちん鬱うつなため息が漂ってきそうな、駅のホーム。

　憂鬱そうな顔が並ぶそこに、私あたしは立っていた。

　高校にむかう電車が来るのは、あと三分後。スーツ姿のサラリーマンや、学生服の群衆は、雨粒で真っ白に染まった軌道レールの先に目を凝らしながら、早く来て欲しそうな、このまま永遠に来ないで欲しそうな、ため息一歩手前みたいな表情をしていた。

　ごった返す人々の間で、私は灰色の空がこぼす雨粒の音に耳を澄ます。




　雨の音って、好きだ。

　雨の日はクセ毛が酷ひどくなるし、車内の空気も、なんだか表現しようのない嫌なにおいになるし、濡ぬれるのだって嫌だけど、こうして駅のホームで聞く雨音は透明で、きれいだ。皮膚を通り抜けて、体の芯しんの方を静かに揺さぶって、どこかにふっと消え去ってしまうような、そんな透明な音。

　イヤホンをしているイラ立たしげな高校生や、耳に押しつけた携帯電話に頭を下げているサラリーマン、それに煙草たばこをくわえた中年男の群れ。みんな、向かいのホームで、時刻表の並んだ電光掲示板をせわしげに見あげている。何かの事故で電車が遅れているらしい。みんな、一分一秒にイラ立っている。私はなんだかぼぅっとした頭で、向かいのホームに並ぶ顔を眺めていた。雨の音でも聞いてればいいのに。イラ立たしげな顔、顔、顔、それに、ガスマスク。




「…………？」




　あぁ──なんだろう。

　私、まだ寝てるのかな？




　白線に一列に並んだ、見慣れた光景を背にして、真っ黒な人影が、ホームの端に座って脚をぶらつかせていた。

　真っ黒なレインコート、真っ黒な編上げブーツ、真っ黒なガスマスク。私はそっと周囲を[image: ][image: ][image: ][image: ]・[image: ]・皈[image: ]・[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]・筍[image: ]・[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]見回してみた。どこかに、私みたいにいぶかしげな顔をしている人がいると思ったのだ。いなかった。誰も、彼の方など見てはいなかった。




　あんなに目立つのに。

　あんなに奇妙なのに。




　その真っ黒な人影は、遅れているデートの相手でも待っているかのような気軽さで、これから電車が滑り込んでくるホーム端に座っている。ぶらつかせた脚に、降り注いだ雨粒が弾はじける。




　幽霊じゃない。

　死神でもない。




　あの人影は現実に存在し、実体を持ってる。

　だけど私以外誰も、あの奇行を行う奇人に[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]. [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]気がついてない──

『三番線に、電車が参ります。白線の内側に立って、お待ちください』

　ホームにアナウンスが響き渡った。向かいのホームの人々が、ほっとしたような、やっぱり残念そうな、悲しい表情をした。

　ガスマスクは無表情だった。

　すり切れたゴム質のマスクからは、まるで生気を感じない。ただ、大きな二つのレンズを辺りに向けている。右へ。左へ。また右へ。また左へ




　目が合った。




　光の加減で、レンズは灰色の空を映すばかりで、その中にある相そう貌ぼうは少しも見えなかった。

　無機質な大きい目が、こっちを見つめている。背筋を冷たい悪寒が走った。その時になってようやく、今私は恐ろしい目にあっているんだと気がついた。慌てて[image: ][image: ][image: ][image: ]・[image: ]・皈[image: ]・[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]・筍[image: ]・[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]. [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]を逸らそうとしたけど、ダメだった。




　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]〓/a > | [image: ]网[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]〓[image: ][image: ]| ・・[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]/a > ... [image: ]・〓鬣[image: ]・〓[image: ]・逾[image: ]・[image: ]ガスマスクをかぶった人影は、いきなりホームの端からレールの上に降り立ったのだ。

　必死に目をそらした視界の端で、その足を見た。

　傷だらけの黒いブーツのつま先が、軌道に敷き詰められた砂利を踏みしめる。じゃ、じゃ、じゃ、じゃ──私の体が震え出す。逃げようにも、足がすくんで動けない。じゃ、じゃ、じゃ、じゃ、ブーツのつま先は、視界の端から段々と近づいてくる。こちらへ、まっすぐに、私の方へ──




　電車の音がした。




　はっと顔を上げた。霧雨の向こうから、二つの乳白色の明かりが¥¯¥é¥ó¥ÉÆü[image: ][image: ]¤ê "¥ × ¥Ã¥ÁÎ¹"¥¬¥¤¥É[image: ]² ¡Ý ÅÅ[image: ]Ö¤Ç¹Ô¤¯SYLVIAた。電車の前照灯だ。

　ホームへすべりこんでくるその姿に、私はほっと安あん堵どした。電車が入ってくれば、あのガスマスク男だって逃げるか、そうでなかったとしても、轢ひかれるに決まってる。

　ホームに流れ込んできた電車が、近づいてくるその黒い男の影に覆い被かぶさろうとした時、私は心底助かったと思った。幽霊なのか、幻覚なのかはわからないが、これで助かったと思った。




　ちがった。




　電車は私の目の前で、まるで勢いよく踏みつけられた空き缶のようにつぶれた。

　金属が引きちぎられる凄すさまじい音が辺りに響き渡って、列車がつなぎ目に沿ってオモチャみたいに跳ね上がる。

　その先頭車両の真ん前で、ガスマスクをうつむかせた男が一人で、腕を伸ばして立っていた。

　じゃまな物を押しやる程度に伸ばされた手は、巡航速度で突っ込んで来たはずの電車の鼻先に添えられている。手のひらで押しのけられた列車は、見えない鉄壁にぶち当たったみたいにへしゃげて、真っ正面から跳ね返された衝撃で厚いフレームをめいっぱい歪ゆがませていた。

　後続の列車が空に跳ね上がった。

　蛇行する蛇みたいだった。

　ホームは騒然となり、悲鳴と怒声が駆けめぐったけれど、それも押しつぶされた電車の上げる断末魔みたいな金属音にあっという間にかき消される。

　そして阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図になった電車をほっぽって、ガスマスクがまたゆっくりと歩みを進める。ホームにいた人々が逃げ惑う。私もそれでようやく足が動いた。

　反対側のレーンに来た列車に飛び乗った。今にも閉じそうになる扉に滑り込んで、ガスマスクの方へと振り返る。

　目の前の光景が、じゃりじゃりという電子音と共にぶれた。

　目の錯覚だと思った。電波の受信状況が悪いテレビを見ているみたいに、世界全体がぶれるのだ。じゃりじゃり、じゃりじゃり、じゃりじゃり──あっと思わず声を上げた。

　降りしきる雨の滴り。その雨粒の一つ一つが当たった所が、テレビの砂嵐画面のようになっている。まるで、現実というメッキがはがれて、その裏側がむき出しになったみたいだった。¥¯¥é¥ó¥ÉÆü[image: ][image: ]¤ê "¥ × ¥Ã¥ÁÎ¹" ¥¬¥¤¥É[image: ]² ¡Ý ÅÅ[image: ]Ö¤Ç¹Ô¤¯SYLVIAそのメッキの下には、砂嵐画面のような、白と黒が激しく交錯するÁÎ¹" ¥¬¥¤¥É[image: ]² ¡Ý ÅÅ[image: ]I奇妙な材質の¥¯¥é¥ó¥ÉÆü[image: ][image: ]¤ê "¥ × ¥Ã¥ÁAが埋め込まれているのだ。

　ホームのあちこちに雨粒が落ち、メッキがはがれ落ちていく。

　世界が、ぶれる。じゃりじゃり、じゃりじゃり、じゃりじゃり──

　黒い人影が、世界がぶれる毎ごとに、細切れになったフィルムを再生するように、近づいてくる。歩みはとてもゆっくりなのに、世界がぶれると、その姿は激しく明滅してあっという間に姿を消し、五、六歩も先の場所に突然姿を現す。




　目と鼻の先に立った。




　二つの大きなレンズは冷たい灰色に染まっていて、その相貌は少しも見えなかった。昆虫のように無機質な目は、じっと私を見据えている。彼はコートの中に手を突っ込むと、それを取り出した。

　黒金の、拳けん銃じゆうだった。

　慣れた手つきでそれを動かし、私の額に銃口を押しつける。

「な、なんで……誰……」

　私の喉のどはかすれて細切れの言葉をはき出した。ガスマスクが微かすかに反応して顔を動かした。




『現実の世界に、もどる時が来た』




　くぐもったその声は、思ったよりずっと若い男の声だった。




『現実の世界は２００２年じゃないし、あんたは十六歳じゃない。本当のあんたは商社に勤めるサラリーマンで、年齢は四十八歳。そもそもあんたは女ですらない』




　わけがわからない。

　現実の世界？　本当はって──？




「本[image: ][image: ][image: ][image: ]・[image: ]・皈[image: ]・[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ってなに!?　どうして[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]网[image: ][image: ][image: ][image: ]豕[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]・[image: ]・されなきゃいけないの!?」

　"¥ × ¥Ã¥ÁÎ¹" ¥¬¥¤¥É[image: ]²だった/: [@] -^あたしは「： 。・。・「＠ ¥¥していたのに、かれは¥¯¥é¥ó¥ÉÆü[image: ][image: ]¤ê "¥× ¥Ã¥Á¡Ý ÅÅ[image: ]Ö¤Ç¹Ô¤¯だった。




『脳だ』




　彼は頭を指先でこんこんと¥¯¥é¥ó¥ÉÆü[image: ][image: ]。

『あんたの脳はもういかれてる。ほら、思考を形成する言語中枢もやられ始めてて、もうその影響が出てるだろ。あとものの数分であんたの脳は機能停止して死ぬ』

　¥¯¥é¥ÉÆ[image: ][image: ]¤ê "¥ × ¥Ã¥ÁÎLVIA 。5 [image: ][image: ]2A$ [image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]隍熙[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]〓[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]荀[image: ]鬢[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]br / > [image: ]网[image: ]。

『いいや、これは現実じゃない。現実の世界は２０７８年。２００２年なんて遥はるか昔だ。ここはノスタルジーをかき立てるのがコンセプトのただのゲームワールド。ナノマシンとマイクロマシンのミックスジュースがあんたの脳に作り上げた幻の世界。あんたはそれにどっぷり浸つかりすぎて、今や死にかけてる』

　¡ [image: ] ª [image: ] ¦ [image: ]<æ,Í•─'O,Ì [image: ] [image: ] ,[image: ] I i Ä<N•Ò j ¡; 1 -[image: ]'O F [image: ]─J ‰ 。¥¹ ¥Æ ¥à¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥彼é ¥Þ¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó ¥[image: ]拳銃の撃鉄を上げ¥ × ¥ê ¥ [image: ] ¡[image: ] ¥• ¥ç ¥ó¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ ¤ò ÂÐ [image: ]Ý ¤Ë ¤• ¤Æ ¤¤ ¤Þ ... Âè 1 [image: ]Ï ¤Ç ¤Ï¡¤ OpenVMSAlpha ¤Î 64 ¥Ó ¥Ã ¥È¡¦ ¥[image: ] ¥É ¥ì ¥Ã ¥• ¥ó ¥ ° ¤Î ¥[image: ] ¥Ý ¡[image: ] ¥È¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó VLM … … … …




『おまえを排出イジエクトする』




　é ¥Þ¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó ¥[image: ]é ¥Þ¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó ¥[image: ]

「é ¥Þ¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó ¥[image: ] ¤¤ ¤Þ ...!?　Âè 1 [image: ]Ï ¤Ç ¤Ï¡¤[image: ]」

　¤¤ ¤ [image: ]Ï ¤Ç ¤Ï¡.06.14¡¡¥Þ¥¤¥ó¤Á¤ã¤ó¤Î¥Þ¥¤¥ó¥。¥ê¥Ý¡[image: ]¥È¤ò¹¹¿•¤•¤Þ¤•¤¿¡ª; [image: ][image: ]¡¡201.16¡¡5•î16Æü( •î ) ¡Á6•î。




『名前？』




『排出者イジエクター』




　¡ [image: ] ª [image: ] ¦ [image: ]<æ,Í•─'O,Ì [image: ] [image: ] ,[image: ] I i Ä<N•Ò j ¡; 1 -[image: ]'O F [image: ]─J ‰ 。¥¹ ¥Æ ¥à¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó ¥¥ × ¥ê ¥[image: ] ¡[image: ] ¥• ¥ç ¥ó¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ ¤ò ÂÐ [image: ]Ý ¤Ë ¤• ¤Æ ¤¤ ¤Þ ... Âè 1 [image: ]Ï ¤Ç ¤Ï¡¤ OpenVMS Alpha ¤Î 64 ¥Ó ¥Ã ¥È¡¦ ¥[image: ] ¥É× ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó ¥¥ × ¥ê ¥ [image: ] ¡[image: ] ¥• ¥ç ¥ó¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ ¤ò ÂÐ [image: ]Ý ¤Ë ¤• ¤Æ ¤¤ ¤Þ ... Âè 1 [image: ]Ï ¤Ç ¤Ï¡¤OpenVMS Alpha ¤Î 64 ¥Ó ¥Ã ¥È¡¦ ¥[image: ] ¥É ¥ì ¥Ã ¥• ¥ó ¥ ° ¤Î ¥[image: ] ¥Ý ¡[image: ] ¥È¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó VLM ¡ [image: ] ª [image: ] ¦ [image: ]<æ,Í•─'O,Ì [image: ] [image: ] ,[image: ] I iÄ<N•Ò j ¡; 1 -[image: ]'O F [image: ]─J ‰ 。¥¹ ¥Æ ¥à¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó ¥¥ × ¥ê ¥ [image: ] ¡[image: ] ¥• ¥ç ¥ó¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ¤ò ÂÐ [image: ]Ý ¤Ë ¤• ¤Æ ¥ì ¥Ã ¥• ¥ó ¥ ° ¤Î ¥[image: ] ¥Ý ¡[image: ] ¥È¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó VLM ¡ [image: ] ª [image: ] ¦ [image: ]<æ,Í•─'O,Ì[image: ] [image: ] ,[image: ] I i Ä<N•Ò j ¡; 1 -[image: ]'O F [image: ]─J ‰ 。¥¹ ¥Æ ¥à¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó ¥¥ × ¥ê ¥ [image: ] ¡[image: ] ¥• ¥ç ¥ó¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ ¤ò ÂÐ [image: ]Ý ¤Ë ¤• ¤Æ ¤¤ ¤Þ ...Âè 1 [image: ]Ï ¤Ç ¤Ï¡¤ OpenVMS Alpha ¤Î 64 ¥Ó ¥Ã ¥È¡¦ ¥[image: ] ¥É ¥ì ¥Ã ¥• ¥ó ¥ ° ¤Î ¥[image: ] ¥Ý ¡[image: ] ¥È¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó VLM ¡[image: ] ª [image: ] ¦[image: ]<æ,Í•─'O,Ì [image: ] [image: ] ,[image: ] I i Ä<N•Ò j ¡; 1 -[image: ]'O F [image: ]─J ‰ 。¥¹ ¥Æ ¥à¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó ¥¥ × ¥ê ¥ [image: ] ¡[image: ] ¥• ¥ç¥ó¡¦ ¥ × ¥í ¥ ° ¥é ¥Þ ¤ò ÂÐ [image: ]Ý ¤Ë ¤• ¤Æ ¤¤ ¤Þ ... Âè 1 [image: ]Ï ¤Ç ¤Ï¡¤ OpenVMS Alpha ¤Î 64 ¥Ó ¥Ã ¥È¡¦ ¥[image: ] ¥É ¥ì ¥Ã ¥• ¥ó ¥° ¤Î ¥[image: ] ¥Ý ¡[image: ] ¥È¡¤ ¤ª ¤è ¤Ó VLM




　炸さく裂れつ音。

　銃口から放たれた真っ赤な閃せん光こうが私の頭に弾けて、世界は暗転する。








［act:1］　排出者　─insert─









　それは左手が覚えている、最後の記憶だ。

　微かすかな記憶の奥底に、あの時の思い出は埋うずまっている。たしか、六歳くらいだったと思う。

　あの頃ころ、家の雰囲気はほんとうに最悪だった。

　思い返す記憶は、どれもフィルター越しのように薄暗く、はさみで切り刻んだように細切れになっている。無意識というヤツが、嫌な思い出をまとめて、たき火にでもくべてしまったんだろう。実際、昔の事を思い返してみても、風に吹かれた灰のように、ほとんど思い出せない。

　それでもあの日の記憶だけは、燃えかすの中でぽつんと、残っている。

　あの頃の自分が、何を見て、何を感じていたか──嫌な思い出程ほど、よく覚えている性さがなのだ、自分は。

　あの頃は、母親が優しく寝かしつけてくれた後、いつも、夜中に唐突に目が覚めていた。どうしてかはわからない。誰だれかに揺り動かされたわけでも、騒音が聞こえたわけでもない。

　ただ、すすり泣く声がするのだ。

　部屋の扉の向こうから、忍び寄るような、すすり泣く声が。

　お化けか、幽霊か、その類たぐいだったらどんなによかっただろうと思う。

　その湿った嗚お咽えつには、聞き覚えがあるのだ。

　いつも、ベッドに横たわった自分を撫なでながら、優しく語りかけてくれる母親の声──それに、よく似ていた。

　その頃、母は毎晩、父の書斎の前で泣いていたのだ。

　父は全身の血を鉄と入れ替えたような、冷たい人間だった。もともとそういう人間だったのか。それとも、息子に小しよう児に性せいの麻ま痺ひが発症してからそうなったのか。──当の息子には、わかるはずもない。ただ、記憶の中にある、父から向けられる視線は、いつも死にかけの虫を見るようなもので、それは母に対しても同じだった。

　母は優しい人だったけれど、強い人ではなかった。息子の動かない左手と左足を見つめては、いつも悲しげに目を伏せていた。

　母が悲しい顔をするのは、嫌だった。

　その苦しみを、母は父と分かち合おうとしたようだが、機械より冷たい父に、そんな優しさを期待する方がまちがっている。

　毎晩、開かない書斎の扉の前で母がひたすら泣き、父がそれの一切を無視するという、その一方的な夫婦喧げん嘩かを、自分はベッドの中で聞いていた。この絶望的な諍いさかいの源みなもとが、自分の動かない左腕と左足だという事は、幼い自分でも──いや、幼かったからこそ、すぐにわかった。

　母のすすり泣きを聞くと、自分が責められているような、いたたまれなくて、今にも泣き出してしまいたいような、激しい苦しみに襲われた。だから母がすすり泣く晩は、自分もいつも泣いていた。布団の中で胎児のように膝ひざを抱えて、朝が早く来てくれる事を祈り、夜が明けるまで動かない左腕と左足を呪のろった。

　どうしてこんな体に生まれてきたのか。

　どうして学校の友達のように健常者あたりまえに生まれなかったのか。

　そればかり思って奥歯を食いしばり、そして延々と泣いた。自分の嗚咽が聞こえる内は、母のすすり泣きを聞かなくてよかったから。

　あの夜もそうだった。

　夜、理由もなく目が覚めると、それは母がすすり泣きを始める前兆だ。

　真夜中、不意に目覚めて天井を見上げているのに気づいた時、もう限界だな、と思った。毎日毎日積み重なっていた、黒々と渦巻く感情が、小さな胸の内でいっぱいになっていた。今夜一晩も持たずに、はち切れてしまいそうだった。

　そうなったら、自分はどうなるのだろう。

　揺れるレースのカーテンの向こうに、身を投げてしまうのだろうか。

　自然とまた、涙がこぼれて、嚙かみしめた歯の奥から嗚咽を漏らす。

　いっそその方が、母と父のためかも知れない。

　自分のこの忌いま々いましい動かない手と足が、自分の命と共になくなってしまえば、きっと、母がこれ以上悲しんだりする事もなくなる──

　そこからの記憶は、酷ひどく曖あい昧まいだ。

　ただ、気がつくと自分は真夜中の街を、裸足で駆けていた。

　息を切らせ、苦しい胸を押さえながら、ただ、導かれるように走った。

　それは決して自分の意思ではなかった。

　微かな──本当に微かな記憶では、動かないはずの左手が、あの時はなぜか動いていた気がするのだ。進む道を指し示すように、左手は体の前に伸びていた。

　まるで、誰かに手を引かれるように。

　郊外にぽっかりと空いている、昔の戦争でできたというミサイル着弾痕クレーターの中で、その夜を過ごした。色濃い群青の夜空は高く、広く、星がまたたき、風に撫でられた周囲の草原が静かなさざ波の音を立てる。街の明かりが届かない暗くら闇やみは、ゆりかごのように心地よかった。

　そうして朝を迎えると、朝日と共に祖父が現れた。

　あの時の祖父の手もまた、誰かに導かれているように、差し出されていたと思う。

「──苦しいか」

　祖父は長い沈黙と、戸惑ったような表情の果てに、それだけたずねた。

　自分は首をふったと思う。

　がたいが良かった祖父はしゃがみ込むと、その大きな体で、自分を抱きしめてくれた。その温ぬくもりは、一晩過ごしたその夜の心地よい暗闇と、よく似ていた。

　あの瞬間、動かなかった左手に、何も感じないはずの左手に、なぜか温もりを感じていたのを覚えている。

　陽光の温もりか、祖父の体温とも違う。ひんやりとした

　──でも、人の温もりだった。

　それは左手に残された、最後の記憶だ。

　あれ以来、左手は温もりを感じる事もなくなった。
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　コール音がした。

　電気ショックでも加えられたみたいに目が覚める。

　体育館みたいに高くて広い天井、ワックスの引かれた木床の冷たい感触、採光窓から射さす、朝の柔らかな日射し。窓枠に止まったスズメが、ちゅんちゅんと井戸端会議をしながら、飛び跳ねている

　彼──黒瀬完かん爾じが身を起こし、辺りを見回すと、そこは武道場だった。

　だだっぴろい空間は静せい謐ひつで冷涼な空気と、かすかな木の匂においに満たされている。黒瀬の所作に合わせて床が音を立て、その音が張り詰めた空気に反響する。ぼんやりとした頭で「ここは……」と考えて、思い出す。

　祖父の屋敷の、離れにある武道場だ。

　天井際にずらりと並んだ採光窓から、陽光が目に突き刺さっていた。まぶしい光を手でさえぎりながら、腕時計を確認する。

　デジタル表示のそれが音もなく針を進めていた。眼前にかざすと、薄いブルーの立体映像ホログラムが宙に文字を描き出した。
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　何をしていたんだっけ。

　寝ぼけてそう考えた。頭にかぶっていたフードを払った時に記憶がよみがえる。

　そうだ、夜が明ける前、外にランニングに行ったんだった。ここに帰ってきてから、倒れ込んで横になっている内に眠ってしまったみたいだ。

　汗びっしょりになったウィンドブレーカーが、春先の風にあおられてかすかに揺ゆれる。少し、肌寒い。立ち上がりざま、武道場の片隅にある鏡に映った、自分の姿を見る。




　硬い床での睡眠は、酷い寝不足と体力消耗を引き起こしたらしい。憔しよう悴すいしきって、クマが目立つ顔。都会の路地裏で生ゴミをあさる野良猫みたいな顔つきをしている。長い間はさみを入れていない髪は乱れきってまさに汚れた黒猫そのもの。ぱっとしない顔だ。右手で顔を覆って、ねばつく眠気をぬぐいとる。

　左手は体の前で吊つっていて、灰色の吊り紐ひもがぶらぶらとゆれていた。

　動かないのだ。幼少時に麻痺して以来、ぴくりとも動いた事はない。

　コール音。

　けたたましいその音が、かすかに屋敷の居間の方から聞こえる。

　黒瀬はうっとうしそうにその音源に目をやって、それから、胸元に手を伸ばした。

　そこには透明のプラスチックでできたアイウェアが入っている。研究者や技術者がつけるようなしゃれっ気のない無骨なそれを、耳にかけた。

　途端、黒瀬の周囲にコバルトブルーで半透明のタスクウィンドウが浮かび上がった。

　子供がはしゃぐような電子音がする。ウィンドウは彼の周囲をビーナスの誕生を祝う天使達のようにくるくると舞い踊る。

　それぞれのウィンドウには透き通るような声で歌う歌姫が立体化されていたり、降水確率とナノマシンNMエーテル濃度をグラフにして解説している気象予報士が動いていたり、飛び出すアニメーションが新商品の名を叫びながらうるさくぴょんぴょん跳び回っていたりする。

「オールカット。コール」

　黒瀬は横に手を振った。

　するとやかましく騒ぎ立てていたウィンドウの群れは次々と消えていき、代わりに屋敷の奥からデフォルメされたヘッドホンマイクの立体映像ホログラムが滑りこんできた。黒瀬の首にからみつく。眼前に音を立てて起動したウィンドウを、黒瀬は右手の指で叩たたいた。受信、というグリーンの枠で囲まれた文字がぺかぺかと点滅する。

『コールは五回以内でとれ』

　不ぶ躾しつけにそう言う電話の相手に、黒瀬は小さく舌打ちした。

　タスクウィンドウには、壮年の男が浮かび上がっている。

　枯れ木のようにやせて、とがった顎あご。落ちくぼんだ眼がん窩かに小さく、だが頑かたくなな意志を据えた眼めがぎらついている。短髪をオールバックにした黒髪。スーツを折り目が見える程きっちり着こなす。

　映像の下には、通信相手の名前が表示されている。

　〝父〟

『眞ま子こがそっちに向かった』

　黒瀬は屋敷に続く渡り廊下へ向かいながら、その凶報に嫌そうに視線を明後日あさつてへ飛ばした。

　彼が一歩歩く毎ごとに、ぎしぎしと左足の関節が音を立てた。足を上げる度、パンツの裾すそがあがってくるぶしがあらわになる。

　焦げ茶色をした、合成樹脂の義足。

「なんで。呼んでないのに」

『本人に訊きけ』

　たずねたって答えるものかと黒瀬はイラ立った。

　ろくに顔も覚えていない父が再婚すると聞いたのは去年の暮れ。知った事かと思っていたが、祖父が死んで以来、父の新しい家族は黒瀬にちょっかいを出すようになった。

　再婚相手の家族と円満な関係を築きたいのだろうが、血でつながっているはずの父と息子がうまくいっていないのに、そんな事できようはずもない。

　特に義妹いもうとは──義妹いもうとといっても同い年だ。黒瀬の方が三ヶ月生まれるのが早かっただけ──それがどうもわからないようで、ことある毎に黒瀬が住むこの屋敷にやってくる。その上口べたなのか気が弱いのか知らないが、おどおどしてまともに口を利かない。黒瀬だってよくしゃべる方じゃない。結局お互い無言でお見合いになり、気まずい思いをするのは黒瀬の方だ。

「わかってんだぞ。あいつを使って、俺をたらしこもうって腹づもりなんだろ。なにやったって、そっちの家には死んでも行かないからな」

『相変わらずだな』

　久しぶりに会った息子の変わらぬ姿に喜ぶ声ではない。抑揚もなく、低く抑えられた声音。

『妄想病パラノイアか。屋敷の中に閉じこもって、自分以外は全部敵だと思い込んでいる。その実は弱くて脆もろくて、ただのわがままな子供だ。今のお前に必要なのは〝首輪〟だな』

　腹の内がかっと熱くなった。黒瀬の腹の中いっぱいに詰まっていた炸さく薬やくが、父の言葉で一気に燃え上がる。

「何が首輪だこの野郎……！　好き勝手して俺を捨てたのは、お前だろ！」

　受話器のホログラムの向こうで、父が鼻で笑う気配がした。

『だから迎えに来てやってるのに、お前が意地を張っている』

　わき起こる怒りが抑えつけられない。拳こぶしをぶるぶると震える程握りしめ、嚙みしめた奥歯の奥から絞り出すように言葉をはき出す。




「俺に〝首輪〟をかけようとしたら、そいつでお前を絞め殺してやる──！」

『〝できるならな〟。用はそれだけだ』

　早々に切り上げようとする雰囲気をさっして、黒瀬は「待てよ」と声を荒らげた。

「じいちゃんの葬式にも顔出してないのに、こんな事で電話してくんなよ。線香くらい上げに来たらどうなんだよ。お前の親だろ！」

　返事を待ったが、いっこうにそれはなく、気がつくとコールは切れていた。

　黒瀬は小さく、口汚く毒づくとウィンドウを乱暴に操作してこちらからの通信も切った。




　祖父が死んだのは、半年と少し前の事だった。

　不仲の両親に代わって自分をずっと見守っていてくれたのは、祖父だった。

　だだっ広いこの屋敷に一人で住んでいた祖父は、幼い黒瀬を何も言わずに迎え入れ、以来十年以上の歳月を、二人はこの屋敷で共有した。二人でも持てあますくらい広いこの屋敷では、それほど親密な交流があったとは言えないが、それは二人にとって最適な距離感だった。ずっと、麻ま痺ひのことで、黒瀬は他人の奇異の目に晒さらされ続けてきた。だから、祖父の空気のような存在感と、時折投げかけられる、どこか寂さみしげな優しい瞳ひとみが、心地よかった。

　祖父もまた、自分をとても大切な存在として想おもってくれていたと思う。

　父も母も、自分の事で手一杯で、自分に本当の意味で向き合ってくれた人はいなかった。だが祖父はそうじゃなかった。祖父は生まれて初めてできた本物の『家族』のようだった。

　祖父の屋敷に来た十年前以来、黒瀬はほとんど家を出ていない。

　日も昇らない明け方にふらっとランニングに出かけ、朝日がまぶしくなる前に戻るくらいだ。黒瀬にとって、屋敷の外の世界というのは──『昼の世界』というのは、酷く縁遠いものに感じられた。

　友達も、先生も、すれ違う人も皆みんな、自分と会うと変な顔をして、言葉に詰まる。対面にいる男の、左手と左足に宿った不幸を憐あわれみながら、どう言葉を投げかけたものか思案するのだ。そういう表情が、一番嫌いだ。母親の沈ちん鬱うつな瞳を、思い出す。

　いつしか、思うようになった。

　ああいう表情をする人々と、自分は、まったく違う世界の住人なのだ、と。

　彼らは日の光を燦さん々さんと浴びる昼の世界の住人。

　自分は影に身を潜めて息を殺す、陰かげの世界の住人。

　二つの世界の住人は、たがいに相あい容いれない存在なのだ。昼の世界の住人は昼の世界で生きればいい。陰に身を潜めている、五体不満足な男の事など、知りもしないでいればいい。

　そうしてくれれば、自分だって奇異の目に晒さらされなくてすむ。

　そしてそれは、自分が昼の世界に求める唯一のものだった。

　だから黒瀬は屋敷にこもった。屋敷の中は安全で、安あん寧ねいで、安心できた。祖父は自分とどこか同じ匂いがして、側そばにいたとしても苦痛ではなかった。

　それに祖父は、昼の世界を拒否した自分を、責め立てたりしなかった。

　もちろん間違った事をすれば叱しかってくれる。むしろそれしかしてくれないが、それで十分だ。それで、両親よりはるかに自分の事を思ってくれているとわかるから。

　幸いにも今は学校に通わなくても、量子通信ネツトワークを介して良質な通信教育が受けられる。

　運動をしたければ広大な屋敷の一角にある武道場で、祖父がなんだかよくわからない格闘技の稽けい古こをつけてくれる。

　夜から朝にかけて、人工筋肉付きの義足でランニングもする。

　学校みたいに休日なんてないから、毎日それをやっている。毎日、同じことを、同じペースで、ただ黙々と。誰だれにも文句はつけさせない。生きるのに必要なことを、最低限やっているのだから。

　それを教えてくれたのは、全て祖父だ。

　黒瀬の世界は、真夜中のマラソンで見る誰もいない朝あさ靄もやのかかった街と、祖父の言葉少ない教え、それだけだった。

　それでよかった。そうして過ごす時間は、自分が普通の人でない事をいちいち囁ささやかないし、祖父から学べば学ぶ程、鍛えられれば鍛えられる程、自分はいつか、外の世界の誰にも頼らずに、一人で生きられるかもしれないと、希望と自信が持てたのだ。

　その祖父は今、仏壇の額がく縁ぶちの中で、永遠に微笑ほほえんでいる。

　数ヶ月前、目を覚まさなかった祖父はそのまま棺ひつぎに納められた。

　悲しいとは思わなかった。ただ呆ぼう然ぜんとした。

　これまで自分に血肉を分けてくれたのは祖父だったのだ。

　単純に勉強や運動を教えてもらったのではない、ここで暮らしながら、生き方そのものを教わっていたのだ。

　そして何より、祖父は家族だった。

　自分にとって、唯一心許せる家族。

　それが、失われた。

　人生という台本は今やあっさり失われて、手元に残ったのは、広大な屋敷と不完全でポンコツな自分の体だけ。これからどうやって生きればいいのか、さっぱりわからない。考える気にもなれない。それでも──

　──それでも、現実は変わっていく。

　時間は笑えるくらい残酷だ。

　祖父が死んで以来、ずっと足を止めたままの自分を、過ぎゆく時はあっという間に追い抜いていってしまった。




　世界は一変した。




　安寧とした時は周りの大人達が廃はい墟きよを整理する重機みたいにひっぺがしていく。

　自分を誰が引き取るのかが自分の頭越しで相談されていて、屋敷を始めとした祖父の遺産──〝遺〟産を、誰が手中に収めるか、親しん戚せき達が静かに奪い合いを始めている。

　そうして過ぎていった時間で、あれから世界は半年も経たったらしい。

　とても信じられない。

　自分はまだ、祖父が死んだあの日から、一歩だって動いていないのに。
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　二階の自室で、気分転換に窓を開けると、無数のタスクウィンドウや宙に浮く半透明の有名人、ホログラムの通販商品が、部屋の中になだれ込んできた。

　都会のど真ん中に立っているかのように、老若男女の声に辺りを取り囲まれる。

　昨日のサッカーの結果だとか、天気だとか、悲しいニュースだとか、政治家の汚職だとか、芸能人のスキャンダルだとか……

　代わり映えしない情報が、キャスターの映像や、ワイドショーの映像だとかにのって、漂ただよってくる。

　高らかに歌う歌姫──springだとかいう──がほとんど裸みたいなドレスを揺らして新曲を歌っている。近くにある全国チェーンのカレー屋が春期限定桃カレーの旨うまさを調理風景を交えて道行く人に教えて回る。この地域に多大な社会貢献をしているとV-tecLifeヴイテツクライフ社がさりげなく美しい音楽と共に空に虹にじ色いろのロゴを打つ。

　アイウェアを外した。

　全て消え去り、水を打ったような静寂に包まれる。

　見上げた空は、染み一つ無いまっさらなコバルトブルー。

　まどろむような春の匂においがした。

　肌の下にしみこむような、陽光の温ぬくもりを感じる。見下ろす街はいつもの静かな朝を迎えていて、ぽつぽつと起こる喧けん噪そう以外には、やかましい電子音も、空飛ぶ人のホログラムもない。

　情報偏在ユビキタス社会──受信装置を身につけていれば、目に入る空間全てから情報を知覚できる社会は、およそ二十年前、黒瀬が生まれる四年程前に生まれた。

　以来、膨大な情報が世界を席せつ巻けんし、所かまわずがなり立てるＣＭや空いっぱいに広がる広告が世界にあふれかえった。まったく、迷惑な話だ。人生という道に頼んでもないのに看板が次々に立てられている気分だ。

　こうしてアイウェアを外して感じる空っぽな静寂の方が、黒瀬は好きだった。

　ふと、屋敷の中庭の向こう、家の敷地と外の世界を隔てる白壁の向こうに、スカートがはためいた。

　桜並木が薄うす桃もも色いろに吹ふ雪ぶいていて、その合間に、踊りたつような笑みを浮かべた女子高生の姿が見えた。彼女たちのはしゃぎようからすれば、きっと入学した高校に初登校といったところなのだろう。

　桜吹雪にまぶしそうに目を細めている。

　楽しそうなその姿を目に入れてしまった。胸の内に、じわりと嫌な感覚が広がる。

　不安と、劣等感、ほんの少しのねたみ、そういうのが入り交じった、ドブ水みたいな感情。

　陰った部屋の中から、明るい日ひ射ざしの下で跳ねる笑顔をのぞき見る自分。黒瀬は十七歳、本当ならあの輪の中に入ってもいいはずだった。

　でも、そうしないことを、自分は選択したのだ。

　酷ひどいコントラストがある気がした。どこにも所属していない、宙ぶらりんな気分。なるようになれ、そんな投げやりな気分。

　ふと、屋敷の入り口に人影がたった。

「（……来た）」

　黒瀬はうんざりしながら、その人影が押したチャイムの音を聞いた。

　うなだれたままアイウェアをかける。
















「ドアフォン」とユビキタス機能を呼び出す。

　黒瀬の前に、薄いコバルトブルーのウィンドウが現れ、そこに立体表示された人影が浮かび上がる。セーラー服姿の女の子が、所在なげに立っている。正門の感知器センサーが撮影した、訪問者の映像だ。




「眞ま子こ？」

『あ……うん』

　女子高生はあわてて身なりを整えた。いまさら何をしたって仕方ないのに、髪をとかしたり、セーラー服をのばしたり、せわしない。常に下がった眉まゆ尻じり、白玉みたいにまん丸な目、病弱そうな色白の肌、ハーフみたいな栗くり色いろのショートの髪は少し癖がついている。

　彼女を見るといつも、あの耳が垂れ下がったウサギを思い出す。

　性格だって、ウサギそのものだ。かわいそうなウサギだ。なまじ善良だから、再婚した家族全員が仲良く暮らせるようにと、献身的にもろくに姿も見た事ない兄とコミュニケーションを取ろうとしているのだ。黒瀬の父新しいパパに利用されているに過ぎないのに。

　父は彼女を使って黒瀬手のかかる息子を家に取り込むつもりなのだ。もっとも、それは世間体という奴やつを考こう慮りよしたからであって、再婚を機に関係をやり直そうとかいう気はさらさらない。実の父の葬式にも来ない人間だ。そう思って間違いないだろう。

『あ──』

　何か用。かすれた声で尋ねると、義妹、眞子はそうやって言葉に詰まった。

　その顔は少し上気しているように見える。……熱でもあるのか？

　五秒くらい経ってから、言う。

『──黒瀬さん』

　またこれだ。

　黒瀬は頭をかきむしりたくなった。

　彼女と会うと第一声はいつもこうだ。「あ──黒瀬さん」。その『──』の中にどんな逡しゆん巡じゆんがあるのか知らない。お兄さんと呼ぶべきか、お兄ちゃんと呼ぶべきか、あるいは完かん爾じくんと呼ぶべきか。距離感をはかりかねているのか。

　そういう腹の探り合いみたいな人間関係が一番苦手だった。障害について触れていいものか迷う「昼の世界の住人」の反応と同じからだ。

『今、大丈夫……ですか』

　言葉を慎重に選んで彼女が言う。短く、「いや」と答えた。彼女に悪いが、父の思惑通りほだされる気はさらさらないし、彼女だって、「陰の世界の住人」と話したりするべきじゃないと思う。

　返事を聞いた立体表示の眞子が、『え？』とその小さな口をぱくぱくと開閉した。

　それから急せかされるように

『あ、あの、昨日ね。家での話なんだけど……あの、家だと、いつもお母さんが帰るの遅いの──遅いんですけど、だから私とお姉ちゃんでいつも交代でご飯作るの。それで』

　…………何の話だよ。

　道中、何を話そうか話の種を考えていたのかもしれない。思わぬ拒否反応に動揺して思わずドアフォン越しにその雑談を始めてしまったのか。ため息が出る程お人よしな奴だ。

　彼女は夢中になって話し続ける。

　……今日はとりわけ変だった。呂ろ律れつが回っていないし、少しふらついているように見える。まるで、夢見心地だ。春の陽気にあてられたか、緊張で頭がおかしくなったか。

『お姉ちゃんのご飯、ホントはあんまりおいしくないんだけどね。……あ、それで、ホントは昨日が私の当番だったんだけど、私、部活で疲れちゃって、気づいたら寝ちゃってて、代わりにお姉ちゃんが』

「何しに来たのか言えよ」

　ぴしゃりと黒瀬が言うと、まるで怒鳴りつけられたみたいに彼女は息を詰まらせた。それから酷く落ち込んだように肩を落としそうになって、しかし思い直したのか、肩にかけていたバッグを右手でぎゅっと握りしめた。

　意を決したように、顔を上げる。

『今日、あの──今日のご飯、私が作るんだ。おにいさん、食べに来ない？　おでんが好きなんだよね？　あの、もう材料も買ってあるから』

「お前、もう来ない方がいいって」

　苦々しく、はき出すように言った。

　ずっと言おうと思っていた言葉を、ようやく言えた。

　これまでにも何度も食事に誘われたが、一度も応じた事はない。なのに彼女はめげずに来る。「もう二度と来ないで欲しい」と、今日こそ言わなくてはと思いながら、彼女の弱々しい姿に、いつも吞のみ込んできた言葉だった。

　眞子ははっと顔を上げると、突然身内の死を囁かれたかのように目を見開き、薄い唇を震わせ、『え──』とかすれる声をあげた。

　そんな顔、するなよな……。

　慎重に言葉は選んだつもりだったのに。こんな顔をさせたかったわけじゃないのに。だけれど、転がりだした棘とげのある言葉はもう止まらない。それと知らずに、父へのイラ立ちを上乗せして、ぐっと喉のどの奥で言葉を嚙かみしめた。

「お前は家族なんかじゃない」

　一瞬、彼女は下がり気味の眉まゆを寄せて、どこでもないどこかに視線をさまよわせた。さっと目め尻じりに涙がたまり、顔をうつむかせる。

「家族ごっこがしたかったら、俺抜きでやれよ」

『でも……でもこんな所で一人で住み続けるなんて、おにいさんだって』

「俺はお前の兄貴じゃない！　俺の家族は一人だけ──お前と、お前の家族は、関係無いんだよ」

　乱暴にドアフォンの回線を切ると、アイウェアを外した。門の方へと目を向けると、彼女は呆然としていた。




　うつむいて帰って行った彼女を見送り、盛大なため息をつく。

　外の世界の人と話すと、とてつもなく緊張する。

　別に、苦しめたいわけじゃないのに、口を開くといつもこうだ。誰かを傷つけなければ、言葉一つはき出せないのか──

　眞子は父親と弟を自動車事故でいっぺんに亡くしたらしい。それは父から（一方的に）聞いている。

　それが三年前の話だというから、割と最近だ。彼女は家族に飢えているのかもしれない。特に異性の家族に。

　黒瀬とて、今まさに家族がいないこの状況に、ゆっくりと毒ガスを吸い込んでいるみたいな不快感とかすかな恐怖、そして──孤独感に苛さいなまれている。

　だが、だからといって安易に新しい家族に与くみしたくない。ここで十年以上過ごしてきた祖父との時間を、迎えが来たからといって、用済みとばかりに投げ出せるほど、非情にはなれない。




　『昼の世界』の連中なら、時に感情を殺してでも、そういう効率の良いい方法を選べるかも知れない。だけど自分には、とてもじゃないが真ま似ねできない。もっとも、いずれはこの生活にも限界が来るのだって、わかってる。




　ふと、屋敷の入り口に車が止まったのに気がついて、物思いから覚める。

　黒塗りの、威圧的な様相の乗セ用ダ車ン。

　黒瀬は目を細めた。

　車から出てきた老人が、コートの襟えりを正して、正門に歩いてくる。見覚えはない。黒瀬は身をおこし、アイウェアを再びかけた。

『──初めまして黒瀬さん、亡くなられたお祖じ父いさまにお線香を上げさせてください』

　表示された立体像ホログラムをじっと見つめて、黒瀬は黙り込んでいた。

　もう誰だれも家に上げるつもりはなかった。

　この家は自分を守る防壁で、最終ラインなのだ。ここを越えられたら、自分を守るものはなにもない。〝昼の世界〟の人間に、〝陰の世界この世界〟を侵させるわけにはいかない。

『ご在宅なのはわかっています。〝正式な手段〟を踏まなくてはいけませんか』

　ドアフォンを切ろうとした黒瀬の耳に、老人の言葉が聞こえた。声音が低く、変わっていた。

　顔を上げ、ホログラムを見ると、老人はスーツの胸ポケットから手帳を取り出したところだった。

　老人の所作をじっと見つめていた黒瀬の目が、ゆっくりと、細められる──





■






　現れたその老人がさしだした手帳には、金色の菊の花が一輪咲いていた。

　花の下には老人の名前が印字されている。

　『麻あさ戸ど　巧たくみ　〝警部〟』

　仏壇の鉢はち鈴りんをたたいた老人──麻戸警部は、義理とは思えない程長く、遺影に頭を下げ続けた。

「今後は、お父上の所で暮らされるのですか」

　老人は、ロウで固めたようなシワだらけの顔を、じっと黒瀬に向けてそう言った。低くしわがれた声は酷くかさついていて、しゃべる度にマイクが誤作動したみたいな細切れの音がした。

　仏間の長机を挟んで向き合った黒瀬は口を開かず、ただ首を振って、それに答えた。

「では、どなたか引き取り手が？」

　黒瀬は視線を膝ひざの上に置いた手に落とした。

　麻ま痺ひした左手を、右手の上に載せる。

　吊つり布に隠れていたが、その下に置かれた右手は固く握りしめられ、こわばっている。

　そうしていないと、緊張で今にも全身が震え出しそうだった。

　額にはじわじわと汗の粒がにじみ出す感覚がした。──祖父以外の人間がこの家に来る事など、今日まで考えもしなかった。

　いざ対面して他人と向き合うと、相手が何をし出すのかまったく予想がつかず、得体の知れない異様な恐怖を感じて、体が震える。

　長机に置かれた湯飲みで、うすい緑の水面に、小刻みに波紋を描いていた。

　結局、質問に答える事はできなかった。答える気もなかったが。

　麻戸はどうとったのか、またかさついた声で

「大変な時期にお伺うかがいして申し訳ありません。黒瀬──完かん爾じさん」

　なんでこいつ、俺の名前知ってるんだ。

　そう思ったが、黒瀬は視線をあげず、黙っていた。差し出された警察手帳を思い出す。

　この男は刑事なのだ。名前くらい簡単に調べ上げるだろう。

　それよりも、と黒瀬は思う。問題は刑事がなぜ線香なんてあげに来るかという事だ。

「……生前、お祖父さんに変わった事はありませんでしたか。なんらかの政治的な活動をしていたとか、交際していた方がいたとか」

　変な事を訊きく。何をしに来たか、言わない気なのだろうか。

　ならば、こちらから仕掛けるしかない。

「じ──祖父ちゃんは何か事件に関係していたんですか。誰かに殺されたわけじゃなかったと思うけど」

　声は緊張で酷くこわばっていて、情けない程かすれていた。

　奇襲したつもりのかすれ声に、麻戸刑事は答えず、長机にあった灰皿をたぐり寄せて、煙草たばこに火をつけた。

「ええ、そうでしょう」

　それだけ言うと、煙草が半分になるまで黙ったままだった。




「Playプレイ funフアン!12というのはご存ぞんじですか」

　苦しまぎれに茶をすすりかけていた黒瀬は、一瞬呆ほうけた顔で麻戸を見つめ、それから、苦々しい思いでその名を反はん芻すうした。手にした湯飲みを机に置き、その水面に広がる波の環わを見つめる。

　Play fun!12──こんなところで耳にするとは思わなかった。

　その名が初めて世間に公表されたのは八年程前だった。だが自分がそれを耳にしたのはもっとずっと前、物心ついた四歳か五歳くらいの頃ころだったと思う。

　まだ両親と暮らしていた頃……今よりはほんの少し幸せだった頃。父の口からよく耳にした名だった。




　Play fun!12




　それは人類が夢にまで見た完全体感型フルシミュレーターであり、『もう一つの理想の世界』を創つくる機械だと父は語った。

　誰もが手軽に、理想の世界を創り出せる。

　それは限りなく現実に近い、だが現実より居心地のいい世界。

　ボールペン状の容器に入った、ミミズみたいなナノマシンの塊を鼻から吸引して、鼻び腔こうの粘膜から吸収する。脳下垂体から進入したそれらを小脳から大脳皮質に至るまでまんべんなく偏へん在ざいさせると、全世界待望の完全体感型仮想世界ＶＲが現実になる──何度も同じ説明を繰り返された。

　父こそが、Play fun!12を開発したV-tecLife社の、重役の一人なのだ。

　父はよく、『私は新たな世界を創造しているんだ』と嬉うれしそうに口にしていた。

　普段は、全身の血を鉄と入れ替えたんじゃないかと思うほど冷たい父が、Play fun!12を語る時だけはまるで対等な友人のように話してくれた。それがうれしくて、黒瀬は必死になって父の言葉を飲み込んでいった。そんな自分と父を、母は不安といぶかしさが入り交じった表情で見つめていた。当時の自分は、その視線の意味に気づく事はできなかった。

　父が嬉き々きとして語るその夢の世界は、魅力的で、至上の楽園のように思えた。

　だが、幼い黒瀬は父の口からPlay fun!12を知れば知る程、次第にその『楽園エデン創造キット』に嫌悪感を抱くようになった。いや、嫌悪感は初めからあったのだ。

　父は自分以上にこの機械を愛している。

　時間が経たつにつれて、それに気がついていっただけだ。

　今ではこんな簡単に言える事が、当時は幼すぎてわからなかった。

　子供のようにはしゃぐ父を嫌いになり、そんな自分が嫌いになり、Play fun!12も憎悪の対象になっていった。思えば、母も同じような思いを抱いていたのではないか。

　優しい母は毎夜、父の書斎の前で泣きじゃくっていた。Play fun!12はそういう記憶とセットの思い出となり、黒瀬の頭の片隅にうち捨てられていた。

　それを、掘り起こそうとする者が現れた。

　一体、何が目的だ？




「このゲーム機が市販されたのは八年前……『鼻から吸引する』『脳に機械を入れる』そういったセンセーショナルな導入法が世間を騒がせました」

　黒瀬が黙っていると、麻戸は知らないと見なしたのか、ぼそぼそと平へい坦たんな声で解説し始めた。

「連日連夜、ワイドショーやニュースで、自称〝知識人〟達が論争をくり広げたものです。その倫理性、技術的信しん憑ぴよう性せい、命と機械の宗教的かかわり合い──喧けん々けん囂ごう々ごう。しかし一年も経つとそういった輩やからは消え去りました。世間の興味を引く新たな事件があったのか、誰かの横やりがあったのか

──いずれにせよ、ここ八年間でPlay fun!12は日本中に広がりました。三年前、ユビキタス機能が付加されたPlay fun!12が発売されたのがそれに拍車をかけた。大人から子供まで……今や変わり者や老人をのぞいて、導入してない者はいない」

　黒瀬はむっと、口を歪ゆがめた。

　あの忌いま々いましい父が関わったものになどに関わりたくなくて、黒瀬はPlay fun!12は導入していない。「お前は変わり者だ」と言われた気がした。テレフィルムとか、街の広告塔とか、ネットワーク上の交流場所コミユーンとかで、Play fun!12が散々話題になっているのは知っていたが、そもそもユビキタス機能なんて下品なものも嫌いで、ゲームもそれほど好きではない自分には、関わりのないものだと思っていたのだ。

「Play fun!ゲーム12は導入してない。ユビキタス情報は、アイウェアをかけて見るから」

「ではそれをかけてこちらをご覧ください」

　麻戸刑事はなにかをつかんで差し出すような仕草をした。

　黒瀬が胸元から取り出したアイウェアをかけると、彼は一枚のテキストウィンドウを手にしていた。半透明でコバルトブルーのそれを受け取って、目を通す。

「〝外側中毒アウターホリツク〟──ご存じですか？」

　不意に、脈絡もなく麻戸はそう言った。

　黒瀬はしばらく思案してから、浅くうなずいて返した。最近よく耳にする単語だ。テレフィルムのニュースでよくやっている。

　Play fun!12が作り出す完かん璧ぺきな仮想世界──現実とまったく同じ世界で自由に創造された世界、その世界を外側世界アウターワールドと呼ぶ。それは当人にとっての理想の世界だ。

　人殺しからセックスまで、あらゆる禁忌を犯し、性転換から永遠の命まで、あらゆる限界を突破できる。そこでは英雄になることも、悲劇のヒロインになることも、文字通り夢ではない。

　だがその理想の世界は、機械が脳の中に描き出した幻想郷にすぎない。

　つまりこの世界の外側にある世界アウターワールドなのだ。

　にもかかわらず、その幻想郷にのめり込む人間は後を絶たない。その中でもとりわけのめり込んだ連中が、飲食も睡眠も排はい泄せつも、それに仕事も交友関係も家族も全部忘れて、ひたすらゲームに没頭し、ついには死に至る──それが、外側中毒アウターホリツク。Play fun!12の連続プレイ時間が二日を過ぎた時点から、その人の生命活動は急速に弱まり、タイムリミットの三日に至るまでに生体機能がどんどん損傷していく。

　そして三日目に至ると、もはやその生命が終わるのを止める術すべはない。

「今やアルコール中毒アルコホリツクより名の知れた中毒ですよ、この、外側中毒アウターホリツクという奴やつは。もっとも、俗悪なメディアではその死がゲームに熱中しすぎた愚か者の末路としておもしろ可お笑かしく取り上げられるばかりですがね。……これを」

　麻戸は胸元から、何かを取り出して卓の上に置いた。目を凝らすと、ケースの中に小さな、本当に小さな……針金のような黒い線ワイヤーが見えた。

「検証は終わったので、差し上げます。あなたのお祖父さんの脳から摘出したPlay fun!12です」

　思わず麻戸の顔を見上げた。麻戸は眉まゆ一つ、動かしていなかった。

「……は？」

　麻戸は黒瀬が持つテキストウィンドウを指し示す。

「それは死亡した夜の、お祖父さんのログイン記録です」

　手元のウィンドウに目を凝らす。

　暗号図表か何かにしか見えない枠と、数字の組み合わせが並んでいる。

「ログイン……って、Play fun!ゲーム12の？　祖父ちゃんが？」

「あなたのお祖父さんがアウターワールドにログインしたプレイ記ロ録グです」

　いくらなんでもあり得ない話に、思わず吹き出した。

　七十を超した爺さんだったんだぞ？

　ゲームをしてただって？

　だが、笑みを浮かべた黒瀬を、麻戸は冷淡とも、憐あわれみともつかない目でじっと見つめるばかりだった。彼の目は、よく見ると左目が正気を失ったみたいに明後日あさつての方向を向いていて、まるでそれだけが独立した生き物のように、ぐろぐろと蠢うごめいていた。獲物に焦点を合わせるように、ぴたりとこちらを向いて止まる。

　深い沼の底からのぞいているかのような、目だった。

　持ち上がっていた口角が、瞳ひとみに射い貫ぬかれて落ちた。彼が冗談を言っているわけではないのだという確信が、じわりと胸の内で広がっていく。

「ログインデータには、あなたのお祖じ父いさんがログインした時間と、ログアウトした時間が記録されています。ご覧なさい、これが、あなたのお祖父さんの外側世界アウターワールドでの名前ですよ」

　麻戸が指さした先には、短い英単語が一つ、ぽつんと置かれていた。





　──［ Ｅｊｅｃｔ排出 ］






　まるで暗号図表のようだったウィンドウの文字の意味が、おぼろげながらわかってくる。それはどうやら、『Ｅｊｅｃｔ』という名の誰だれかが、『ＩＮ』した時間と『ＯＵＴ』した時間が淡々と記録されているようだった。一番最近の記録は、確かに祖父が亡くなった、あの夜の日付だった。死亡する前日の十時から、翌朝の五時まで『ＩＮ』状態だったことが記録されている。

「そのログ、一番初めにお祖父さんがログインした日も記録されています」

　言われて、黒瀬はテキストウィンドウの上で親指をはじいた。ウィンドウの中のテキストは流れるようにスライドしていく。それを四、五回繰り返した頃、画面はぴったりと止まった。一番初めの記録が、無機質に記されている。





　∧ ２０４２／ 11 ／ 23 ／ ＰＭ11：47 ＩＮ ∨






「Play fun!12が発売されたのは２０〝７０〟年──」

　黒瀬はテキストウィンドウから目を離し、麻戸に目を向けた。

「あなたのお祖父さん、Play fun!12が存在する二十年以上前からログインしているんです」





■






「お祖父さん、率直に言って、どういう方でしたか？」

　麻戸は帰り際、玄関で振り返ってそう言った。

　黒瀬は口を閉ざしていた。しどろもどろになって口を開くのを期待されていたのかもしれない。しかし、長い間他人とコミュニケーションする必要にさらされなかった黒瀬は、沈黙で答えることに慣れていた。

　それをどう受け取ったのか、麻戸はまた口を閉ざしたまま、背を向けた。

　扉を閉ざす音が、二人の沈黙を隔てた。

　祖父は、どういう人間だったか？

　記憶の中の祖父は──酷ひどく、旧式アナクロな人間だった。

　家具のほとんどに人工知能Ａ．Ｉ．が搭載され、電子機器の操作に音声入力が当たり前になっても、祖父は相変わらず留守録機能もないような黒電話を使っていたし、食事も自分で作り、エレベーターは設置せず自分で階段を上がった。

　祖父はそういう生活を好んでいたし、そうじゃない生活を軽けい蔑べつしていた。黒瀬もその生活に慣れきっていた。この家には普通の家にあるような、いちいち用件を訊いてきたり、訊いてもいないのに商品を「おすすめサジエスト」してくるような電子機器はない。自分の手で、自分の意志の下、生活を管理する。それがここでのルールであり、祖父と黒瀬、二人の生き方だったのだ。

　その祖父ちゃんが、ゲームをしていたって？

　ありえない。

　……ありえない、はずだ。

　だが、人には誰しも秘密がある。

　隠しておきたい過去、忘れてしまいたい過去、現在進行形のそれ。

　黒瀬にだってある。例えば、幼い頃の記憶。よく周囲の子供達に馬ば鹿かにされた。なにせ片手片足が動かないから、運動はろくにできないし、頭だって良いい方じゃなかった。

　あの窮屈な学校という名の収容施設で、教師という名の看守によってもたらされる甚大なストレスのはけ口に、打ってつけだったのだ──弱虫で無抵抗な自分は。情けない事に、散々いじめられたというのに、いじめっ子達の輪の中に入りたくて仕方がなかった。だから媚こびへつらってなんでもやった。

　そんな過去は全部、たき火にくべてやりたい。

　そういう過去と決別するために、昼の世界に背を向けたのだ。

　そう、それと同じ事だ。

　祖父は誠実で優しい人だったが、やはり秘密がないわけじゃなかった。




『私はこういう仮説を考えているんです』

　帰り際、麻戸が講釈を垂れた『仮説』を反はん芻すうする。歯は嚙がみしたい思いだ。ずらずらと並べ立てられた正論は、反論の余地がないだけにあまりに腹立たしかった。

『アウターホリックは単純な中毒症状ではない。過去の発症人数は、脈絡なく乱高下し、ここ半年で死亡した人間は急激に増加の一途をたどっている。こういう変動の仕方は、自然の物ではない。誰かが意図的にそうなるよう調整していると考えるのが自然です』

　麻戸の言葉で脳裏の空白を埋めながら、黒瀬は屋敷を横断する。

　祖父がよくこもっていた、地下室への階段を下りる。

　寒々しい部屋だ。むき出しのコンクリート壁、しゃれっ気けのない事務的な家具が少し、それにゆったりとした黒革のチェアが一つ、ぽつんと部屋の中央に鎮座している。

　祖父はよく、この部屋にこもって何時間も出てこなかった。何をしていたのかは知らない。知りたくもなかった。お互いへの心地よい無関心が、この屋敷でのルールだった。

　だが、今では少し、それをたどる手がかりがある。

　黒瀬は足下に、目を向ける。

　黒金のサブマシンガンが、静かに転がっている。

『あなた、お祖父さんについてどれくらい知っています？』

『……どれくらいって』

『例えば四十年前の極東戦争ではミコト・セキュリティサービス社の諜報部隊インテリジエンス──通称鴉カラス隊一員だったとか、戦後は長く心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤに苦しんだとか』

『……なんだよ、それ』

『どうぞこれを』

　麻戸が手渡した写真を、くしゃくしゃに握りしめてしまったそれを、胸元から取り出して見た。

　色あせたそれに写っていたのは、真っ黒な兵士達だった。

　固い友情で結ばれているのを誇示するように、彼らは肩を組み、不敵な笑みを浮かべている。

　その姿。

　真っ黒なゴム質のスーツが緩ゆるく彼らの全身を包み、真っ黒なハーネスがそれをきつく締め上げている。足下にはわずかにだぶついた裾すそを縛り上げる編上げブーツ。肘ひじ当あて、膝ひざ当あて、グローブに、弾倉やグレネードがいっぱいに詰まったベスト。

　肩を組んだ兵士達の、右から三番目。そこに写っていた。

　まぶしそうに眼を細める、若かりし頃ころの祖父の姿。

『お祖父さんには、あなたの知らない過去がある』




「俺の知らない、過去……」

　写真を持った手を下ろし、黒瀬は床に転がるサブマシンガンと、無数の真しん鍮ちゆう製の弾丸を見つめる。

　この部屋に入ったのはつい昨夜ゆうべの事だ。親しん戚せきの誰かがこの家の所有権を得たらしく、部屋を整理する必要があると連絡があった。だから渋々と、ずっと手のつけられなかった祖父の部屋の整理に手を出した。そこで、この『パンドラの箱』を見つけたのだ。

　アタッシュケース状のボックス。手軽に持ち歩くにはあまりにごついし、ケース全体を覆うような強固なロックが二つもついている。それを制御する演算装置CPUは、鍵かぎ穴あなのようにタッチパネルとマイクの操作装置インターフエイスを備えていた。

　パスワードか、音声認識、あるいは両方の鍵キーが必要なのか。この手のセキュリティロックは解除する専門の業者がいるが、扱う演算装置ＣＰＵが一昔前の軍用ＣＰＵだったりするので、利用するには相応の信用情クラス報IDというヤツがいる。もちろん、ロクに学校も通っていない黒瀬は、世間の信用も、相応の金も、持ち合わせていない。

　できる事など何もないと思いながらも、なんの気なしにいじっていた。道ばたに落ちていた写真を眺めるように。だが、ロックは唐突に解除される。思わぬ事態に慌てた黒瀬の手から、ケースが滑り落ちた。

　そして、今この目の前に広がっている惨状が、まき散らされた。

　タッチパネルには、『音声認識完了』の文字が点滅していた。

『いくつかある考えられる可能性の一つとして、こういうのはどうでしょうか。あなたのお祖父さんはアウターワールド創設に一役買った人物だった──それこそ、歴史上初めてアウターワールドあの世界にログインできる程』

『そして彼は、そのシステムを利用して、意図的な大量殺人を実行する構造プログラムを組み込んだ。それが、我々が外側中毒アウターホリツクと呼ぶものの正体』

　記憶の中の麻戸は、短くなった煙草たばこを灰皿に押しつけて言った。

『あなたのお祖父さんに、大量殺人の嫌疑がかけられています』

　あの日。祖父が目を覚まさなかった朝。

　あの日から急速に事態は動き出していた。

　自分では追いつけないくらい、急速に。

　昨日、この部屋の惨状を見た黒瀬は思わず逃げ出すようにここを後にし、気を失うくらい夜の街を意味もなく駆け回った。

　そして今、そのツケがあっという間に回ってきている。

　何かが始まりつつある。それが、ゆっくりと真綿で首を絞め上げるように、自分の周囲を取り囲み始めているのを、総毛立つ気配と共に、感じ始めていた。
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　祖父が何を隠していたのか、それを知る必要がある。

　出てきた銃をどこかで処分するにしても、一体祖父が何を目的としてそんな物を持っていたのか、そして麻戸刑事が語ったように、なぜ脳に機械デバイスを仕込んでまでゲームなどしていたのか、それが知りたい。

　無関心を装って、何も見なかったことにしてしまうことも、今ならまだできる。

　だが、そうしようと思うと、麻戸の言葉がちらつく。〝大量殺人の嫌疑〟──祖父は、自分が今まで生きてきて、ただ一人の、〝信じられる大人〟だった。両親の下から逃げ出して、孤独な夜を過ごしたあの夜。まだ小さかった自分の手を握ってくれた、祖父のごつごつとした手の温ぬくもりは、今でも覚えている。

　あの手は血で染まっているのだと言われて、黙っている事はできない。

　昨日、この床に散らばった惨状を目にした時は、思わず逃げ出して、何も見なかった事にしてしまった。今、それと再び向き合った黒瀬は、生つばを一つ、飲みこんだ。床に転がっているケースに手を伸ばす。その重い蓋ふたに手をかけ、ゆっくりと、引き上げるように開く。

　髑髏ドクロと目が合った。

　ぎょっとして、身動きできなくなった。まごうことなき人間の頭ず蓋がい骨こつが、銃弾のばらまかれた黒い保護パネルの中にしまわれていて、驚きよう愕がくしている黒瀬を冷然と見つめている。

　こわばる手をなんとかのばすと、木や鉄とも違う、乾燥しきった硬い石のような感触が、手中に収まった。思いの外、軽い。

　偽物ではない。

　フェイクと言うには、あまりに、あまりに……人間じみている。

　色濃く黄ばみ、所々褐かつ色しよくになっていて、歯並びはがたがた。額の骨はきれいな丸ではなくて、ぼこぼことへこんでいた。なにより、眼がん窩かの下の骨は痛々しいほどに砕けて穴が開いていて、激しい衝撃を受けたのが明らかだった。

　生前の姿が──ひいては死後直後の凄惨な顔が、浮かびあがるようだった。鑑賞用やハロウィンの仮装グッズにしては、あまりに生々しい。

　あなたのお祖父さんに、大量殺人の嫌けん疑ぎがかけられています。

　麻戸の言葉がフラッシュバックした。

　黒瀬は頭かぶりを振った。

　麻戸の言葉を受け入れそうになる自分を振り払う。

　確かに祖父は、何かを隠している。骸むくろの仮面はそれを明白に物語り、反論を押しつぶしてしまう。だが、麻戸が言うような、殺人鬼だなんて思えない。少なくとも、黒瀬が知っている祖父は、それまで目にしたどんな大人達よりも、厳しく、優しい、信頼の置ける人だったのだ。

　頭蓋骨をどけ、アタッシュケースを閉じようとする。

　すると、保護パネルとケースの縁に、隙すき間まがあるのに気づいた。パネルの下に何かあるらしい。そういえば、ケースの厚さに対して、この容量の使い方はアンバランスだ。

　指を押し入れて、保護パネルを外した。

　ケースの底には写真の中で祖父が着ていた装備が、きれいにしまわれていた。その上に封をするように、大きなレンズが二つ付いた仮面マスクがぽつんと置かれている。なんの気なしに手に取った。

　──ガスマスク、のようだった。

　だがそれは、あちこちすり切れて穴が開き、実用性はもはや皆無のように見える。無機質な大きいレンズが、じっと黒瀬のこわばった顔を映し出していた。口元についたボンベが、触ると酷く冷たい。

「……鴉カラス？」

　レンズの片方に、片翼を広げた鴉の絵が描かれている。こちらに飛びかかってくるような仕草、鋭く持ち上がった目、その背後には、達筆な漢字で『鴉』と印字されていた。

　ふと、アタッシュケースに目を落とす。ガスマスクのあった場所に、何かが姿を現していた。どうやら、下敷きになっていたらしい。

　手に取ると、現代では考えられないほど分厚い、情報端末ＰＤＡだった。厳いかつい弁当箱のようだ。片手で持てるとはいえ、かなり重い。端末の四隅には衝撃防止パッドもセットされていて、余計に分厚く感じる。軍用だからだろうか。

　あちこちいじっていると、静かなドライブの作動音と共に、ディスプレイに光が宿った。

『コードの入力を待機中................』

　国際共通語ユニコードで書かれたそれだけの文字が、点滅していた。ＰＤＡの端にあったキーボードに気づき、祖父に教えてもらった国際共通語を苦労して思い出しながら、適当な語を入力する。


　〝ｋｕｒｏｓｅ〟〝ｅｎｔｅｒ〟〝ｕｎｒｏｃｋ〟〝ｓｔａｒｔ〟〝ｃｏｎｆｉｇ〟.......



　どれも反応しなかった。『コマンドは拒否された』と出てくるだけだ。ひとまずそれを置いておくことにした。最後に一つだけ、なにか打ち込めないかと考えて、麻戸がよこしたプレイ記ロ録グを思い出した。他ほかにいい案も思いつかず、自棄になってスペルも曖あい昧まいに、適当に打ちこむ。





　〝ｅｊｅｃｔ〟






　凄すさまじいビープ音が鳴り響いた。

　耳元でがなり立てる警告音。耳障りな高音がぶるぶると震えながらＰＤＡから吹き出す。思わず、耳をふさごうとした黒瀬の足下で、突然何か、重々しく物が蠢うごめく感触がした。

　はっとしてコンクリートの床に目を落とす。

　別段、なんの変化もなかった──すくなくとも見た目は。

　だが足の裏の感触は、確実に何かが蠢くのを察知していた。




　鳴り出した時と同じように、ビープ音は突然止まった。

　異国に突然放り出されたような気分になった。一体何がどうなって、自分の身に何が降りかかろうとしているか。

　ＰＤＡを慎重にアタッシュケースの中にしまった。それから、おそるおそる灰色の床に目を這はわせ、自分でも何事かわからない決心をすると、足下にあった溝の隙間に指を入れた。

「…………無茶苦茶だ」

　重苦しく持ち上がった床にもたれかかるようにして、黒瀬はもはや虚脱してつぶやいた。

　眼前に、奈な落らくの底まで続いているような巨大な空洞サイロが、ぽっかりと口を開けていた。
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　空洞サイロの中に設置されていたハシゴを下ると、そこは下水道のように細長い通路になっていた。

　延々と通路は続いていて、先は少しも見えない。申し訳ばかりの青白い光が、暗い通路を陰影濃く照らしている。

　背筋を得体のしれない悪お寒かんが走った。

　本能が恐怖を告げていた。

　底の知れない洞穴へ落ちていくような、足下のおぼつかない不安感。とてもここを歩く気にはなれなかった。この先に一体何が待ち受けているのか、まるで見当がつかない。

　だが、祖父が何を隠していたのか、知りたかった。

　想像をはるかに超えた噓うそが、今一つ一つ目の前でほどかれている。

　ここでやめるわけにはいかない。

　怖おじ気けづきそうになる心を、胸を一つたたいて奮い立たせると、通路を歩き出した。ブーツが通路を踏みしめると、砂利が音を立てる。その音が、はるか彼方かなたの通路の先にまで木霊する。

　一時間は歩いただろうか。

　途中から時間の感覚はなくなっていた。通路はとぐろを巻くように、極めて緩い弧を描いていて、次第に地下に潜る設計のようだった。だが、いつまで経たっても同じ景色が続き、次第に気が狂いそうになる。一体、いつまで、ここをさまよえばいいんだ？　ここまでの道中を考えれば、とても引き返す気になれず、蟻あり地じ獄ごくに飲み込まれるように、ひたすら歩を進めるしかなかった。

　それは唐突にあらわれた。

　通路の先に、暗くら闇やみにおおわれた四角い枠が現れたのである。

　初めは夢の中を漂うようにぼぅっとしていたが、よく目をこらすと、わかった。それは、入り口だった。あふれんばかりの暗闇を抱え込んだ、四角く切り取られた入り口。思わず駆け寄った。

　通路からの頼りない明かりに、かすかに照らされる部屋の中を観察する。

　奇妙なつくりの部屋だった。得体の知れない大量のコードが床に散らばり、その根本を探ると、図書館のように整然と並んだ無数の金属棚につながっていた。灰色の、飾りっ気のない棚の中には、録画デッキのような機械がびっしりと詰まっている。そこから出たコードが、ひたすら部屋の中央に向かって伸びている。その先は見えない。暗闇に飲まれていた。

　一歩、足を踏み入れる。

　まばゆい光が天井から振り下ろされた。

　巨大な空間が、はるか彼方の天井から次々と点ともる真っ白な光と共に、波のように押し寄せてくる。半秒間隔で順々に点ともる明かりが、部屋全体を照らすまでに一分はかかった。

　一目見ただけでは把握できないような、膨大なドーム状の空間が、眼前に広がった。

　圧倒されて、息をするのも忘れた。野球でもサッカーでも、下手すれば軍事演習だってできそうな広大な敷地の中に、ずらりと無数の棚が並んでいる。数十台ではないだろう。数百台、下手したら数千台はあるだろうか。見上げるような高さの棚が、ドームの中央を取り囲むように等間隔で、精確に、敷き詰められている。

　中央へ整然と正対するその様は、どこか宗教じみた狂気すら感じられた。

　そして、棚から束になって垂れているコードは、他の棚から這い出してきたコードと絡み合って、部屋の中央にぽっかりと空いた円形の広場に続いている。

　そこにはまるで天に続く御み柱はしらのように巨大な円柱の機械があって、至る所で緑や青の小さなランプを点滅させていた。

　柱まで歩いた黒瀬は、辺りを見渡して啞あ然ぜんとした。

　この御柱を神に見立てて、機械の詰め込まれた棚が正対して祈っているようだ。

「なんなんだよ、これ……」

　これが、祖じ父いちゃんの秘密？

　屋敷は確かに、二人で暮らすには広すぎるし、手に余ると思っていた。老人とヒキコモリの男、二人が暮らすのなら、四畳半もあれば事足りる。だが、地下にこんな広大な施設があるのなら、話は別だ。二人の生活は、隠れ蓑みのだったのか？　だが、これでは何がなんだかわからない。なんのための施設なのか、この機械の群れは、一体なんなのか──

　ふと、胸元に何か熱を感じた。

　手を突っ込んで取り出したのは、ピルケース。

　それは麻戸が見せてよこした、祖父から『摘出した』というあのPlay fun!12だ。

　あ、と声が出た。ピルケースに入った小さなイトミミズの先端が、かすかに赤く明滅している。まるで、呼吸するみたいに。

「反応、してる……？」

　この道の先は、Play fun!12を導入した先にあるのか。

　引きこもって暇を持てあましていたというのに、黒瀬は一度もこの世界最高の娯楽を脳に導入しようなどとは思わなかった。父への反発もある。だが本当のところそれは、何か、自分の奥底で、言葉を持たない命が叫ぶ拒絶の悲鳴のような、そんな恐れを無意識に感じ取っていたからだった。

　今、Play fun!12を導入するという可能性と対たい峙じして、ようやくその感覚に気がついた。

　その恐怖は全身にとりついて、身動きができなくなる。

　だが、同時にそれを飲み込むような衝動が黒瀬の中でわき起こっている。

　知りたい──祖父は一体、何者だったのか。

　何をしていたのか、何をしようとしたのか、それはつまり、この屋敷の中、日陰の世界しか知らない黒瀬にとって、これからどうすればいいのかという疑問の答えにもなり得るのではないかと思う。

　ピルケースの蓋を開ける。

　手が震えていた。

　だが蓋は問題なく開いた。ケースの口を鼻に押し込むには、強烈な拒否反応と闘わなくてはならなかった。胸の内から吹き出す吐き気を飲み込んで、一息はく。

　覚悟は決まった。

　一気にマイクロマシンを吸い込んだ。

　すぐに変化が始まると思った。だが、何も起こらなかった。呆ぼう然ぜんと辺りを見回し、代わり映えのしない様子に首をかしげたその瞬間、すさまじい頭痛が頭ず蓋がいの中ではじけた。ずくずくと、まるで生き物が這い回るみたいに頭蓋骨の皮膚がうごめく。両手で頭を覆って、頭蓋の内側で爆発しているような頭痛と這い回るミミズの感覚を押しつぶそうとするが、それらは激しくなるばかりだった。硬い床に倒れ込む。気づくと、喉のどが激しく震えていて、自分が獣じみた咆ほう吼こうを上げているのに気づいた。それを宙から眺めているような感覚に包まれた直後、電池が切れるみたいに意識が途切ｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒｒ








∧..................∨

∧..........................∨

∧....................................∨




∧ロードが完了しました∨




∧適用を開始します.....................∨

∧初期アクセスポイントを設定中です.......完了∨

∧知覚統合のフォーマット.........................CPへのアクセスを確立中...............受容体にパッケージを適用中......pk3解析中...........Mary's roomはクオリアを解析しています................クオリアを初期化・並列化しています...........∨




∧......解凍・適用完了しました∨




∧Play fun!12が生体情報を取得しています......∨

∧適正値に修正しています..........感覚器官のフィードバックを再構築中（※激しい感覚受容を行わないでください）フィードバックルート構築.......RCS（MMM）が設定されました......∨




∧IFコントロール（CS）[image: ]を適用中.......∨




∧Play fun!12の取得した生体情報を適用しています............※左腕と左足の構築情報がありません！　スキップされました。※バックアップログを参照して問題を解決してください..........構築情報にMary's sense[image: ]を上書きしています...........四肢の統合知覚は正常に上書きされました∨




　※警告※




　ハードウェアに重大な問題発生！（Px345521-22-735-4）ハードウェアの認識が重複しています。重大なシステム衝突が起こる可能性があります。ハードウェアの二重登録は絶対に行わないでください。生体機能が損傷する恐れがあります。




　不具合の修正中......................※未知のエラー（PCI-0x2732）




　不具合は修正されませんでした。技術者、医師への通知を行い、脳の損傷箇所の修復を行ってください。既知のバイオデバイスエラーが検出されました。

　続行しますか？




∨∨∨∨∨中止する（Ｌ）

∨∨∨∨∨続行する（Ｒ or 10）..........（９）.....（８）....（７）....（６）.......

......................................................................適用を続行します







∧以前構築したシステムに不具合を発見しました∨

∧修正中..................................重大な生体干渉を発見しました∨

∧修正には医師と技術者の認証を受けてください（code:97721）.......重大な生体干渉はスキップされました...........ルート障害は回避されました.......干渉システムは凍結・更新・隔離の処理が適用されました（デバッグログを参照してください）∨




※緊急※




　重大なシステム衝突が発生しました

　重複したハードウェアが相互干渉しています∨∨∨∨∨∨∨管理権限が無いため修正できません







∧詳細∨

　ハードウェアが相互に機能し合っています。

　突発的な起動で身体・意識に重大な疾患を残す可能性があります。

　現在までに２７８の箇所で脳の損傷が確認されました。

　管理者権限を有したアカウントでハードウェアを凍結してください。




　　システムはセットアップを完了しました！




※バージョン情報を更新※

∧V-tecLife　ver7.2.5.11∨

システム製造：東京サンライズ社

モデル：Play fun!12




　起動の準備が完了しました。（５）....（４）....（３）....（２）....（１）........................




∧起動中........∨

∧起動中..........∨

∧起動中..................................∨












　意識が突然急浮上した。

　光の届かない深海から、一気に引き上げられたかのようだった。

　なにがなんだかわからず、あたりを見回している内に、自分が今までずっと息をしていなかった事にようやく気づいて、慌てて空気を吸い込んだ。

　だが、思うように空気は喉を通らない。まるで、口と鼻に綿でも詰められたかのように息苦しい。

　その上、呼吸する音がくぐもって頭に響く。むせながら、ずいぶんな時間をかけて、なんとか体に酸素を行き渡らせた。

　身を起こすと、そこは見た事もない、巨大なドーム状の中心部だった。

　──いや……頭を振って、意識をはっきりさせる。いや、見た事がある、この光景──何を言っているんだ、祖父の部屋から続いていた、得体の知れない巨大な地下施設じゃないか。

　辺りを見回し、寝ぼけていた自分の感覚を呼び起こす。

「…………」

　何かが、違う。

　違和感があった。記憶の中のあのドームと、今目の前に広がるこの光景は、どこか一致しない。

　なんだ、なにが……違う。そう、喩たとえるなら、息づかいだ。この空間には、息づかいを感じる。自分だけの物じゃない。まるで、この空間全体が生きていて、じっと息を殺してこちらを見つめているような──

　背後で音がした。

　硬質のブーツのかかとが、硬い床を踏みしめる音。人の気配なんてまるで感じていなかった。

　思わずはじかれるように振り返り、そして、身動きできなくなった。

　手がかかるような距離に、人の丈ほどの巨大な黒い滴りが佇たたずんでいたのだ。

　まるで墨ぼく汁じゆうを垂らしたような人影だった。

　薄暗いドームの陰に滲にじんでいる。息もできない黒瀬に、影はにじり寄ってくる。水の底から浮かび上がってくるように、顔面と思われる部位がせり上がってきた。思わず一歩、下がった。その顔は、祖父の部屋で見つけたあの、髑髏ドクロだったのだ。

　髑髏は黙って黒瀬を見つめていた。死神だ。そう思った。黄色やどす黒い染みのついた髑髏はとうてい作り物には出し得ない現実リアルさがむき出しだった。黒いフードで顔を隠すのも、昔、本の挿絵で見たものとそっくりだ。ぽっかりと開いた眼がん窩かが、見透かすような目を向けている。

　息が詰まった。

「排出者イジエクター」

　死神は低く、しわがれた声で

　──いや、違った。

　低くもなければしわがれてもなかった。

　ソプラノの、綺き麗れいな声だった。外見とはえらくギャップのある声だ。なんだ、こいつ。パニックを起こしかけていた黒瀬は、すんでの所で立ち止まって、困惑した。

「──だ、誰だれだ、お前」

　かすれた声で、やっとそれだけ言葉をもらす。

　髑髏はじっと黒瀬を見つめていた。乾いた骨に覆われていて、表情は読み取れない。だが、向こうも困惑している雰囲気だけは伝わってきた。無言で歩み寄ってくる。思わず後ずさるが、向こうの方が速い。

　その姿は、真っ黒なローブを身にまとった死神の姿そのものだったが、近づいてくる毎ごとにそうではないとわかった。ローブだと思っていた物は旧世紀のミリタリーコートで、それが小柄な体をすっぽりとおおっていたのだ。

　首にはなぜかえらくごつごつしたヘッドフォンをかけている。戦闘機を運ぶ船……たしか空母とかいう名前だったと思うが、あの搭乗員がかけているアナログな通信機器に似ている。無骨な型だったが、耳にかかる所が天井の光にきらきら輝くワインレッドに塗られていた。

　黒瀬の見ている前で、そのコートの裾すそが、まるで生き物のようにするすると縮んでいく。ぎょっとして目を見張る。裾はどんどん短くなって、髑髏ドクロの膝ひざ上うえくらいまでになった。裾の下からはむき出しの華きや奢しやな足が現れる。

　すらりとしたそれは、ファッション性皆無の軍用ブーツに締め付けられている。コートの下には、なぜかスカート──ではなくキュロットスカートを履いているようだった。ひらひらしたヒダの間から、ぴったりと肌にフィットしたショートパンツが見え隠れしている。それは最近流行のプリなんとかというタンパク質の素材でできていて、滑なめらかな光沢を放っていた。

　彼──彼女？　──は本当に、鼻と鼻が触れあうような間近まで迫った。思わず身をそらそうとしたが、がっしりと肩をつかまれて動けなくなる。

「動かないで」

　彼女はそう言って、髑髏に手をかけた。

　仮面をはぐように、髑髏がその手に落ちる。

　目を見開いた黒瀬の前で、彼女が頭を振って、フードを取り払った。

　まるで生き物のような長く艶つややかな髪があふれ出てきた。

　髪は重力に従って地面に落ちる。──長い。一体何年伸ばしたらこんな髪になるのだろうか。無秩序に伸びた髪は、地面に触れる程だった。

「こっちを、向いて」

　呼び声に目を向けると、女がこちらを見つめていた。

　声からして女だろうと思っていたが、思った以上に若い。同年代か、少し上くらいだろうか。丸顔で童顔だったが、顎あごのラインが綺麗であまりガキっぽくは見えない。すらりとした肌は健康的な明るい乳白色。すっきりとした鼻筋に、ほんのり桜色に染まった唇。異様に長い髪と奇妙な恰かつ好こうがなければ、卒業アルバムに一人はいる目立たないかわいい娘といった感じだった。

　何より、目が印象的だった。ぱっちりと開かれた二重の目は、ゆらぐように瞳ひとみが煌きらめいていて、どこか精せい悍かんな少年のようだった。

　真正面から、自分と同世代くらいの女に、こんなにまじまじと見つめられたのは初めてだった。なんだかいたたまれない気持ちになりながら、彼女の目を見つめ返した。

　ふと、奇妙な事に気がついた。黒瀬の顔を反射しているその目が、小さな駆動音と共に微妙に色を変え、瞳どう孔こうが閉じたり開いたりしている。

　思わず、じっと吸い込まれるように彼女の目を見つめてしまった。

　これは錯覚だろうか？

　瞬まばたきを何度かくりかえしたが、彼女が非難するように目を細めたのでやめた。その目は暖炉を背にした水晶のように、気まぐれに色を変え、またたいた。

　不意に顔を離した彼女は、黒瀬の顔をまじまじと見つめた。

　そして両肩にかけていた手を黒瀬の頭の後ろに回した。まさか抱きついてくるのか、と思った黒瀬はあたふたしたが、彼女にその気はないようで、後頭部で何かをいじっているようだった。

　がぽ、と空気が抜ける音がした。

　唐突に視界が開ける。なんだ？　と思っていると、自分でも今の今まで気づいていなかった圧迫感が顔から離れた。ゴム質の、仮面のような何かが、顔からはがされるのが見えた。鼻と口、それに耳の覆いが取れ、清涼な空気が喉のどの奥へ流れ込んできた。音もクリアになる。

　地下室のにおいは仮面ごしにかぐよりも何倍も濃密で、思わずむせそうになった。汗ばんでいた顔の皮膚を、冷たい空気がぬぐっていく。寒気を感じた。レンズ一枚を隔てて見ていたらしい景色に、鮮やかなコントラストがついた。大人のままこの世に生まれてくると、こんな気分なのかもしれない。

　死神が黒瀬の前に体をもどした。その手には、ガスマスクが握られていた。ガスマスク？

　まさか、かぶっていたのはこれなのだろうか。

　どうしてこんなものを──そう思っていると、女の顔がすっと視界に現れた。彼女は厳しい疑いの目をこちらに向けていた。あらわになった黒瀬の顔を見つめて、さっと瞳を震わせる。

「どうして、ここに──」

　それっきり、彼女はじっと、黒瀬を見つめ続ける。

　おぼれる者は藁わらをもつかむ。

　黒瀬はこの得体の知れない人物に必死になってここに至るまでの経緯を語った。

　女はそれを、能面みたいな無表情で聞いていた。

　そう、まるで〝表情〟は変わらなかったが、不可思議なことに、彼女の〝目〟は話の所々でくるくると色が変わった。最初は透けるような茶色だった瞳は、次第に深い青色になり、次は紫、麻戸刑事のくだりで黄色にぱっと変わり、祖父のPlay fun!12を導入した話の辺りで、まるでパトランプみたいにぺかぺかと点滅する緋ひ色いろに変わった。

「これが、偶然……？」

　彼女はそう言ったが、それが何を意味しているかはわからない。困惑しているようで、しばらく何事か考える仕草をしてから、言った。

「……いずれにせよ、あなたには全てを話すべきなんだと思います。きっと、イジェクターの遺志でしょうから」

　なんだか奇妙な話し方だった。どことはわからないが、外国の文学を古い翻訳機でかけたみたいな違和感があった。抑よく揚ようもあまりなくて、平へい坦たんだ。

　彼女は辺りを見渡す。

「ここはアウターワールド。夢みたいな現実の、もう一つの世界」

　彼女は謡うたうように語り始めた。

　その内容は黒瀬にとっては奇妙奇き天て烈れつで難解を極めた。「Play fun!12を利用した仮想世界をつなぐセントラルポイント、仮想世界の総称でもある」──こんな説明では何もわかるはずがない。黒瀬は起きている事態の異様さに駆られ、他人──いや、ただの他人ならまだしも、自分の屋敷の地下に知らぬ間にいた異様な女だ──への恐れを忘れ、小さなぼそぼそとした声で、延々と押し問答みたいな質疑応答を続けた。

　そして、ようやく答えに近いらしい物にたどり着く。

「つまり……仮想世界ＶＲなのか、ここ。ゲームの世界だっていうのか、現実の世界じゃない？」

　彼女はうなずくように、ゆっくりと瞳をまたたかせた。「正解」。

「あなたがいる現実世界を模して作られた仮想世界です。自動的に私のホストに送られてきたので、あなたの記憶をもとに受け皿として私が作りました」

　くるっと目の色が変わった。オレンジだ。少し胸を張るような仕草をした（……薄い胸だな）。その瞳がきらきらと輝いている。何か伝えたいのだろうか？

　黒瀬は辺りを見渡した。確かに、Play fun!12は現実そのものみたいな空間を、感覚器官に仕込んだナノマシンででっち上げる事ができるという触れ込みだった。実際に目にしたのは初めてだ。

　手近にあったコンパネらしき機械を軽く叩たたいてみる。硬い、金属の感触がはっきりと返ってきた。

　息をすると冷たく、埃ほこりっぽいにおいがする。目の前の彼女だって、身なりはいざ知らず、姿形だけは生身の人間そのものだ。とても作り物とは思えない。

「これが、ゲーム……？」

　引きこもっている自分を担かついで喜ぶような暇な人間がいるとも思えないが、こんな出会い方をした女の言動を信じる気にもなれない。

「アウターワールドをプレイした事、ないって言うんですか」

　彼女が平坦な声でそうたずねた。

　たぶん、普通の人間なら意外そうな声色と表情をしているのだろう。黒瀬がうなずくと、彼女はまた目の色を変えて、黄色い瞳をぺかぺかと点滅させた。

「そう──きっとこれは、何かの遺志なんですね」

「意志？」

「クリアランスに従い説明します。アウターワールドは、脳を利用した仮想現実空間ヴアーチヤルスペースの総称です。脳の中で、自分の好きな世界を、想像するままに創造できる。量子通信ネツトワークを介せば、その世界をゲームとしてネットワーク上に公開する事もできるんです。もちろん、他人の作った世界脳にアクセスする事も可能です」

　そう言う彼女の髪が蠢うごめいた。何かの見間違いかと思って目を凝こらすと、地面までしたたっていた髪は植物の成長を早回しで逆再生したみたいにしゅるしゅると縮んでいく。彼女がピンと人差し指を立てると、髪はその指に甘えるように絡みついてから、また縮んでいった。

　そして後頭部の高い位置で複雑に絡まると、まるで花が咲いているみたいなポニーテールに変わる。

「これですか？　プログラムが通してあるので、自由自在です。お邪魔ならもっと短くもできますが」

　黒瀬の視線に気づいた彼女がなんでもない事のようにそう言ったのを見て、ここが現実とは違う世界なのだとようやく悟った。目の色がくるくる変わったり、服の裾や髪が伸び縮みしたり、いくら技術が発展したと言っても、現実では見た事も聞いた事もない。

「お前、誰なんだよ……祖じ父いちゃんの知り合いか」

　なんだか気味が悪くなって、今更ながらそう尋ねた。彼女の瞳がまたくるくる変わる。

「──私はイジェクターのオペレーションソフトＯＳです。呼称は便宜上、『コーディ』」

「イジェクター？　コーディって……外国人か？」

「いいえ。所在地は日本で、私は『人』ではありません」

　は、と呆あきれ笑いみたいな声が出た。

　コーディはそれにまた目をくりくりと光らせた。赤い。なんなんだろう、この目の変化は。

　もしかしたら、笑った事に腹を立てているのだろうか。

「この施設がなんなのかわかりませんか？　これが、私。ここが、私です」

　頭に疑問符が浮かぶ。散文詩のような事を言い出した。

「ここがなんだっていうんだ」

「ここにある機械は前世代スーパーコンピューター『テラ』です。これが私を内包する外部装置ハードで、私はその内にプログラムされたソフトです」

　突拍子もない話に半笑いになって言葉を失った黒瀬に、コーディは淡々と続けた。

「ここにある演算装置は総機能の三分の一の稼働で一秒間に約6.4×１０１８回の命令実行が可能です。これは、人間の脳が一秒間に発生させられる神経インパルスの最大数とおよそ同じ。私はこれらの演算機能を利用してイジェクターをオペレーションするためのプログラムです。ニュートラル状態ではほぼ人間と同じ意思、思考を有しますが、実体は持ちません。私はデータ上にしか存在しない仮想的な人格であり、見ようによっては生命です」

　たたみかけられて、啞あ然ぜんとした。

　目隠しされて食べさせられた料理を、コックに解説されてるみたいな気分だ。何がなんだかわからない。かすかに頭に浮かんだ言葉を、呆ぼう然ぜんと口にした。

「えぇっと……つまりあんたは、人間じゃなくて、ここにある機械だってのか？　その……」

「人工知能Ａ．Ｉ．です」

　コーディはぴしゃりと言った。

　いよいよ無茶苦茶になってきた。

　今まで自分の正気を疑ってきたが、こいつの正気も疑うべきなようだ。もっとも、祖父について知る手がかりは、この〝不思議の国のアリス〟に出てくる気の触れた住人みたいな少女しかないようなのだが。

　コーディがくりくりと深海みたいな色の目を輝かせている。

「……なぁ、あんたが何者なのかはもういい」

「私はコーディです」

「それはもういいから。親切にしてくれてありがとう。それで、とにかく……俺が訊ききたいのは、そうだよ、祖父ちゃんだ。俺の祖父ちゃん、黒瀬達たつ吉きちっていうんだけど、知らないか？」

　コーディは目をくりくりさせた。目は口ほどにものを言うというが、彼女は無表情な代わりに瞳に感情が表れるのかも知れない。

「イジェクターのアカウントの持ち主です」

　黒瀬は目を細めた。

　聞き覚えのあるキーワードだ。ようやく本題に入れたらしい。

「イジェクターは一般的にはヒーローと称される人物です。アウターワールドで、外側中毒者アウターホリツカーを現実に排出して救出する。救済者の任を担になっています」

　アウター、ホリッカー。イジェクト……排出するイジエクト？　ゲームの世界から、排出する、という意味だろうか。

「アウターホリッカーって、中毒起こして死ぬ連中だよな？　救済者って事は……祖父ちゃんはアウターホリッカーとかいう連中を助けてたのか？　殺したんじゃなくて？」

「殺す？　いいえ、殺してはいません。三日間の連続プレイで死亡する外側中毒者アウターホリツカーをゲーム上から排出するEject事によって彼らを救っていました。私は彼をサポートするオペレーションソフト。彼に様々な選択肢オプシヨンを提示する任を担っていました」

　その後に続いた彼女の平坦な説明を総合するに──どうやら、ゲーム中毒で死にかかった連中を、無理矢理ゲームから追い出す事で、助けて回っていたらしい。三日間の連続プレイでプレイヤーが死ぬのなら、その前にゲームオーバーに追い込んでたたき出せばいい、という論理らしい。乱暴な話だが、確かに理にかなってはいる。

　自分でもおどろく程、彼女の言葉に安あん堵どした。思わず息を吐き、肩を下ろしたくらいだ。どうやら得体の知れない奴やつからとはいえ、「大丈夫」と言ってもらえたのが余程効いたらしい。思えば、家に引きこもっている内は、誰だれにも干渉されない代わりに誰かに相談する事もできない。唯一の相談相手であったはずの祖父は死に、今度は悩みの種になってしまった。

　その悩みを、得体が知れない奴だし、証拠もないとはいえ──誰かに「大丈夫」と言ってもらえたのが、孤独な身にしみた。

「そうか、よかった……。でもなんで、祖父ちゃんはゲームで人助けなんてしてたんだ」

「私は命令を実行するだけで、その目的までは問いません」

　黒瀬は唇の端を嚙かみ、視線を斜めに落とした。

　もう少し何か訊きたい気がするが、質問が思い浮かばない。自分を機械と名乗る少女になんとたずねたものか。まず、正気かどうかを尋ねるべきだろうが……まぁ、重要な事はだいたい訊き出せたと思う。

「わかった。ありがとうコーディ……だよな？　えーと、それで、ここがアウターワールドっていうなら、現実の世界じゃないんだよな？　そろそろここを出たいんだけど」

「あなたの脳は私が監視モニターし、支配しています。私の許可がなければ出られません」

　脳、監視、支配、許可。

　何か不穏な言葉の羅列だ。気味が悪くなる。

「なんだよそれ、よくわからないけど……じゃぁ、許可してくれよ」

　コーディの目が、深い青色から、鈍い金色に変わった。

　輝きのない、金色。

「できません。優先事項に反します」

「ゆ……え？　何？」

「私はPlay fun!12にインストールされたソフトです。この施設で演算された私は、Play fun!12を通してあなたの脳に顕現アクテイベートします」

「いや、だから」

「つまり」

　コーディが先んじて言った。

「私はあなたの脳に存在しています」

　彼女の瞳ひとみの鈍い金色が、次第に熱を帯びるように輝きだす。

「私の製造理由レゾナンスビリテイはイジェクターの補佐アシスト。そして維持キープ」

　とりつかれたように話す彼女に底の知れない恐怖感を感じた。彼女から身を離そうとしたが、その途端ぐぃと体が後ろに傾かしいだ。コーディが袖そでをつかんでいる。

「あなたには、排出者の役目イジエクター・ライセンスを引き継いでもらいます」

　は、と疑問のかすれた声を出した黒瀬に、コーディは次第に金色に輝く眼を向けた。

「前任のイジェクターが任務を放棄した場合、後任者は私が選定します。私はあなたを選びます。現在の私が認識できるのは、前任者おじいさまのPlay fun!12を引き継いだあなたしかいませんから」

　彼女の周囲に黄金色の無数の文字列が唐突に現れた。

　思わず身を引いた黒瀬の手を、コーディは手綱のように強く引いた。

　彼女は文字列を睥へい睨げいする。まるでパズルみたいに、文字列は上へ下へとかしゃかしゃ音を立てて蠢うごめいて、黒瀬の周りを旋回し始めた。黄金色の鳥かごとなった文字列に、辺りを取り囲まれる。

「マスターキーがあなたの名前で書き換えられます。あなたはこれより管理者権限を部分的に委譲され、同時に義務を負います」

　何をしているのかはまったくわからない。が、言いがかりに近い理由で自分が何かとんでもない事に巻き込まれようとしているのはわかった。役目を引き継ぐ？　選んだって……俺を!?

「な、なんなんだよお前！」

　黒瀬は一気に手を引いてコーディの手を振り払った。

「何してんだよ、お前、頭おかしいんじゃないか!?」

　コーディはすぐさま手をつかみ返した。

「あなたを新たな排出者イジエクターに任命します。あなたはアウターワールド上で外側中毒者アウターホリツカー達を救出する任を負います」

「なんだそれ……おい、手を離せ！」

「拒否すれば私は消滅し、あなたは死にます」

「死ぬって、なんでだよ、手離せって！」

「あなたの脳には現在二つのPlay fun!12が存在し、互いに干渉し合って機能衝突を起こしています。それにより、脳の一部に重大な損傷を負っているのです。現在は私の管理下で安定していますが、私が製造理由レゾナンスビリテイを失って凍結されるとその効力は失われ、あなたは脳の機能分裂によって死にます」

　また反論を一切認めない調子でたたみかけられて、一瞬黒瀬は絶句した。

　それからふつふつと怒りがわき上がり、

「──適当な事言うな！」

「既にあなたの脳には記憶障害が起きています。あなたの記憶は、欠落を都合良く補った偽物の記憶でできているんです」

「うるさい!!」

　今度こそ、勢いよく彼女の手を振り払った。彼女の冷淡な無表情を叩くように振り払う。だが、手が離れた瞬間、まるでその動きを最初から知っていたかのような素早い反応で、彼女は即座に動かない左腕をつかんだ。

「この腕と足が動かないのも、以前導入したPlay fun!12のバグが原因です。あなたはそれに、心当たりがあるんじゃないですか」

　あるわけないだろ！

　そう叫ぼうとして、息が詰まった。最初はなぜかわからなかった。思わず、声のでない喉のどに手を伸ばしたくらいだった。それは、拒否反応だったのだ。

　無意識に噓うそをつこうとする理性への、本能の制止。

　まるで深い泥沼の底から浮かび上がるみたいに、記憶はふつふつと浮かび上がってきた。それは黒瀬がまだ文字も読めないような幼い頃ころ。まだ家族が〝正常〟だった頃。

　父が優しく手を伸ばしてきた記憶があった。

　その手には、糸のような黒い塊の入った、ボールペン容器状のケースが握られている。

　容器の口が開かれ、鼻び腔こうの奥へと差し込まれる。不快感に、思わず泣き声を上げて抵抗するが、抗あらがいがたい力で鼻の奥まで突き込まれる。そして何かが入りこんで来る感触。鼻の奥から脳の中枢まで、ミシミシと神経が裂ける痛みが進入する。深く楔くさびを穿うがち、意識そのものが飲み込まれる。

　全身を襲う衝撃、恐怖に飲まれ、だが痙けい攣れんする喉は、悲鳴もあげられない──




『新たな世界が、お前を待ってる』

　父が自分を睥へい睨げいしている。

　死に行く虫を見るような、冷淡で平へい坦たんな目。

　身動きできない自分を置いて、父が行ってしまう。何かが壊れ始めたのを感じた。自分が信じて疑わなかった、温かな何かが、その時、音を立てて──




「起きてください」

　気がつくと、コーディがへたり込んだ自分の横で、膝ひざをついてのぞき込んでいた。彼女の長い鬢びんが、自分の頰ほほに垂れている。見開いた目で彼女を見つめる。不思議な事に、彼女の姿はまるでタスクウィンドウのように透けていて、ほのかにコバルトブルーに染まっていた。

「身体的損傷はありません。ですが復元した記憶に激しい反応を見せたので、一度現実の世界へ戻って──」

　黒瀬はその言葉を最後まで聞かず、彼女を突き飛ばすと、ドームの入り口へ向かって駆けだした。恐ろしかったのだ。彼女が、ではない。自分の中に埋没していた記憶が、幼い頃に感じた現実の薄っぺらさが、叫び出したい程、恐ろしかった。





■






　息を荒くして、祖父の部屋を出て、その鍵かぎを閉めた。とりつかれたように、地下室へ続く空洞サイロへ不要な家具を投げ込んでいく。そうして完全に封印すると、黒瀬はその場にへたり込んだ。逃れられない悪夢が続いているみたいだった。つり下げた、動かない左腕と、義足を見つめる。

『新たな世界が、お前を待ってる』

　間違いない。父だ。父が幼い自分に、Play fun!12を導入したのだ。

　でも、どうして──思い出したくもない記憶が脳裏を駆け巡って、頭を抱えた。喉の奥から、絞り出すようにやめろと叫ぶ。

　実際に出たのは、まるで言葉になっていない、押しつぶれた声だった。自分の中に、自分では理解できない何かが生まれた。昼の世界から追い出され、陰の世界でようやく自分の世界をつかみ取ろうとしたのに、わけのわからない理由で、記憶までが自分を追い出そうとする。これ以上、どこに行けっていうんだ──

　言うまでもなく、彼はすっかり混乱していた。そしてそんな彼の意識を現実に引き戻したのは、廊下の奥で聞こえた、重い何かが床に転がる音だった。

　ゆっくりと頭をもたげた黒瀬は、その音の方へ、おそるおそる近寄った。何度目かの角を曲がった時、思わず声を上げた。そこにあったのは、力なく横たわった少女の姿だった。それも、見覚えがある。数瞬、空白の時が過ぎ、それから、本能が声を上げた。

「眞ま子こ！」

　滑り込むように彼女の体にとりつくと、その体を持ち上げた。華きや奢しやで色白な体が、柔らかな鉛のようにずっしりと両手にのしかかる。だらりと下がった首を抱えると、彼女は目を見開いたまま、死んだように弛し緩かんしていた。その瞳は、まるで見えない何かに焦点を合わせるように、せわしなく瞳どう孔こうを開閉している。

『外側中毒アウターホリツク』

　耳元で囁ささやかれた。

　飛び上がらん程驚いて声の方を見ると、宙に浮いた彼女が──コーディが、こちらを見下ろしていた。かすれた声で、思わずつぶやく。

「お前、どうやって──」

『私はあなたの脳に存在しています。物理的な障害は意味をなしえない』

　彼女は眞子へと目を遣やる。

『……彼女、連続プレイ時間が七十一時間を既に超えています。あと二十八分で中毒症状を発症するでしょう』

　黒瀬は慌てて眞子に目を向ける。

　彼女の体は、まるで抜け殻みたいだった。ただ、瞳だけが蠢うごめいている。

「アウターホリックって……眞子がか？　こいつが、アウターホリック？　そんなわけ、そんなわけあるかよ。さっきだって、ゲームしてる様子なんて、全然……」

『仮想空間をプレイしながら現実を生きる事は可能ですし、一般的です。本を読みながら食事をしたり、音楽を聴きながら運転するのと同じ』

　不意に思い返す。

　今朝会った眞子は少し様子がおかしかった。

　呂ろ律れつが回っていなかったし、視線も定まっていなかった。熱でもあるのかと思ったが、まさか、アウターホリックに陥っていたとでもいうのか。眞子が？　つまらない日常に、つまらない話を差し挟む。あのうっとうしいだけの、昼の世界で生きるべき、あの女の子が？

「お前が……お前がやったのか!?」

　コーディをにらみつける。こいつと出会って一時間もしない内に眞子が倒れた。理由も原因もわからないが、そんな都合のいい話があるか。コーディは何も言わなかった。

「なんとか言えよッ!!」

　その胸ぐらにつかみかかる。コーディは眉まゆ一つ動かさず、その瞬間を冷然と見つめていた。その目は冷ややかな黒真珠のような色をしている。そして黒瀬の手がもうその体にかかるという、その瞬間。




『排出者イジエクター』




　彼女が突きだした人差し指が、黒瀬の額に触れた。

　その時、突然世界は暗転した。

　今の今までそこにあった廊下の床も、壁も、畳張りの居間も、柱も、縁側から差し込む光も、あっという間に暗闇に飲まれ、何もない空間に飲みこまれた。

　彼女の目の色が変わる。どす黒かった瞳は極めて薄いコバルトブルーに染まった。それはユビキタス機能で表示されるタスクウィンドウと、同じ色だった。彼女を包んでいた真っ黒なコートがたなびき、その下から、ぴったりと体にフィットしたゴム質のスーツが見えた。

　桜色の口元がうごめく。

『インサート』

　意識が吹き飛んだ。










　突然、足裏の床の感覚が消え失うせ、硬い地面に叩たたきつけられた。

　腰を強打して、うめく。

　コンサート会場のような、凄すさまじい騒音が辺りを取り囲んでいた。うめきながら身を起こすと、無数の足が見えた。スニーカーやブーツ、ハイヒールと種々様々な靴が飛び跳ねている。どこからか照らされるオレンジの光が、狂ったように足と足の間を泳いでいき、巨大なスピーカーから打ち出されたと思おぼしきビートの音が、延々と辺りにとどろく。人々はトリップ状態で跳びはね、歓声を上げていた。滑らかな打ちっぱなしの地面がまるで脈打っているかのように揺れる。

「立ってください」

　立ち上がろうと膝をついたところで、手がさしのべられた。いつの間にか、コーディが眼前に立っていた。黒瀬は乱暴にその手を振り払って立ち上がる。

「お前、何やったんだ!?」

　辺りが騒然としていて自分の声も聞こえない。怒鳴る黒瀬に、彼女は平坦な声で、

「アウターワールドへお連れしました。あちらを」

　さっと明後日あさつての方向を指さした。

　どうやら、ドーム状の会場にいるようだった。天井に設置された無数のライトがオレンジの光を走らせていて、その光に照らされた観客達が、歓声と共に飛び跳ねている。

　まるでロックコンサートだ。観客席はドームの中心に向かって逆円えん錐すい状になっていて、その中央にあるのはボクシングでみるようなリングだった。もっとも、土を盛りつけて踏み固め、その周りをコースロープで囲っただけの、随分と粗野なリングだ。そこで二人が殴り合いの対戦をしていた。

　一人は真っ赤な短髪を振り乱し、羽織ったミリタリージャケットの胸元を大きく開いた女。

　もう一人はロングコートをたなびかせ、長大な……剣を逆手に軽々と握った男。

　リングコートはボクシングを模しているようだが、中身がまるで違う。

　ロングコートを竜巻のように振り回しながら、男が拳こぶしを振るうと、異次元から引きずり出したような黒い残影が軌跡を描く。女はばっと後方にバックステップし、腰の裏に長く垂らしたベルトを尾のように宙を泳がせ、見事に回避する。ほとんど重力を無視した動き。

　総合格闘技、としてくくるには無理があるだろう。

　一体、あれは何だ？




『Fightフアイト Clubクラブ：EVOへようこそ』




　突然、黒瀬の眼前にタスクウィンドウが起動した。

　Fight Club：EVOという文字がおどろおどろしく描かれ、拳が打ち合っている映像が流れた。女性の音声案内が映像に合わせて解説を始める。

『全世界、三二〇〇万人を熱狂の渦に巻き込んだ格闘ゲーム、Fight Club：EVO。ここでは日々腕に覚えのある挑戦者たちがリングに上がり、血湧き肉躍る闘いを繰り広げています。参加は簡単。Fight Club：EVO付属のクリエイトソフトを起動して、四万八〇〇のパーツから自由にキャラクターを作成してください。あなただけのファイティングスタイルができあがったら、後は挑戦者に名を連ねるだけ。三二〇〇万人のプレイヤー、そして最強の世界ランカー達があなたの挑戦を待っています！』

　世界ランカーと思しき人物達がテーマミュージックと共にタスクウィンドウに現れる。『エンパイア・プラム』『マスター・チャン』『キサラギ少しょう尉い』『スカウト・ジョー』『不死鳥・アウレリウス』──次々と現れる世界ランカーの中に、今リングで戦っている男の姿があった。

『死神・ラグナ』……突進力が武器の超級近接闘手インフアイター、高速ラッシュリボルバーアクシヨンで敵を粉砕！　とある。

「挑戦者を」

　非現実的な事ばかりでくらくらしていると、不意に耳元でコーディの声がした。ぎょっとしてそちらに目を向けると、薄いスカイブルーの半透明になった彼女が、まるで幽霊みたいに宙に浮いていた。

「お前……眞子の所に戻せよ!!」

「戻っても無駄です」

「無駄って──眞子が死んじまうだろ！」

「あの世界にはアウターホリッカーを救出する手段は何もありません。救急車を呼んだところで、柔らかいベッドが用意されるだけで、三十分もしない内に彼女は死にます」

「そんなの……そんなの信じられるかよ！　ここから出せ!!」

「あれを」

　コーディが指さすと、まるでそこに巨大なレンズが現れたみたいに黒瀬の前の空間が歪ゆがんだ。うぉんうぉんとわけのわからない歓声を上げて飛び上がる客達の姿はレンズ越しに消え、リングがズームアップされた。

『死神・ラグナ』が蹴けり上げられるのが見えた。自慢の高速ラッシュも挑戦者の女にことごとくガードされ、たたき落とされている。

　黒瀬の位置からでは女は背中しか見えないが、体の細さのわりにすさまじいパンチやキックを放っているのがわかる。尻しりの肉がはみ出しそうなホットパンツからのぞく細足で、ほぼ直上に向かうようなむちゃくちゃなキックを打ち放つ。男はゴムまりのように吹き飛び、女はさらに追い打ちをかける。

　女の拳から、真っ白な光の環わがはじけた。

　空中から滑り落ちた大男の体は、無力にバウンドする。

　大歓声がわき起こる。女は落ちてくる体をひったくるようにつかむと、そのまま宙に持ち上げた。自分の体重で首が絞まり、『死神・ラグナ』が目玉を飛び出させんばかりに目をかっぴらく。

　顔面をわしづかみにする。

　男は必死に女の細腕を引きはがそうとしたが、無駄だった。

　顔の肉を引きちぎるように拳は勢いよく引かれ、引き絞られた弓が矢を放つがごとく、炎の柱が男の体を穿うがつ。背中を突き抜ける炎に、滅多打ちにされ火だるまになった男が、舞台の上に叩たたきつけられる。

　女の腕から、青白い光を放つ柱が伸びた。

　腕に何か──巨大な金属のガントレットのようなものを握り込んでいる。騎士甲かつ冑ちゆうが腕につけている薄いプレートのものではなく、振り回している様から見るに、相当重い合金か何かでできている。そこから、銃弾の炸薬プライマーをたたく撃針フアイアリングピンのように、青白い金属柱がガントレットから飛び出す。次の瞬間、引き絞られた撃鉄が弾はじかれたように、手を伸ばした男の顔面にたたき込まれた。

　会場を斜めに切り裂くような、オレンジの閃せん光こうが走った。

　爆炎が火の粉に変わり、塵ちりとなった男の体が会場に舞う。熱風に舞う火の粉に、黒瀬は思わず啞あ然ぜんとする顔を覆った。挑戦者をたたえる歓声が会場にわっとひろがった。黒瀬以外のこの場にいる者にとって、これは日常茶飯事の些さ事じに過ぎないのだ。女は歓声に舞うように応こたえ、コーナーに戻ろうと振り返った。

　黒瀬の目が見開かれた。

　最初、黒瀬は目をしばたたかせて、目にした物がよくわからずにきょとんとした。

　あいつ、なにやってるんだ……？　かすかにそんな事をつぶやいた。

「おい……これ……」

　呆ぼう然ぜんとして、思わずかすれた声が漏れた。

　言葉の続きが出てこない。

　目の前の現実を──信じられないが、『現実』を見つめつづけるしかない。

「既に彼女は生体データで脳の17％が機能不全に陥っています。意識レベルは急速に低下中で、現在は──」

　見間違いかも知れない。

　黒瀬は人混みをかき分け、体を滑り込ませ、必死にリングに駆け寄った。

　リングに飛びついて、挑戦者の女の顔を見あげる。女はただ静かにコーナーにもたれかかっていた。

　燃えるような赤髪が闘いで乱れ、それが後光のように彼女の背後で蠢いている。ジャケットの下のネルシャツが大きく開き、汗ばんだ褐色の双丘があらわになっていた。真っ赤な髪に合わせた紫のルージュもひいていて──こんなふしだらな姿は、普段からは想像もつかない。

「何やってんだよ──眞子ッ!?」

　新たに現れたチャレンジャーに殺伐とした目を向ける彼女の顔は、紛れもなく、義妹いもうとの、眞子のものだった。真っ赤な髪や、目、唇、表情、どれも彼女のものではなかったが、あの骨格や、肌や、かもし出される雰囲気が、どこか弱々しい独特のそれとまったく同じだった。

「叫んでも無駄です」

　眞子の名を何度も呼ぶ黒瀬に、コーディがそう言った。

「アウターホリック状態ではゲームのプレイが全てで、他ほかには何も反応しません」

　冷静な彼女の口調が気に障った。目の前の現実も──現実？　──理解できない、信じられない。黒瀬はただ、彼女に怒鳴るしかなかった。

「お前がやったんじゃないのか!?」

　コーディは、まるで憐あわれむような目で、黒瀬を睥へい睨げいした。

「アウターホリックに陥る原因は一つだけ。現実世界の、仮想世界に対する優位性が失われた時です。現実の苦痛が、現実と空想の逆転を呼び起こす」

　黒瀬が何か言いつのろうとすると、彼女は「つまり」とそれに先んじて言った。

「これは無意識の自殺です。現実の苦痛が、彼女をアウターワールドへ追い込んだ」

　現実の、苦痛

　彼女は、家族を欲していた。

　今朝の記憶が蘇よみがえる。これまでに何度かあったのと同じような彼女の食事の誘いを、もう二度と来ないよう、手ひどい言葉で拒絶した。確かにそうした──だが、それが、彼女を自殺に追い込んだ？　そんな簡単な事で？　彼女が死ぬ？

　恐ろしい予感で、冷たい汗が額を滴る。

　自分が見ている現実の向こう側には、生きている人間がいて、そこには、自分からはどうしても見えない陰があったのではないか。

　眞ま子こは少々落ち込んだだけのように見えた──だがもしかしたら、彼女はその陰で苦痛にもだえていたのかも知れない。突然家族を失った悲しみを抱えきれずに、一人で泣き崩れていたのかもしれない。

　その彼女が幼子みたいに差しだした手を、自分は──
















「時間がありません。もし……彼女を助けるのなら」

　コーディは真っ赤なタスクウィンドウを空中から取り出して、黒瀬に見せる。デジタルで描かれた14：56の文字が、またたく間に数を減らしていく。




　彼女を助ける？

　俺が？




　途端、その事実が突然と実体をともなって黒瀬に襲いかかってきた。残り十五分で彼女は死ぬ。それを止めるには、自分がわけのわからないヒーローになって彼女を救わなくてはならない。このリングの上に立って、彼女を打ち倒さなくてはいけないという事か？　そうしないと、死ぬ？　彼女が？　そんな事、できるわけない。片手も、片足も動かないのに、そんな事、できるわけ──

「俺は……」

　コーディが黒瀬に目を向ける。

　彼はうつむいたまま、恥辱にまみれて身動きできないみたいに、じっと立ちすくんでいる。

「俺は、日の下にいちゃ、いけない人間、なんだ。昼の世界の人間じゃない。日陰者の、陰の世界の住人なんだ。俺みたいな奴やつが、昼の世界に手を出す権利、ない。俺はただ、陰にこもって、じっとしているべきなんだ。あの屋敷で、一人で──」

　自分でも何を言っているのかわからなかった。

　全身が無力感に飲み込まれる。

　できるものか、誰だれかを助ける事なんて──胸の内で、誰かが囁ささやく声がする。

　今までお前が誰かを救った事なんてあるか？

　お前は、自分一人で生きる事すらできなかった。

　助けられる側だったんだよ、お前は。

　そんな人間が、眞子を救う？　自分の事すら満足にできなかったお前が？　無理だ。あきらめろ。今までだってそうしてきたんだ。腕も足も動かない自分を憐れんで、昼の世界を拒否しただろ？　未練たらしく誰もいない明け方にランニングなんかして、昼の世界にあこがれていたくせに、眞子あの子がさしのべた優しい手を、つまらないプライドのために振り払っただろう？　お前は逃れられない檻おりの中に自分から入った。誰の救いの手も期待できず、誰かに手をさしのべる必要もない、自分勝手で、一人っきりの檻の中に。

　お前は、陰の世界の住人だ。

　お前は誰も助ける事なんてできない。




「ここは外側の世界アウターワールド」




　コーディの声が凛りんとして響いた。

「昼でも陰でもない。あなたが何者であったかなんて関係ない──ここは現実の外側にある世界アウターワールドなんです」

　導かれるかのように、黒瀬が顔を上げる。コーディは、黄金色の瞳ひとみを、静かに輝かせていた。

「ここにあるのはたった一つの厳正無比な事実だけ。この世界にも、現実の世界にも、どこにも、アウターホリッカーを救える者はない。救急車を呼んだって彼女は助からないし、警察を呼んでも、軍隊を呼んでも、彼女は救えない」

　コーディは言った。

「あなたです、排出者イジエクター。あなたにしか、救えない」

　彼女の後ろで、新たなチャレンジャーが地面に叩たたきつけられた。悪魔のような姿の眞子は、それを冷たい視線で見つめていた。

　会場を大歓声が包み込む。その瞬間、黒瀬の聴覚はまるで機能しなくなった。

　空っぽの空間に放り出されたみたいだった。無音。静寂。沈黙の世界。




　やれるのは、自分あなただけ。




　何か根源的なものに突き動かされて、体が震え上がった。血潮が流れるのがわかるほど、心臓は脈打ち、瞳どう孔こうは引き絞られる。恐ろしくもあったし、浮き足立つような感覚にも似ていた。

〝──きっと、イジェクターの遺志でしょうから〟

　祖父の遺志。

　一度途切れたその意志の先に、自分は立っているのか？

　足が震え出す。緊張感で体は言う事を聞かない。だが、それは今や恐怖によるものだけでないと思った。

　拳こぶしを握りしめた。

　今、始まろうとしているんだ。理由も目的もわからない祖父の意志が終わりを告げ、その道は自分に譲られた。進む先も、目的もわからない。ただ困難が待ち構えていることだけは、総毛立つ気配と共に、はっきりとわかった。実体のない、自分を形作っている何かの表面が、炎になぶられるようにヒリヒリと痛む気がした。だが、一歩踏み出す勇気があれば、その道を──あの屋敷の外へと続く世界へと、足を踏み入れる事ができる。

　コーディ

　かすれた声が出た。

「どうすればいい」

　彼女はじっと黒瀬を見つめると、かすかに口元をもたげた。

「外側の世界アウターワールドへようこそ。排出者イジエクター」

　彼女は勢いよく、ばっと腕を振るった。

　トレンチコートの裾すそがばたばたと音を立てた。右から、左へ、まるでカーテンが開かれたかのように、辺りの風景が暗くら闇やみ一色に塗り替えられる。

　喧けん噪そうもけばけばしい光も観衆も消え去り、闇の中に漂うのは、黒瀬とコーディだけになった。

「本ゲームのゲームオーバー条件は『体力が０になること』」

　彼女は両手を開いた。するとその両手の間に、タスクウィンドウがいくつも連なった帯が現れた。

　ウィンドウに向けた彼女の目は一気に瞳孔が開き、瞳の最奥に黄金色の輝きが現れた。その輝きがちらちらと輝くたび、帯に並べられたウィンドウは素早くスライドしていく。すさまじい速さだ。まるで印刷機械が無数の用紙を刷っているみたいだった。

「彼女を救うイジエクトするにはこのゲームオーバー条件に彼女を追い込まなくてはいけません」

　濁流のようにスライドしていくウィンドウからいくつもの黄金色に輝くウィンドウをすくい出し、それを丸める。そして彼女が黒瀬に指を向けると、その光の球体が一筋の光線となって黒瀬の頭に飛び込んできた。思わず目をつむりそうになるが、体の自由がきかない。

「本ゲームに使用するキャラクター及び格闘スタイルを設定中……前イジェクターの経験を元にして、参考になりそうな経験をインストールしています」

　突然、全身の感覚が鋭敏になった。体が軽くなるような感覚が、頭に刷り込まれる。奇妙な充足感が、黒瀬の脳を揺さぶった。

「プレイ中、任意のタイミングで『テラ』を使用し、約三秒間データの高速処理を行う事ができます。ただし一度使用すると再稼働に二十四時間が必要になるため、事実上、一度のゲームにつき一回の使用が限度になります」

　テラ？　そう思うだけで、なぜか彼女にその意思は通じたようだった。瞳を紫色に艶つや々つやと輝かせて、わずかに口元をもたげる。

「つまり困った時はこう叫んでください、『オーバークロック！』──できるだけ、大きな声で」

　なんだ、それ。そんな恥ずかしい真ま似ねできるか。

　憮ぶ然ぜんとする黒瀬の頰ほほを、コーディはかすめるみたいに撫なでた。

「〝祖そ曰いわく、兵は拙せつ速そくなるを聞くも、いまだ功たくみの久しきを賭みざるなり〟」

　彼女は薄い唇をわずかにもたげてささやいた。小さな秘密を告白するように。耳にかすかな温ぬくもりが触れて、吐息が頰をなぜた。黒瀬はぎょっとした顔で

「……祖じ父いちゃんの言葉」

　祖父が時々口にしていた、呪じゆ文もんのような文句だった。旧来物アナクロを好んだ祖父は、よく昔の戦術家の言葉を引用してそらんじていた。だけど、なんで彼女がそれを知ってるんだ？

「戦いは速さです。前任者のやり方を教えてさしあげますオペレーシヨンします」

　二の句を継げないでいる黒瀬を尻しり目めに、彼女はふわりと宙を舞い踊った。

「インストール完了」

　そう言いながら、空中でハイタッチするみたいに手を動かすと、帯はさっと彼女の前から姿を消した。

　それから、彼女は両手を、壊れやすい何かをそっと受け取るように胸の前で合わせた。彼女の手の中に、黄金色の粒子が煌きらめいた。

「最後に確認します。一度排出者イジエクターになったら死ぬまでやめられません。また、ゲームオーバー条件を達成できなかった場合は、あなたも彼女の中毒症状アウターホリツクに取り込まれ、死亡します。それでも構いませんね？」

　彼女の手の内に現れたのは、あの傷だらけのガスマスクだった。無骨なゴム質の外装に、無機質なレンズ、口元を覆うリブリーザー。これをかぶるのが、最終承諾という事か。

　祖父が、どういうつもりでこんな真似をしていたのかは、わからない。

　ヒーローごっこがしたかったのか、強い使命感があったのか、妄想の果ての奇行だったのか。祖父を知ろうとすれば知ろうとする程、姿は遠のいていって、今になってもその本意は知る由よしもない。

　イジェクターが、祖父にとってどういう存在だったのか、アウターホリッカーを、なぜ救わなくてはいけなかったのか、そして、本当に殺人の構造を仕組んだのは、彼なのか──麻戸刑事が来てから生まれた疑念は、いまだ何一つ解明されていないのだ。

　だが、今ガスマスクを手に取ったこの瞬間、その答えが一つ解けた気がした。

　コーディは、今や芸術細工みたいな不可思議な均衡を保った笑みを浮かべている。人形が浮かべる笑みというのは見た事はないが、コーディの表情を見ていると、ショッピングモールのマネキンはみんなそろって笑みを浮かべるべきだろうと思う。

　つくづく、奇妙な機械だ。おかしな祖父の忘れ形見。

　いずれにせよ、この先の祖父の謎なぞを解く手がかりは、こいつだけのようだ。飛び込んで、みるか。そう思う。

「やってやる」

　大きく息を吸い込んで、手にしたマスクを顔に押しつけた。

　世界が反転し、意識が吹き飛んだ。





■






　リングに次のプレイヤーが現れた。

　世界ランカーのことごとくを倒した挑戦者にあてがわれたのは、世界最強のプレイヤー、帝王エンパイア・プラム。

　１９６センチの巨体に引き締まったむき出しの肉体、軍用のカーゴパンツとブーツを履き、顔には無数の傷、禿とく頭とう、体にはチャンピオンの証あかしであるベルトを肩にかけていた。

　落ちくぼんだ目の奥で、鋭い眼光が挑戦者をとらえる。

　眞子は、二、三人殺してきたかのような荒すさんだ目でそれをうけとめた。いよいよベルトを賭かけた闘いが始まるのだ。おあつらえ向きに挑戦者の死へのタイムリミットは残り五分を切った。

　おそらくはこれが最期の闘いになるだろう。

　それを悟った観衆は、いよいよ最高潮に達して雄お叫たけびに近い歓声を上げた。マイクコールが、高らかにプラムの名を叫ぶ。

　ワールドファイトクラブ史上最も強い男が、命を賭として現れた挑戦者にいよいよ応こたえ姿を現したァッ！　知らぬ者のいない歩く核兵器！　ご存じ、エンパイァァァァァァァァァ──

　しかしそこまでコールがかかったところで、プラムの姿は突然歪ゆがんだ。

　観衆にざわめきが広がる。

　リングの中央に歩み出て、肩を回していたプラムの姿は、まるで四角く切り取られたかのように歪み、左右にぶれる。プラムを取り囲む四角い空間が灰色の砂嵐に染まり、点滅を繰り返してから、突然電源が落ちるように彼の姿は消え去った。

　代わりに、一人の男が立っていた。

　全身、真っ黒だった。

　真っ黒なゴム質のスーツが緩く彼の全身を包み、真っ黒な戦闘帯ハーネスがそれをきつく締め上げている。足下にはわずかにだぶついた裾を縛り上げる編上げブーツ。肘ひじ当あて、膝ひざ当あて、グローブに、弾倉マガジンやグレネードがいっぱいに詰まったベスト、それら全ての装備を、真っ黒なレインコートが滴るように包み込んでいる。

　顔には、ガスマスク。

　彼はゆっくりと呼吸していた。

　まるで、自分がそこにいる事を、確かめようとしているかのように。

　会場は静まりかえり、静かに肩を上下させる彼を、凍り付いたように凝視していた。呼吸をしていなければ、彼はまるで彫像だった。ポケットに手を突っ込んで、顔をうつむかせて立つ彼は、ファッション誌の表紙か、モノクロームの絵画のようにも見えた。

「……排出者イジエクター？」

　どこかで誰かがささやいた。

　その小さなささやきは、枯れ果てた草原に投げ入れた火種となって、観衆に火をつける。

　イジェクター？　イジェクターなの？　疑問の声はすぐに確信の唱和に変わった。イジェクター、イジェクターだ！　唱和はすぐに歓声に取り込まれた。

　いつの間にか止まっていたビートのＢＧＭが高らかに響くと共に、その唱和は会場を席せつ巻けんした。




　自分を取り囲む歓声に、イジェクター──黒瀬は圧倒されていた。

　引きこもりから一転、待ち受けていたのは大歓声だ。

　眠っていた感覚が雷に打たれたみたいに呼び覚まされる。久しく味わった事のない、みなぎるような感覚が全身にふつふつとわき起こった。

　コーディは「イジェクターはアウターワールドの救世主」と言っていた。もしかしたら、観客は皆みんなイジェクターの存在を既に知っているのだろうか。だとしたら、責任重大だな、そう思う。

『ゲーム、始まります』

　緊張した声がした。

　再び宙に浮かぶ半透明の妖よう精せいになったコーディが、視界に滑り込んできた。

『時間は五分間、その間に相手の体力を０にして、彼女をゲームオーバーにしてください。これが唯一の勝利条件です。ただし、逆にこちらが体力を０にされたり、タイムオーバーした場合は、彼女の中毒症状アウターホリツクに取り込まれて』

　心中か。

　言葉にせず、そう思っただけだったが、コーディにはそれが伝わったようだった。彼女は急速冷凍したみたいな表情をこくりと動かした。

　向かいのコーナーを見ると、もたれ掛かっていた眞ま子こが、身を起こしたところだった。一瞬だけ、凄せい惨さんな笑みを浮かべていた気がする。

　右半身を前にして、半身の体勢を取る。

　麻ま痺ひの残る左半身は動かない。この不利な条件を覆すために、一いつ気き呵か成せいに襲いかかって終わらせるつもりだった。

　対する眞子はモデルみたいに腰を艶なまめかしく揺ゆらしながらリング中央に歩み寄った。豊ゆたかな胸を強調するように背伸びする。いかがわしい歓声が上がった。馬ば鹿かな事はやめろと叫びたかったが、彼女の目はあの瞳孔が開閉するとりつかれたような瞳をしていて、言葉は届きそうもなかった。

　黒瀬は祈るように心に誓った。助けてやるぞ……本当に。

「お前を排出イジエクトする」

　小さくつぶやく。マスクに押しつぶされてくぐもったその声が、耳に届いた。

　ゴングが鳴った。




　次の瞬間には、人間離れした動きで眞子の体が視界の内から消えた。

『下がって！』

　コーディの声にとっさに反応し、慌ててバックステップを踏む。すると砲弾のような速さで黒い影が下から上へ消えていった。眞子の体は、瞬まばたきの間もなく黒瀬に肉薄していて、今の砲弾は彼女の放ったアッパーだと気づいた時には左のフックが迫っている。

『後退してバツクステツプ！』

　コーディの指示にも、しかし体勢を立て直す暇はない。

　指示を無視して、右腕の肘を迫る拳に叩たたきつけて攻撃を弾はじいた。拳をかすめて狙ねらいを逸そらす──女の細腕を弾き飛ばすには十分な力を込めたはずだった。だが、弾かれたのは黒瀬の防御の方だった。目を見開く。

　胸骨の間に、彼女の細腕がめり込んだ。

　嘔え吐ずくほどの衝撃が、胸の骨をメリメリとたわませる。一瞬息を止めて、衝撃をこらえるが、眞子の連打は止まらずに、右の横フ殴ツりクが迫ってきていた。距離が近すぎる。膝の力を一気に抜いて、拳の下へと頭を潜り込ませるウイービング。なんとかリーチの短いその攻撃はよける事ができたが、背中はもうコーナーロープに当たってしまった。

　それに気をとられたのが命取りだった。

　眞子はからぶった右の肘打ちを返しざま、腕を振って黒瀬の頭をなぎ払う。

　格闘術でも何でもない粗雑な一撃だったが、頭にハンマーでも叩きつけられたような衝撃が走った。意識に空白ができる。目は見開かれ、呼吸が止まった。

「フフフ……」

　たたらを踏んだ黒瀬に、笑みを浮かべて眞子が歩み寄った。駆け寄るわけではなく、歩み寄る。なめられているが、黒瀬に反発する力はなかった。彼女の蹴けりが見えたが、よける事はできず、もろに鳩尾みぞおちにつま先が入った。

　重心を、持っていかれる。

　脳裏を駆け抜けた危険信号が、意味のわからない警告を告げる。だがつま先が地面を離れた瞬間、その言葉はまごうことなき真実を告げていたのだと悟る。内臓にツルハシでもたたき込まれたような衝撃が食い込み、視界が一瞬で下を向き、リングが遠ざかった。

　宙そらに蹴り上げられたのだ。

　舞い踊る赤髪の中で、見上げる眞子の瞳ひとみが、愉悦に赤く燃え上がった。

　彼女の細い体が地面を蹴る。次の瞬間、彼女の体はすぐ側そばにあった。後頭部をすさまじい力でわしづかみにされ、緩慢だった落下の勢いが急加速する。硬いリングが拡大し、視界を覆い尽くさんと迫る。

「──がッ!?」

　へし折られた鼻から、首の付け根まで衝撃が突き抜けた。

　それはもはや痛みではなく、強烈な電撃そのものだった。脳が揺れて、意識が真っ白に染め上がる。血しぶきが、マスクのレンズに飛び散った。

　意識が吹き飛ばないのが、不自然なくらいだった。だがそれも無理もなかった。文字通り灼やけつくような痛みが、黒瀬から失神する自由も奪い去ったのだ。

　絶叫して床を転がった。コートの炎をつぶして消そうとしたが、不思議な事に、火は幻影のように虚空へ消え去った。

「はぁ！　はッ、ぐ──ッ！」

　悠然と笑みを浮かべる眞子を前にして、立ち上がる。

　内臓に残る重しのような衝撃で、息がまともにできない。胃液をはき出しそうになったが、わけのわからない力で腹の底に押し戻された。不快感に何度も嘔吐く。くらった衝撃は、とても女のものとは思えず、大の大人とて余程訓練を積んでいなければこんな重い一撃は与えられまい。

『排出者イジエクター、落ち着いて！　位相電位痛みを抑制中──！』

　衝撃はまだ残っているというのに、全身を包んでいた炎も、額から吹き出していた血もかき消えていた。ありえない事態。ありえない衝撃。脳は混乱の極みに達し、意識がバラバラになってまともに物も考えられない。

『こちらのライフがすでに45％消失──彼女は現実の彼女ではありません、私の指示をよく聞いて！』

　コーディの叫びが、くぐもって脳裏に響く。

　黒瀬は、致命的な思い違いをしていたのを思い知った。

　ここはアウターワールドであって、現実の世界の法則は何一つ通用しない。

　現実と同じようなリーチの取り方や、攻撃の重さの予測は、なんの意味もない。

　目の前にいるのは、二日と二十三時間五十分以上勝ち続けてきた化け物じみた歴戦の強つわ者ものであって、義理の妹でもなければ、気弱なウサギでもないのだ。

　え、弱いじゃん……。

　そんな困惑の声が観衆から漏れた。返す言葉も、余裕もない。

『痛みに反応してると負けます、立って！』

　コーディがソプラノの声音に似つかわしくない鋭さで叫ぶ。

「うる、さい……！」

　憎まれ口を叩くのが精一杯だった。

　眞子の体が獣のように折り曲がる。

　眞子の背中で、すさまじい突進に尾のようにたれていたベルトが鞭むちのようにしなる。本能がとっさに反応した。痛みも苦痛も奥歯の下にかみ殺し、腰を落として膝に意識を集中させる。

　タックルが来る。

　膝蹴りをたたき込んだ。

　カウンター気味にねじ込んだ膝は、突っ込み気味の眞子の顔面をとらえた。寝技に持ち込もうとする柔道家やプロレスラーに対する、もっとも基本的なやり方だったが、彼女は防御もできずにそのまま真っ正面から喰くらった。一撃は重くとも、彼女に格闘戦の知識はない。衝撃で床に転がそうと、一気に振り抜く。

『追撃して！』

　突如視界に現れたコーディが、指をさして叫んだ。そんな必要、ない。黒瀬はそう思った。彼女自身の突進の勢いに、硬く重い膝の一撃を上乗せしたのだ。あの細い首では、へし折れてない方が不思議なくらいで

　眞子が眼前で、拳こぶしを振るっていた。

　ありえない。

　胸ぐらへとのばされた手に目を見開き、黒瀬は驚きよう愕がくした。

　吹き飛んでいないのが信じられない。硬い膝がねじ込まれた彼女の顎あごはゆがんでいたが、一瞬視界がぶれた直後に何事もなかったかのように、元の作り物めいた美しい顔に戻る。

　そう、これは〝ゲーム〟なのだ。

　彼女にとって痛みは遊びを彩る〝演出フレーバー〟に過ぎないし、崩れた顔や蓄積したダメージも、見た目に心地よくなるよう〝修正〟される。現実の痛みにまみれ、衝撃にのたうち回るのは、現実リアルに取り残された排出者イジエクターだけ。

　そして眞子を吹き飛ばすはずの蹴りは、ゲームという厳格な〝遊び〟において、単純シングルコマンド一つで飛び出す「弱じやく攻撃」にしか過ぎなかった。

　ジェットコースターに振り回されるような遠心力で、彼女の細腕に投げとばされる。気づいた瞬間には再び宙を舞い、無防備な体に彼女が蹴りをくれようと、艶つや々つやとした足を振りかぶる。

『コマンドスクリプト起動！』

　眞子と黒瀬の間に、青白い光が弾けた。

　一瞬何が起こったのかわからず、だが突然聞こえた『防御ガードして！』の声にとっさに反応する。片腕で顔を覆った。

　指の間から見えた視界に、青白い光線で描かれた魔法陣が映り、眞子の蹴りをはじき飛ばしたのが見えた。

　体をなんとかコントロールして、脇わきから背中にかけて床を転がった。衝撃、そして視界が濁流のように流れる。衝撃を回転で殺し、眞子との距離をとって立ち上がる。

『攻撃をキャンセルさせました』

　くるりと、宙を舞って、コーディが現れる。

『こちらの残りライフ25％を切りました──今の動きは悪くはなかったですが、前任者おじいさまの動きには及んでいません。麻痺した四肢運動野が、ゲームへ順応できていません』

　眞子は弾かれた衝撃で尻しりをついていた。ネルシャツのボタンが弾けて、たわわな胸がほとんどあらわになっていた。わき起こるいかがわしい歓声に笑みを向け、彼女は立ち上がった。

　黒瀬は荒い息を肺の奥に押し込んで、もう一度構える。

『片腕片足だけでは限界があります。以前導入されたPlay fun!12に干渉して、四肢運動野の麻痺を取り除きます』

「──余計な事、すんな」

『既に修正を始めています。時間を稼いでください』

　何か反論しようと思ったが、口から出たのは血の塊だけだった。どうせ左手と足が動いたところで、今までろくに動かした事がない手足をまともに動かせるとは思えない。もっとも、このままではじり貧なのはわかっている。

「なんだ？」

　腰に手を遣やった眞子が、誘うように腰を曲げて、からかうように片手をあげる。

「もう、おわりか？」

　熱に浮かされたような声だった。

　弱々しい声は眞子そのもので、それなのに、違和感を残す程の自信に満ちあふれている。

「──なに言ってんだよ、眞子！」

『無駄です、彼女は──』

「お前は黙ってろよ！」

　怒鳴りつけても、コーディの顔色は少しも変わらない。彼女にかまわず、観衆の大歓声にかき消えてしまいそうな声を、張り上げる。

「こんな事、やめろよ！　お前は死にかかってるんだぞ、目を覚ませ！」

『彼女は記憶に連続性を持っていません。現実の話をしても理解できませんし、自分の事を〝機関〟に雇われた傭よう兵へいだと思い込んでいます』

　わけがわからない。コーディに嚙かみつくように、黒瀬はうなる。

「機関？　なんの話をしてんだよ──〝機関〟ってなんだ！」

『そんなことはわかりませんし、彼女もわかっていません。重要なのは、彼女は自分とかけ離れた存在に逃避することで、精神を安定させようとしているという事です。彼女を現実に引き戻すのは、より危険な領域に追い込むだけです』

「わけがわからないんだよ、くそッ──眞子、もうやめろ！」

　手を挙げて歓声に応こたえ、ファイティングポーズをとろうとしている彼女に、黒瀬は声を荒らげた。一瞬、彼女の目が、こちらに向けられる。暗い沼の底から、のぞき込むような、陰険な影が、べったりと瞳に被かぶさっていた。ルージュに彩られた唇が、蠢うごめく。

「おまえ……〝トール〟ってなまえに、ききおぼえないか？」

「……トール？」

　彼女の瞳に、さらに暗い影が落ちたように見えた。

『……弟の名前です』

　コーディに目をやった。青白い環わがダイヤル式の錠前のように、彼女の瞳で回っていた。じっと眞子を見据えていた。なんのことかわからずにいる黒瀬に、彼女は冷然とした瞳を落とした。

『……彼女の死亡した、弟の名前です』

　黒瀬の瞳が、ぎゅっと引き絞られる。

「おまえでは……わたしにはかなわない」

　与えられた台詞せりふをただ読み上げる機械のように、眞子は言葉を続けた。

「はやく、どこかへ、たちされ」

　誰だれかの言葉を借りて、彼女は拒絶しようとしている。それがわかった。黒自瀬分が必死にさしのべている手を、拒絶している。

　これまで何度も、彼女の言葉を聞く機会はあった。

　もしなんのわだかまりもなく、家に招き入れていたら？　くだらない話をしている内に、眞ま子こは冗談交じりに本音を漏らしたかもしれない。誰にも言えない心の内を、同じく家族を失った自分になら、ほんのささいな愚痴のように、こぼすこともできたのかもしれない。

　だがその機会が訪れることはなかった。

　何ヶ月も、何ヶ月も、機会チヤンスは、何度も、あったのに。

「何も──何も知らない」

　かすれた声が出た。コーディが咎とがめるような目を向けた。無駄だと言いたいのだろう。それでも言わずにはいられなかった。

「お前のことは、何も知らない。……今はそのこと、後悔してるよ、こんな事になるとは思わなかったんだ！」

　叩きつけるように吐き出す。懺ざん悔げの仕方など、知りもしないのだ。後悔することも、誰かに謝る必要も、自分の事以外、何も考える必要のない世界でしか、生きてこられなかった。

「俺が悪かったよ。今はそれがわかる。だから……現実に帰ろう。お前のことを話してくれ、今度は必ず、聞くから。最後まで」

　眞子が不意に、笑みを浮かべた。

　奇妙な笑顔だった。のっぺりとした闇やみに覆われた瞳の下で、おだやかに唇を持ち上げる。それでもそれは、笑顔だった。何かが通じたのだと思った。思わず「眞子……！」と声をかけ、手を伸ばし

『──pk3感覚異常値！』

　はっとコーディが声を上げた。彼女の瞳が黒瀬をとらえるが、彼の瞳は何かにとらわれたように動かない。

『来ます！　排出者イジエクター!!』

　夢から覚めたように、黒瀬が瞳を引き絞った時

　しかし全ては手遅れだった。

　今の今まで目の前にいた眞子の姿はなかった。どこに──そう思った時には、すでに彼女は懐に潜り込んでいた。ぐる、と黒瀬の瞳が、彼女に向けられる。彼女は笑っていた。赤く、紅あかく、灰の中で燃える炎のように、瞳を輝かせて。

　眞子の拳が、ガントレットを握りしめる。

「レイジ──」

　ふざけたようなかけ声と共に、彼女の拳が炎を濁流のように吹き出した。

　とっさに黒瀬は手刀を振り下ろし、迫る拳をたたき落とそうとした。が、遅きに失する。直後、みぞおちに重い鉄の塊がねじ込まれ、コートをたなびかせて排出者の体が宙を舞う。観客席から悲鳴を引き連れ、眞子が飛び上がり、太ももを１８０度振り回すような蹴けりを放ち、地面にたたきつける。

　力を失った排出者の体が、地面を跳ねる。

　一度、二度、三度目はなかった。その首をつかんだ眞子が、紅い髪を炎に染めながら、つぶやいた。

「侵略者へアグレツサー」

　閃せん光こうを放つ拳を叩きつけた。

　真っ白な火柱が、排出者の体を突き抜けた。重機関銃チエーンガンのような衝撃が、内臓をズタズタに挽ひきつぶし、ガスマスクのレンズが内側から、真っ赤な鮮血に染まる。

　火柱と共に弾はじき飛ばされた体は、見えない壁画面端に当たって、リングに叩きつけられた。すさまじい砂すな埃ぼこりが巻き上がり、観客達が悲鳴を上げて煙から逃げ出す。

　ジャッジがカウントをとろうとすると、眞子はそれを押しのけた。機械が駆動する音と共に、ガントレットが姿を変える。青白い光を放つ、モーター駆動の柱が、ガントレットからうなりを上げて飛び出す。

　悲鳴にも似た、イジェクターを呼ぶ声が観客の間から漏れ聞こえたが、彼が立ち上がる様子はなかった。

　ジャッジが８カウントまで数えた時、眞子はガントレットを土煙の中へ打ち込んだ。斜め一閃、爆炎が煙の中で弾けた。とどめを刺したのだ。誰しもが思った。確かな手応えに笑みを浮かべた彼女は、立ち上がりざまに拳を引き抜いた。

　しかし、ガントレットが排出者イジエクターを引き連れてくる事はなかった。何かが引っかかったように、腕はぴんと伸びたまま戻ってこない。眞子はいぶかしげに、何度も引っ張った。土煙が晴れる。人影が現れ、眞子の目が見開かれた

　排出者イジエクターが、ガントレットを両手でつかんでいた。

『再起動リブートスクリプト、完了』

　どこかで機械然とした女の声がして、ジリジリと世界が〝ブレ〟た。

　眞子が目を剝むき、同時に黒瀬は姿を消した。

　眞子の視界はとらえきれなかった。影のようなコートは、ガントレットを両手のすさまじい力で引き寄せ、代わりに体は弧を描くように宙を舞う。動きを追って顔を向けた眞子の顎は、直後に弾丸のように横からたたき込まれた膝ひざに、撃ち抜かれた。作り物めいていた美しい顔は、写真を切り裂いたように下顎を吹き飛ばされる。顎の関節がちぎれ、骨が乾いた音を立てて砕けた。

　土煙を上げて吹き飛んだのは、今度は眞子の方だった。力を失った手足が、無機物のベルトと同じように地面を転がった。




　後には動かなくなった眞子の肢体と、ただ佇たたずんで見下ろす排出者イジエクターの姿があるだけだった。

　歓声はかき消えていた。

　誰もが息を詰まらせたみたいに押し黙っていた。

　静寂を裂くように、イジェクターは歩き出した。

　倒れ臥ふした眞子の体を背にして、リングの外へと向かう。

『動く手足の感覚はどうです』

　彼の視界でコーディが舞い踊りながら、目をエメラルド色にきらきら輝かせて言った。

『悪くないでしょう？』

　黒瀬は答えなかった。ピタリと立ち止まる。

　脳裏に、祖父の言葉がふっと浮かんだのだ。

「夫それ惟ただ慮おもんばかりなくして敵を易あなどる者は、必ず人に擒とりこせらる……」

『え？』

　観客席から悲鳴が上がった。

　まるでゾンビのように、眞子がふらつきながら立ち上がったのだ。その瞳ひとみを真っ赤に輝かせ、鋭い歯をむき出しにする。両腕を突き出して黒瀬の背に襲いかかる。

　ガスマスクの下、口を開く。

「オーバークロック」




　×　×　×

　黒瀬家の屋敷地下、すり鉢状のドームの中で演算装置が立ち並ぶその場所に、再び光が宿った。

　無数の機械群が静かに駆動音をあげ、チカチカとステータスランプを点灯させる。

　演算装置の群れがはき出す駆動音とランプの明滅は、まるで銀河が地上へ落ちてくる前触れのようだった。そしてドームの中央、一際大きな柱状の演算装置に光が集束すると、柱に稲妻のように光が走った。

　×　×　×




　その瞬間、黒瀬は世界が酷ひどく無力なものに成り代わったように感じた。

　いつも絶対的だった世界は、今や手中にあった。

　自分が思うように──例えば、自分以外の時間をはるかに鈍化させて、全てをスローモーションのように進ませる事すらできた。背中から襲いかかる眞子の姿を振り返りざま片目で確認する。常人では反応できない速度で襲ってくる眞子だったが、今や黒瀬は常人ではなかった。彼は、今、この瞬間、この世界のあらゆるルールを超越していた。誰よりも速く動く事ができたし、誰よりも速く感じる事ができたし、誰よりも速く、敵を打ち倒す事ができた。

　体をヘアピンみたいに曲げた黒瀬が振り返りざま放ったハイキックは、眞子の突きだした両腕の間をすり抜けて、すさまじい力で彼女の側頭部に叩たたきつけられた。頭ず蓋がいはへし砕け、額の皮膚が裂けて内容物を吹き出させた。だが、即座にゲームルールが適用され、醜い傷跡の修復が始まる。死を逃れた彼女は笑みを浮かべ、両腕を黒瀬の喉のどへと突き立てようと

　黒いグローブが、眞子の顔面をわしづかみにした。

　黒瀬はもはや物理運動など無視して、限界まで右腕を引き絞り、突進してきた力をそのまま直角に曲げて、渾こん身しんの力を込めて地面に叩きつけた。

　ぶしッ──と、口をふさいだ蛇口のように、血が宙に舞った。

　硬く踏み固められた地面は打ち付けられた彼女の衝撃を受け止めることなく、ダイレクトにその顔面に返した。鼻がへし折れ、皮膚が裂け、目がつぶれ、亀裂の入っていた頭蓋は、今度こそへし砕け、弾け飛んだ。

　インパクトの瞬間、黒瀬が知覚する現実の時間が元に戻る。

　鮮血、脳のう漿しよう、照明の色に染まった脳の欠片かけらがまき散らされ、くぐもった悲鳴が一瞬だけ、会場に響いた。クリアになった感覚が、激しく打ち鳴らされるゴングの音を拾う。リングの上に、巨大な文字が浮かび上がった。

















Ｋ．Ｏ．!!









　限界までふくらませた風船が破裂したみたいに、観客席から大歓声が上がった。

　リングの上に立って、じっと挑戦者を見つめていたイジェクターは、自分を褒めたたえるその歓声に応える事もなく、むしろ、まるで自分の身を切り裂いたみたいに呆ぼう然ぜんと、倒れたアウターホリッカーを見つめていた。宙から突然現れた真っ黒なレインコートが──まるで誰かがその肩を抱いたように──彼の肩にかかると、身を翻し、リングの外に姿を消した。








［act:2］　裸の女王クイーン　─Spring has come─









　全てが一変したのに、何も変わらなかった一週間が過ぎた。

　あの後──外側の世界でのあの電気ショックみたいな体験を終えて目を覚ますと、黒瀬は眞子と折り重なるように倒れていた。彼女がぼんやりと意識を取り戻したので、慌てて病院に運んだ。極度の脱水症状に飢餓状態、睡眠不足や便秘と重軽さまざまな症状が同時に彼女を襲っていたが、Play fun!12を破壊し、量子通信から切断すれば、しばらく入院するだけで回復するだろうと医者は言っていた。

　実際、彼女が安らかに寝息を立てているのを病室で見つめていると、全ては夢のような出来事のように思えた。

　一週間経った今も、その思いは消えていない。強烈な夢を見ていただけのような気がする。あの時の事を思い出そうとすると、蘇よみがえる記憶は現実よりあまりに強烈で、だけどまるで現実感がない。

　大歓声にビートを刻むＢＧＭ、冗談みたいに艶なまめかしくて強きよう靱じんで、悪魔みたいな姿の眞子に──蘇る、動かないはずの手足の感覚。ぎゅっと手を握ると、今でもその感覚が鮮明に思い出せる。今にも左手は動き出しそうで、左足は感覚がみなぎってきそうで、……だが、いざ動かそうとすると、感覚はないし、動かし方もわからないのだ。

　握りしめた手を、ゆっくりとほどく。

　視線を、遠い街並みに投げやった。

　一週間前、世界が一変するみたいな経験をしたというのに、二階の自室から見えるこの街の風景は何も変わらない。結局、現実は何一つ、変わっていない。

「……いつも見てるんですか、この景色。こんなに」

　ただ一つ、彼女をのぞいて。




「ご家族、いらっしゃらないんですね」

　一階に下りて、台所に向かうと、コーディはとんとんと階段を鳴らしながらついてきた。彼女はなぜか着物に身を包んでいる。ほとんど黒に近い濃紺の振ふり袖そでに、真っ赤な花びらがあしらってあって、その振り袖を白い帯でしめている。帯は色とりどりの花が刺し繡しゆうされ、どこか楽しげだ。髪は朱色の紐ひもで団子に結っている。

　眞ま子こを連れて行った先の病室で再会した時は白衣に身を包んでいたので、どうやら彼女はちょっとズレたファッションセンスの持ち主なのか、コスプレが好きなのか、あるいはその両方なのか……とにかく、そういう趣味か〝機能〟があるようだった。

「いたけど死んだよ」

　別に嫌みとして言ったわけではなかったので、言葉はとげとげしくなかったはずだ。

　彼女は返事をしなかった。キッチンで足を止めた黒瀬の前で立ち止まる。

「ずっとこの家から出ないんですか」

　彼女を押しのけて、黒瀬はその背後にあった冷蔵庫に「卵、ボイル。スティックパック、解凍」と伝えた。冷蔵庫はうなるような駆動音を上げてそれに応こたえる。扉を開けて手を突っ込むと、すっかりゆであがった卵と百個で一パック四百五十円のスティックパック──棒食と揶や揄ゆされる素食だ──を引っ張り出した。わしづかみにすると、がつがつと座りもせずに腹に収める。コーディが何か言いたげにしている傍らを抜けて、玄関まで出て行き、扉とびら脇わきに置かれていた牛乳瓶をひっつかんでそれをあおった。

「……食事はいつもそんなものを？」

　非難するような調子で彼女がそう言った。

「そうだけど」

「前任者おじいさまはいつもバランスのよい食事を心がけていました」

「老人ジジイだったからだろ」

　にべもなく言うと、コーディは目の色をまたくるくると目まぐるしく変えてから

「〝三世の長者は衣服を知り、五世の長者は飲食を知る──」

「〝これ被服飲食の暁難きを言う〟だろ。また祖じ父いちゃんの名言かよ……」

　黒瀬はちっと舌打ちする。彼女の表情は変わらないが、少し唇の形が歪ゆがんでいる。それに、目の色が灰色と赤にじわじわと点滅している。何か言いたげだ。

　この、得体の知れない奇妙な同居人を、黒瀬は扱いかねていた。

　いつもなら、他人が自分の家に足を踏み入れるだけで、服の中に毒針を持った虫が入っているような嫌悪感を感じて、体が悪寒で震え上がるくらいなのに、彼女にはそういう悪感情があまり湧かない。

　──理由ははっきりとはわからないが、たぶん、彼女の言葉があまりに抑揚もなく平へい坦たんで、無機質だからだと思う。まさに、彼女が自分自身で言うように、彼女はＯＳであり、機械なのだ。

　こうして間近で見る彼女は、見た目は確かになめらかな肌を持つ人間の姿をしているが、自分の脳は、彼女をただの機械として認識しているらしい。おかげで対人アレルギーも発症しないですんでいる。でなければ大変だった。なにせ彼女は、自分の脳に住んでいるのだ──切り離すには、インターホンを切るよりずっと難儀するはずだ。

　もっとも、だからといって彼女が、まったくの無害なわけではない。

「あの」

「なんだよ」

　今度の言葉は、棘とげはなかったが、うんざりした気分が上乗せされていた。彼女と過ごす一週間。ほぼこうして毎日質問攻めだった。返事をすると『おじいさまはこうでした』『おじいさま曰いわく』『〝＊ ◆ ♤ ☆ ◐ ♢（具体的には思い出せないが、なんだかよくわからない中国の名言）〟』──まったくノイローゼになりそうだった。家庭教師でもしてる気分か？　中学生みたいに貧相な〝なり〟をしてるくせに……。

　最初は律儀に答えていたが、彼女の質問ときたらまるでアンケートに答えてるみたいに平坦で無機質なのだ。とにかく、一方的で、まさに機械と話している気分だった。

「……その、足」

　瞳をかしゃかしゃと色濃い群青に変えた彼女は、わずかに言葉を含んでから、（おそらく）おずおずと、黒瀬の義足を指す。

「義足に、したんですか」

　少し考えてから、黒瀬はなんだか奇妙な言葉だと思った。彼女の物言いに、何か違和感を感じたのだ。なんだ？　何が変だったんだろう？　違和感の答えにたどり着く前に、彼女が口を開く。

「いつ？」

「……たしか、十三くらいの頃ころ。治る見込みないし、歩くのに邪魔だったから」

　コーディは黒瀬の足をしばし見つめてから、「そう」、と短く応じた。彼女の視線があまりにじっと──思い詰めたように注がれていたので、動きづらくなってしまう。人工筋肉の義足がそんなに珍しいのだろうか。

　このバイオテクノロジーが駆使された義足は、現代においてはわりと一般的な品だと思う。人工筋肉が随意神経の電気信号に反応して動くので、自由自在に健常者と同じように動かせる、という触れ込みで世間に溢あふれているのだが、いざ装着してみるとなんの事はない、動かそうと思ってから実際に動くまで、まるでしゃっくりみたいにタイムラグが生じるので、街中を歩くと、すぐに義足である事が知れてしまう。

「痛く、なかったですか」

　コーディが、視線をじっと義足に注いだままつぶやいた。瞳の色は冷たそうな青色だった。また『おじいさま曰く』か？　黒瀬が首を振って否定すると、彼女は短く、つぶやいた。

「そう」

　瞳の色が、微かすかに煌きらめいていた。




「出かけるんですか」

　午前九時──普段だったら量子ネットを介した通信教育でも受けている時間だ。コーディがいぶかしげに尋ねるのも無理はない。こんな時間に玄関に黒瀬が立つなんてこと、祖父が亡くなる以前からもなかった。

　黒瀬はじっと、外へと続く扉を見つめていた。

　その傍らで、コーディが不思議そうな顔をして、身じろぎもせず立ち尽くしている。

　玄関の扉はすりガラスになっていて、外の日ひ射ざしが、にじんだ乳白色になって、光を降ろしていた。音もなく漂う埃ほこりが、光を反射して舞っている。

　自分の体から違和感がわき起こるのを感じた。その正体はすぐにわかった。震えているのだ。外の世界の光を、恐れている。陰の中に潜む、醜い化け物──ぎゅっと、拳こぶしを握りしめた。

　パーカーのフードを深くかぶった。それから一歩脚を踏み出そうと思ったが、体が緊張して、うごかない。こわばった筋肉が震え出す。首から上からさっと熱の気が引いて、冷や汗がにじみ出す。喉の奥で、小さく毒づいた。

　玄関脇にあった、すり切れた銀色の煙草入れシガーケースを手にした。震える手でわしづかみにすると、乱暴に中身を取り出す。細巻きの白い包みが、ばらばらと床に転がる。なんとか一つを手のひらの上に落とすと、それを唇ではんだ。

「──待ってください」

　ライターに点ともした火を、くわえた包みに近づけようとした時だった。急に、手をつかまれる。春先の陽光の温ぬくもりとは正反対の、朝霜みたいに冷たい手の感触。

　見ると、コーディが細い指をライターを持つ手首に絡みつけていた。相変わらずの無表情顔に平坦な声色だったが、目を見ると、ぎゅっと瞳ひとみが引き絞られていて、瞳に緋ひ色いろが微かににじんでいるのがわかった。

「それ、何かわかっているんですか」

「スウィートスモークだよ」と、黒瀬は短く答えた。コーディはその大きな目でじっと黒瀬を見据えると、ゆっくりと、桜色の薄い唇を動かす。

「それは、麻薬ですよ」

　そんなことはわかっていた。

　二十一世紀初頭まで、この国では大麻と呼ばれていた麻薬が、このスウィートスモークの出自であるのは、今時小学生でも知っている事だ。深い鎮静効果、多幸感、ゆるい無気力感をもたらすこの〝甘い煙草スウイートスモーク〟が解禁されたのは、黒瀬が生まれる前、戦争後に大量に外国人が流入してきた時代だった。政府の機能が見直され、規制が緩和された結果、大麻は十六歳以上なら誰だれでも吸える嗜し好こう品ひんになった。昔ながらの愛煙家オールド・スモーカーは無煙煙草たばこやこの甘い煙草スウイートスモークを子供の吸う物と敬遠するが、精神に作用する効果は煙草よりずっと強いので、愛煙するというよりは依存するように好んで吸う人間は多かった。

「合法だろ」

　黒瀬はコーディのひんやりとした手を振り払い、包みに火をつけた。ゆっくりと、深く、煙を吸い込む──コーディが目を押し開いてそれを見つめていた。次第に体の緊張が解け、震えが収まった。右手をかざしてみると、痙けい攣れんしているかのようだった手の震えが、だんだんと小さくなるのがはっきりとわかった。

「いつも吸ってるんですか」

　背後でコーディがそう尋ねた。黒瀬はゆっくりと煙を吐いて落ち着くと、玄関に脚を踏み出した。今度は動いた。ランニングスニーカーに足を突っ込み、靴くつ紐ひもを結びながら

「昼間に、外に出る時とか、震えがきつい時とか、そういう時だけ」

「外に出るのに、薬を頼っているんですか」

　矢継ぎ早に質問。またこれか──彼女の声色には棘もないし、咎とがめるような調子でもなかったが、うんざりした。ただの質問なら、いい。だけど自分のしている事に、口を出されるのには我慢できない。いちいち誰かに指図されるのが嫌で、この屋敷に籠こもっていたのだから。

「おじいさま曰く、〝彬りんの病やまいは薬くすり能よく癒いするに──」

「うるさいんだよ、お前」

　言葉を選ぶのが面倒で、一番短くて棘の鋭い言葉を投げつけた。フードを深くかぶり直し、陰の世界の空気を吸い納めるように大きく深呼吸して、玄関を出る。

　背後から、彼女がついてくる気配がした。




　無軌道バスレスレーン、というのはここ二十年くらいで普及した新しい交通手段だ。

　携帯端末や個人認証装置で現在位置情報GPSを無軌道バスのサーバーに送ると、乗せている客の目的地との兼ね合いを計算して、もっとも効率のよい経路を自動的に巡回するという──いわば脳みそのついたバスだ。

　どこまで迎えに来るか、どこまで目的地に近い場所で降ろされるかは利用する度に多少ばらつきがあるが、それでも従来のバスよりははるかに交通の便がいいので、今ではこれが地上での主流な交通手段だ。

　流線型が強調されたフォルムの一般車に紛れて、見上げた空の形を変えてしまう巨大なビル群の間を、無軌道バスは行く。黒瀬が住む郊外から少し離れた、騒々しいオフィス街に、ちょうど入ったところだ。

　窓の外に立ち並ぶ、高層ビルの側面は、ディスプレイになっていて、それを一面使った巨大な映像広告が華やかに躍っている。新しい電子端末をスマートに操作する白人男性や、風味豊かな炭酸飲料が水滴の光るコップに注がれる様子、ハリウッド製の新作共感映画トレーサーが壮大な音と共に衝撃的な映像をフラッシュバックする。

『一週間前、ついに再び姿を現したイジェクターについて真偽が論じられる一方、その復活に、全世界が沸いています』

　バスの窓からぼんやりとディスプレイを見つめていた黒瀬は、一際高い位置にある看板でニュースキャスターがそう言ったのに思わず反応した。席に沈み込ませていた腰をただし、目を凝らす。

　キャスターの映像はすぐに切り替わり、どこかわからない外国の趣がある街の映像に変わる。通りを、老若男女、無数の人々が戦争に勝ったみたいに狂喜乱舞しながら行進している。皆一様に灰色で無機質なフィルターに覆われたガスマスクをかぶっていて、それが彼らを無表情な一群に見せている。不気味だ。

　特派員らしきマイクを持った男が、ガスマスクの一群が飛び跳ねたりビールを振りまいたりする最さ中なかに飲み込まれそうになりながら、必死にレポートしている。

『一週間前から始まったこの宴うたげは、当局による規制を受けてもまだ止やみません。アウターワールドから『彼』がいなくなって半年。たった一人の人間の復活がこれ程願われ、そして祝われたのは、イエスが処刑されて以来ではないでしょうか』

　気の利いたコメントを吐いたレポーターはあっという間に一群に引き込まれていった。映像はもとのスタジオに戻り、キャスターは平坦な声で続ける。アウターワールドの救世主復活を祝う声は全世界から聞こえてきます。そして映像はその他の都市の映像に切り替わる。いくつもの街と人の群れが映し出された。そこで驚喜する人々の顔には、例外なくガスマスクが被かぶさっている。

「……なんなんだよ」

　イジェクターの復活を祝っている……そうキャスターは言っていた。ひとしきり啞あ然ぜんとしてから、黒瀬は視線をそらした。わからない事だらけだ。イジェクターっていうのはそんなに人気があったのか？　全世界から？




　自分はいったい、何に巻き込まれているのだろう。




　無軌道バスレスレーンが信号で止まる。

　向かいのビルの一面が真っ青に染まり、そこに黒のスプレーで塗りつぶしたみたいに、ガスマスクと中指を突き立てたシルエットが現れる。その下に〝Respirator〟と文字が現れ、イジェクターの復活を祝い、２ｎｄアルバムが発売されるとある。

『どこに向かっているか、そろそろ教えてくれませんか』

　隣の席にいつの間にか座っていたコーディ──とはいえ、彼女は黒瀬にしか見えないので実際には空席なのだが──が、そう尋ねた。彼女はフリルのついた黒いワンピースに、白い麦むぎ藁わら帽子をかぶっている。

　質問には答えず、黒瀬は声に出さずに『言った』。

「イジェクターって、なんなんだ……」

　大脳皮質にたっぷりしみこんだナノマシンとマイクロマシンが、彼の頭に浮かんだ言葉を読み取り、コーディにそれが伝わった。彼女は黒瀬の体に起こっている全ての変化を敏感に察知できるようで、その言葉を額面通りに受け取らず、世間がこうしてイジェクターを祭り上げて大騒ぎしているのに戸惑っている彼の心情を素早くくみ取って言う。

「あなたが世界で一番大事なモノを想像してみてください」

　黒瀬が彼女に目を向ける。彼女はエメラルド色のきらきらした目で言った。

「それを守ってくれる人がいたとしたら、その人をヒーローと呼びませんか」

　黒瀬はそれに、納得しているのかそうでないのか、はたまたさらに困惑したのか、複雑な表情をしてから、また窓の外に目を向けた。

　コーディは、彼の横顔をじっと見つめながら、椅い子すから垂れ下げた足をぶらぶらと揺らした。





■






　さすがに顔パスというわけにはいかなかった。

　黒瀬が住む指定第９地区で最大のビルを有する企業〝V-tecLife〟社は、Play fun!12の開発元であり、今や世界に名だたる一流企業だ。その本社は地区最大の繁華街の中心部にあって、全ての道がローマに通ずるのと同じように、第９地区の主要道路は全てこの企業に続いている。

　四十年前の戦争以来、一定以上の高さを有するビルの屋上には、対Ａ空Ａ砲Ｇと地対空ミサイルＳＡＭの設置が義務づけられており、この空を覆おおう程巨大な本社ビルにも、針山のようにそれらがいくつも設置されている。高層ビルと言うよりは、巨大な対空攻ＳＡＭ撃サ陣イ地トのようだ。七棟ものビルが一群となったそのうちの、頭一つ分飛び抜けて大きなビルに、黒瀬は入っていく。

　スマートなスーツ姿の役員や社員が、パーカーにトレーニングパンツ姿でロビーを行く黒瀬に奇異の目を送る。

「黒瀬才さい助すけと会いたい」

　受付嬢はあっけにとられて彼を見つめた。

「会長に、ですか……？　アポイントメントはございますでしょうか」

　彼女は出入り口に立っていた警備員に軽く目め配くばせした。いいからとにかく連絡をつけろと黒瀬は頑かたくなに主張し、少々のごたごたの末、受付嬢はとまどいながらも宙に指を這はわせる。ユビキタス機能を利用して通信しているのだろう。黒瀬には何をしているのかは見えない。

　数分後、受付嬢はいよいよわけがわからないという顔をして言った。

「お会いになるそうです……三分だけ。最上階へどうぞ」




　案内された両開きの扉を勢いよく押し開くと、空っぽの空間が眼前に広がった。体育館程度の広大な空間は、灰色一色に染まっている。硬い床をスニーカーを鳴らしながら歩く。その後を──いつの間に着替えたのか──スーツ姿にポニーテールのコーディが眼鏡ごしの目をきょろきょろさせながら続く。

「この空間、偏在情報ユビキタスでいっぱいです」

　彼女はそう言うと、何かを操作するみたいに軽く手を振った。途端、空っぽで無機質な空間が無数の色とりどりのウィンドウに染まった。どうやら、黒瀬の視覚野をいじくって偏在情報ユビキタスを視覚化したらしい。

　ウィンドウに彩られた部屋は、イルミネーションでいっぱいに飾り付けられたファンシーなお城のエントランスみたいだったが、ウィンドウに目を凝らすと、それは刻々と並ぶ数式の群れだったり、文字が羅列されただけの経済ニュースだったり、単調に上がったり下がったりを繰り返すグラフだったりして、堅苦しい経済情報がほとんどだった。

　最奥部にたどり着く。

　灰色の空っぽな空間を睥へい睨げいするように、国家元首か、あるいは裁判官が座るような、居丈高な壇があって、そこに一人の男が座って、部屋中のウィンドウに目をこらしていた。

「父さん」

　つぶやくように言うと、父──V-tecLife社最大の権力者は目も向けずに言った。

「何の用だ。職こ場こには二度と来るな」

　黒瀬はわずかに口ごもる。言いよどみ、視線を逸そらす。

「……眞ま子こは元気にしてる？」

　良好だ。と短く父は答えた。

「イジェクターに救出された事が余程うれしいようだ。お前にも礼を言っていた──時間がないぞ。本題から入ったらどうだ」

　平へい坦たんな声でそう続けた父に、黒瀬は不満げに鼻を鳴らした。つばを嚥えん下かして、乾いた喉のどを潤うるおし、言った。

「俺の脳にはPlay fun!12が導入されてる」

　父はぴたりと動きを止めた。

　視線を、黒瀬へと落とす。

「俺が導入したんじゃない。もっとずっと小さい頃ころ、記憶もないようなずっと昔に、無理矢理突っ込まれたんだ」

　父は機械じみたレンズのような目を、じっと黒瀬に向けている。

「あんたがやったんだろ」

　黒瀬はどんな言葉が返ってくるか、わずかに緊張しながら待った。だが、父が次に発した言葉は「用はそれだけか」だった。子供のわがままにつきあっているような調子のその言葉に、かっと腹の底が熱くなる。

「俺の腕と足が動かなくなったのはそれが原因だろ、あんたが俺の手足を奪ったんだ！　よくも今までしらばっくれやがって──」

「お前の四肢麻ま痺ひは、医師が脊せき髄ずいの先天奇形が原因だと断定した」

「……今さら口でなら、どうとでも言えるだろッ！」

「思い込みでならどうとでも言えるのだから、条件は対等だ。噓うそだと信じたいなら、いくらでも当時の記録を調べるといい。顧問弁護士が当時の書類を保管しているから紹介してやろう」

「弁護士って……なんだよそれ！　なんでんなもん用意してんだよ！」

　まるで最初からこうなることを知っていて、用意周到に準備をしていた口ぶりに聞こえた。父には責められる原因に心当たりがあるのだ。

「三分だ」

　父は手首に巻かれた時計を見て言った。冷静ぶった、眉まゆ一つ動かさない態度が、かっと黒瀬の体を熱くした。

「まだだ！　祖じ父いちゃんの話が残ってる」

「時間が来たと言っているんだ」

「祖父ちゃんは死ぬ直前、アウターワールドにいた。父さんの会社の商品だろ！　それだけじゃない、今から三十年以上も前──Play fun!12が発売されるずっと前から、祖父ちゃんはアウターワールドにログインしてた」

　父はじっと黒瀬を睥睨し、それからふっと息を吐いた。

「……妄想か？」

「違うッ！　うちに来た刑事がログイン記録を調べたんだ、祖父ちゃんの記録がはっきり載ってた！」

「第一に、たとえ警察といえども令状もなしにログインデータを開示するなどありえないし、第二に、刑事が自分の捜査資料をひけらかしたりするはずがない。第三に、お前の祖父がアウターワールドをプレイしていたとしても、何の不思議もない。最近は勃たたなくなった高齢者が仮想交配アダルトプレイするのが、流は行やっているらしいしな」

　目の奥でちりちりと火花を散らしていた何かが、父の抑揚を抑えたあざけりの言葉で、一気に炸さく裂れつした。激情が理性を焼き払い、焼けるような言葉が喉から吹き出る。

「ふざけんなッ！　お前の父親だろ!?」

　さらに言いつのろうとする黒瀬に、父は壇に拳こぶしを叩たたきつけて応えた。

　いいか、よく聞け。

「次に言いがかりをつけに来る時は証拠を持ってこい。そこにあるんだろう？　お前の脳に」

　突きつけられた指先を、黒瀬は力を込めて睨にらみ返した。それをあざ笑うように、父は最後の言葉を投げ遣やった。

「Play fun!12を引きずり出して、持ってくるといい。できるならな」

　警備員！　と彼が部屋の外へ声をかけると、体格の良いい二人の男がつかつかと歩み寄ってきた。拳けん銃じゆうを持っている事を示すように腰の裏に手を当てている。それを背に感じながら、黒瀬はぎゅっと奥歯をかみしめて、自分を見下ろす父をにらみつけていた。

「何か知ってるんだな、祖父ちゃんが死んだ原因──」

　父は何も語らず、なんの感情も浮かべず、ただじっと、凍えるような眼をしていた。




　ビルを出て、整然と整理されたロータリーを抜けて繁華街を歩いていると、酷ひどい無気力感に襲われた。ぐずぐずになった怒りの熱が、黒瀬の肩をいからせ、くすぶった熱を込めて声を吐く。

「あいつ、絶対何か知ってるんだ」

　あの、目──

　最後に見せたあの〝眼〟の無機質さ。息ガ子キの戯言たわごとなどどうとでもなると言わんばかりの、いつもの目つきとは、まったく違った。自分以外の誰だれにもわからないだろう。だがあれは、平静な父の目ではない。思わぬ弱みに食いつかれた、獣の目だ。

「知ってるのに隠してるんだ、何を隠してる……!?」

「……よかったですね」

　再びワンピース姿になって後ろを歩いていたコーディが、横に歩み出ながら言った。

　黒瀬は低い声で言う。

「何がいいんだよ」

「妹さんです。元気になったみたいで」

　言われて、初めて思い出した。

　眞子の経過は良好だと父は言っていた。気持ちは沈んでいるが、その朗報は、すくなくとも、喜べるものなのかもしれない。コーディに目を向けた。隣を歩く彼女は、ポニーテールにしてこめかみに垂らした髪を揺らしながら、前を見据えて歩いている。まさか、と思った。まさか、こいつ、俺を励はげまそうとした……？

「…………」

　まさかな。

　一息はいて、怒りの熱をなんとか抑え込んだ。

　そうだな……そう応こたえると、コーディはぱっと金色に輝く瞳ひとみを向けて言った。

「イジェクターに助けられたの、喜んでくれたんですね」

　なんと応えたものかわからず、黒瀬は黙り込んだ。返事は必要とされていないみたいだった。毒気を抜かれてしまった。ぼんやりと、空に目を向けて思う。

「（そういえば、誰かを助けて感謝されたのなんて初めてだ……）」

「黒瀬君──黒瀬、完かん爾じ君!!」

　いきなりフルネームが飛んできた。思わず立ち止まって声の方を見ると、妙に体格の厳いかつい、髭ひげ面づらの男が立っていた。うさんくさい笑みを浮かべて、これ見よがしに手にした手のひら大のカメラで突然フラッシュをたく。反射的に顔をかばった黒瀬は、「おい！」と怒鳴って返す。

「おや？　失礼失礼。最近の子はこんな旧式のカメラを見ると喜んで『撮って撮って』とせがむものだから、ついそういう気分でシャッターを切ってしまった。ついね、つい……」

　黒瀬がじっと睨にらみつけると、ぼりぼりと頭をかきながら、しかし悪びれる風もなく男は歩み寄ってきた。ネクタイもせずによれよれのスーツに身を包み、シャツのボタンもまともに閉めていない。太い顎あごには無ぶ精しよう髭ひげがびっしり生えていて、まるで文明人ぶってる野人だ。これ見よがしに厳ついレトロカメラを手にしている。

「誰だよ、お前」

「フリーライターっていう不安定職業をやっていてね。友人は僕をアーヴィングと呼ぶ。僕はいつもジョー・ブラッドレーと呼んでくれと言ってるんだがね。是非、ジョーと呼んで欲しい」

　突然まくし立てる男に、黒瀬は鼻白む。いきなり何言ってるんだ、こいつ……。

「あぁ、そんな顔をせずに。いやぁ、知らないかな、ジョー・ブラッドレー。これでも昔はワールドファイトクラブってゲームでチャンピオンやってたんだ。ま、結局アウターホリックにかかってやめてしまったがね。この間の彼女みたいに、『彼』にイジェクトされたのさ」

　イジェクト、と言われて黒瀬は目を細めた。警戒心が芽生え、無視してさっさと歩き出す。コーディは黒瀬と記者を見比べてから、黒瀬の横にさっとついた。

「まぁまぁそう急がずに！」

　男──ジョー？　ばからしい名前だ──は、コーディのいる位置に割り込んできて、彼女はむっと目をぎらつかせた。

「なんだよ、お前。どっかにいけ」

「なに、少し時間をいただくだけだから。こう見えてもセルネットで連載記事書いてるんだ。『ネットの闇やみ、アウターワールドのサーバーを追え！』ってこういう具合でね、知ってるだろ、この噂うわさ」

　セルネット。

　以前はネットと呼ばれていた存在は、今や小さな共同体コミユーンが無数に点在する細胞網セルネツトという認識へ変わった。もっとも、ネットは黒瀬には縁遠い存在で、情報社会の授業で見聞きした程度の知識しかない。

「サーバー？　知らない。どっかにいけ」

「知らない？　それって、まったく知らないって事？　驚いたな、今時そんな子がいるなんて」

　馬ば鹿かにされたのだろうか、黒瀬は閉口する。ジョーは人差し指を立ててみせる。

「アウターワールドの創成期からある都市伝説の一つだよ。アウターワールドの中枢に当たる、全世界二十六億人のプレイヤーデータを処理する情報処理機器サーバー。その膨大な情報量を維持するためには、試算するに、広大な敷地と施設が必要になるはずなんだ。それこそ、この国の国土全てを覆おおってしまうくらいの」

　無視して歩き出した黒瀬に、ジョーは食い下がる。

「だが君も知っての通り、そんな施設はどこにも存在しない。でも現にアウターワールドは運営されている。なぜだ？　どうやってこれだけの情報を納め、処理している？　一体誰が、それだけの施設を管理し、維持できるって言うんだ？」

「そういう質問なら」黒瀬は不機嫌につぶやいた。「あそこに行って訊きけよ」彼が指さしたのは、V-tecLife社だった。そびえ立つ帝国の尖せん塔とうをまぶしそうに見つめて、ジョーは笑う。

「無理さ。V-tecLife社は四十年前のアジア大戦で活躍した民間軍事会社ＰＭＣ──〝ミコト・セキュリティサービス〟社に出自があってね、軍関係だけあって超秘密主義で有名なのさ。あまり探りすぎると命をなくすとか……ま、半分冗談だと思うがね」

　唐突に、コーディが黒瀬の手を取った。ぐいと脇わき道みちに引き寄せられ、何事かと目を向ける。

「アウターホリックです」

　思わず訊き返した。何？

「アウターホリックの発症を感知しました。死亡まで残り五十二分。無軌道バスを呼んだので、すぐにこの場を離れてください」

　「なんで俺が」と言いかけて、ふとコーディの言葉を思い出した。祖父はイジェクターとして、アウターホリッカーを助けて回っていた、と──まさか、この間の眞子にしたみたいな事を、またやらなきゃいけないのか？　冗談じゃない。あんな事、そうそう何度もできるものか。だいたい、一応は家族である眞子ならまだしも、なぜまったく見ず知らずの人間を助けてやらなくてはいけないのか。

「義務を果たさないと、あなたは排出者イジエクターを解任されますよ」

　ぐい、と見た目の女の子らしからぬ力で、彼女はいきなり黒瀬を脇道へ引きずり込んだ。素っ転びそうになりながら彼女の後に続く。

「うわっ──ちょっと待てってば！」

「そうなれば私は存在意義レゾナンスビリテイを失って消失し、私のコントロールを失ったあなたの脳は、機能分裂を起こすんです。──死ぬって事ですよ」

　最後の一言は、振り返った彼女のじろりとした目つきがおまけでついてきていた。そんな事言ったって、と黒瀬は一瞬たじろぐ。彼女は有無を言わさずぐいぐい手を引っ張り、結局黒瀬は、舌打ちをして彼女の後を駆けだした。進む先に、無軌道バスがのっそりと姿を現す。

「あぁ、逃げないでくれよ、ほんの少し訊きたいだけなんだから」

　黒瀬の後を追っていたジョーが、野太い声をあげる。

「俺に聞いたって何も知るはずがないだろ、どっかに失うせろ」

　うっとうしいことが何回も……黒瀬はぎっとジョーをにらみ捨てた。

「それはどうかな」

　しつこく食い下がってくるジョーに、黒瀬はイラ立ちを隠さずにうなるように息を吐いた。その頃には無軌道バスがもう視界に入っている。

　ジョーが、不意に立ち止まった。

「君が排出者イジエクターだってタレコミがあったんだ」

　バスの乗車口にとりついた黒瀬が振り返る。

　ジョーはうさんくさい笑みを顔に貼はり付けたままだ。

「──今日は挨あい拶さつに来たんだ。何か思い出したら、教えてくれ。何か、思い出したらね」

　運転手が迷惑そうにクラクションをならした。黒瀬は視線を外さない。ジョーはさっきまでのうさんくさい笑みではなく、本心から出たらしい、皮肉っぽい、乾いた笑みを浮かべていた。

「……そのデマ、どこで聞いたんだ」

「デマ？」

「俺がイジェクターとかいう」

　ジョーは、太いアゴを動かして笑みを浮かべた。

　太い指で、コートの襟裏に手を這はわせる。すると、彼の手首の周りに、ドーナッツ状のメニューウィンドウが立ち上がった。アイコンをたたいて、一枚の小さなテキストウィンドウを表示させると、粗野な手つきで差しだした。

「訊かれたら、〝答えてやれ〟って言われててね」

　ウィンドウには、余計な情報は一切無かった。ただ一行だけ、文字列が並んでいる。




　〝W.maker〟




「知り合いかな？」

　黒瀬は返事をせず、彼から視線をそらして無軌道バスに乗り込んだ。ジョーは肩をすくめると、スーツのポケットに手を突っ込み、背を向けて去っていく。若い女に譲られた障害者用の優先席に座りながら、黒瀬はその背を見送った。

　W.maker……？

　そいつはどうして、自分がイジェクターになったのを知っているんだ？

　ジョーが口からでまかせを言った可能性も否定できないが、いずれにせよ誰かが自分の秘密をかぎつけた事になる。麻戸刑事の件があるので、自分の身に降りかかったイジェクターという事態について口外するべきじゃないと思っていたが……誰が、どうやって、この秘密を知ったんだ？

『イジェクター』

　正面からの声に顔を上げると、初めて会った時と同じ、トレンチコートにプリーツスカート、でかいヘッドホンを首にかけて、髑どく髏ろを胸の前に垂らしたコーディが、半透明で宙に浮かんでいた。彼女はすっと黒瀬に指を向けた。

「あ、ちょっと待てよ！　俺は──」

　問答無用だった。

　コーディは目の色を煌きらめくエメラルド色に変えて、人差し指を黒瀬の額に差し出した。

『インサート』

　意識が吹き飛ぶ。











ハロウェイ・キャッスルへようこそ！

∧概要∨

　全世界８７００万のspringファンのみなさま、お待たせしました！

　ついに世界的ネットアイドル、springの脳に接続する時が来たのです！

　彼女の脳に創造された世界、ハロウェイ・キャッスル。

　危険な罠わなが張りめぐらされた危険なお城！

　悪い魔法使いにこの城に閉じ込められたspringは、あなたの助けを待ちわびています。

　彼女の下へたどり着けるプレイヤーは先着５００名のみ！

　選ばれし５００人の王子だけが限定コンサートへのチケットを手に入れる事ができるのです。

　あなたのspringへの想おもいは、張りめぐらされた罠を退け、みごと彼女のもとに届くのか!?









　＊１０００円／１Ｐｌａｙチケット

☆まとめてお得なスターパック☆

　＊９８００円／10Ｐｌａｙチケット

☆★24時間限定☆★

　攻略が簡単になるゴールドスターチケット

　＊１９８００円（10Ｐｌａｙチケットつき！）









∧免責事項∨

○このゲームは有料プレイに指定されています（管理・シャロン・アップルスタジオ）

○ゲーム上における演出で受ける感覚受容は、「セルネットにおける規定」７８２条の二項、三項に指定された内容に限定されています。これを超えたフィードバックにおいて生じた障害、後遺症などの損害は、弊社の免責事項となります。

○著しい危険を感じた場合、必ずゲームマスターへ通達した上、すぐさま利用を停止してくださいますようお願いします。万が一、ホスト元がアウターホリック状態に陥った場合、ホスト利用者のログアウトが困難になる場合があります。







　それではspringの世界観が反映されたファンタジーワールドを、存分にお楽しみください。




now loading.........

now loading..................

now loading...................................












　踏みしめたタイル張りの床は、一面血の海だった。

　ゲームワールドに降り立った途端、むせかえるような奇妙な臭においがガスマスク越しに漂ってきて、思わずこみ上げた吐き気に口元を押さえた。辺りを見渡すと、そこは茶目っ気たっぷりにおどろおどろしく装飾された、洋風のロビーだった。

「なんだよこれ──」

　色とりどりのポップなキャンディーやハロウィンに見るようなジャックオーランタン、きらびやかなシャンデリアに、不安定な光を揺らすキャンドルスタンド。ゴシック調の世界観だ。いかにも女の子が好きそうなデザインだった。

　そこに、ごろごろと死体が転がっている。

　かわいらしくデフォルメされたキャラクターにまみれて血を流すその姿は、現実の生々しい人間の姿そのもので、空想世界に突然ぶちまけられた現実リアルのようだった。死体がはき出す血はロビーを一面黒々と染め、黒瀬の足下まで濡ぬらしている。先ほどから鼻び腔こうにへばりつくこの奇妙な臭いは、血の臭いだったのだ。息が詰まる。

『アウターホリッカーによる改変ですね』

　コーディがふわりと姿を現した。彼女はとんがり帽子に黒いローブ、それにやけに丈の短いティアードスカートとタイツにブーツと、ふざけているとしか思えない魔法使いを意識した恰かつ好こうをしていた。何か苦言を呈ていしようと思ったが、死臭のすさまじさに口を開くのがためらわれた。

『１プレイ１０００円で複数回挑戦して遊ぶタイプのアイドルファンのためのゲームだったようです。城の頂上までたどり着けば、そこでお姫様に扮ふんしたアイドルと出会ってゲームクリアという形式のようですが』

　彼女は至極冷静な顔で転がっている死体に目を落とす。

『こういった過剰な演出は本来意図されたものではありません。ホスト元のアウターホリッカーにより、改変されたものです』

　黒瀬はマスクの下で目を白黒させてから、イラ立たしげに

「何言ってるかわけがわかんないんだよ！　くそ、また無理矢理連れてきやがって──」

『無理矢理ではありません。そのマスクをかぶった時、あなたは排出者イジエクターとなることを了承したはずです』

　む……と黒瀬は口ごもった。確かに、言われてみればそんな記憶もあった。だがあの時は、あの時だ。選択の余地はなかったし、血がのぼっていた。眞ま子こを助けなければと必死だったのだ。

　黒瀬は足下にあった死体を足で蹴けりやり、

「だいたい、なんで俺が見ず知らずの他人を助けなきゃいけないんだよ。勝手に悩んで、自殺しようとする奴やつなんか、死なせてやればいいんだ……」

　ぶちぶちと文句を吐き連ねる黒瀬の前に、音もなくコーディが回り込んできた。エメラルドグリーンの透けるような色が、黒瀬の目を射い貫ぬく。まるで胸の奥にまでその視線が入ってくるように感じて、黒瀬は思わず口をへの字にして黙り込んだ。

『他ほかの誰だれにもできるなら、誰かが手をさしのべるのを期待して、じっと待てばいいでしょう。ですが、外側中毒アウターホリツクは違います。どんなに願っても、どんな犠牲を払っても、他の誰にも彼らを救う事はできない』

　左手に、ひんやりとした心地よい冷たさが宿った。コーディが身を寄せて、その細い指で手をとったのだ。

『あなたです、排出者イジエクター。あなたにしか救えない。だから、救わなくてはいけない。それがあなたの権利であり義務なんです』

　黙りこくった黒瀬は、文句の一つでも言いたげな不満げな表情で彼女を見つめ返した。コーディは少しも目を逸そらすことなく、まさに機械じみたまっすぐさで黒瀬の瞳ひとみを見つめ続ける。しばらくすると、黒瀬は気まずそうに表情を歪ゆがめ、視線を明後日あさつての方へ逸らした。

　まったく、人工知能というのは厄介だ。機械だから妥協する事を知らないし、にらみ合っても根負けしたりしない。争うだけ、無駄だ、これは──

「……さっき、ホストがどうとか言ってたよな」

　コーディの手を振り払った黒瀬が、辺りを見渡しながらそう言った。

　コーディは振り払われた手を、取り残された子供のように宙を漂わせ、それから、反対の手の中にゆっくりと納めた。

『主催者ホストとは、ゲームを主導的に運用する脳を指しています。Play fun!12は脳の機能をパッシブにもアクティブにも利用して作用していますが、創造した世界を公開する際、Play fun!12は脳を外部に共通言語を持つ複数の脳を経由してから接続者に解放し、要求された情報を処理して──』

「説明する気あるのかよ、お前」

　彼女はわかりやすく、淡々と説明しているつもりかもしれないが、傍はた目めには機械が工業製品を淡々と製造しているようにしか見えない。表情もなければ抑揚もない。口からオートメーションで画一化された言葉がガシャガシャはき出されている。

　コーディは一瞬だけ、その大きな目をこちらに向けて、

『……つまり、ここはアウターホリッカーの頭の中に作られた世界で、この世界をどうするのかは、全てアウターホリッカーにゆだねられているという事です』

　うなるように、黒瀬は鼻を鳴らした。

　今や自分達はアウターホリッカーの手の内──〝脳の内〟にあるという事か。

「……こいつらみんな、そのホストに殺されたのか」

　手近な死体の側そばに膝ひざをつき、力なく仰あお向むけになった顔を眺める。顎あごをつかんで頭を動かすと、後頭部から粘ついた音がして、固まりかけの血がカラメルのように髪にへばりついているのが見えた。指先に感じる冷たい感触は、解凍されたばかりの肉塊のそれだ。

『いえ、現在のアウターホリッカーの状態はS2階層。接続しているプレイヤーが死亡することはないと思われます』

「Ｓ……何？」

　死体の瞳が引きつったように上を向いているのを眺めていた黒瀬は、背中越しにコーディを見て片目を細めた。また、聞いた事もないような用語を使い出した。

『Play fun!12が、脳のどの領域まで侵食しているかによって、外側中毒アウターホリツク時の危険度が変わります』

　彼女がさっと手を振ると、青白い光線が宙に現れ、複雑に絡み合ったそれが立体映像ホログラムを描き出す。

　通信教育の生物学で見覚えがある形──脳の断面図が宙に浮かび上がった。コーディの指先がなめらかに円をなぞるように動くと、ちょうど脳の中心あたりから、赤から黄色のグラデーションで色がつく。まるで爆心地を示す図のようだ。

『この、もっとも外側の領域がS1。そこから中心の赤い領域にかけて、S2、S3、そして最下層である虚無クラス・階層Limboまでに領域はわけられます。下層に向かうほどゲームへの没入感は高まりますが、アウターホリック時の危険度は高まることになるんです』

「危険度って……どういうことか、さっぱりわからない」

『通常のプレイはS1階層からS2階層。この階層では物に触れたり、味を感じたり、痛みを感じたりといった、五感をコントロールして世界を体験できます。しかしそれより下の領域、S3階層になると、記憶の書き換えや、現実感の喪失といった、意識そのものを改変してしまう暴走状態に陥るんです。そしてS4──虚無クラス・階層Limboとよばれる領域まで落ちると』

　コーディの指先が、脳の立体映像をタップする。触れたのは、ちょうど真ん中を占領していた紅色の領域だ。真っ赤な輝きは無数の光線となってあちこちに飛び交い、その先に現れた無数の脳の立体映像を、同じ赤色へと塗り替える。

『接続しているプレイヤー全てを巻き込んでの死亡、ゲームでの身体的損傷が現実にも影響を与え、仮にログアウトできたとしても、人格の変質、意識混濁、現実認識変容──大人数が接続する人気のゲームなどでこの事態が起きたら、一気に大混乱が起きるでしょう』

　コーディは細いあごに手をやって、何かを見定めるように図を眺めると、一つ小さくうなずいて、黄色の領域を指し示す。

『現在のアウターホリッカーの状態はS2階層──外側中毒アウターホリツクを発症しているとはいえ、この段階では接続しているプレイヤーが死亡することはありません。外側中毒者アウターホリツカー本人と、排出者イジエクターには依然死の危険はありますが、そのほかのプレイヤーにとっては、比較的安全な階層にとどまっています』

　安全、ね……辺りに散らばった死体を眺めて、黒瀬は鼻白む。四肢をもぎ取られた死体、両目がくりぬかれた死体。おまけに自分たちが死ぬ可能性はなくならない。これで比較的安全とは。

『とても、わかりやすい』

　コーディは唐突にそう言った。まったくの無表情なのでよくわからなかったが、どうやらうまく説明できたと思って自画自賛しているらしい。はねるような手つきでウィンドウをタップすると、立体映像がぱっと光の粒子になって消えた。

『小学生向けの図解データをダウンロードしてきたのです。これなら今の排出者イジエクターにも理解できますね』

　クスリともしていないが、彼女はご満悦のようだった。「お前の脳みそは小学生並み」と言ってるも同然なのだが、そのことに気づいているのか、いないのか。「説明する気あるのかよ」に対する彼女なりの工夫なのかもしれない。あるいは嫌みか。

　黒瀬はなんとも嫌そうな顔をしていたが、彼女はそれに涼しい顔で、

『どうやら本ゲームのアウターホリッカーはホスト元であるspring本人のようですね』

「springって……アイドルだろ？」

　黒瀬は、いぶかしげにコーディに目を向ける。ゲーム前のブリーフィング画面（突然出てきて驚いたが、つまりあれは簡単な説明書みたいなものなのだろう）ではそう書かれていたように思う。

『そうですが、それがなにか』

　コーディは至極当然のようにそう言った。「いや、べつにさ……」と黒瀬は口ごもる。だが、彼女の言説によれば、アウターホリックというのは『無意識の自殺』ではなかったか。黒瀬の中では、昼の世界で燦さん然ぜんと輝き華々しく活躍するアイドルと、自殺というのは、どうも結びつかない。

『どんな人間にも、死の可能性は開かれていますから』

　コーディは辺りを漂いながら、死体を見下ろして言う。

　彼女の物言いは、機械音声のそれだった。

『その死のリセツトスイッチに気づいてしまうと、ダメなのです。目を逸らそうとしても、ずっと頭にちらついて』

　妙に何かが鼻につく気がした。ぽっと浮かんだそれに、黒瀬は顔を上げる。

　彼女はじっと、焼けただれて苦く悶もんの表情を浮かべる死体を、見つめている。その目の色は青く、冷たく、しかしずっと向こうの景色に目を凝らしているような、かすかな熱を帯びていた。

『そのうちスイッチを押したい衝動が、無意識に意識を侵食していく。もっとも、そのスイッチはリセットなんてものではなく、再起動も許されない電源スイッチで、救いを求めて押したのに、希望を抱いたまま死──』

　不意に、彼女は顔を上げた。

　無表情顔をつ──と宙に漂わせ、それから、振り払うようにこちらへ振り返る。

『すみません。変な話をしています、私』

　その瞳は、機械のように無機質で、水のように透明だった。そう言われて、自分が彼女の言葉に聞き入っていたのに黒瀬は気づいた。あぁ、うん……と曖あい昧まいに言葉を濁す。彼女が語る言葉には、妙に──妙に〝実感〟がこもっていた気がした。

　だけど、〝実感〟って？

　彼女は祖父の屋敷の地下に広がった機械が作り出した疑似人格Ａ．Ｉ．だったはずだ。祖父との暮らしは酷ひどく非機械的ローテクだったので機械には詳しくないけれど……最近の人工知能Ａ．Ｉ．は死について考えを巡らせたりするのか？

『彼女に興味があるのでしたら調べておきます』

「いや、別に……興味はないけど」

　大したことじゃないですから。彼女はそう言って、何かウィンドウを取り出して操作する。それから、ついでのように黒瀬に目を向け、『本ゲームの終了条件ですが』と話す。

『本ゲームの目的はspring──つまりアウターホリッカーのもとへたどり着く事です。彼女のもとにたどり着いた時点でゲームクリアとなり、ゲームは終了します。逆にアウターホリッカーにとってはそれがゲームオーバー条件となり、排出イジエクトとなります』

「アイドルの所へ行けばいいだけ？　行くだけでいいのか？」

　黒瀬はほっと息をついた。気負っていた気持ちがすっと楽になる。眞子の時みたいな、あんな殺し合いみたいな真ま似ねをしなくていいなら、楽勝だ。

『でも、油断しないでください。これまでのプレイヤーの記録によると、平均して一人につき百五十回程のゲームオーバーとコンティニューを繰り返して、最終ステージに進めるかどうか、といったところです』

「は？　……１回１０００円って言ってなかったか？」

『はい』

　コーディは至極当然とばかりに、うなずきもせずに言った。黒瀬は思わず、周りの死体を見渡してしまう。何がおもしろいのか知らないが、ファンの執念というのには恐れ入る。一人十五万も搾り取られて、あげくにバラバラにされるとは……例のアイドル、どういう神経をしてるのだろう。

『当然ですが、私たちには一度のゲームオーバーでも致命的です。それに、』

「わかってるよ」

『……おじいさま曰いわく、〝夫それ惟ただ慮おもんばかり無くして敵を易あなどる者は、必ず人に擒とりこせらる〟』

「今度名言を言ったら、口にダクトテープ貼はってやるからな」

　黒瀬はさっと手を振ってコーディの小言を追い払った。今朝のスウィートスモークの件といい、いちいち細かい事にうるさい。彼女が言いたい事くらいわかっている。この辺りに転がる死体の異様さを警戒しろと言いたいのだ。

　ある日突然脳に住み着いた奴に、あれこれ指図されたくなかった。祖父が言うならまだしも。何も知らないくせに……。無表情顔でじっとこちらを見つめるコーディを横目に、黒瀬は手近な死体に歩み寄った。

　足で、その体を仰向けに転がす。

　目を細めた。

　みぞおちから腹へかけて、切り裂いたような大穴が空いていた。ぬらぬらと光る血にまみれて内臓が垣かい間ま見みえる。どんな事をしたらこんな傷がつくんだ？　何かとてつもなく巨大な、鋭く太い何かで一突きされたみたいな……

『横に避よけてッ!!』

　コーディが突然叫んだ。

　死体に気を取られていた黒瀬はその声にとっさに反応できず、思わず振り返ろうとして、しかし体が突然意思に反して横っ飛びした。背中を打ち付けて息が詰まる。倒れこんだ目の前で、さっきまで自分が突っ立っていた空間を、突然横よこ薙なぎに何か巨大な影が横切って、壁に突っ込んだ。啞あ然ぜんとして見ると、壁に突き刺さっているのは鎖で天井と結ばれた巨大な鎌かまで、それが土煙に包まれてぎらぎらと刃やいばを輝かせている。

「な、なんだよ、こ──」

『天井!!』

　今度は、とっさに反応できた。

　シュッという音と共に何か影が頭上で素早く動いたのを見て、黒瀬は反射的に体をひねって転がる。直後、肩をかすめて凄すさまじい質量をともなった鉄球の一撃が床を粉砕した。渇きかけていた粘着質な血が、ぶばっと音を立てて飛び散り、タイルの破片が降りかかる。転がっていた死体の顔面が鉄球に叩たたき潰つぶされ、破裂した頭ず蓋がいの破片が血と粉ふん塵じんの中に乱れ飛んだ。

　だが、それを見て驚いている余裕はなかった。薄い金属プレートの束がこすれ合うような音が耳元でしたと思ったら、騎士甲かつ冑ちゆうが頭上で剣を振りかざしているのが見えた。「どこから出てきた」など考える前に、体をひねった。迫り来る剣の先端。腰を無茶苦茶にひねって体を回転させると、左手を床について軸にし、思いっきり右足を突き出した。剣は黒瀬のガスマスクを破って頰ほほを切り裂いて床に突き刺さり、彼が放った突き蹴けりは見事甲冑の兜かぶとをとらえる。だが手て応ごたえはまるでなかった。兜はあっさり吹き飛び、甲冑は突然意志を失ったみたいにふらふらと後ずさりして倒れた。

　尻しり餅もちをついて、息を荒くする。

　甲冑の中身は空っぽだった。

　不意にゲームを始める前に見たブリーフィング画面を思い出す。





　──ハロウェイ・キャッスルは、危険な罠わなが張りめぐらされた危険なお城！──






　息をするのにも慎重になった。辺りを見渡す。壁に並んだ蜂はちの巣のような小さな穴の群れ。脈絡なく床に開いた、網で覆われた排気口。壁際に立ち並ぶ甲冑。ビロードの絨じゆう毯たんに覆われた、かすかにへこんでいる床。目につくもの全てが疑わしく感じて、額に冷たい汗が流れた。

『罠はプレイヤーを凄せい惨さんに殺害する目的で設置されているようです』

　眼前に滑り込んできた、華きや奢しやな細い手。差し出された彼女の腕は、トレンチコートが派手に裂かれて、白い腕の合間に流れ出した血が見え隠れしていた。

　思わず彼女の顔を見上げる。無表情顔の中で、碧あおい瞳が静かに自分を見つめていた。思わず、言葉が口をついた。

「怪け我がしたのか!?」

　あまりに勢い込んで訊いたからだろうか、コーディはきょとんとして、それから『あぁ』と無感動そうにつぶやいた。

『クロセさんを押した時に、あの鎌に切られたようですね』

　彼女は手をかざして、無数の文字列が並ぶ幾多のウィンドウを宙に出現させると、ウィンドウの中の数字を撫なぜるようにして書き換えた。すると、腕の傷はみるみる内に消え去り、トレンチコートの破れもあっという間にふさがった。

『私はいいんです。データですから、数値を書き換えれば元に戻せます。けど、クロセさんはそうはいきませんから』

　彼女はそう言って、また手を差し出した。

『気をつけてくださいね。あなたが死んだら、私も死にます』

　黒瀬はその手をじっと見つめた。

『……何か？』

　平へい坦たんな声でそう問われて、口にしかかった言葉を吞のみ込んだ。黙って彼女の手をつかみ、立ち上がる。

『本来は電気ショックや煙が出る程度な罠のはずですが、ホストが──』

　辺りを見渡してそう言う彼女に、黒瀬は頭をかき、

「……springとかいう女がやったのか。イカれてる」

『私が先行してマップの罠を確認しますから、気をつけてついてきてください』

　そう言って、彼女が宙に浮いて先に行くのを、黒瀬は一瞬歯がゆそうな表情で見送った。それからまた一瞬だけ視線をそらし、顔を上げると、足下に転がっていた剣を手にとる。

「待てよ」

　コーディの背に追いつくと、彼女の体を自分の背に押しやって、先頭に立って歩き出した。剣を使って怪しそうな箇所をこづきながら、非効率にもゆっくりと歩み出した彼の脊せを、コーディは薄い唇を微かにひらいて、虚を衝つかれたように見送っていたが、結局何も言わずに、後ろについた。

　そうして誰だれもいなくなったロビーで、死体の一つがゆっくりと身を起こした。黒瀬達が消えた階段に目を向けると、それは静かに、後に続く。





■






　慎重な歩みは、本来十分もかからずにクリアできるはずの簡単なステージに、四十分もの時間を浪費させた。

『そこ、スイッチがあります。気をつけてください』

「わかってるよ」

『そちらと、そちらにも……そこもです』

「わかってるって言ってんだろ」

『そこ、手をかけたらダメな所です』

「うわっ!?　──クソッ！」

『危なかったですね』

「先に言えよ！」

『わかっていると言ったので』

「…………」

　焦る気持ちを抑え、死体の群れを踏みしめて一歩一歩階段を上っていくのは随分神経を使った。コーディの指摘する罠の位置とその対応方法は適確だったが、時折マップに記載されていない罠が仕掛けられている事もあり、黒瀬自身も観察眼をゆるめるわけに行かなかった。それに、実際に罠を回避するのは黒瀬の運動能力にかかっている。一歩でも足の置き場を間違えれば、一度でも手を滑らせれば、剣山に突き刺さったり、せり出す壁に押しつぶされた死体と同じ道を歩む事になる。

『おそらく、これがゴールですね』

　集中力がボロ切れみたいになった黒瀬と、汗一つかいていないがわずかに眉まゆ根ねを寄せたコーディが、ようやくたどり着いたのは、見上げる程巨大な木枠の扉だった。ちょうどおとぎ話なんかに出てくるお城の扉のようだ。胸の高さ程の所に、べたべたと手の跡がつけられていて、黒瀬がなんだと思ってよく目をこらすと、乾いた血だった。

「……ここをくぐれば、ゲームクリアなんだよな」

『そのはずです』と、コーディは並べ立てたタスクウィンドウにエメラルドの瞳ひとみをさっと輝かせながら言った。

『罠は確認されませんでした。進めます』

　黒瀬はうなずき、扉を押し開いた。

　室内はのっぺりとした暗くら闇やみに飲まれていた。光の一切は拒絶され、足を踏み出す床すら見えない。踏み入るのはためらわれたが、時間がない。ゆっくりと暗闇の中に潜り込んでいく。

『まってください。ステージのスクリプトが上書きされて──あっ』

　唐突に背後の扉がきしむ音がした。二十歩も歩いた頃ころだった。慌てて振り返るが既に扉は完全に閉まった後だ。

「なんだ──扉が閉まった！」

『解析しています……施錠されたようです。リアルタイムでスクリプトが入力されたようです』

　黒瀬は扉に駆け寄って拳こぶしを叩きつけたが、ぴくりともしなかった。鈍い音が暗闇に響くばかりだった。辺りを見渡し、歯は嚙がみする。わかりきっているが、現実をもう一度確認する。

「閉じ込められた？」

『危険警告イエロー・アラート。事態を把握するまで動かないのを推奨』

　彼女がタスクウィンドウをいくつも起動させて、凄まじい速さでそれを操作し始めた。黒瀬はぎゅっと剣を構える。口の中が緊張で乾いているのに気づく。生なま唾つばを飲み込んで、腹をくくろうとする。だがエントランスで襲ってきた罠を思うと、ぞっとした。血みどろの死体、必要以上にまき散らされた鮮血や肉片───今思えば、あれには偏執的な、狂気じみた〝歓喜〟を感じさせた。人をばらばらにするのに、ここの〝主あるじ〟は、快感を感じていたのだ──

　辺りは完全に真っ暗闇だった。ここで罠が襲いかかってきたとしたら──音だけを頼りに、避けられる自信はない。マスクの中の、自分の呼吸が、緊張しはじめた鼓動に合わせ、荒くなっていく。

　突然、照明が灯ともった。

　はっとして目を向ける。真っ白な人工灯がぽつんと暗闇に落とされ、その光に包まれて、一人の少女が地面にへたり込んでいる。

「っぅ……ぅぅ、っ、うぅ……」

　低い声で呻うめいて──いや、嗚お咽えつを上げている。

　フリルのたっぷりついた、ピンクと白を基調にしたポップなロリータ調のドレス、それによく熟れたチェリーみたいな色の髪飾り、肌は白く艶なまめかしく、人間というよりはゴテゴテとデコレーションされた過度に甘いケーキのようだ。ブロンドの髪が、真っ白な照明に照らされて煌きらめいているが、よく手入れされているつやのある髪は、酷ひどくかきむしったみたいに乱れていた。

　暗闇に光が灯った事で、黒瀬はようやく周囲の状況がかすかに把握できた。ここはまるで死体置き場だ。ここまで来るのに見た死体など物の数ではない。床一面が死体に覆われ、女の背後には積み重なった死体で山ができていた。彼女はその死体の絨毯をかき抱くように地面にべったりと張り付いて涙を流している。低く、低く、嗚咽を暗闇に這はわせる。

「……す、springか、お前」

　かすれた声はうわずっていた。返事はない。……よく見ると、彼女はその手になにか、人形を握っている。薄汚れた、何か──粗い毛糸でできた人形のようだった。その首に巻かれているモノに気づいた時、黒瀬は知らず、生唾を飲み込んだ。荒縄だった。首をくくるように巻き付けられた縄が、springの手から人形の首へとつながっている。彼女の口元が、人形の耳に寄せられ、小さな声で何か囁ささやいている。

『──歌っています』

「は？　歌？」

　コーディは歌詞をそらんじるようにつぶやく。

『……おねえちゃん……？』

　黒瀬がいぶかしげに目を細める。彼女は微かな声から断片的に下したらしい判断を述べた。

『誕生日をお祝いしているようです。彼女の、おねえちゃんの』

　思わず、頰がひきつった。

　おねえちゃんって誰だ？　いや、彼女はあの薄汚い人形に囁いているのだから、まさか彼女にとってはあの人形が『おねえちゃん』なのか？　わけがわからない。理解不能だった。死体の山に囲まれて、世界的アイドルが、お人形と一緒にお祝いとは──思わず、一歩下がる。

　その時、背後から扉が勢いよく開かれる音がした。

「spring！」

　血みどろになった男が、部屋に飛び込んでくる。突然現れた別のプレイヤーの存在に、あっけにとられてしまった。男は手にしていた金属バットを──武器代わりに使っていたのだろうか──投げ捨て、嗚咽を上げる女に駆け寄った。

「助けに来たよ！　よかった、無事だったんだね……！」

　男はちらちらと黒瀬を見ながらそう言った。私たちの後をつけていたようです、とコーディが囁く。どうやら、こちらを試金石にして罠の回避法を探っていたようだ。どこにでも狡こう猾かつな奴やつはいるものだ。

「バカかお前、そいつから離れろ！」

　男は黒瀬に目を向けると、いやらしい、勝ち誇った笑みを浮かべて言った。

「僕が一番だよ。一番に部屋に入ったからって油断したね。でもダメだよ。springを一番最初に助けたのは僕なんだ。僕が彼女の王」

　言葉はそこで唐突に途切れた。

　彼の背後でエンジンがうなり声をあげ、続く声をかき消してしまったのだ。男が振り返ろうとした瞬間、そのみぞおちから突如血と肉が吹き出した。凄すさまじい金切り音が血肉の間からがなり立てる。断末魔の悲鳴があがったが、全てかき消されてしまった。彼は倒れ、足下に転がる無数の死体の仲間入りを果たした。

　そしてその背後から、血みどろになったデコレーションケーキみたいな女が、両手で抱えた自分の身の丈程もありそうなチェーンソーから血をほとばしらせながら姿を現す。

「ぅぅ、ううう、うううううううううううう───ッ!!」

　顔を上げた彼女の顔には、鉄仮面が被かぶさっていた。悲しげに目を下げた仮面ペルソナ。苦く悶もんの声がその下から漏れる。

「ぅぅぅううるさいうるさいうるさいぃぃ──!!　おねえ、ちゃん──おねぇ、ちゃ──」

「こ、こいつ……！」

　黒瀬は思わず後ずさる。女はチェーンソーを振り回し、血と肉を一直線にまき散らした。思わず腕で防いだ黒瀬のマスクに、赤い血がべったりとへばりつく。ガスマスクの下、毒づく。

「何がお姫様だよクソ──これでクリアなんだよな、そうだよな!?」

　傍らで、ウィンドウを高速で処理していたコーディの手元に、甲高いビープ音と共に真っ赤なウィンドウが滑り込んでくる。彼女ははっと息をのんで、瞳を真っ赤に染め上げた。

『クリア条件が書き換えられています』

　黒瀬がまぶたをひくつかせ、ぎり、と血ち塗まみれのお姫様をにらみつける。

「くそったれが、そうだろうよ……ッ！」

『クリア条件が更新中──あっ』

　コーディが叫び、チェーンソー片手に頭をかきむしる女へと目を向ける。

『まずい……意識階層が落ちてる……！　虚無クラス・階層Limboまで急速に潜行中！』

　女は頭の中で這いずり回っている虫を搔かき出そうとしているかのように、細くしなやかな指を髪の間に突き立てる。
















「ぅぅぅぅ──でてけ──ぅぅぅぅぅぅぅうでていけえええええええええ──ッ!!」

　金切り声を張り上げた、その瞬間。

　彼女の背後の暗闇がゆらゆらと揺れ、ゆっくりと、辺りの死体が立ち上がった。愕がく然ぜんとして、黒瀬は目を凝らす──死体は一様に首に荒縄がかけられ、先の見えない闇に覆われた天井からつるされている。手に血みどろの包丁や鉈なた、刀やククリナイフをぶら下げていた。立ち上がる死体の群れが、彼女の背後で波立ち、途端、一斉に襲いかかってきた。凄まじい数だった。圧倒された黒瀬が思わず後ずさった、その時。

「ころせえええええええええええええ────!!」

　真っ赤に染まった目を天へ跳ね上げ、女は喉のどがはち切れんばかりの叫びをあげた。

　一斉に迫り来る、死体の群れ。

「──ぐッ」

　四方八方から襲いかかってくる死体の群れは、とても回避できるとは思えなかった。だがその時、黒瀬の視界に、エメラルド色の光線が導くように伸びる。

『光をたどってください！』

　コーディが指し示す回避ルートをたどり、黒瀬は弾はじかれたように駆け出した。凶器の群れをかいくぐる。なんとか動く死体の群れから逃れるも、敵の追随の手は止やまない。荒い息を吐きながら辺りを見渡すと、天井から次々と、襲いかかる蛇のようにのたくった荒縄が降り注ぎ、死体の首に絡みついている。首を絞め上げられた死体が、力ない体で武器を握り、真っ赤に染まった目を輝かせる。

「──なにが起こってんだ!?　どうすればあいつを排出イジエクトできる」

　コーディは周囲を幾重にも重なったタスクウィンドウに取り囲まれていた。色濃いエメラルドのタスクウィンドウは、何かのログデータを濁流のような凄まじい速度で更新していく。

『ゲームオーバー条件がリアルタイムで今書き換えられています！　現在のクリア条件は〝騎士ナイト達の攻撃に一時間耐える〟!!』

「一時間……!?」

　じりじりとにじりよってくる死体の群れと対たい峙じして、黒瀬は冷や汗を垂らす。最初に飛びかかってきた奴と相討ちになる覚悟で剣を構える。

『そもそもアウターホリッカーが死亡するまで五分もありません。不可能なクリア条件で接続しているプレイヤーを巻き込んで自殺する気です。虚無クラス・階層Limboに落ちる前になんとかしないと──』

　コーディはさっとspringへ目をやって、微かに唇を嚙かみしめる。

『意識階層そのものが罠わなだったんだ』

「感心してないでなんとか──」

　その瞬間、彼女の横顔の向こうから、ナイフを手に人影が飛び出して来たのが見えた。

「どけ！」

　はっとしてコーディを突き飛ばし、剣を影の方へ向ける。地面に吸い込まれるようにコーディが倒れ込む。入れ替わりに、迫り来る死体の姿。コードがぎっしり巻き付けられた鋭いパラシュートナイフが、獣のように飛びかかってきた死体の手に握られている。命の危険を察知した体が電撃のような指令を腕に飛ばし、黒瀬は本能的に手にした剣を突き出した。

　手て応ごたえ。

　だが敵は胸に突き刺さった剣にかまうことなく、そのままナイフごとのしかかってきた。血しぶきをまき散らしての突進は勢いが凄まじく、こらえきれずに押し倒される。もみくちゃになり、思わず悲鳴のような怒声をはき出す。

　こいつ、不死身か!?

　ほとばしる血、敵の体の向こうに突き抜けたはずの剣の切っ先を目にして、黒瀬は戦せん慄りつした。幸い体は貧相で小さかったので、なんとか突き放し、蹴けり飛ばした。だが吹き飛んだ死体は再び身を起こすと、ナイフを拾い上げる。少しも痛がる様子はない。

　再び飛びかかってくる影に向けて、半狂乱になって黒瀬は剣を振り抜いた。だが刃やいばは敵の体を捉とらえず、その頭上を通り過ぎただけだった。

『クロセさん！』

　傍らで立ち上がりかけたコーディの悲痛な叫び。あっと思った。刺される。頭の中が真っ赤な緊急警報レツド・アラートでいっぱいになった。首筋を切り裂くナイフ、噴き出した血が自分の視界を真っ赤に染める──死の瞬間が、鮮明に脳裏を駆け巡る。

　だが、唐突に死体は憑つき物が落ちたように崩れ落ちた。

　跳ね上がった鼓動、ぜいぜいと息を切らし、震える体。全身が死を覚悟していた。だが眼前では死体がぴくりとも動かず倒れている。見ると、死体の頭上の荒縄が、断ち切られていた。

「これは──」

『…………あやつり糸スクリプトだ』

　黒瀬に手を貸しながら立ち上がったコーディは、目の色をかしゃっと黄色に変える。それからエメラルドブルーの瞳を、焦点を合わせる機械レンズみたいに動かした。

　彼女は腕を振るい、黄金色に輝くいくつものタスクウィンドウをその眼前に並べた。何事かわからない文字列や数列がさっとウィンドウを駆け巡る。

『時間を稼げば、死体はなんとかなるかも』

「時間を稼ぐって──」

『回避に専念して！　死体は私がなんとかします！』

　だがその瞬間、死体達は一斉に黒瀬に襲いかかって来た。とても相手にできる量じゃない。情けなくも必死に逃げ出した。時間を稼げだって？　そう簡単にやれるものか。毒づきながら、背後に迫る敵の気配に追い立てられるように駆ける。死体達はまるで獣のように四よつん這ばいでその背に肉薄する。その速さは獲物を追い詰める野犬のそれで、すぐさま取り囲まれてしまう。

　宙に浮いて横を併走するコーディに、息を切らしながら叫ぶ。

「このままじゃやられる！」

『わかっています。もう少し待ってください』

　胸の奥からわき上がる熱っぽい息を、毒づきに変えて吐き出そうとしたその瞬間

　右肩に、突然の衝撃。

　肩に弾ける痛みの熱、頰ほほに飛び散った生温かい液体の感触。喉の奥から、かは、と予期しない空気が押し出された。腕と胸の間に差し挟まれた冷たく鋭い異物の感触に、右腕が震える。

「──ぁあああッ！」

『排出者イジエクター！』

　コーディが悲鳴のような声を上げた。痛みに、思わず黒瀬の足が止まる。だが飛んでいきそうだった理性を、なんとかつなぎとめる。すぐにでも襲ってきそうな死体達に剣を向け、牽けん制せいする。死体達は手にした武器を揺らしながら、周囲を取り囲み始めた。歯を食いしばりながら肩口を見ると、滑らかな流線型のスローイングナイフが、ぬらぬらとした赤黒い血に染まりながら、突き出していた。

「あはははははははは！　はは、あははは、ははははははははははははは！！！！」

　下品な笑い声を上げるspringの顔は、いつの間にか笑い顔のペルソナが張り付いている。彼女は死体達に黒瀬を追わせて、舞い踊るようにくるくると回っている。照明の光で、金糸のような髪がきらきらと輝いていた。

　彼女を映していた視界が霞かすみはじめる。失血と、走り回ったせいで、頭に酸素が回っていない。痛みで意識が朦もう朧ろうとしだす。熱の塊が、荒い呼吸となって口から飛び出していく。

「…………コーディ」

　思ったよりもずっと弱々しい声だった。拳こぶしを額に当てて意識をはっきりさせようとするが、視界はにじんだままだった。奥歯を嚙みしめる。コーディはいつもの無表情顔に隠しきれない焦りをにじませて、

『位相電位を切り替えています、すぐに痛みを抑制するための──』

「やめろ、時間の無駄だ」

　コーディに目をやった黒瀬は、痛みと死の恐怖に染まりながらも、腹をくくった表情をしていた。




「やれるんだな」




　彼女ははっとして、それから、力強くうなずいた。

　今にも前のめりに倒れ込みそうな体を、持ち上げる。取り落としそうになる剣を、もう一度握り直す。ぎちぎちと力をこめた拳に、肩口からわき水のように流れ出す血がしたたった。死体達は手負いの獲物に迫る狼おおかみの群れのごとく、じりじりと迫る。

「来いッ!!」

　剣を身構えた黒瀬は腹の底からそう叫んだ。コーディに賭かけるしかない──何をしてもいい、最後の瞬間まで立ち続けるのだ。彼女の時間を、稼ぐ。黒瀬の背後で、コーディは無数のタスクウィンドウの群れを操っていた。

　獣の咆ほう吼こうが上がる。

　一番最初に襲いかかってきたのは、背後からだった。背中に飛びかかってきた死体を、振り向きざまに、斬きる──血しぶきと共に枯れ木みたいに死体の首がへし折れ、横よこ薙なぎに吹き飛ぶ。だがその背中を、ククリナイフを振りかぶった別の死体に襲われる。背中に衝撃が打ち付けられ、思わず息が詰まった。直後に激痛が走り、喉から自分のものとは思えない悲鳴があふれる。熱く灼やけた本能で体をひねり、振り返りざま背後の死体の顎あごを肘ひじで打つ。腐った首は脆もろくも吹き飛んだが、だくだくと背中から流れる熱い血も見えた。ククリナイフが刺さったのだ。膝ひざをついてしまう。

『正面です！』

　コーディの声になんとか反応する。日本刀を振りかざした男が突進してくる。肉薄した瞬間、地面を蹴って男の腕の下に潜り込むと、剣の柄つかで顎を打ち上げる。そのまま肩を使って死体を体の後方へ転がすと、さらに次の死体が迫っている。息つく暇も──

『あっ──！』

　コーディの悲鳴が、霧散しかけた黒瀬の意識を引き戻す。

　宙を駆け回ってウィンドウを操作していたコーディの足を、死体がつかんでいた。表情も変えずに、振り払おうとする。だが彼女の眼前に迫る、金属バットを振りかざす新たな死体の姿。それは、今しがたspringに真っ二つにされた男だった。

「おいッ!!」

　手を伸ばす──だが、時は無情にも、黒瀬がのばした手を拒み、彼女のひきつった顔に迫る金属バットを受け入れる。

　間に合わない。




「────オーバークロック！」




　ぎゅっと目を閉じたコーディが、受け止めようとした痛みが来ない事に気づく。彼女が目を見開いた瞬間、横から黒瀬が飛び出してくるのが見えた。

『排出者イジエクター!?』

　黒瀬の頭ず蓋がいに、バットが炸さく裂れつした。

「がっ──」

　一瞬、彼の目の前が真っ白になり、首がもぎ取られるような衝撃に襲われた。みし、と脳がきしむ音がはっきり聞こえる。そして直後に、ずくずくと脈打つような鈍痛が頭蓋内を蹂じゆう躙りんする。痛みが息をするように明滅し、刺すような感覚が鋭くなると、意識が痛みにもぎ取られるように一瞬白濁する。

『しっかりしてください！　意識レベルが──』

　吹き飛んでぐったりした黒瀬に、コーディが飛びつく。ウィンドウが異常値を知らせるアラートを鳴らし、彼女の周りを駆けめぐる。意識消失危機ブラツクアウト、血流断絶警告ブラツドアウト、認知危機警告デツドアウト──彼女の視界が真っ赤なウィンドウに埋まっていく。長いまつげに濃く彩られた蒼あおい瞳ひとみが、微かすかに震える。それを、黒瀬は暗くら闇やみに覆われていく視界から見上げていた。

　腕を持ち上げるのも、まるでずっと遠くから遠隔操作しているように、現実感がなかった。

　仰あお向むけの体を傾けただけで、吐き気で胸の奥がいっぱいになる。それでも悠長に休んでいる余裕はない。死体達が次々と立ち上がる音が響き、駆け寄ってくる。霞む視界にそれをとらえ、獣のようなうなり声をあげて、もはや意思の力ではなく、死に瀕ひんした本能をねじ込み、黒瀬はぶるぶると立ち上がる。

　コーディは、言葉もなく、それを見上げていた。真っ黒だった彼の姿は、今や血でぬらぬらと光り、レインコートの裾すそから血潮がとめどなく流れ落ちていた。コーディの純白のシーツのような肌に、ぽたぽたと、鋭い血の滴りが弾ける。

「なにしてる」

　血に塗まみれた、ガスマスクのレンズ。その向こうで、黒瀬が炎が立ち上るような声を吐く。

「死人共を始末しろ」

　彼の目は、死線を越えかかり、だが執念としか言いようのない力で見開かれていた。黒瀬は嚙み砕きそうなくらい食いしばった奥歯に、さらに力を込めた。そうしていないと、絶望と痛みを超えた激痛に、ひざをついてしまいそうだった。脳をナイフでくり抜かれるような痛みが、砕けた側頭部からあふれ出す。押しつけていた手を眼前にやると、ふるえるグローブの上で、血塗れの骨がぼろぼろとこぼれていった。

『何をやってるんです……私はデータを書き換えたら大丈夫だって、前任者おじいさまならこんな』

「うるさいんだよ、お前」

　黒瀬の眼は、潰ついえようとする命が最後に灯ともす、狂気にも似た憎しみの光を宿していた。

「怪け我がは？」

　鉄仮面のように無表情だったコーディの目が、かすかに押し開かれる。

　彼女が首を振ると、黒瀬は静かに肩を上下させ、ガスマスクを鳴らした。

　カラン、と黒瀬の背後で音が響く。

「ぼくがああああああああああああああ!!」

　とどめを刺そうと男がバットを振りかぶって襲いかかってくる。ふらつく足下、混濁した意識と生気が抜け落ちそうな目。それでも黒瀬は、もはや名づけようもない激情を、瞳に燃やした。振り返りざま、剣をまっすぐに構える。

「来いッ！」

　男の突進と、スウィングに合わせて、一瞬の集中力で待ち構えると、カウンターで一いつ閃せん、剣を突き出した。

　眼球を突き破り、肉を引き裂いて、力任せにねじ込む感触。

　男の目に、剣先が沈み込み、首がへし折れた。眼がん窩かから吹き出す鮮血。その体は後方へ思いっきり突き出され、巨人にはたかれたように後方へ吹き飛んだ。

　がんがんと痛む頭を押さえると、滑ぬめった血がグローブ越しにぐじゅっと音を立てた。息を荒くし、襲い来る吐き気と激痛を必死に耐える。辺りを見渡すと、次々と首に荒縄のかかった死体が身を起こしていた。とても戦える数じゃない。絶望感で膝をつきそうになる。

『ホストの一部を制圧完了！　あやつり糸スクリプトを切断!!』

　コーディの声が凛りんと響いた。

　宙に浮いた彼女がさっと腕を振るうと、死体の首に巻き付いていた縄が音を立てて引きちぎれ、死体達はばらばらと崩れ落ちる。ゆらゆらと周囲を取り囲んでいた血みどろの影が、音を立てて死体に戻っていった。ふらつき、朦朧とする意識の中で、やったと思った

　その瞬間

「あはははははははははははははははははははははははははははははははは────！！！！」

　狂気じみた笑い声が迫ってきた。はっと眼を向けると、チェーンソーを振りかぶったspringが、凄すさまじい跳躍でこちらに肉薄してくるのが見えた。攻撃も防御も間に合わない。とっさに地面を蹴って転がると、そのすぐ頭上を、回転する無数の刃とエンジン音がかすめていく。受け身をとって身を起こすが、すぐにspringはチェーンソーを黒瀬の頭蓋へと振り下ろしてきた。

「くぉッ!!」

　もはや本能で剣を両手でチェーンソーへと突きだした。金属と金属が猛速でこすれ合う金切り音が鼻先で悲鳴を上げる。火花が散って、視界を真っ赤に染めた。

「死んで！　死ねよ！　私と一緒に、死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ──!!」

　とても女の細腕とは思えない力でぐいぐいとチェーンソーを押しつけられる。このままでは押し負ける。乱暴な攻撃でがら空きとなっている彼女の足下に気づくと、渾こん身しんの力を込めてフロントキックを叩たたきつけた。

「あぅッ!?」

　springがたたらを踏んで後ずさる。その隙すきを衝ついて距離を取り、肩で荒々しい息をする。

『失血で身体機能48％低下！』

　コーディに言われて、肩を覆う重たい熱のような感覚に気がついた。手をやると、肩口から首に近い部分からだくだくと血が吹き出しているのがわかった。途端、ぐらっと視界が揺らぎ、黒瀬は慌てて頭かぶりを振って、なんとか意識を保つ。

『クリア条件は修正できましたが〝ホストを倒す〟にしか設定できません！　彼女を倒さないと

──あと三十秒しかないッ！』

　大量の出血が黒瀬の意思を根こそぎ奪おうとしていた。向かいに立つspringは目のつり上がった鉄仮面の下でいきり立っている。チェーンソーの紐ひもを引いて高らかにエンジン音を響かせた。黒瀬はなんとか応じようと剣を構えようとするが、激しい打ち合いでブレードがすっかり削れてしまったそれは、とても役に立ちそうになかった。朦朧とする意識の中で代わりになりそうなものはないか辺りを見渡したが、手が届きそうな範囲で見つかったのは、あの引き裂かれた憐あわれな男が投げ捨てた金属バットくらいしかない。

「うがああああああああああああああ!!　がぁ、あああ、あああああああああああああ!!!!　脳を、よこせええええええええええええええええ!!!!」

　springが跳躍した。迫り来る彼女を視界に捉とらえた黒瀬だったが、意識が朦朧として体の動きは酷ひどく鈍い。まるで逆にオーバークロックを使われたようだった。それでも意思だけは明確にspringを倒すことに集中していた。

　地獄の底にたらされた一本のクモの糸を手た繰ぐり寄せるように、足下に転がっていた金属バットを足で蹴けり上げた。

　空中でひっつかみ、バッティングの要領で思いっきり振りかぶる。手を伸ばせば触れられそうな距離まで肉薄したspringに狙ねらいを定め、まず振りあげた足を下ろし、勢いそのままに腰をひねり、全身のばねを存分に使って全力で振りぬいた。耳を覆いたくなるような甲高い音がして、硬い手て応ごたえが腕に伝わった。直後、ばらばらに吹き飛んだチェーンソーの破片が黒瀬の全身に突き刺さる。のしかかるように体ごと突っ込んできたspringに押し倒され、全身を襲う激痛にまみれながら、倒れこんだ。




　わけもなく寒さを感じて、ぶるぶると体が震えた。




　それなのに、引き裂かれた傷口だけはじんじんと火を吹いているみたいに熱を帯びているのだ。自分の体が自分のものでないような、霞かすみがかかった感覚に包まれる。コーディが呼んでいる声がした。叫んでいる──おきなきゃ、そう思った。

　手足を動かすとガラスがちくちくと突き刺さるような痛みが走る。唾だ液えきと血を吐きながらなんとか体を起こすと、眼前で何度も顔面を床に叩きつけているspringに気がついた。

「あああああああああ、見ないで、見るな、あぁ、誰だれも、私を、見るなぁああああああ……」

　彼女の傍らには、粉々に砕け散ったペルソナの破片があった。チェーンソーの破片が彼女の仮面を砕いたようだった。何度も何度も顔を床に打ち付ける彼女に、ふらつきながら歩み寄ると、顔をつかみ上げた。染みもシワもニキビもない、雪原みたいな肌をした整った顔が、呆ぼう然ぜんと黒瀬を見上げている。碧あおいアーモンド型の目をのぞき込むと、感じるモノがあった。それは違和感でもあったし、やはりという失望でもあった。

　かすれる声で、つぶやく。

「お前、正気だろ」

　springは応えなかった。彼女の狂気にまみれた瞳が、言葉に反応して揺れ動くのがわかった。

　やっぱり、そうか──黒瀬は奥歯を嚙かみしめる。

「……くそ、頭が痛ぇ……気が狂った振りをしなきゃ、〝昼の世界〟で生きられないのかよ」

　黒瀬は荒い息を吐き捨て、顔にへばりつくガスマスクをはぎ取った。素顔で彼女の目をのぞき込むと、その奥が不安定に律動しているのがわかった。喉のどの奥で毒づく。その瞳の動きだけでわかった。こいつは不安定で、怖がりで、いつも無理をしていて、世界の大きさと無情さにちっぽけな自分が耐えられなくなる日を恐れている。

　吐き捨てる。

「一緒だ、こいつ──」

　傍らに浮いていたコーディがエメラルドの瞳をさっと群青に変えて、黒瀬に目をむける。

　額から血を流して、怯おびえと焦りに顔を歪ゆがめていたspringは、黒瀬の言葉に微かに目を見開いた。硬く歪んだ表情は柔らかさを取り戻し、きゅっと唇を結んでみせた。

　黒瀬はその顔を突き放すと、手にしたバットを肩にかける。最後の力を振り絞る。

「お前を排出イジエクトしてやる」

　一気に振りかぶり、救いを求める堕天使みたいな彼女の顔に、思いっきり斜めに叩きつけた。確かな手応えと粉砕音と共に、スイカみたいに彼女の頭が破裂して、脳のう漿しようと血が辺りにまき散らされる。世界は暗転し、ゲームの電源は落とされる。





■






「本当に来てくれるなんて……夢にも思わなかった」

　そう言って、病室のベッドに横たわった眞ま子こは頰をほころばせた。ベッドの脇わきに座って彼女を見つめる黒瀬は、なんとも言えない、気まずそうな表情をして、視線を落とす。

　昼下がり、窓からの陽光は真っ白だった光を乳白色に色を変え始めている。照らされた二人に、ゆっくりとした時間が流れている。

　前回のイジェクトから三日が経たった。世間はあの世界的アイドルのspring（本当に世界的かどうかは疑わしいと黒瀬は思っていたが）がアウターホリックに陥った事、そしてその彼女を颯さつ爽そうと（当人にとってはとても颯爽とは思えなかったが世間一般では）イジェクターが救った事に、大いに沸いていた。

　かつてイジェクターが忽こつ然ぜんと姿を消してから、もう半年以上経っていた。それが一ヶ月と間が空かないうちに二回も現れたのだから人々の興奮が天井知らずになるのも無理はない──とワイドショーで識者とやらが語っていた。空前のイジェクターブームだとも。

　ニュースから流れるそんな世界の熱狂をよそに、なんだよこれ、と黒瀬は戸惑っていた。まったく当事者の知らない所で当事者でもなんでもない奴やつらがお祭騒ぎを起こしている。イジェクターは最高だ！　彼は本当のヒーローだ！　外側世界アウターワールドのヒーロー！　カッコイイ、大好き！　──そんな声がセルネット中にあふれかえっている。自分はそんなに祭り上げられるような事をしたのだろうか。称たたえられるような立派な人間だろうか──実感はまるで湧かない。

　だが、悪い気はしなかった。

　果てしなく遠い所にあった現実という世界……『昼の世界』が、向こうから勝手に、ぐっと近づいてきた気がする。

　いや、それどころか、昼の世界は今や自分を中心に回っているのではないかとすら思う。イジェクターへの称賛を目にし、耳にする度、黒瀬は言いようのない高揚感を感じていた。

　その浮ついた気持ちが、外の世界への恐怖をわずかに和らげた。今日、眞子のもとへ足を運んだのもそのおかげだ。ほんの少し、ほんの少しずつだが、現実に手を伸ばしかけていた。あともう一歩だけ足を踏み出せば、触れられるんじゃないかと思う。現実を変える力が、自分にはあるんじゃないのか……そういう希望が、黒瀬を突き動かす。

「リンゴ、食べますか」

　器用にナイフを使ってウサギ形に切った彼女が黒瀬にそれを差しだした。

「……普通、逆だろ。病人がリンゴ食べさせて、どうすんだよ」

　ぼそぼそとそう言うと、「そうですね」とおかしそうにくすくす笑った。もうほぼ全快していて、今は検査のための入院で退屈しているそうだ。

　見舞いに現れた黒瀬を、眞子は最初、あっけにとられて見つめているばかりだった。数秒のお見合いの末、気まずそうに黒瀬が口を開くと、彼女は慌てて部屋に引っ込んだ。入ってこないで！　絶対入ってきちゃだめ！　と叫ばれてはなす術すべがない。しばらくの後、おずおずと扉を開けた彼女はほんの少し身なりが整っていた。相部屋の住人が、クスクス笑っていた。

　それから彼女はベッドについて、ユビキタス機能で呼び出したキーボードで何やら誰かと連絡を取っていた。黒瀬をちらちら見ながら、「ほんとに来るなんて」とか「どうしよう」とかつぶやいていたが、「元気？」と尋ねると、とてもうれしそうに「はい」と照れ笑いを浮かべた。

「……なんだか、雰囲気が変わりましたよね」

　リンゴをかじっていた黒瀬に、眞子がそう語りかけた。彼女は以前よりずっとリラックスしているようだった。イジェクト以来、彼女の方がよっぽど雰囲気が変わったと思う。

「雰囲気？」

「うん。なんだか、一緒にいると、前より時間がゆっくりに感じるっていうか……雰囲気が、柔らかくなったっていうか……」

　よくわかんないや。結局そう言って、彼女は笑った。

　その笑顔を見ていると、自分が本当に変わり始めているのではないかと黒瀬は少し胸が高鳴った。あの屋敷の暗い部屋の中で、楽しそうに桜吹雪を見上げる『昼の住人』達を見つめるしかなかった自分が、少しずつ変わり始めている。一体何に変わろうとしているのかはわからない。だが、何かが、変わり始めている。良いい兆候なんだと、強く思う。

　そう、すべては外側の世界アウターワールドのおかげ。

「あ──えぇっと……おにい、ちゃん？」

　眞子が言いづらそうにそう声をかけてきた。物思いにふけっていた黒瀬が顔を上げる。

「どうしたの。ずっと触ってるけど……」

　そう言って彼女は視線を下げた。彼女の視線を追うと、自分の手が見えた、首からつっている動かない左腕。その手の先を、右の指先が撫なでていた。せわしなく、急せかすように。「痛いの？」彼女が尋ねて、黒瀬はさっとその手をほどいた。大丈夫。短くそう返事をする。

　最近、左手の感覚に違和感があった。

　アウターワールドでの経験が、動かない左腕の存在を異物として感じ始めているようだった。

　日常生活の中でも当たり前のように動かそうとして、動くはずもない現実に気がついてはっとする。足も時々動くのではないかと錯覚して、つまずいてしまう事も多い。それが続いてくると、だんだんと動かない手足にイラ立つ事も多くなっていた。どうして動かないんだ、どうして、なんだよ、この腕、この足──アウターワールドと、現実のギャップに、戸惑う。

「……さっき、誰と連絡とってたんだ」

　話を変えるためにそう言った。眞子は「え？」と目をまん丸にしてから、困ったように眉まゆ尻じりを下げて「えーっとぉー……」と身をすくめた。それから思い切ったように顔を上げ、

「その話なんだけどね、あの、話しておかなくちゃいけない事があって」

　勢いよく扉がスライドする音がした。

　眞子があっと声を上げ、黒瀬はいぶかしげに振り返る。かっかっかっと小気味よい足音が迫ってくる。病室にそんなに元気に入ってくる奴がいるかとむっとした。文句の一つでもつけてやろうかと思う。だが、部屋に堂々とモデル歩きで入ってきた彼女が、同じ病室の患者達のため息や驚嘆を引き連れて眼前にやってくると、そんな気持ちはまっさらに吹き飛んでしまった。黒瀬の前にむんと胸を張って立った女は、こちらにぐいと顔を寄せ、

「黒瀬、完爾君？」

　遺伝子染髪の綺き麗れいなブロンドの髪に、水晶みたいな碧へき眼がん、化粧もしてないのに染みもシワもニキビもない雪原みたいな肌、すらりと高い背丈をぐっと黒瀬へ折り曲げ、六：四くらいで綺麗に分けたロングの髪が、見上げる黒瀬の頰ほほをかすめる。迫る胸元で、ライトブルーのアクセサリーが発光物質トリチウムの輝きでキラキラときらめいていた。柔らかくて甘ったるい、果物みたいな香りが彼女から漂ってきた。血の匂いじゃない。

　啞あ然ぜんとした黒瀬は言葉も出なかった。彼の背後で眞子が泣きそうな顔をしていたが、そんな事には気づくよしもなかった。黒瀬の前で、女はにっといたずらに成功した子供みたいに笑った。かすれた声で、ようやく黒瀬が言葉にできたのはたったこれだけだった。

「お、まえ、spring……」

　その名を聞いた彼女は、ますますうれしそうに笑みを浮かべた。

　妖よう艶えんな、艶なまめかしい笑みに転じる。

「おひさしぶりーっ！　──そうだよね？」

　つい三日前、壮絶な闘いを繰り広げた彼女の、その楽しそうな顔に、目を奪われるしかなかった。








［act:3］　三叉路の喜劇　─Coppelia─









「W.makerって人が、キミの事メールで教えてくれたの」

　spring──こと、桜さくら木ぎ　日ひ和よりはそう答えた。




　病院の屋上は最近の建造物には珍しく、屋上に対空砲が設置されていない。代わりに自家発電用のソーラーパネルが、凍り付いた湖面が整然と区分けされているみたいにならんでいる。その間を縫うように張り巡らされたワイヤーに、真っ白なシーツが海鳥の群れのようにはためいていた。

　それを眺めて、springこと日和は手すりにもたれ掛かっていた。

　春風が金糸のような金髪をかきあげていく。

　正面に立った黒瀬は、彼女をじっと見つめていた。

「妹ちゃんには、キミが来たら連絡してってお願いしてたんだ。『絶対に来ませんっ』て言ってたけど……やっぱり、来たね」

　微笑ほほえむ彼女は、黒瀬の表情を見るとばつの悪そうな顔をして、

「そんなににらまないでよ。今日はほら、チェーンソー持ってないでしょ？」

　おどけて両手を開いて見せる。黒瀬はなんと言ったものかわからず、ひたすら閉口した。

　表情は憮ぶ然ぜんとしていたが、内心は荒海のように乱れきっている。

　どういう目的で来たのかわからないし、アウターワールドでのあの狂ったような彼女の姿と、今目の当たりにしている彼女のギャップには、戸惑うしかない。再び耳にしたW.makerの名も気になる。疑念と困惑の塊を顔面に思いっきり叩たたきつけられたみたいだった。

「……イジェクター、なんだよね」

　日和はうかがうように、そう言った。

「よくわかんない人から来たメールだけで信用するなんて自分でもおかしいと思う。でも、なんていうかな、やっぱり会ってみたかったんだよね。私の顔をさ、綺麗に吹き飛ばしてくれた人に」

　彼女は随分──なんというか、すっきりしていた。

　あのアウターワールドで見た彼女は凄せい惨さんで苦悩に満ちた感情で整った顔立ちを歪ませていたが、今目の前に立つ彼女は、表情も、肢体も、翼でも生えたみたいに自由で、楽しそうだった。

「ごめんね、ゲームの事。記憶がないわけじゃないんだ、キミにやっちゃった事。あれ、すごかったね、バットでバチーンってやられたあと、キミが血しぶきまき散らしながら立ち上がったところ。あぁ、それに私の──ぐちゃぐちゃな所、本当の部分、ここをね、全部見せちゃった事」

　彼女は胸を指してそう言うと、ふっとゆるみきった笑みを浮かべた。時折広告で目にした彼女の笑顔と、今手すりにもたれ掛かった彼女が空を仰ぎ見て浮かべる笑みは、別人みたいだと思った。

　その笑顔を見ていると、じわ、と嫌な感覚が胸の内に広がった。いつだったか、自室の窓からのぞき見た、女子高生達の晴れやかな笑顔と、彼女の表情が重なっていた。

　ソーラーパネルの影に立ち尽くしていた黒瀬は、まぶしい陽光と、それを浴びる彼女から、一歩後ずさりした。パネルが作った色濃い影の中に、身を沈ませる。じわじわと胸の内を飲み込もうとしていた薄暗い疼うずきが、それで少しは引いたような気がした。

「色々、溜たまってたんだ──この仕事ってね、自分をさ、化粧するみたいに着飾らなきゃいけないから。べったべったにね、化粧しなきゃいけないの。それこそ、私を噓うそで補ってるのか、噓を私が補ってるのか、わかんないくらいに」

　彼女は自分の顔に手をやると、ふに、と頰をつかんで引っ張った。

「……でも、この顔を綺麗さっぱり吹き飛ばされた時、なんか、どうでもいいやって思えたんだ。あーあ、今まで水の中潜ってたみたい。この空も、前とは全然違って見える」

　その仕草はきょとんとした仔犬のよう。初対面の人間に見られている事にもまったく頓とん着ちやくしていなくて、あけすけだった。病室に来た時のいたずらっぽい表情といい、彼女は自分の感情にまっさらに素直なようだった。

　何かを反はん芻すうするみたいに、彼女は空を見つめ続け、しばらくの後、うん、とうなずいて、こちらに目を向けた。何か言おうと口を開いて、それから少しためらってから、はにかんで、




「ありがと」




　黒瀬は閉口した。

　晴れやかな笑顔を向ける彼女。黒瀬は深くかぶったフードの陰から、白い陽光を受けてまぶしい彼女の笑顔を見つめる。

　戸惑いがあった。

　彼女は一体──誰だれだ？

　ユビキタスや街頭ディスプレイ、テレフィルムで見るspringとは違う。アイドルのspringではない。では彼女自身が言う通り一般人の桜木日和なのか──いや、普段の彼女など知りもしないが、たぶん、違うと思う。

　あの、アウターワールドでのぞき込んだ、彼女の瞳ひとみ。

　あの瞳の奥で揺れる感傷的な色合いが、彼女からはすっかり抜け落ちていた。あるのは、この屋上の空を覆っている快晴の空のような色合いだけだ。

「……おーい」

　springは黒瀬の顔をのぞき込み、鼻先で手を振って見せた。

　黒瀬はじっと、のっぺりとした黒目を彼女に向ける。

　──礼を言われる筋合いなんてない。自分はただ、舞い込んできた災難を必死に振り払っただけだ。やめて欲しいと思った。その笑顔、やめて欲しい。何かを振り払ったかのような彼女のあけすけな笑顔が、胸にちくちくと刺さった。

「……W.makerって、誰だ」

　黒瀬はようやくそれだけ尋ねた。反応があったのがうれしいのか、ぱっと表情を明るくして

「え？　ううん。全然知らない！　メール来ただけでね、知り合いとかじゃないの。気になる？」

　もしそうなら、この話をいっぱいにふくらまして、届けてあげる──生き生きした表情が迫ってきた。黒瀬は戸惑ってばかりだ。

　思わずそっぽを向いた顔を、日和は興味深げにのぞきこむ。「ふーん」にやりと笑って

「思ったより、かわいい奴やつだったんだな。キミは」

　……なんなんだ、この女。

　彼女は世界的（と吹ふい聴ちようされている）アイドルであり皆みんなのあこがれの的、つまりは昼の世界に燦さん然ぜんと輝く太陽であって、自分のような陰の世界の住人とはあまりに存在がかけ離れているはずだった──離れすぎて、もはや別の生き物に思える程。

　彼女が真っ白な光を浴びながら、次第に黒瀬が潜むソーラーパネルの影に歩み寄ってくる。

「俺はイジェクターなんかじゃない」

　思った以上に頑かたくなな声が出た。彼女の足を止めるには十分なくらいの。微かすかに右手が震えている。思わず握りしめた。くそ、と思った。朝、家を出る時には震えなかったのに。

　日和に目を向けると、彼女は父親に突然ひっぱたかれたような表情をしていた。

　滑こつ稽けいにも見えたし、見るに忍びないくらい痛ましい姿にも見えた。黒瀬が吐いた言葉の中から、何か、鋭角の意味を拾い取ったようだった。表情を少し歪ゆがめて、取り繕うように笑みを浮かべてから、不意に顔を伏せた。

　彼女が落とした視線の先には、黒瀬が潜む暗くら闇やみと、目が眩くらむくらい真っ白な照り返しの、境界線が引かれていた。彼女のつま先はぎりぎり照り返しの世界にとどまっていた。それを見た黒瀬は、どこからわき出たのかわからない、得体の知れない安あん堵どのため息を微かに漏らした。

「……別に、もう、キミがイジェクターじゃなくてもいいんだ」

　顔を上げた彼女は、ほんの少し力の抜けた、作り物じゃない笑みを浮かべて、

「だって、誰もアウターワールドを救うヒーローの本当の名前を知らないって事は、彼は正体をばらしたくないって事だもんね。私に秘密がたくさんあったように、彼にも秘密にしたい事がたくさんあるんだ。いいよ。もう、深くは訊きかない」

　その代わり、と彼女は一瞬だけ言いよどんだ。

「デートして」

　黒瀬のこめかみを、ひとしずく汗が滴る。彼女はすらりとしなやかな手をさしのべた。その動きは流れるようにごく自然で、彼女の指先がポケットに突っ込んだ自分の左腕に触れるまで、黒瀬はその動きに気がつかなかった。

　その瞬間、突然思い出したのだ。

　自分の左腕が、役立たずの木で偶くの坊って事に。

「あっ」

　彼女が小さく上げた戸惑いの声を背にして、伸ばされた手を振り払った黒瀬は、駆けだした。




『なぜ逃げるんです』

　気がつくと病院の廊下を息を荒くして駆けていた。ずっと静観を決め込んでいたコーディが宙を飛んで併走する。ずるい、と思った。あまりにがむしゃらに走ったので酸素不足に陥った脳がガキっぽい思考で叫ぶ。ずるい。何がずるいのかわからないが、とにかく今更出てきてどうして逃げるのかなんて当たり前のように質問する彼女が、とてつもなくずるいと感じた。

　結局二時間近くは走りっぱなしで家まで帰ってきてしまった。途中からはランニングハイで何も考えられなかったし、そうなる事を望んでひたすら駆けていた。屋敷の武道場に倒れ込んだ時には、日は既に沈みかけていた。

　薄暗がりの中で、ひたすら天井を見上げていた。自分の醜態について少しでもモノを考えるのは恐ろしくてできなかった。

「……彼女には、何か他意があったわけじゃないと思います」

　いつものトレンチコートにプリーツスカート姿の彼女が宙から降りてきて、黒瀬の傍らにへたり込むように座った。

「アウターホリッカーは本人の無意識が引き起こした自殺です。それは現実の苦痛や苦悩が要因で、イジェクトにはそれを擬似的に取り払う儀式的な側面があります。彼女は自分の苦痛や苦悩を取り払ってくれたあなたに何か特別な感情を抱いていたんだと思います。感謝とか、そういった感情を」

「いきなり来られても」

　黒瀬は自分の目を腕で覆って言う。

「どうすればいいかなんてわからない。おかしいだろ、そんなの」

　自分では冷静な自己分析だと思っていたが、口に出してみると酷ひどく幼稚で道理の通らない言い分だった。恥ずかしくて、かっと頰ほほが熱くなる。

「……これは計算ではなく、あくまで人間的なインパルスを元にして導き出した、私の勝手な憶測ですが」

　彼女は一呼吸分くらい言いよどんだみたいな沈黙を経て、

「あなたは彼女を拒否したのではなく──自分を恐れているのでは？」

　そんなワケないだろ!!

　黒瀬は口から飛び出そうになった言葉をなんとか吞のみ込んだ。

　そのまま沈黙を続けた。たぶん、彼女の指摘は正しい。多分に正しい。日和に手をさしのべられた時に生じた感情は、舞台に突き出された役者の心境のようなものだ。高揚感と、恐れ。期待と恥じらい。思い出すと、手が震える。日照と影のコントラストが、目に焼き付いて離れない。あの手を取っていたのなら、自分が身を潜めていた陰の世界から、抜け出せたのだろうか。

　彼女が自分に関心を抱いてくれたのは、とてもうれしかったのだ。引きこもりには身に余る光栄だ。久しく感じた事がない、人と関わり合う感覚。アウターワールドで見た彼女の瞳の奥には、自分と同じ〝恐れ〟が見えたのだ。同類だと思った。いや、それ以上に──彼女が姿を現した時、友人になれるとすら思った。まるで、天から光が差し込んだように。

　だが、それは酷い勘違いだった。

　あの、屋上で見た彼女の姿。あの瞳、曇りのない、怯おびえもない、瞳。あの目はまるで別人だった。自分とはまったく違う、〝振り切った〟目だった。一体何が彼女をそうさせたのかわからない。だが、あの目を見た時、凄すさまじい恐怖心が自分の胸から吹き出した。

　自分の不自由な手足や、それで歪んだ精神をさらして、彼女に拒絶されてしまうのを恐れた。逃げ出したのはそういう理由なのだ。あまりの醜悪さと、どうしようもなさに、鼻の奥がつんとした。あ、泣くのか。情けない。奥歯をかみしめる。

「無理だよ。あの手は、取れない。springは、昼の世界の住人なんだから。俺は、こうして、光の当たらない世界で、黙り込んでいるしか生き方を知らない奴なんだから」

　ほんの少し、外の世界へと上向いてきていた自分の気持ちを、急に恥ずかしいと思うようになった。身の程知らず、夢を見すぎた大おお馬ば鹿か野郎。愚かな自分を、押しつぶしてしまいたい。

　コーディは黒瀬の腕をつかんで、その顔をのぞき込もうとした。彼女が自分に触れられる事に驚く。おそらくは感覚器官や随意神経をいじくって擬似的な感覚をでっち上げているのだろう。手を振り払おうとしたが、体は意思に反して、彼女に顔をさらした。

「つまりあなたは」

　自分がどういう顔をしているのか想像もしたくなかった。彼女は眉まゆ一つ動かさず、その表情を見つめている。

「知りたいわけですね。『昼の世界』の生き方を」

　きっと、彼女は自分の感覚をはっきりと感じ取っている。そうでなかったから、この意味不明な短いやりとりで、こんなにも的確な台詞せりふを吐けるわけがないし、無表情なのに妙に感傷的なこんな複雑な物言いができるはずがない。

「イジェクター、あなたの外の世界に対する恐れを、ほんの少し軽減するお手伝いをします」

　彼女の瞳がかしゃかしゃと切り替わって、削り出す前のダイヤの原石みたいな微かな光を宿したエメラルド色に変わった。

　彼女の手が、ポケットに突っ込んだ黒瀬の動かない左腕に触れた。思わず右手で振り払おうとしたが、彼女の大して力もこもっていないような細い腕に制されて動かなかった。

　見ると、彼女は足を崩して、物思いにふけっているように黒瀬の左腕に視線を落としていた。

　暗い部屋の中で、彼女の煌きらめく瞳だけが、静かに律動している。彼女が落とした左手の人差し指が、黒瀬の腕を撫なぜた。人の指の腹って、こんなに滑らかなのかと驚いた。微かな温ぬくもり、かすかな香り。不意に彼女の指が一点で止まる。薄ぼんやりとしていたその指先が、水面みなもに差し込まれるように腕の中に潜った。びくり、と腕が震えた。ひきつるように、手のひらが開いて、五指ががくがくと痙けい攣れんする。一瞬恐怖が滲にじんだが、痛みも、熱もなくて、まるで心地よい水が流れ込んできたような感覚。彼女の左手は、次第に黒瀬の腕に沈んでいき、彼女の肘ひじまでにいたると、そこで止まった。

　不思議な感覚だった。今まで、邪魔な付属品としか思っていなかった腕に、清涼な温もりと、鼓動が宿っている。それは自分の鼓動とよく似ていたが、決定的なところが違った。もっと微かで、控えめで、温かい血が通っている。それが左腕に宿っている。自分の意思と、誰かの意思がない交ぜになったような感覚で、ゆっくりと腕が持ち上がった。腕が眼前にいたると、見せつけるように手首を回したり、握にぎり拳こぶしを作ったりした。

「（なんだ……）」

　胸中に、得体の知れない感情がわき起こった。強烈な既視感。行ったことのない場所に郷愁を抱くような、胸が酷く締め付けられる感覚。なぜだろう、この腕に誰かが宿っている感覚が、懐かしくて、涙が出そうなくらい、心の琴線に爪を立てる。

「お腹なか──」

　彼女はそう言って、少し言いよどんだ。得体の知れない感情と感覚に思いをはせていた黒瀬は。思わず「え？」と訊き返した。

「──お腹、すいてますよね」

　何言い出したんだ、こいつ。そう思った矢先、朝から何も食べていないのを思い出す。腹が鳴った。
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　包丁なんて握るのは久しぶりだった。

　コーディが言うには、左腕が動かないのは、幼少時に導入したPlay fun!12が引き起こしているバグが脳の随意神経を司つかさどる部位を麻ま痺ひさせているのが原因で、それは決して不治の症ではないらしい。特殊な形ではあるが、〝リハビリ〟をすれば、自発的に動かす事は可能だという。

「私が補助しますから」

　と、彼女は黒瀬の背後で抱きすくめるみたいに立っている。

　グレーのギンガムチェック柄で小さなフリルのついたエプロンをして、髪をポニーテールに結い上げている。その左腕は、黒瀬の左腕と重なっていて、どうやら彼女の腕の動きに合わせて、黒瀬の腕が動いているようだった。彼女は黒瀬の肩口からひょいと顔をのぞかせながら、

「簡単な運動からしてみましょう。いくつか検討してみたところ、料理が一番手軽で効果的なリハビリです。あなたの左腕は私の左腕の動きをマスタースレイブ追従しながら刺激を受ける事で、随意神経の麻痺を回復させるのです」

「おい待て、待てよ、おい」

　彼女は黒瀬の左腕で包丁を握っている。右手でタマネギをまな板に押しつけている黒瀬は、振りかざされたその刃先を食い入るように見つめながら言った。

　包丁は振り下ろされる前に動きを止める──が、刃先は常に小刻みに震え続けている。ふらふらとさまよい、定まらない。入り口のない家に入ろうとおろおろしている人みたいだ。

「お前、本当に料理できるのか」

　タマネギの上に右手を置いている黒瀬はたまったものではない。親指にでもたたき落とされたら右手も使い物にならなくなってしまう。非難の目を向けると、すぐ耳元でじっとタマネギを見つめ続けていたコーディははっと黒瀬の方を見て、「……可能です」と短く答えた。目の色がかしゃかしゃと色を変え、ちろちろときらめく赤色に変わった。燃えている。小学生が初めて包丁を握った時と同じ目をしている。これはやばい。

「料理の基本とか知ってるんだろうな。調味料入れる順番とか……」

　もちろん。コーディは鼻を鳴らして言った。

「料理のあいうえおですね」

「さしすせそだよ」

　二人の間に沈黙が降り立った。彼らは無言だったが、一本の刃物を挟んで、互いに激しい駆け引きをしていた。黒瀬はじっとコーディの横顔を疑わしげに見つめ、彼女は包丁の刃先をにらみつけたまま黒瀬を無視した。

「いきます」

「ちょ」

　ずだん

　黒瀬の眼前で、タマネギは真っ二つに切断されていた。真ん中から、二つに裂けたタマネギが、ごろりと死体のように転がる。押さえつけた黒瀬の丸めた指の端から、わずかに血が滲にじんでいた。

「やめよう」

　黒瀬は恐ろしくなってまな板から離れようとした。が、コーディの体がするりと黒瀬の右半身にも回り込み、ぐい、と抗あらがいがたい力でもとの姿勢に戻した。

「簡単にあきらめるべきじゃありません。リハビリとはそういうものです」

「放せよ！　お前、本当は料理できないだろ！」

「できます」

　平へい坦たんだった彼女の声に、わずかに抑揚がついた。むきになっている。

「長い間麻痺していましたから、クロセさんの左腕はまだ感覚がなまっているんです。そのせいなんです今のは。次は大丈夫です」

「そういう問題じゃないだろ、絶対。お前、包丁を叩たたきつける奴やつがあるかよ、やった事ないんだろ、できない事を俺を巻き込んでするなよ！」

「いきます」

「ちょ」

　ずだん

「痛っ!?」

「……最初はうまくいかないものなんです。でも徐々に慣れていきますから」

「バカ、もうやめろって！」

「いきます」

　ずだん
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　居間でふて腐れながら、黒瀬はカレーをすくった。

　盛大なため息を吐はく。

「どうですか」

　卓を挟んで座ったコーディは平坦な声でそう言った。正座する彼女は、相変わらずエプロン姿で、目つきだけは真剣だった。黒瀬は黙ってスプーンをつかんだ右手を見せる。先ほど四苦八苦しながら巻いたエイドシール絆創膏が群れなして手を覆っていた。コーディは前のめりになっていた姿勢を少し落とし、味の話なんですが、と小さく言った。

「辛いよ」

　イラ立ち収まらぬ調子でにべもなく言う。

「カレーなんだから」

　だいたい、カレーなんて、誰だれが作っても同じ味に決まっている。コーディは短く「そうですか」とつぶやいた。かちゃかちゃと、黒瀬がスプーンと皿で奏でる音を見つめる。

　しばらくして、彼女の視線に気づくと、黒瀬はなんだかいたたまれない気分になった。よく考えると、誰かと食事を取るなんて何年ぶりだろう。祖父とは居を同じにするだけで、一緒に何かをするという事はなかった。思い返してみれば、誰かと一緒にキッチンに立つなんて、幼い頃ころに母親と料理をして以来かもしれない。微かすかな記憶。

　コーディがふと手を伸ばした。何をされるのかと（右手を血だらけにされた前科があるのだから当然だ）思ったが、彼女はただ黒瀬の左手に触れただけだった。どうせ抵抗しても、彼女の一存で体が石みたいに動かなくなるのはわかっていたので、好きなようにさせていた。

「どうですか。何か、変わりませんか」

　指や手のひらの感触を確かめるように、彼女は撫ぜる。

「変わるって……何が」

「少し、動いたり」

　黒瀬は首を振る。

「そうですか」と、彼女は平坦に言って、また少し肩を落とした。残念がってくれているのだろうか。いくらなんでも気が早いと思う。彼女が言うリハビリの効果が現れるとしても、何ヶ月も練習してからだろう──もっとも、こんな事を毎日繰り返すなど、絶対にごめんだが。

「もし、手が治らなかったら」彼女は顔を上げた。「どうするつもりですか」

「換切装断する」

　と、思う。感覚があっても、足と同じで無用の長物なのは変わりない。感覚だけある動きもしない腕をぶら下げておくくらいなら、最新式の義手でもつけた方がいい──昔は腕にメスを入れるのが怖かったが、足を切断した今、恐怖は薄れて、そう思い始めていた。

「そう」と言うと思ったが、彼女は何も言わなかった。視線を落としてじっと手を見つめる。不思議な表情をしていた。なんとも歯がゆそうに口元を歪ゆがめ、思い詰めたような瞳ひとみを震わせている。

　その表情を見ていると、先ほど感じた既視感デジヤヴユを思い出す。彼女の腕が、自分の中に滑り込んでくる感覚。彼女と一つになる感覚。腕に宿った温もりに、なぜか懐かしさを覚える。不思議と嫌悪感も、違和感もなかった。これまでの自分を鑑かんがみれば、そういう事には敏感に拒否感を抱きそうだと思うのだが。

　すっと手を離した彼女は、「残ってますよ」とカレーに目を向けて言った。思い出したように、黒瀬はスプーンを動かし始めた。食べながら、「もしかして『ごちそうさま』を言うべきなのだろうか？」と思いつく。しかしなんだか小っ恥ずかしい。それに料理を主導的にやったのは自分の方で、むしろコーディは右手をずたずたにしただけだ。言う必要なんてないだろうと結論づけたが、結局食べ終わってコーディと目があった時、自然と「ごちそうさま」が口をついて出た。照明の光を反射する彼女の濡ぬれた瞳に、幼い頃、母が向けてくれていた瞳を見たような気がしたのだ。自分でもほとんど、無意識だったが。

　彼女は不意を衝つかれたようで目をまん丸にしていたが、すぐに視線をどこかよくわからない方へ落として、「はい」とだけ答えた。

　それじゃ、と皿を台所に持って行こうとこの場を去りかけた黒瀬の手を、いきなりコーディが引っ張った。たたらを踏んで振り返ると、彼女は真剣な表情で黒瀬を上から下までじろじろ見つめた。なんだ？　自分が何か変な恰かつ好こうをしているのかと不安になって、黒瀬は思わず自分の服装を見渡す。いつものトレーニングパンツに、フードパーカーだ。何も問題はない。

「ダサいですね」

　首をひねっていた黒瀬に、彼女はぴしゃりと言い放った。

「は？」

　彼女はきっと黒瀬を見上げると、言った。

「ダサい」




「コーディネートです」

　彼女はおそらくノリノリだったと思う。

　既にその始まりの宣言からしてそうだったが、無表情に押し隠していた本性が一気に吹き出したようで、彼女は黒瀬をオモチャのように右往左往させた。

「外を歩き回るならまず服装ですが、現在のファッションはセルコミューン状に好みが分かれ、何がより高位で何が下位で何が一般的なのかも判別が難しい状態です。そこで、そうして分極化する前の段階のファッション傾向をベースに、モダンアレンジを加える事でクロセさんに適したファッションを見つけましょう」

　突然と真っ白な空白の空間に『インサート』された黒瀬を、ずらりと螺ら旋せん状にパイプが取り囲み、そこに無数の服が押し合いへし合いしながらなだれこんで来た。すっかり異世界に迷い込んだみたいに辺りを見渡す黒瀬が動揺して

「な、なにするつもりだよ」

「例えばこれ」

　いつの間にやら、奇抜なドレスを身にまとったコーディが現れ、人差し指を動かして、服の群れから一着飛び出させた。黒瀬に試着するみたいに重なる。うわっと悲鳴を上げて避よけようとするが、体の全面にぴったりとはりついて離れない。

「１９５０年代から流は行やったモッズファッションの潮流をくんだ形です。四十年前の極東戦争時に使われたミリタリーパーカーを使って再現しています。基調は暗い色なので明るいアクセントをつけるといいでしょう」

　黒瀬を中心にして丸く円陣を組んだ色とりどりのネクタイやスカーフが、次々と順番に黒瀬の胸元を飾る。気にくわないのかコーディが無表情にため息を漏らして首を傾かしげると、その度に凄すごい速さで円陣が回転し、彼女の好みを検索するみたいに時々ぴたっと止まった。

「ふぅーん……やっぱりちょっとこっちに変えましょう」

「な、なぁ、おい」

「あぁ、これは悪くないですね。でももう少し軽い感じだと親しみやすいですし」

「こんな恰好、これ……派手だろ、これ」

「表情も性格も暗いですし、雰囲気がどうしても重めなんですから、これくらい問題じゃありません。さて、これに合うアンダーと靴を探さないと。あ、動かないでくださいイメージが崩れます」

「暗いって……」

「これも悪くないんですが……」

「はぁ!?　こんなの着れるわけないだろ！」

「こんなものくらい着れなくて何を着るんです？」

「パーカーとトレーニングパンツ」

「あぁ、あのボロ切れ」

　ボロ切れ。

「今後、原始人が着るようなボロ切れを私の横で着るのは許可しません」

　原始人。

「二度と口にしないでくださいね」

　二度と口にするな。




　ひとしきり着せ替えを〝愉たのしんだ〟あと、彼女はふーむとあごに手をやり、

「そうですね、やっぱり最初に戻しましょう」

　こいつ……

「あまり汎はん用よう性がないのはよくありませんね。デートに行くとしたらどんなシチュエーションにも映えるようでないと」

「デート!?　スプリ──日和の話か!?　なんだよそれ、俺は行かないって！」

「いいえ、行ってもらいます」

　彼女はぴしゃりと言って、黒瀬がそれに猛然と反論しようとすると、

「今のあなたはルサンチマンです。springは酸っぱいブドウ」

「ルサ……何？　ブドウ？」

「あなたは高い所に生えているブドウが食べられなくて悔し紛れに『どうせあんなの酸っぱいに決まってる』って言っていじけてるみっともないキツネです。はっきり言って、とても、かっこわるい」

　啞あ然ぜんとする黒瀬を置いてけぼりにして、コーディはさらに次のジャケットを滑り込ませてくる。髪の色や目の色を変えたり遣やりたい放題だ。
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　翌日から次々と玄関に商品が積み重なっていった。受け取りのサインだけで手首が痛くなってしまった。とりあえず受け取って中身をのぞくと、昨日さんざんぱら黒瀬をオモチャにしてようやく合点がいったらしい服の数々が入っていた。一般家屋と比べたらはるかに広い玄関が、積み重なった衣服でいっぱいになってしまった。

「……なぁ、お前さ、おしゃれとか、好きなの」

「いいえ」

　彼女の返事は、実になめらかなものだった。

「ただ今必要なものを、最適に選択・実行しているだけです。フードパーカーにトレーニングパンツだけで昼間に外は歩けません。これは計画のほんの一端です」

　コーディはぴしゃりと言うと、手をぱんぱん鳴らして

「さぁ、開封したら居間に並べて、実際に着てみてください」

　また試着するのか!?　黒瀬は目を剝むいたが、彼女はかまうことなくさっさと居間に向かってしまった。彼は頭をかいて、積み重なった衣服の入った箱の群れを見上げる。彼女に手綱を握られてる気分はうんざりする。だが反論する余地もない。そもそも舌戦は苦手なのだ。いっそどうにでもなれと、投げやりな気分だった。

　箱をいっぱいに抱えて何度も居間と玄関を往復してから、箱の中身を畳の上に並べた。殺風景だった部屋が、モノクロからカラーになったみたいにカラフルな衣服達に彩られる。コーディはその群れを歩き回りながら、ふむふむとなにやら考えている様子だ。黒瀬はスウィートスモークを咥くわえて、柱の一つにもたれ掛かると、その様子を眺めた。

　部屋の向こうには仏間が見える。光の当たらないあの部屋に比べると、衣服だらけのこの部屋は随分けばけばしい。こんなのは趣味じゃない。異質な物が部屋の中に入っている気分は、誰かに自室の中をのぞかれているような嫌悪感があった。だが、代わりにコーディが、楽しそうにしている。表情は動かないが、彼女の瞳が、くるくるとめまぐるしく、パステルカラーに色を変えていた。嫌悪感に埋もれていた忘れかけていた感覚が、どうにかこうにか頭をもたげてくる。

「（今、俺は誰かと一緒に住んでるんだな……）」

　部屋を誰かに明け渡す日が来るなんて、祖父が死んで以来思いもしなかった。この広い屋敷は全部祖父と自分の物で、自分の唯一の世界で、だからこそ安寧とした、誰にも邪魔されない世界だった。一人になると途端に持てあましたこの広い屋敷の部屋が一つ、今彼女の手に渡っている。それで彼女が幸福そうなら、まぁ、それでいいかな、と煙をはき出した。

「デート、楽しんできてくださいね」

「だから、行かないって……」

「行くんです」

「…………」

「…………」

「…………」

「行くんです」
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　そうして、彼女がはりきって過ごした一週間は、黒瀬にとってあっという間に過ぎていった。毎日、ただ単調にランニングや通信教育、それに食事といったルーチンをこなしていただけの黒瀬には、日々新しい事に挑戦するのは精神的に酷ひどく疲れた（とりわけ料理は実際に怪け我がもするので一番気が重かった）。

　この先の未来の事や、過去の出来事、それに屋敷にこもって犠牲にしてきたこれまでの時間ばかりを想おもってもんもんとしていた夜も、今では疲れであっという間に眠ってしまう。外の世界って、こんなにも一生懸命にならないと生きていけないのか？

　──とてもやっていけそうにないと、黒瀬は辟へき易えきしていた。

　そんなある夜、珍しく目がさえていた黒瀬は、ホットココアでも飲んで落ち着こうと階下に向かった。昼間、とんでもない目にあって神経が高ぶっていたのだ。コーディが呼んだヘアアーティストだかなんだか知らないが、ゲイ臭い上に常に興奮気味の男が、黒瀬の髪を散々いじくったあげく、彼の精神をひっかきまわしていったのだ。曰いわく「汚い髪で芸術的じゃない」だの、「太陽を浴びてないからゾンビみたいな顔色だ」だの……そうまで言ってできあがった髪型を見たら、ただのさっぱりしたショートヘアだったので黒瀬は怒り狂いそうになったが、仕事を終えると男はさっさと引き上げていった。きっと、客を怒らせるのには慣れているのだろう。アーティストというのはどいつもこいつも難儀で迷惑な奴やつらばかりだ。コーディが何か言っていたが返事もせずにふて寝して、今に至る。

　階段を下りていると、リビングに明かりが灯ともっているのが見えた。消し忘れたかと思って目を凝らすと、人影が見えた。コーディが、椅い子すに座って、首をひねりながらウィンドウを操作するような仕草をしていたのだ。何か作業をしているらしい。

　また見つかったら姿勢を正せだの、はっきりとしゃべれだのうるさいに違いない。最近はまるで口うるさい教育係だ。黒瀬はこっそりキッチンに行き、手短にココアを作ってさっさとひきあげようとした。

　だが、途中でふっと思案顔になると、難しそうな顔でしばらく悩んでから、リビングを振り返った。そこにいる彼女は、疲れを知らぬ英雄ヘーロースというわけでもないらしく、濁った目をしぱしぱさせている。

　テーブルの上に黙ってココアを置いた黒瀬を、コーディはぱっと見上げて、小さな唇を半開きにしてから、きゅっと結んだ。濁っていた瞳が、透明感のあるエメラルド色に塗り変わる。

「飲めません。私は、現実の事象には関われないんです」

　黒瀬は今更思い出して、気まずそうに口元を蠢うごめかせてから、「俺のだよ」とぶっきらぼうに言って手元にたぐり寄せた。ふーふーと冷まして、「何やってる？」と誤魔化すように尋ねた。

「デートプランを。彼女が全部決めてくるでしょうけれど、きっとあなたの障害については考慮していないでしょうから。あまり遠くなくて、落ち着いた場所を探してるんです」

　ココアに口をつけていた黒瀬は、驚いたように彼女を見た。それから何か言おうとして口を開き、結局何も言わずにカップを置いた。多分に迷惑な面はあるが、彼女はどうやら、彼女なりのやり方で自分の事を考えてくれているんじゃないかと思った。誰だれかにそんな事をされた経験がないので、本当にそうなのかは、わからないが。でも実際、遠い場所は黒瀬の足ではやはり辛つらいし、明るく華やかな場所は針の筵むしろにいるみたいに落ち着かない。彼女はそれを、知っている。

「（……変なやつ）」

　疑問が頭をもたげたが、そんなことを直接訊きく程、黒瀬も馬ば鹿かじゃない。タマネギの皮を剝いて中身を見つけようとするようなものだ。答えがない問いは、つまらない事実だけしか残さない。うわべだけの答えなんて、虚むなしくなるだけだ。

「……なぁ、なにかお前にしてやれることってないか」

　気づくとそう口走っていた。言ってから、自分が随分馬鹿らしい事をしてると気づき、気恥ずかしくなった。彼女はＯＳ、機械なんだぞ？　車の音声案内を口説くようなものだ。馬鹿馬鹿しい。また無表情に一いつ蹴しゆうされるんじゃないかと、うかがうように彼女の顔を見上げた。

　コーディはじっとこちらを見つめていた。

　何を考えているのだろうか、彼女は何も口にせず黙って黒瀬を見つめ続け、黒瀬も彼女から目が離せなくなった。しばらくして、誤魔化すように黒瀬はココアに口をつけ、明後日あさつての方向を見た。

「……そうですね」

　コーディもまた、手元の作業に視線を戻し、

「強いて言うなら、デート」

　何か言いよどむみたいに、彼女の言葉が途切れ、黒瀬はふと顔を上げた。

「──行ってきてください。必ず。私の計画を無駄にしないでくださいね」

　いぶかしげな顔をしていた彼が、それは、と言いよどむと

「絶対ですよ。それが一番、いいですから」

　返事をせずに、黒瀬はカップをテーブルに置いた。波紋が広がって、それから、自分の顔が映った。毎晩顔を洗う時に洗面台の鏡で見る表情とは違う。緊張感が薄れた、気の抜けた表情をしていた。自分をいつも包み込んでいた、慢性的な不安感のようなものが、抜け落ちているのに気づく。泣き出したくなるような、いたたまれないような、自分がこの世界に存在してはいけないような、そんな恐れが、今この瞬間だけは、朝を迎えた霞かすみのように消え去っていた。

「（……ココアのおかげか）」

　別に他ほかに心当たりなどないのだから、そうに違いない。むっと口をへの字にすると、またもう一口、カップをあおった。
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　二十年ほど前から、地下街の建設は一つのブームになっていた。

　四十年前の極東戦争以来、都市開発は常にミサイル攻撃を想定していて、シェルターとして兼用できる地下街の建設は政府から奨励されていた。ブームを経た今では、地下街は今や地下にあるもう一つの王国だ。居住区もあるし、学校を始めとした公共施設も揃そろい、場所によっては観光地だってある。地上の文化に縛られない自由な文化発展を遂げていて、地上ではアングラ扱いの文化が地下ではメインカルチャーとなっているのも珍しくない。

「……帰りたくなってきた」

　指定第９地区は他の地区に比べて電子的な発展が進んでいる。もちろん地下もそうだ。

　天井を覆う透過スクリーンは地上とまったく遜そん色しよくない青空を映し出し、軒を連ねる店舗は全面フィルター張りでそれぞれの店舗の映像宣伝を常に流している。呼び込みの店員はホログラムだ。ディスプレイやフィルターは艶つやがあるので、それが地上と地下を区別する一つの区切りになる。地下街全体が艶やかに滑らかな光をたたえているのだ。地上と違い、どこか精巧な作り物めいている。

　黒瀬は辺りをきょろきょろしながら有名メーカーの並ぶアウトレットモールの通りを歩いていた。時刻は朝十時。照明は居住区以外は常に一定で、乳白色の柔らかい光が、雑踏とそれに紛れる黒瀬を照らしている。

『何言ってるんです？　あと十五分ですよ、急いでください』

　彼の傍らで宙に浮いたコーディが急せかす。彼女はシックな黒のショートドレスにロールアップの髪をしていて、なぜか彼女の恰かつ好こうの方が気合いが入っている。

『あんなに起こしたのに、すぐに起きなかったからですよ。あれだけ早く寝なさいと言ったのに、一体何を考えてるんです？』

「……いや、昨日寝つけなかったんだよ」

『言い訳しないで』

「いや、言い訳とかじゃ」

『スピード落とさないで。走って』

　黒瀬の方は流行だというスーツを着崩したようなジャケットにミリタリーパンツである。先ほどショーウィンドウに反射した自分の姿を見たかぎりこの上なく違和感を感じたが「そういうものです」とコーディに強く押されて閉口したばかりだ。

　十分もすると、ガラスディスプレイのヒダがドレスみたいに折り重なったオブジェが中央にある、噴水広場に出た。コーディが言うには、待ち合わせ場所はここだ。他にも待ち合わせしている人がたくさんいて、そのほとんどがカップルだった。

　カップル。意味もなく赤面しそうになって、黒瀬は顔を覆った。

『なんです？』

「いや……汗、かいちゃったから」

　片手でぬぐい取るような仕草をする。その顔は実にしれっとしたものだった。コーディは言外に「ふーん」という目をして、ジロジロと上から下まで彼に目をやるのだった。

『それより背を正してください。下からにらむようによそを見ない。汗をふく時はハンカチで。デート中にそれ、しないでくださいよ』

「…………」

『なんです？』

　本当に、うるさい。

　ほんとうに、ほんとうに、うるさい。

　これまでも何度となくうるさいと言ってきたが、今日ほどうるさいと思った日はない。以前は〝家庭教師気取り〟程度だったが、今や完全に〝口うるさい教育係〟だ。そのうち鞭むちを取り出してひざまずくのを要求してくるだろう。

『少し遅れるそうです』

　しばらく待っていると、不意にコーディがそうつぶやいた。

　柱にもたれかかった黒瀬は、それを聞いて少しほっとした。コーディのおかげで確かに少しは外への拒否反応は薄れた。それでもこの辺りの地下街の華やかな雰囲気には慣れない。ここに今、日和が来たら、声がひっくり返るに違いない。早鐘を打つ心臓に拳こぶしを押しつけて、なんとか落ち着こうとする。

　そうして十分も経たった頃ころだろうか。

　不意にコーディが傍らに現れ、黒瀬の隣で壁にもたれ掛かった。

「……なんで〝実体化〟してるんだ？」

　最近気がついたのだが、彼女はユビキタス機能を有している人間になら見る事も、触れる事もできるように体のモードを切り替えられるらしい。普段は薄いブルーの半透明で見えているが、この状態になるとはっきりと見えるようになる。手を伸ばせば触れられるし、他の人間にも見えているはずだ。黒瀬はこれを勝手に実体化と呼んでいた。

「お暇なようでしたから」

　コーディは答えになっていないような事を言う。思うに、この状態で日和が来たらまずい事になるような気もする。だからといって、さっさと消えろと言う気にもなれない。

　二人は黙りこくって、刻々と色を変える噴水のオブジェに照らされていた。

　そのうち、コーディは髪を整えたり、手をすり合わせてみたり、うかがうように黒瀬をちらちらとのぞき見たりし始めるが、黒瀬がそれに気づくことはなかった。ただぼんやりとした顔で、『このまま何もない時間がずっと続けばいいのに』と下らないことを考えていた。

　しばらくすると、他のカップルが次々と再会を果たす中、二人はほんの一歩足を踏み出せば肩が触れるくらいの距離を保って、まるで他人のように、視線が交錯しないよう、明後日の方向を見つめていた。

「……あ」

　コーディが不意に顔を上げた。辺りの照明がふっと落ちて、突然黒瀬とコーディ以外の人の姿が見えなくなった。真まっ暗くら闇やみの中で、二人は取り残される。

　ふと、暗闇でぱっと真っ白な光がはじけた。

　光の粒子が小さな羽の生えた人間……妖よう精せいの姿に変わって、辺りに煌きらめく色とりどりの光を振りまく。地面に落ちたそれは種となって芽生え、一面を美しい花園に変えた。

　光の芸術だ。地下街の落書きとも言える。時々こうやって、誰とも知れないアーティストが液晶パネルを占拠ハツクして演出するのだ。商店街のガレージにスプレーで落書きするようなものだが、地下街の人々はむしろこの『電子の落書き』を歓迎していて、偶然花火に居合わせたみたいに喜ぶ。辺りから歓声が聞こえた。その時、不意に誰かに手をつかまれた。




　電撃が走ったみたいだった。




　暗闇に遮られた五感が、指先の触覚を鋭敏にしていたのかも知れない。

　張り詰めた弦が微かすかな振動に共振するように、指先から走った感覚が、埋没した記憶にさざ波を立てた。その手の感触は、記憶の中に転がっていた──ずっと小さな頃、不安に怯おびえていた時はいつも、この手の感触があった。小さくて、冷たい手の感触は、荒すさんだ心をいつも癒いやしてくれた。いじめっ子にいじめられた時も、必死にかけっこの練習をして倒れた時も、健常者よりずっと上手に木に登ろうとして怖くて降りられなくなった時も──

「（この手を、知ってる……？）」

　ぱっと、暗闇が晴れた。

　まるでそれまでの出来事が夢だったみたいに、あっという間に世界が日常にまみれた。カップル達が拍手喝かつ采さいする中、黒瀬は自分の手を見つめた。動かない、感覚のないはずの左手に、添えるように小さな手が置かれていて、碧あおい瞳ひとみのコーディが、じっとこちらを見上げていた。何か、言葉では言い尽くせない、膨大な思いがその瞳には描かれていて、思わず、息が詰まった。

「コーディ──お前」

「来ました」

　彼女がまばたきした。目の輝きはぬぐい去ったように消え去り、代わりに黄金色の光が目の奥で煌めいた。

「アウターホリックです」

　深海に潜む人魚が身をひるがえしたみたいに、彼女の瞳から、『思いの影』が消えた。手を伸ばせば間にあったかも知れないのに──なぜかそんな、後悔の念がふっとわき上がった。

「デートは中止ですね」

「あ……あぁ、うん」

「彼女には伝えておきます」

　何か言おうと思ったが、何を言えばいいのかわからなかった。何か言ったとして、意味のある言葉が返ってくるとは思えなかった。

「インサート」

　世界が暗転する。
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　認証・あなたは18歳以上ですか？
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　∨∨∨∨いいえ












　一面、真っピンクだった。

　降り立ったのはどこかの港のようだった。いつの間にか乗っていたピンクのネオンだらけの船から降ろされた黒瀬は、同じくピンクのネオンでいっぱいの島に行き着いた。

　港から島を望むと、高層ビルが連なっている地区や、洋風の館や城がそびえる地区、アジア風のど派手な寺のような建物が並ぶ地区、ピラミッドが建設されている地区、それに一見すると温泉街のような地区もある。雑多な文化が小さな島にぎゅうぎゅう詰めに押し込まれて、それを露骨にいかがわしいピンク色で覆ったみたいだった。

　港の周りでは様々なコスチュームに身を包んだ女達が、楽しそうに群れて歩き回り、船から下りた男達に時折話しかけている。よく見ると、陰の方ではやはり半裸みたいな恰好をした男達もいる。

　薄手のドレスや、ネグリジェ、ボンデージや水着に薄いカーディガンを羽織っている女が多く、時折セーラー服や、メイド服のコスプレをした連中も目に入る。目を背けたくなる光景だが、黒瀬の腰ぐらいまでしかない小さな子供の姿もあった。

「はぁい」

　突然足下から声をかけられ、黒瀬はぎょっとした。見ると、堤防に上半身をのせた水着の女が、艶なまめかしい笑みを浮かべながら手を振っている。どうやら海水浴をしていたらしい。海はいかがわしい桃色に煌めいていた。

「ただの女よりね、気持ちよくできるよ」

　唐突にそう言って、ぽかんとしている黒瀬の前で、女はぐいと体を堤防に起こした。

　叫びださんばかりに驚いた。

　彼女は堤防に体を預けると、くてんと身を転がす。彼女の足下が、海水を弾いてびちびちと音を立てる。彼女には足がなかった。代わりに、ヌルリとした魚の尾が生えていた──人魚だ。

「海の底は気持ちいいよ」

　人魚はそう言って黒瀬の手を取ろうとした。後ずさった彼の背が、誰だれかに当たる。

「初めては普通の女がいいわよね」

　突然抱きすくめられて、胸に顔を埋うずめる。慌てて自分を抱きしめる女を突き放すと、むき出しの胸を強調するボンデージに身を包んだ女がくすくすと笑っていた。その強調された胸は、一体何がどうなってそうなるか──乳房が三つ、連なっていた。

　立ちすくむ黒瀬の肩を誰かがつかんだ。ぎょっとした。この空間は、艶めかしくもむき出しの欲望が無軌道にうろついているようで恐ろしかったのだ。

「……行きましょう。時間がありません」

　コーディだった。彼女はいつものミリタリーコート姿で、小さな胸を静かに上下させながら辺りを見渡している。その体が、ふっと青く染まった。宙に浮く。

『アウターホリッカーは島の中央部です』

「お前、なんとも思わないの」

『何を思うんです』

　彼女は平静そうに言った。動揺しているこっちがバカか……あるいは初うぶみたいで、途端に恥ずかしくなった。それを誤魔化すためというわけではないが、彼女にだって少しは恥じらいの気持ちがあるはずだと真ま面じ目めに再考し直した。

　遠回しにそれを確認してみる。

「今回は、衣装替えないの」

　前を行く彼女の進行スピードは変わらなかった。返事はない。無視されてしまった。それならそれでいいかと思い、歩き続けていると、ふいに彼女が静止した。

　勢い余って彼女の横についてしまった黒瀬はその顔を見てぎょっとした。彼女は鼻の上にシワを寄せて、これまで見た事ないような、ドブネズミかゴキブリか──あるいはアダルト本をこっそり立ち読みしているクソガキでも見るような目をして言った。

『なんです？』

　とげとげしいその言い方に、黒瀬は何度か口をぱくぱくと開閉してから、

「…………いや」

　彼女はふん、と鼻でもならしそうな勢いで歩き出した。黒瀬も、おそるおそるその後に続く。

『本ゲームのクリア条件は〝正しい選択をしてトゥルーエンドを見る事〟です』

「トゥルーエンド？　選択ってどういう事──っていうか、怒ってないか？」

『プラトニックセレクトと呼ばれる〝全ての事象は二つの選択に細分化される〟という思想に基づいてこのゲームワールドは作られています。選択とはこの世界で取り交わされる選択肢を一つ選び取る事です。ここでは全ての選択がなんらかの結末に結びついています。当然、誤った選択を繰り返せばゲームオーバーもあり得ます。怒っていません』

「選択って何を？　わざとややこしく言ってるだろ。怒るなよ、あやまるから」

『選択とは全ての選択です。ここでは人生や人との関わりをノンプレイヤーキャラクターＮＰＣとのやりとりを通して仮想的に再現しようとしています。単純な挨あい拶さつや社交辞令程度ならプレイには軽度の影響しか与えられませんが、時折発生する重大な選択を誤ると即座にゲームオーバーになる可能性もあります。あやまるならお好きに』

「ごめん」

『何がです』

「…………」

『結構。いいですか？　このゲームでは選択は慎重に行ってください』

　コーディはすっと細めた眼で振り返る。

『私がアウターホリッカーだったら、今のであなたはゲームオーバーでしたよ』




「イジェクターだな」

　嬌きよう声せいがあちこちから漏れ聞こえる通りを、客引きを避けながら何とか抜けていると、突然肩をつかまれた。振り返ると、ザイルのような細いラインが編み込まれたラバースーツを着た女が、カービンライフルを抱えてこちらを睨にらんでいた。全身をぴったり覆うアンダーウェアの上に、乳房と局所を避けるようにラバースーツが体を覆っている。

『……人工筋肉です。手を離すまで動かないで』

　コーディが忠告する。

『動けば殺されます。そういう、〝重大な選択〟に設定されています』

　黒瀬の周囲を、同じような恰かつ好こうをした女達が取り囲む。黒瀬は自分の肩に置かれた手と、眼光鋭い女達を見比べて、口に出さずに『言う』。

「ついて行くか、殺されるか以外の選択肢はないか？　〝殺す〟とか」

『……このサーバーは違法な性行為を行うための抜け穴セキユリテイホールだらけです。そこを突けば、敵が用意した選択肢の外──〝第三の選択肢〟を選ぶ事も可能になります。ですがそうした途端、アウターホリッカーはセキュリティホールを閉じてしまうでしょう。つまり』

「──チャンスは一回、か」

　黒瀬の言葉に、コーディはうなずいて見せた。

「主人が呼んでいる。来てもらうぞ」

　黒瀬は辺りを取り囲む女達を予断なく見回してから、舌打ちした。

　彼女たちにせき立てられるように連れてこられたのは、島で最も高い丘にして中央に位置する、教会だった。もっとも、教会の尖せん塔とうに掲げられた十字架は上下逆向きだし、染みだらけの巨大な扉には牛頭の骨がつるされていて、そもそも教会自体が真っ黒に染め上げられていて、とても清廉潔白な神をあがめる場とは思えない。邪悪な者を崇拝する教会だ。煉れん瓦が造りの中の通路は薄暗く、窓の外から差し込む、赤い月の光だけを頼りに歩いた。

　たどり着いたのは広大な講堂だった。説教を垂れるはずの台には青い炎に焼かれる聖書が躍っていて、十字架を背にしたマリア像があるべき場所には、赤黒い十字架の彫られた手足と、首を切り落とされた胴体が鎮座している。

『アウターホリッカーです』

　コーディが囁ささやく。彼女の視線を追うと、講堂のど真ん中に置かれた長大な縦長の卓の先で、一人の女がふんぞり返って、足を卓の上に投げ出していた。小柄な女だ。いや、ほとんど幼女と言ってもいい。未発達な体は鈍い銀色の装飾品に覆われている──が、それは胸と股こ間かんを最小限に覆っているだけだ。投げ出した足は蛇がのたくったようなブーツに覆われていた。銀色の髪は軽いウェーブを描いて彼女が手にした真っ赤なリンゴに滴っている。長く鋭い爪が慈しむように紅あかいリンゴをさすり、どす黒いルージュの引かれた唇が、艶つややかなリンゴの表面に這はう。

「人に渦巻くあらゆる欲望は、全てこいつから始まったんだ」

　顔を上げた少女は舌を這わせたリンゴに囓かじりつくと、子供には似つかわしくない悪意に満ちた笑みを浮かべて、黒瀬にそれを放った。卓を滑った赤い塊が、黒瀬の前に滑り込む。蜜が詰まってそうな、黄色い囓り跡が、黒瀬を見上げて止まった。

「遅かったなイジェクター。ここは欲望が支配する醜く儚はかない世界。君が現れるのを待っていた」

「……お前を排出イジエクトする」

　少女は高らかな哄こう笑しようを上げた。甲高い、子供の笑い声が講堂に響いた。

「排出イジエクト？　私を？　愚かな……君がイジェクトに来たのではない。私が君を招いたのだ。これは罠わなだよ、イジェクター。私というアウターホリッカーは甘い甘い禁断のリンゴさ。囓りついたが最後、君は蛇の思うがまま……」

　彼女はそう言って、舌をぺろりと出した。真っ赤なそれは、先が二つに割れていた。うっと黒瀬は息を詰まらせ、目を細める。

「さぁ、席につきたまえ。交渉を始めよう」

　……どうやら、彼女の言う〝交渉〟というのが、ゲームの始まりという事のようだ。

　席に着くのは簡単だ。だが、それは相手の用意したステージに上がるということになる。

　彼女と、彼女の周りでカービンライフルを手にした女用心棒に視線を巡らせる。

　幼ガ女キは問題ない。女用心棒も、ゲームに備えてライフルの銃口を下げている。

　これならオーバークロックの高速処理で、用心棒達がライフルを上げる前に幼女を殺せるだろう。〝第三の選択肢〟を使うチャンスだ。

　黒瀬はコーディに目をやった。彼女はうなずき、次の瞬間、腰の裏にずっしりと重い感覚が現れる。手をやると、そこに冷たい黒金の感触があった。拳けん銃じゆうだ。引き抜くと同時にアウターホリッカーの頭へ引き金を引く──難しい事ではない。両手さえ使えれば、正確に狙ねらいをつけられる自信はあった。周りの武装した女達はまだ気がついていない。余裕綽しやく々しやくの少女の顔を吹き飛ばせると思うと、黒瀬の口角は獰どう猛もうに持ち上がった。

「交渉決裂だ。悪いが俺の〝選択〟はこれだ」

　黒瀬が拳銃を引き抜こうとした瞬間、少女は余裕の笑みから吹き出しそうな声で言葉を紡いだ。

「その選択はよした方がいい。君の祖父に関する重要な秘密を一つ、失う事になるぞ」

　黒瀬ははっとして動きを止めた。

　祖父の秘密──その言葉は黒瀬の耳を突き抜けて、彼の脳を揺り動かした。それは、自分がこの世界に降り立った理由。自分がこんな姿に身をやつした理由だ。
















　なぜ、祖父の事を、知っている──

　少女は肩を揺らす。

「さぁ、席に着くといい……〝選択〟はこれから始まるんだ」




「君の欲望はなんだ、イジェクター？」

　幼女は自らを[image: ]ドクターと名乗った。食卓の上にあった果物の山をざるごと引き寄せ、ひたすらリンゴだけを引きずり出して、黒いマニキュアでぬらぬらと光る鋭い爪を突き立てると、垂れた汁を舐なめあげるのだ。

「ここは欲望の引き受け場所。教会では欲望は全て我慢しろと教えられるが、ここじゃ解放しろと私が命じる。君の欲望も全て叶かなえられる。君は何が欲しい？　金？　女？　財産？　食い物？」

「なんで祖じ父いちゃんの事を知ってる」

　彼女の対面、長々とした食卓を挟んだ席で、黒瀬は低い声でそう言った。武装した女達に囲まれている。彼の前には切り分けられたリンゴが皿に盛られていたが、一切手はつけていない。

「それが君の欲望か」

　[image: ]は何度もうなずいた。

「君の祖父と私には交友関係があった。古い友人、というわけだ」

「お前みたいなガキと俺の祖父ちゃんがどうして古い友人になる。ふざけるなよ」

「君はつくづくおもしろい男だ。外側世界アウターワールドの英雄だが、その魂は極めて現実世界に近い。この世界にあるものと現実の世界は、合一であると限らないのを知らないとは……欲望と理想は現実に存在しえないから虚構に存在しえる。これはプレイヤーにはごく常識的な認識だがね」

「俺にとって〝ごく常識的〟なのは話をする時は要点を話すって事だ」

　黒瀬が吐き捨てた嫌みに、[image: ]は感心したように笑みを浮かべた。

「いいぞイジェクター。悪くない。……独立独歩、君は何が正しいのか自分でわかっている」

　人差し指の爪で串くし刺ざしにしたリンゴを一囓りし、細い喉のどで嚥えん下かする。

「ヒントをやろう。君の祖父が所属していた部隊について」

　部隊……？　一瞬なんのことだかわからなかったが、屋敷の地下で見た銃や銃弾の散らばった光景がフラッシュバックした。

「戦中、君のお祖父さんはＳＡＤと呼ばれる諜報部隊インテリジエンスに所属していた。通称、鴉カラス隊」

「Ｓ……何？」

「Special Activities Division。難しい事はいい。要は、この部隊が参加していたフォース22とよばれる仮想現実ヴアーチヤルリアリテイ訓練さえ知っていれば」

　彼女は口元を持ち上げると、串刺しにしたリンゴを小さな口へ運んだ。

「鴉隊は、四十年前の極東戦争時に活躍した民間軍事会社PMCに所属していた。ミコト・セキュリティサービスという名に聞き覚えがあるはずだ」

　まったく知らない名だ──と思ったが、唐突にあの……ジョーだとか名乗っていた、記者の言葉を思いだす。V-tecLife社について話をしていた時、あの男は、Play fun!12を生み出したV-tecLife社の前身が、ミコト・セキュリティサービスという名の民間軍事会社だと言っていた。

「祖父ちゃんは傭よう兵へいだったって言うのかよ」

「兵士だった。とだけ言っておこう。そんな事はどうでもいい話だ──ミコト・セキュリティサービスは民間軍事会社などと名乗っているが、実態は米軍の下請け企業だ。米軍に依頼されたら、なんでもする。『フォース22計画』も米国が推進していたランドウォーリア計画と呼ばれる次世代兵士計画の一環だった」

　[image: ]がその小さな指をつい──と動かすと、教会のあちこちにタスクウィンドウが立ち上がった。ウィンドウは黒瀬に見せつけるように、天井の高いホールの中を動き回る。そこには全身黒ずくめの兵士達が素早く動き回る姿が映し出されている。ライフルを手にした兵士は、グリーンの線ワイヤーで描き出された３Ｄ空間で射撃と部隊展開を繰り返す。精神病棟のように潔癖な白に塗りたくられた空間で、体中にチューブやセンサーを取り付けられた男達が、ライフルを構えている映像。フルフェイスのヘルメットに戦闘機のコクピットに表示されるようなＨＵＤヘツドアツプデイスプレイが映し出されている映像、映像の下には、国際共通語ユニコードで説明が付け加えられている。

「『仮想現実空間ＶＲは、軍に無限の環境を与える』──フォース22計画の謳うたい文句だよ。君は、現実に限界を感じた事はないか？」

「現実の、限界……」

「そう。時間という限界、物質という限界、法という限界、金という限界、それに、命という限界──我々ミコト・セキュリティサービスの研究者達は、その限界を突破する技術を手に入れようとしていた。すなわち、仮想現実ヴアーチヤルリアリテイを。現実となんら変わらないもう一つの世界を、好きなように創造し、好きなように編集し、好きなように運用できる──」

　ほとんど何を言っているのかはわからなかったが、最後のフレーズには聞き覚えがあった。

「そいつは──」

「そう」、[image: ]は囓りかけのリンゴを皿に載せた。

「この『フォース22計画』は、外側世界アウターワールドの原型なんだよ、イジェクター」

　黒瀬は眉まゆをひそめた。

　こいつ、何者なんだ──作り話にしては、あまりに聞き覚えのない単語がぽんぽん出てくる。騙だますつもりにしては、突拍子がなさすぎる。

「私はこの研究にたずさわった主任研究員の一人だよ。そして君の祖父はこの計画の実験に極めて初期の段階から参加していた被験者だった。言わば……チャーリイとハロルドの関係だよ。この喩たとえ、わかるかね？」

　[image: ]の思わせぶりな口上に乗るのが嫌で、返事はしなかった。[image: ]はどうとったのか、鼻を鳴らして笑った。返事はまったく必要としていないようだった。それから一息ついて、なにかを反はん芻すうするように黙り込んだ。

「……だが実験には失敗がつきものだ。むしろ、それを発見する為ために実証実験はある。我々のシステムは──はっきり言って法外イリーガルだった。科学者は皆みな、倫理と発展の境界線上にいる。そこには時々……そう時々、悪魔が入り込む。Ａ・アインシュタインの研究を元に創つくられた核技術、医療の発達はヒトゲノムを解析し、命の再定義を必要としてしまった。古き神々が支配する自然を焼き払い、夜の闇やみを払い、空を汚けがして文明はここにある。そして、我々の研究にも、悪魔が入りこんだ。いや、それだけじゃない」

　[image: ]の顔がこちらを向いた。どす黒い感情と理性に揺れる、剣けん吞のんな瞳ひとみ。

「事故だ──最悪の事故が起きた。そして、悪魔は解き放たれた」

　悪魔？　黒瀬は眉根を寄せた。

「いい気になって、思わせぶりに言うなよ──何がおきたんだ、悪魔ってなんだ！」

「君のお祖父さんだよ」

　突然現れた祖父の名に、黒瀬は思わず言葉に詰まった。

　[image: ]がリンゴに突き刺さっていたナイフを引き抜き、それを黒瀬へと向けた。

「アウターホリッカーを発生させているのは確かに君のお祖父さんなんだよ。君のお祖父さんが、システムに大量殺人の構造を仕組んだんだ」

　思わず、疑念の塊が口をついて出た。

「で、でたらめ言うな！　なんで祖父ちゃんが──！」

　さぁね、と言わんばかりに、[image: ]は玉座に背を預け、両手を開いて見せた。

「ここから先は有料だ。すべては君の〝選択〟次第だよ、イジェクター」

「ふざけるなよ、お前──」

「君は誰だれかを愛した事があるか」

　唐突に尋ねられ、黒瀬はうっと言葉を詰まらせる。

「人が社会的な生き物である限り、他人と関わりたいという欲望は存在し続ける。数ある欲求の中でも、その欲望は、深い絶望感を伴った、最も強い欲求の一つだ。現実世界にどれだけの人が孤独を味わい、他者との交流を渇望しているか君は知っているだろう？」

　黒瀬は閉口する。どうやら、[image: ]のいう交渉とやらが始まったらしい。

「……知るかよ、わけのわからない事言ってないで、さっさと本題に入れ」

「もう入っている」

　間髪いれずに[image: ]は答えた。

「これは愛だよ。愛についての話なのだ。私は愛が欲しい。──勘違いするな、私にだけ向けられ、私だけが満たされる愛ではない。欲する者に分け隔てなく、涸かれる事のない泉のように愛を注ぐ『愛の担い手』が必要なのだ。私のこの、世界にはな」

　…………何言ってるんだ、こいつ。「愛が欲しい」なんて台詞せりふを、まるで「必要な物資を一ダース揃そろえたい」とでも言ってるかのような即物的な口調で話す。愛の担い手って──なんだ？

「君はかつて統一半島で実験された『セルロイドのゴースト』実験を知っているかね？」

「……知らない。何が言いたいんだよお前」

「人の認知実験だよ。極めて精巧に作られた人工知能を、人間そっくりのロボットに搭載して、被験者と交流させるのだ。被験者は最初はロボットに興味を見せるが、時間の経過と共に無関心になる。ところが同じ被験者に今度は人間の脳を培養した豚と交流させると、永続的に豚に興味を失うことなく、それどころか愛情すら抱くという。そういう実験だ」

　どこかで聞いた。通信教育の歴史の項目で見た気がする。極東戦争時の混乱に乗じて行われた、非人道的な実験に関する項目、だったはずだ。

「人間はＡ．Ｉ．に欲情はできても、愛情は抱けないのだよ。だがたとえ姿は豚でも、『魂』と呼ばれる論理化できない構成要件がそこに存在すれば、愛だって芽生える」

「宗教の話をしてるのか？　宗教は好きじゃない」

「私もだイジェクター。愛は極めて有機的な事象連続の行き着く所にあって、神の専売特許じゃない。だが私のＡ．Ｉ．ではそれは再現不可能なのだ。これまでだって、様々な方法でそれを再現しようと試みた。極めて人間らしい思考、選択による結末の変化──だが全て失敗に終わった。君だって、愛を渇望しているが、私のＡ．Ｉ．達に淡い恋心をいだいたりしないだろう？」

　黒瀬は目を細めた。[image: ]をねめつける。こいつの言説はのらりくらりとしていてわけがわからないし、気にくわない。が、今のはわかった──自分は、侮辱されたのだ。

　恥も外聞もなく、このいかがわしい島で娼しよう婦ふを買いあさる男共と同じ、〝愛を渇望する〟奴やつなのだお前は──こいつはそう言ったのだ。

「あぁ、いい目をしているな。そういう目だよ。そういう目をした連中が、私の世界を訪れるのだ。失ってしまった、あるいは最初から手にした事もない愛情に飢えて、求めて、渇望して──」

「おいッ!!」

　感情の任せるままに、卓に拳こぶしを叩たたきつけた。空っぽの食器達が、ぶつかり合って不協和音をあげる。

「何が欲しいのかさっさと言え！　祖父ちゃんの情報の代わりに、何が欲しいんだよ、お前は」

　[image: ]はふっと口元を歪ゆがめる。

　次の瞬間、突然背もたれに預けていた背中をがばっと起こし、彼女は凄すさまじい跳躍力で椅い子すを蹴けり飛ばした。突然の出来事に反応が遅れた。慌てて立ち上がろうとした時には、銀食器の間で短く鋭いステップを踏んだ[image: ]が、黒瀬の眼前に着地していた。拳銃を抜こうとした黒瀬の胸ぐらをつかみ、らんらんと輝く真っ赤な相そう貌ぼうを、持ち上げる。

「彼女が欲しい」

　黒瀬は、生なま唾つばを嚥下した。

　懐に潜られすぎた。[image: ]がその気になれば、その鋭い爪で黒瀬の喉をかききるなど造作もなくできるだろう。これだけ近づかれては、避よける術すべがない。喉のど元もとをなぞる鋭い爪の感触を見つめながら、緊張に震える声でつぶやく。

「彼女って、誰だ……」

「彼女さ。歴史上最も精巧な『魂』の模造品。人間の寵ちよう愛あいを受けるに値するデジタルな生命体。無限の愛の泉にして、そして──今は君の相棒なんだろう？　イジェクター」

　[image: ]が舌なめずりをする。黒瀬の思考がふいに、その可能性にぶつかった。この小さな悪魔が言う、魂の模造品とやらに。無限の愛の泉、人間の寵愛を受けるに値する、デジタルな生命体。それはつまり、アウターワールドにしか存在しない、極めて人間『らしい』、人間ではない生き物──

「コーディをよこせってのかよ……!?」

　[image: ]は正解を引き当てたのをほめるみたいに、黒瀬の頰ほほをその小さく冷たい手で撫なでた。

「私の名前は[image: ]ピグマリオン──理想を現実に変える男にして、愛を作り出す奇術師。君の相棒は愛の餓鬼達を救う救世主になるんだ」

　ぱっと手を離した彼女は、卓の上で舞い踊るようにくるりと回った。

「あぁ、君にも見えないか？　全ての人々は遂に愛情を自由に、無限に得られるようになるのだ。有志遙はるか以前より続いてきた愛憎の歴史は終わりを告げ、人々は皆、エゴにまみれた自らの欲望を堪え忍ぶ必要がなくなる。これからは好きなように愛情を作り上げ、好きなように愛し、愛され、そしていくつもの愛を同時に育む事ができるのだ。これこそ、人類が望んできた愛の溢あふれる世界だ。誰も苦しむことなく、欲するがままに愛を得られる。そう、まさに愛ですら手に入れる事ができたなら、あぁ、アウターワールドはより完かん璧ぺきな世界となる。ここはもう外側の世界などではない、ここはまさに──楽園だ」

　黒瀬は発狂したかのような[image: ]の姿に、動揺するように震える瞳を向けていた。おそるおそる、うかがうように、背後に浮かぶコーディに視線を向ける。彼女は淡々とした表情をしていた。

『彼は私のＡ．Ｉ．を解析するつもりです。私のプログラムを応用して、人間により近いＡ．Ｉ．を作るのでしょう』

「お前を解析するって……」

　黒瀬は声に出さず、戸惑う。

「あいつ、狂ってるんだよな……？　なんでお前が……」

『彼の言うとおり、私はおそらく、歴史上最も精巧に再現された人間の模造品プログラムです』

　なんだよ、それ。黒瀬が口にしようとすると、[image: ]が先んじて言った。

「君がコーディと呼ぶ彼女は、戦時中、とある法外イリーガルな方法で製造されたこの世界で最も精巧なＡ．Ｉ．……いや、人間の生き写しと呼んでもいい。アウターワールドに転写された人の命そのもの。彼女が私の手に移れば、デジタル世界に人間の精神が転写される。人間の命が自由に創造できるようになるのだ」

　[image: ]は背中に生えた小さな翼を羽ばたかせて、宙に座るように腰掛けた。

「さぁ、条件は示した。君はどうするかね。そこにいるんだろう──？　君の脳の中に、彼女は」

　[image: ]が黒瀬の頭を指さす。指先を見つめながら、冷たい汗がじわりと吹き出すのを感じた。

　祖父の死の真実。その秘密を、知りたい。

　祖父は自分をこれまで形作ってきたいわばひな形であり、目標であり、生きる指針だった。その祖父に大量殺人の嫌疑がかけられている。そんなもの、真実でないと信じてはいても、祖父が死の直前何を思ってアウターワールドにいたのかは未いまだわからない。一方で、過去に重大な何かがあったという事実は、これまでに出てきたいくつもの証拠が裏付けている。これから進もうとする道に陰りがかかったままなのだ。間違っているかも知れない地図を手にして、どうして広大な「昼の世界」を歩けるだろうか。なんとしても祖父の嫌疑を晴らし、地図が間違っていない事を証明しなくてはならない。

　だが、コーディはどうなる？

『悪くない取引です』

　傍らに浮かんだ彼女がそう言った。

「やめろよ……黙っててくれ」

『引き渡すべきです、排出者イジエクター。私の生きる理由アイデンテイテイーはあなたです。イジェクターの存在と目的が私を存続させる。彼の有している情報の有用性と希少性を鑑かんがみれば、前任者おじいさまならまよわず私を』

「黙ってろッ！」

　はっきりと口にしてしまった。思わず口を押さえ、それからぬぐうように離した。

「イジェクター……断る理由はないと思うが」

　[image: ]は頭を指さして、

「ここに得体の知れない生き物がいる事は不快だったんだろう？　私ならシステムをソフト面から切り離せる。君は平凡な日常に戻り、その上祖父の本当の目的と過去を知る。記憶を走査するに、君は孤独に安心感を覚えるタイプじゃなかったかな？」

「……お前が祖じ父いちゃんの過去を本当に知っているとどうして言い切れる。全部噓うそじゃないのか」

「それは彼女に訊ききたまえ」

　黒瀬がコーディを見ると、彼女はやはり淡々と

『おそらく彼は噓をついていません。[image: ]の古い記憶領域に、意図的にロックされた情報網があり、確かにそこにはイジェクターの情報らしき痕こん跡せきが確認されます。捏ねつ造ぞうされたものにしては、この情報網は記憶領域の奥に入り込みすぎています。彼は本当に、前イジェクターの過去と目的を知っていると推測されます』

　黒瀬は歯は嚙がみして頭を抱えた。いきなりボールを転がされて、ゴールを決めろと言われている気分だ。それも、ゴールを決めたら相手選手は皆処刑される、みたいな、酷ひどい条件で。

「……コーディがお前の手に渡ったら、どうなるんだ」

　教育を施す。[image: ]の無邪気な声がホールに木霊する。

「男達の──開発が進めば女達の求愛に応こたえられるよう、それに適した教育が施される。時に従順で、時に引っかき回すような、そんなルール付けをするんだ。本当の愛を捧ささげられる、極めて精巧な『愛』の模造品としてね」

「……ここにいる連中みたいな、ダッチワイフにするつもりかよ」

「それは間違いだよ。まったくの間違いだ。君はこれがどれだけ素晴らしい創造かわかっていないようだ。彼女は物言わぬダッチワイフじゃない。真実の愛を受けとめる、マグダラ聖母のマリアとなるのだ。だから彼女は人形ではなく、むしろ神に近しい存在に」

「どう言ったって」黒瀬は語気を強める。「結局ダッチワイフと同じだ。娼婦に仕立て上げるんだろ」

「……いいだろう。そう思うなら、思えばいい」

　[image: ]は声色を低くしてそう言った。

「彼女を娼婦にして祖父の情報を得るか、ここで永遠に祖父の情報を失うか。二つに一つだ。ネゴはなし。どちらか〝選択〟したまえ」

　黒瀬は彼女をにらみつけながら、唇の端を嚙む。

　わかっている。

　所しよ詮せんコーディはプログラムなのだ。

　いくら精巧だと言っても、所詮は作り物の模造品。ただのＡ．Ｉ．だ。コーディだってそれがわかっているから、悪くない取引だなどと平然と言ってのけるのだ。

　コーディの表情は凛りんとして動かない。柔らかな羽毛に包まれた氷のようだ。何を想おもっているのか、考えているのか。今[image: ]が口にした意味を、彼女はどう思っているのだろう。誰とも知らぬ男をただひたすらに愛する人形に──『愛の模造品』になるのに嫌悪感を感じないのだろうか。

「…………」

　何を迷っている。冷静になれ。冷徹になれ。

　下らない感傷は押し殺して実益に徹しろ。

　お前が今抱いている感傷は、長年使ってきた家具や車に抱く感傷と同じだ。まったくガキが「捨てるなんてかわいそう」などとのたまうようなものだ。筋金入りの博愛主義者でもない限り、そんな感傷は無用の長物。対して爺さんの情報の価値を考えてみろ。他ほかにどうやって爺さんの過去を知り得るって言うんだ？　それにあの脳の中でうろちょろしている女を、一生頭の中で飼うわけにもいかないはずだ。よく考えろ。最良の結論は、もう、でているはずだ──

　──お前の爺さんなら、迷わない。

「……本当に祖父ちゃんの事を教えてくれるんだな」

　こし出すように口にした言葉を聞いた途端、[image: ]は満面の笑みを浮かべた。

「交渉成立だな、イジェクター」

　[image: ]が宙に手をかざすと、透過ブルーのタスクウィンドウがその手中に現れた。それを裏返しに机の上に伏せると、長い爪で弾はじいて黒瀬の方へ飛ばした。机に映り込んだウィンドウが、黒瀬の前に滑り込む。

「さぁおいで『コーディ』」

　[image: ]が誘うように手をさしのべた。傍らで、わずかにコーディが自分に眼を向けたのがわかった。

　だが、それに視線を返す事は出来なかった。

　どんな思いで彼女を見つめればいいのかわからない。奴隷商人のような目か、憐あわれみの目か、あるいは目的のためには手段を選ばない冷血漢の目か。何も言える事もなかった。こんな状況で謝罪の言葉を口にする程、黒瀬は愚劣ではなかった。

　恥知らずでは、あったかもしれない。

　彼女が黒瀬に眼を向けたのはほんの一瞬だった。黒瀬は脂汗を浮かべて床を見つめるに徹し、悪い夢が覚めるのを待つ。彼女は視線を逸そらすと、[image: ]の下もとに滑るように飛んでいった。

「おぉ……素晴らしい。完璧だ。君はまさに、完璧だよ、コーディ」

　[image: ]は傍らに降り立った彼女に手を伸ばし、その肢体をなで回した。体中を舐なめ取るように顔をなでつけ、大きく息を吸い込む。その痴態はまさに老いた男のそれで、現実の[image: ]が老齢の変態野郎だというのが黒瀬にもすぐにわかった。

　その背後で、武装した女がコーディの手を静かに取り、両手に手錠を落とした。

　重い金属が、耳障りな金属音を立てる──コーディはまるで人形のように無表情だった。

　黒瀬は手元に滑りこんで来たタスクウィンドウに指をつける。裏返せば、祖父の情報が得られる。そこに全てが書いてあるはずだ。祖父があの屋敷から姿を消して以来、ずっと求め続けてきた物の全てが。




　薄っぺらい、ウィンドウだった。




「さぁ、何か話してごらん」

　[image: ]がそう語りかけても、コーディはやはり人形のように押し黙ったままだった。

「……そう、それでいい」

　[image: ]は心底うれしそうにそう囁ささやいた。

「こんな時、人間は何も言わない」

　コーディの細い喉のどに[image: ]の指が這はう。

「さぁ、言葉はもういらない」

　感触を確かめるように蠢うごめき、柔らかな肌を堪能した指先は、彼女の顎あごの下を這い、その口元を持ち上げた。淫いん猥わいな手つきに合わせて、[image: ]の顎も艶なまめかしく上がり、その真っ黒なルージュに染まった小さな唇が、ほんの少し開いて、コーディの唇を支配するみたいに、飲み込もうとして絡みつき




　炸さく裂れつ音がした




　高熱の塊が[image: ]とコーディの唇の間を裂いて飛ひ翔しようし、その背後に立っていた武装した女のみぞおちを抉えぐる。

　[image: ]が爬は虫ちゆう類るいのような目をぐるりと炸裂音の方に向けると同時に、撃たれた女が腹を押さえて崩れ落ちる。彼女の背後に掲げられていた、黒い逆十字架の描かれた胴体に、鮮烈な紅あかい血が、絵筆を振るったように飛び散った。

　[image: ]が目にしたのは、両手でしっかりと拳けん銃じゆうを握りしめたイジェクターの姿だった。コーディが、何かを叫ぼうと唇を震わせる。その瞬間、武装した女達が素早く反応し、抱えていたライフルを人外な速さで黒瀬に構える。




「オーバークロック」




　ガスマスク越しのくぐもった声。

　世界の流動が滞る。

　全ての力学運動は黒瀬の前にひれ伏して、彼の前ではその全能性を喪失する。

　今まさにライフルから845m/secで弾き出された弾丸が黒瀬に猛然と襲いかからんとする緊張の極み、その一瞬が切り取られ、濃密な三秒間が始まる。

　テーブルクロスをひっつかむ。

　長机の向こう、[image: ]の背後に控えた女達がにわか色めき立つ。彼女たちが一斉に発砲した弾丸の雨あられへ向けて、黒瀬はクロスを一気に引き揚げた。真っ白なシルクの波が、ホールの暗くら闇やみに高々と舞い、発砲の閃せん光こうに煌きらめく銀食器と、紅く艶つややかな林りん檎ごを暗闇にまき散らす。

　白い波を切り裂いて迫る弾丸。

　だから、その弾道はまるで手に取るように精確に把握できた。

　熱く燃えたぎるような本能や肉体とは正反対に冷え切った理性が、身体からだを弾道から最も効率的に避よけるルートを瞬時に割り出す。真横にステップジャンプした黒瀬は、空気を裂く甲高い鳴き声を上げる黄金色の弾丸を、ほんの数ミリの距離を残してすり抜ける。だが無数の弾丸の群れは、一発目を回避した黒瀬を逃すまいとさらに次弾、次弾と迫り来る。マスク越しの黒瀬の目が、白目を血走らせながら迫る弾丸を視界に捉とらえる。回避のステップを、無骨な舞いのように刻む。一発、二発、三発──ほんの少しかすりでもしたら全てのバランスは崩れて、一気に無数の弾丸が全身を切り裂いて血だまりに伏す事になるであろうそのステップを、焦りと恐怖、そしてそれ以上の熱情の狭はざ間まで刻んでいく。弾丸が切り裂いたテーブルクロスの裂け目の向こうで、勝利を確信して射撃中止シースフアイアの合図をする女達を目にする。




　黒金の拳銃を引き揚げる

　狙ねらう先は、敵弾が切り開いたテーブルクロスの穴の向こう




　敵の弾丸が開けた穴を通して、その向こうで数に頼んで強きよう者じやを気取る敵を撃ち殺す──もはやそんな事が可能かどうかなどという疑念すら浮かばなかった。やる。やれる。だから、やる。弾丸を避けるステップの合間に、スタッカートのように射撃のステップを刻み込んだ。踏み込む前足、重心を安定させ、片手で構えた拳銃の銃口を、テーブルクロスに無数に開いた創口の一つに指し向ける。敵ははためくクロスに阻まれてこちらの姿を捉え切れていない。目を凝らしている姿が見える。その顔に、銃口を、向ける。




　撃った




　最初の一発が着弾する前に、発砲の反動を利用して次の標的に狙いをつける。クロスの向こうで上がった炸裂音に目を剝むく女を捉え、再び発砲。さらにその横で驚きよう愕がくに目を見開きながらライフルをこちらに向けようとする女に、撥はね上がった銃口をそのまま向ける。三度目の発砲音が黒瀬の手中で跳ねる。そこに至ってようやく、最初の一人目に弾丸が着弾した。黄金色の弾丸がたたき割った頭ず蓋がいが、骨の破片をまき散らしながら真っ赤な鮮血をばらまく。砕けた眼がん窩かからこぼれ落ちた眼球が宙を舞う。そこで二人目の敵にも着弾。信じられないとばかりに見開かれた相そう貌ぼうを挽ひきつぶすように眉み間けんへ弾丸がねじ込まれ、真っ赤な鮮血が舞う。同時に黒瀬は四人目の敵に向けて弾丸を放った。




　そして、時は急速に力を取り戻す




　濃密だった三秒間は終わりを告げ、正常な四秒目に向けて時間は凄すさまじい速さで進み出す。いくつもの出来事が同時に、一瞬で起こった。

　まるで重機関銃チエーンガンのような連射音が黒瀬の手元から響き渡り、機械じみた精確さで発射された何発もの弾丸が、最後に残った女の体をズタズタに切り裂く。光源のない薄暗い部屋は、放たれた閃光に何度も真っ白に染まり、その光に、女達の体から吹き出した鮮血が艶やかに煌めいた。

　ライフルが次々と床に落ちて、叩たたきつけられたフレームががちゃがちゃと音を立てた。右から左へなぎ払ったように、女達はもんどり打って崩れ落ちる。

　天井に向けて舞い上がっていたテーブルクロスが、後から訪れた静寂と沈黙を引き連れて、はためきながら、全ての事態を微動だにせず静観していた[image: ]の背後に滑り落ちていった。




　真っ白なクロスは、彼女たちの亡なき骸がらを覆い隠し、一瞬の惨劇に、静かな終止符ピリオドが打たれた。




　後には、コーディを抱く[image: ]の姿だけが残る。




「……どういうつもりかね」

　[image: ]は不作法な闖ちん入にゆう者しやでも見るような目で黒瀬を見つめた。同じ言葉を、別の意味で問いたげな視線を、コーディも投げかけている。どうして。そう言いたげな視線を受けた彼は、ただじっと[image: ]の眉間に銃口を向けたまま、こわばらせた肩を怒らせて、言った。

「交渉決裂だ」

　タスクウィンドウを指で弾き、[image: ]の方へと飛ばした。彼女──彼？　──がそれを指で止め、肩をすくめる。「私のかわいい娘達を殺す前に決断して欲しかったね」。黒瀬は答えず、テーブルの上を歩いて接近する。

「……ぅう、くぉ──！」

　テーブルの上に血を流して突っ伏していた女が、傍らに転がったライフルに手を伸ばそうとした。黒瀬はそれに目も向けずに無造作に片手で撃ち放つ。暗闇を切り裂く鋭い閃光と炸裂音。びくんっと女の体が跳ね、砕かれた頭蓋骨が血と共に舞い上がった。

　[image: ]の目前まで迫った彼は、血しぶきにまみれたガスマスク越しの目と、手にした拳銃を、その幼い未成熟な頭にねじ込むように向ける。彼の身体から獰どう猛もうな怒りが揺らめき立つ。身体から発せられたその劣情まみれの憎しみの熱が、遠慮容赦なく押しつけた銃口からにじみ出ていた。




　迷惑そうだった[image: ]の口元。

　そこに、ニヤついた笑みが、浮かびあがった。




　それは次第に高らかな哄こう笑しようへ変わり、幼い少女の甲高い笑い声がホール中を蹂じゆう躙りんするように駆け巡った。マスクの奥で困惑と怒りがない交ぜになって眉まゆ根ねをねじり上げた黒瀬が、喉の奥の熱をはき出すように叫ぶ。

「何がおかしい!!」

　ゆっくりと

　[image: ]の視線が、黒瀬の瞳ひとみの奥へと降り立つ。

「君は踊っているんだ。アウターワールドという深しん淵えんの上で──おかしいだろう？」

「なめてるのか、お前……!?」

　銃口を幼い額にねじこむ。ごり、と皮膚が頭蓋をすべる感触。冷たい銃把グリツプが、ぶるぶると震えていた。[image: ]の笑みは、それを見てさらに切り裂かされたような嘲ちよう笑しように変わる。

「気づかせようとしているんだ。排出者イジエクター。アウターワールドが生まれた事で、世界は変わってしまった。これは遊びゲームじゃない。現実リアルを飲む込むほどの。それは君自身にとっても、そうなんだよ」

「そうかよ。長話につきあうのはうんざりだ」

　ざらついた銃把に力がこもる。引き金を引き絞った。

「お前を排出イジエクトする」

　排出者イジエクターを映していた[image: ]の瞳どう孔こうが、瞳に映る者を啜すすりあげるように、見開かれる。

「なんのために？」

　引き金にかけた指が、止まる。

　[image: ]は晴れやかな笑みを向けた。瞳の中に映っていた排出者イジエクターの姿はもはやどこにもなく、その瞳はガスマスクのレンズを射い貫ぬき、その先にある〝黒瀬〟の目を、見つめていた。瞼まぶたを震わせる、無力な男の姿を。

「君も気づいている真実──それこそまさに、〝外側の世界アウターワールド〟が変えてしまった、この世界そのものの姿なんだよ。思い出すんだ、アウターワールドに関わった人々はどうなった？　君自身は？　全ての登場人物がそこに帰結する。君のお祖じ父いさんも、君も、私も、そして──彼女も」

　[image: ]の視線は、コーディに向けられていた。彼女は氷のように無表情だったが、ほんのわずかにその氷は溶けだしていた。

　唇を、嚙かんでいる。

「君はお祖父さんを知るためには悪くない働きをしている。だが最も重要な事を見逃している。目をそらしているからだ。本当は私からヒントをもらう必要などない。君は気づいているし、知ってもいる」

　黒瀬の瞳がぎゅっと見開かれる。

　震える瞳孔、嚙みしめられる奥歯。

「アウターワールドはなんなのか。君は何者なのか──なぜ排出者イジエクターなどという世よ迷まい言ごとのような英雄を演じているのか。なぜ演じられるのか。覚えていないのか？　まだ目をそらし続けるのか？　どうして君の腕は、脚は、動かない？　なぜ君はここにいる？




なぜ


　　　　君は

　　　　彼女を

　　　　守った？






　引き金にかける指に力がこもる

　だめだ

　いますぐ押しつぶせ

　──いますぐ!!




　ふっと、[image: ]は皮肉めいた笑みを浮かべた。

　口角が持ち上がったその顔が、黒瀬の煮えくりかえった腹を熱く焼きつける。

「イジェクター──〝真実の終わりトウルー・エンド〟だ。おめでとう」

　黒瀬の見開いた目が痙けい攣れんするみたいにさらに大きく見開かれた。血走った目がマスク越しに[image: ]を凝視する。コーディは彼と[image: ]にさっと交互に視線を交わし、

『……イジェクター、落ち着いてください。どうしたんです』

　だがそのコーディの努めて冷静たらんとする声が、はち切れそうになっていた緊張の糸に最後の衝撃を与えてしまった。

『──ッ!?　イジェクター!!』

　彼女の叫びと同時に炸裂音が響き渡り、小さな悪魔の頭には鉛の弾丸がたたき込まれる。目をひきつぶして、脳をはじき飛ばした。最後に見せたその表情。笑っていた。憐あわれな男を、あざ笑うように。











　［題名］　Hello there!

　［from］　Dr.∧xx_xxxx@u-tokyo.jp∨

　［to］　　黒瀬　完爾∧xxxxxx@v-tec_life.co.jp∨

　［Date］　Thu. 21 Apr. 2078 20:28:50 +0900




　このメールは秘匿回線で送られ、閲覧は君しかできないよう、フィルターがかけられている。君の頭の中にいる、小さな妖よう精せいに見えないようにね。

　さて、君がこれから祖父の秘密を求めるなら、君は同時に外側世界アウターワールドの真実を見つめざるを得ないだろう。それに君がどう結論を下すのか、今から楽しみでならない。なぜならそれは、否応もなく君自身の真実と向き合うことになるからだ。

　君は、コーディを守った。

　その意味を、もう一度よく考えることだ。

　なぜ頭の中に得体の知れない人格を迎え入れ、それを許している？　捨てることもできたのに、なぜ残しておいた？　君はそんなことができる人物だったか？

　いいか、君の脳は、今や君の物ではない。

　真実を求めるなら、他人の領域を侵せ。

　そして自分の中の、真実を見つけろ。それが答えだ。現状を破壊するかもしれない。これまで信じてきたもの、手に入れたもの全てを失うかも知れない。それでも真実が、知りたいのなら。

　私はその手助けをする気はない。だが、せめてもの餞せん別べつというのは必要だ。これから死地へおもむこうという若者には、それくらいの報いが必要だと私は考える。

　彼女をスリープモードにするスクリプトを用意した。

　彼女に知られたくない事をする時に活用するといい。浮気したり、隠し事をしたり、逆に──隠し事を探ったりする時に。

　それともう一つ、ヒントをやろう。

『コーディの本当の名は、〝アマタ〟だ』

　君の幸運を祈っているよ。きっと茨いばらの道だろうから。

　あぁ、それと最後に。約束だからな。

『W.makerには逆らうな』

　では、よい終末を。排出者イジエクター。










［act:4］　夢の終わり　─the dead end─









　胸の奥が、熱い。

　瞳を閉じると、真まっ暗くら闇やみの中に胸の奥で激しく律動する熱い塊を感じる。

　吐き出す息を真っ白に染めるその熱は、のどを焼き、目の奥を熱くする。

　コントロールできない熱情の塊。

　早朝の冷たい外気をめいっぱい浴びれば、この苦しみから解放されるのだろうか。あえぐようにそう思い、コンクリートの地面を蹴ける脚にさらに力を込める。熱い、熱い、あぁちっくしょう──あつい──




　瞳を開けた。

　まぶしい光を放つ、あわく赤みがかった黄金色の朝日が、眼下の街と自分を照らしだしている。

　祖父の屋敷は小高い丘に位置していて、そこへ続く道は緩く長い曲線を描いている。一見するとなんのことはないただの坂のようだが、ランニングすると、走っている本人もわからないくらいゆっくりと体力を奪われ、頂上に着いた頃ころにはすっかり息が上がっている。

　そこを、全力疾走で駆け上がってきたのだ。

　坂の頂上で、黒瀬は両りよう膝ひざに手をついて激しく荒い息を吐きながら、真っ白い塊を口から吐き出す。のどの奥が鳴っている。口元から垂れそうになる唾だ液えきを手の甲で擦こすり、フード越しの視線を地面に向ける。

「はあ、はあ、はぁ、ああ、くそっ、はあ、はあ、はあ──」

　自分で自分を痛めつけたのだ。トレーニングとはそういうものだ。

「はぁ、はぁ、はあ、はあ、はあ、はあ──」

　だがそれにしても

　今日のお前ははやり過ぎたんじゃないか？

　なかなか落ち着かない動どう悸きと荒い息。ふるふると震え出す限界を超えた筋肉、そして、胸の奥で律動する身体からだを焼くような熱──あぁ、くそ。この熱。この、熱──どうしようもなくわき起こる、この熱はいったいなんなのか。得体の知れない熱の塊が、うずく。

　顔を上げた黒瀬は東の空から群青の空をオレンジに染め上げようとしている太陽に、フード越しの目を向けた。街角で残飯をあさる野良猫のような目が、黄金色に染まる。あぁ、畜生。まったく、あの太陽が、腹の中に潜り込んでるみたいだ。忌いま々いましげに、陽光と視線の間にフードを降ろすと、太陽から逃れるように、日陰の中に潜り込んで歩き出した。

　なんなんだ？

　ほんとうに、まったく、なんなんだ？

　この〝熱〟は、いったいなんなんだ──





■






　屋敷の台所では、髪を一つ結びにして花柄のエプロンをかけたコーディが、ホイッパーを手にピンクのテキストウィンドウを眺めながらせわしなく動き回っている。もこもことしたウサギをあしらったスリッパが、少々サイズが大きかったらしく、歩くたびにポコポコと細いかかとに当たって音を立てる。

　彼女は雑誌マガジン状に広げられたウィンドウに、眉根を寄せて、真剣な目を注いでいる。

「…………」

　別に忍び足で忍び寄ったわけではない。なんの気なしに、運動後の水でも飲もうと台所に寄っただけのはずなのだ──黒瀬が台所に足を踏み入れ、彼女のその少々間抜けな様を困惑と呆あきれの入り交じった表情で見つめている事に、彼女自身は一向に気づいていない。

「変、ですねぇ……まちがってないのに……？」

　ぶつぶつとつぶやいている。

「ぇわっ!?」

　それからしばらくたって、黒瀬がとにかく水だけでも飲もうと動き出したところで、ようやくコーディは彼の存在に気づいた。目がぺかぺかと黄色に輝き、文字通り飛び上がって驚く。一つ結びにした髪の毛まで飛び上がっているのは一体なんなのか。

　黒瀬は努めて、何事もなかったかのように粛々とコップの水をあおった。何も見なかった。そういう事にしておくのが一番だと思った。

　振り返ると、調理器や失敗作の載った皿、それにこぼれた食材やら何やらで雑然としていた台所は、それこそまるで何事もなかったかのように元通り、殺風景なものに変わっていた。全てはユビキタスが作り出した拡張現実ＡＲだったらしい。現実世界でさまざまな作業をシミュレーションするためのポリゴンやソフトがある事は知っていたが、台所を占領する拡張現実ＡＲなんて初めて見た。

「ちがうんです」

　とにかく、なにもなかったんだ。そう思って黙ってその場を後にしようとすると、コーディが視線を明後日あさつての方向へ落として、ばつの悪そうな顔をして言った。

「あの……」

　何か明めい瞭りような言葉をつなげようとして開いた口をやっぱり閉じたり、また開いたりする。

　アーモンド形の大きな目をせわしなく瞬かせながら

「…………ちがうんです」

「いいから」

　ぐい、と黒瀬はその体を押しのけて、廊下に出た。

　ランニングでなんとか少し冷ましたはずのあの得体の知れない律動がまた始まった気がした。

　胸をむっと押さえつけ、廊下をのしのし歩く。

「リハビリは続けるんですよね！」

　背中に甲高い声が叩たたきつけられた。まさに〝ままよ！〟とばかりに、近所迷惑もへったくれもない思い詰めた言い方だった。思わずぎょっとして、立ち止まった。

　振り返ろうと思った。だが、なんだか、振り返るのが、怖い。

「デート……ダメになって、しまいましたけれど」

　背中から頭の先まで、ぞくぞくとした悪寒が駆け上がっていった。まさか、と思った。まさか、これ、コーディが言ってるのか？

　振り返り、それを確かめればいいのに、体は硬直して動かない。驚くほかない。今、彼女が発したと思おぼしき声には、はっきりとしょげ返った気持ちが上乗せされていたのだ。

　あっ
















　律動と熱が、また胸の奥でずくずくと暴れ出す。なんでこんな時に──！　黒瀬は胸を一つ強く叩き、熱をともなったうずきを押さえ込もうとする。

「でも、終わってませんから、コーディネートは──リハビリも、ええ、そうです、続けないと、意味がありませんし、それに」

　もはや黒瀬はこの場から離れたい一心だった。速くなる律動に急せかされるように、何度もうなずいてよこす。

　ぱっと華やいだ雰囲気が、背中で花開いた。

　言葉などなかった。だが雰囲気が明らかに変わったのだ。

　好奇心が怯おびえを上回った。びくびくしながら、おそるおそる振り返る。ぎょっとした。コーディは背を向けていた。だからその時、どんな表情をしていたかすらわからなかった。だが、彼女は跳ねていたのだ──両手を、胸の前にやって、脚を小さくおりまげて、ぴょんっと。

　もうそこで我慢の限界だった。

　黒瀬は逃げるようにバタバタと足音を立てて廊下を駆け抜けると、素っ転びそうになりながら自室へ続く階段を転がるように駆け上っていった。扉を閉める大きな音がすると、コーディは音の方へ振り返り、その無表情顔に疑問符を浮かべて、不思議そうに「クロセさん？」とつぶやいた。




『コーディの本当の名は、〝アマタ〟だ』




　本当の名って、なんだ

　コーディはあいつの名前じゃないって言うのか

　じゃあ、あいつはいったい、なんなんだ──




　ベッド脇わきに顔を押しつけて、自室にこもった黒瀬は胸の動悸をなんとか抑えようとしていた。数日前──いや、正確には[image: ]のメールを受け取ってからか。突発的に、不規則にわき起こる得体の知れない熱のうずきは、最近はついに抑えきれない程になってきた。この律動が、もし自分の中で勝手気ままに動き回りはじめたら、一体自分がなにをしてしまうのか、まったく想像がつかない。

　これまで見えていなかった物が、あのメールの一件以来、急に世界がクリアになったように、見えるようになった。

　コーディもそうだ。これまで機械然としていた無表情顔に、微かすかに、だがはっきりと〝思い〟が見え隠れするようになった。画一的だった動きに個性も出てきている気がする。彼女が固く胸の奥にしまっていた、子供っぽいユーモアさは、小さな所作一つ一つににじんでいるのだ。少しずつ、彼女の仏頂面の表皮がはがれてきている。そこから見え隠れする彼女の姿は、今まで黒瀬が抱いてきた機械然として冷徹な彼女の姿からはかけ離れたものだ。もっと悪魔的で、いたずらっぽい、意地悪な笑みを浮かべている気がする──そう、楽しそうに。

　本当の彼女は、実はもっと明るくて愉快な、〝女の子〟なんじゃないか？




　ほんとうの、彼女は──




　[image: ]のあの一件を解決して以来、激しくなる胸のうずきに合わせたように、黒瀬の頭の中はコーディへの疑念がふくらんでどうしようもなくなっていた。二ヶ月と少し前、突然頭の中に住み始めた『小さな妖精』は、次第に黒瀬の中で存在がふくらんでいき、これまでたった一人、自分の事だけを考えていればよかった黒瀬の生活を少しずつ侵食していっている。だがそれに反するように、彼女への疑念はふくれあがっていく。

　彼女と手をつないだ時に突如蘇よみがえった幼い頃の記憶、[image: ]との取引で祖父の情報を退けて彼女を守ってしまった事、彼女の『本当の名』……彼女を巡る疑念は複雑に絡み合い、今では子猫がもてあそんだ毛玉みたいにこんがらがってしまった。

　これまでは彼女の事など……いや、他人の事など深く考えた事もなかった。興味がないとは言わない。他人を思いやる程自分に余裕がなかったのだ。自分の事で手一杯。今だって、もちろんそうなのに、現在のコーディはこれまで黒瀬が接してきた『他人』とは明らかに、その重さも、深さも、まるで違っていた。彼女の方へ──いや、お互いに踏み込みすぎてしまったように思う。




『コーディの本当の名は、〝アマタ〟だ』




　…………もし、もし[image: ]のあの一言がなかったら、黒瀬は彼女とある程度良好な関係を築いて、それで終わりだったかも知れない。だがこの一言が彼女への思いを濁らせた。

　彼女は一体、誰だれなんだ？

　その疑問が頭をもたげた時、自分の中に、欠損があることに気がついた。彼女は自分の脳の中に住んでいる。だから自分の全てを知っていると言っても過言ではない。だが、自分には、自分の知らないことがある。動かない手足は、いつ、どうして動かなくなった？　思い出せない。祖父はなぜ死んだ？　ＯＳだったはずの彼女は、なぜその死を知らない？

　彼女には隠し事がある。無感情に見えてむしろ感情的で、自分の事を思いやってくれていて、酷ひどく人間くさく怒る時もあって、…………彼女の手の感触を、自分は覚えている。

　それらが意味する事は、一体──

　現実に帰ってからも、彼女との距離感がはかれず、ぎくしゃくしてしまう。頭では彼女がただの模造品プログラムだというのはわかっているし、そう理解している。だが、理性ではない、どこかもっと直感的なところで、そうではないと思っている。彼女を人間として扱おうとしてしまう。その不一致がぎくしゃくした関係を生んでいた。コーディはそんな自分の思いを知ってか知らずか、時折無防備に笑顔を見せる事も多くなっていた。それは幸せな事なのかも知れない。心を許した彼女と、幸せに毎日を過ごす。

　だけど、それでいいのか？

　何も知らないまま、ただ『誰か』が作り上げた幸せな世界の中で、このまま暮らしていくのか？

『彼女をスリープモードにするスクリプトを用意した』

　ベッドから顔をあげた黒瀬の手には、真っ黒なウィンドウが握られている。コマンド入力を待機するカーソルが点滅している。ウィンドウの上部には、スクリプト名が短く表示されている。





〝Sleeping Beauty眠り姫〟






『彼女に知られたくない事をする時に活用するといい。浮気したり、隠し事をしたり、逆に──隠し事を探ったりする時に』

　黒瀬は手にしたスクリプトウィンドウをじっと見つめる。

　胸のうずきは、強く、深く、激しくなるばかりだ。





■






「フォース22？」

　無人ファミレスの片隅で、件くだんのフリーライター──ジョー・ブラッドレーは、そう興味深げにつぶやいた。身を乗り出す彼に、対面に座った黒瀬は、うなずいて返す。

　無人ファミレスが登場したのはおよそ十年前。

　機械化が進んで、人にできる事と機械にできる事の比率が五分五分くらいになった頃ころだった。

　造りは簡単で、没個性的なパステルカラーで統一された店内に入り、これまた没個性的な席についてタッチパネルとなっているテーブルでメニューを注文するだけ。後はそれぞれのテーブルに設置されたシューターに料理をのせたコースターが滑ってくるのを待つだけである。無論、完全無人化ではなく、数人のスタッフがいてピーク時などは彼らが活躍するわけだが、午後四時という微妙なこの時間ではそのスタッフもバックに戻って雑談をかわしている頃だろう。結果的に、店内にある人影は黒瀬とジョーの二人をのぞけば、ゲートボール帰りの老人が、静かに談笑しているくらいだった。

「[image: ]がそう言ったのかい？　あの、菅すが野の博士が？」

　三人分じゃないのだろうかと心配になるくらい巨大なパフェをほおばりながら、ジョーはそう尋ねた。菅野博士、とは先日のアウターホリッカー、『[image: ]』の現実での姿らしい。本人が言ったとおり、ミコト・セキュリティサービス社に勤める人型汎はん用ようロボット用のＡ．Ｉ．研究の第一人者で、戦中は認知心理学を応用したオペレーションシステムを発明して名声を得た人物なのだという。ジョーの受け売りだが。

　黒瀬は注文したココアを前にして、一口も口にしていない。

　[image: ]の件から二週間以上経っていた。[image: ]の口にした祖父の過去、そしてアウターワールドの真実の一部。それはいくら一人で頭をひねったところで、糸口すらつかめない程、巨大で濃密な疑惑の塊だった。結局、祖父の疑問点は、核心的な所は何も解決していない。なぜ祖父はイジェクターなどという役回りを演じていたのか、なぜ死の直前までアウターワールドへログインしていたのか、そして、本当に殺人の構造アウターホリツクを組み込んだのは祖父なのか──とても一人で抱え込める量ではなかった。

　だが、黒瀬に残された選択肢はろくな物がない。満足に外を出歩くこともできないのだ。

　そうして考えあぐねていたところで、名刺を残したジョーの事を思い出した。

「興味深い話だなぁ。まるでレトロムービーだ。趣味でよく見てるんだがね、黒瀬君、〝赤い洗面器〟って話知ってるかい？」

　しかしこの男、まったく役に立ちそうもない。ここへ来てからというもの、山盛りのパフェをもぐもぐと食べるばかりで、建設的な意見はまるで出さない。相談相手を間違えたとも思うが、他に頼る当てもなかったのも事実だ。

　黙っていると、ジョーはチェリーの枝でこちらを指しながら言った。

「随分神経をやられているようだね。黒瀬君。いや……排出者イジエクター、かな？」

　彼は、枝を灰皿にぽんと放りこむ。

「僕は何度かタレコミに応じた事があるんだ。内部告発って奴やつさ。そういう人たちって、みんな君みたいに、すごく緊張した表情をしてるんだ。何かに怯えたり、怒ったり、あるいは──恐れていたり」

　彼はつまらない記憶を反はん芻すうするように、視線を明後日の方へ向ける。

「だけど全てを話すと、気が楽になるんだろうね。すっきりした顔で帰って行くんだよ、胸につかえてたのが取れたって感じでね。それで、君の話なんだけど」

　彼はのぞき込むようにわずかに首をかしげて

「君は、そうじゃないようだ」

　一瞬、胸元から懐へ刃物を刺し込まれたような気がした。

　ジョーの顔を見る。彼は笑顔と真顔の中間のような奇妙な表情をしていた。

　きっと、人を疑っている時の彼の目は、そういう表情なのだろう。まだ全てを話しているわけではないと勘づいたのだ。記者の勘、という奴か。間抜けな顔をしているが、フリーのライターなどという職に就いているだけはある。

　そう、全てを話したわけではない。意図的に言っていない──いや、言えなかった話がある。

　彼女の事だ。

　わざわざ〝敵から送られた塩Sleeping Beauty〟まで使って、頼りたくもない人づてまで頼り、ここにいるというのに、結局黒瀬は、コーディについて話す事ができないでいた。こうして彼女に隠れてこそこそと立ち回り、人に会っているという事自体、酷い罪悪感があった。

　それでも彼女が、様々な謎なぞと自分の間に静かに立ち塞ふさがっているのは、事実なのだ。彼女がなんたるかを知らなければ、その向こうにある真実にたどり着くことができない。彼女が背にしている闇やみが、黒々とこちらをのぞき込んでいる気がする。

　まるで、箱の中でもだえる虫を、観察するように。

「……しかしうらやましいな黒瀬君。えぇ？　あのspringとお近づきになれたなんて……ファンが知ったら君を全力で殺しにかかるよ、いや、まったく。かくいう僕もファンなんだけどね」

　黙り込んだ黒瀬を見つめていたジョーは、そう言いながら、また新たにブラックサンデーのパフェをパネルを操作して注文しようとする。うつむいていた黒瀬は、意を決したように顔をあげた。パネルに触れようとするジョーに先んじて、手のひらをディスプレイに叩きつけた。

「あんたはV-tecLife社について調べてたんだろ、何か知ってる事があるはずだ」

　ふと顔をあげたジョーは、とぼけた顔で「どうかな」とつぶやいた。

「……俺の周りで、これまで起こったこと、起きていること、全部何かにつながってるんだ。だけど俺自身は何も知らない。俺だけ……俺だけが知らないんだ。大事なことなのに、記憶にないことまである。俺は『真実』が知りたい。祖じ父いちゃんは死んだんだ──俺の家族を奪った『真実』が、知りたい。俺が排出者イジエクターである、『理由』が」

　ふむ、とジョーは値踏みするように黒瀬を見ていた。その目に映るのは、剣けん吞のんに鋭さを帯び、だが、だからこそ求める物へまっすぐに向けられた、黒瀬の瞳ひとみだった。

「──ま、いいだろう」

　ふと、ジョーがそうつぶやいた。彼はスプーンをグラスに放り込むと、宙に指を這はわせた。ユビキタス機能が起動し、彼の眼前にタスクウィンドウが現れる。

「密告網リークスネツトって、知ってるかい？」

「リークスネット？」

「僕らみたいな仕事をしてると、本当に死ぬ程具合の悪いやっかいごとに関わる事がままあってね」

　ジョーは厳いかつい肩を不器用そうにすくめてみせる。

「そういう時のために、世界中のジャーナリストの脳の一部をリンクして、お互いの情報を共有し合うってコネクトサービスがあるんだ。やばそうな情報を鍵かぎ付きで共有して、自分が死んだら公表したりね。つまり機密保険インテル・インシユランスってわけさ。そこでいくつか情報を検索したんだ。もちろん情報は著作権タグ付きだから使用は限られるけど──あぁ、これだ」

　彼はタスクの一つを黒瀬の方へ差しだした。そこには国際共通語で書かれた、報告書のような文書がずらずらと並んでいる。

「こいつはフォース22に関する公式文書だ。戦後二十年経たってから一般に公開されてたってある。レポートにまとめてくれたジャーナリストがいたらしい……あぁ、この部分だな」

　ジョーはタスクウィンドウの中程を指さす。彼は国際共通語ユニコードを完全に読めるようだった。

「ここに確かに書いてあるな。『このフォース22は、仮想現実を支えるシステムに長年疑念がつきまとった。このシステムを支える中枢装置サーバーは、当時の、そして現代の技術でもってしても製造は不可能なRed brick wallであり、研究はその問題を解消できずに、中止に追い込まれた』」

「レッドブリックウォール……？」

「実現不可能な壁Red brick wall……要するに技術的に製造不可能だったはずって事だよ。現代の技術をいくら応用しても、現実そのままの仮想現実を支えられるような情報処理機械が……つまりサーバーが存在しないって話だ。それで計画は頓とん挫ざした。以後、今日に至るまで凍結されたままだ」

　黒瀬は眉まゆ根ねを寄せた。おかしい。現実と矛盾している。

「でも今ここに、アウターワールドは存在してる。それに凍結されたのは技術的に不可能だったからじゃない。『事故が起きた』と言っていた。祖父ちゃんが関係してるって！」

　ジョーは文書に熱心に目を通しながら、

「あぁ、文書の内容と[image: ]の話は矛盾してる。彼が噓うそをついていなければ……」

　黒瀬は身を乗り出す。

「研究は中止なんかされていない。サーバーはその時本当はできてたんだ。彼の言葉を借りるなら、『法外イリーガルな方法』を使って」

　ジョーは口角を持ち上げた。

「そして、彼の語った話が真実なら、アウターワールドは革新的軍事技術だったフォース22を元にして作られてる。今でもその法外イリーガルな方法ってのを元に運営してるとしたら……」

　タスクウィンドウを掲げて仰ぎ見ながら、「スクープだ」とうれしそうにつぶやく。

　黒瀬は勢い込んで、

「まだある。[image: ]は事故が原因で悪魔が生まれたって──それが俺の祖父ちゃんだって」

「それだ」と、ジョーはパフェから引き抜いたスティックチョコレートで黒瀬を指した。

「人間一人が犠牲になって、国家予算がつぎ込まれた研究がまるまる一つ中止せざるを得ないような事故。それにより悪魔が生まれた──こいつは一体、なんなのか……食うかい？」

　スティックチョコレートを黒瀬に差し出す。首を振って返すと、彼はそれを咥くわえてうなった。

「難しいな。……もう知ってる事はなにもないんだろ？」

　黒瀬は黙り込んだ。……じゃあ、あとは独自で調べるしかないな。ジョーはそう言って席を立った。

「パフェが来たら、食べていいから」

　伝票を手に彼は背を向ける。黒瀬は視線を落とした。言うべきかも知れない。彼女の事を。祖父の過去と、アウターワールドの危険な秘密を探る手助けになるかも知れない。そう思うと同時に、罪悪感が黒瀬の胸の内にじわりと広がる。きっと彼女の事を話してしまえば、自分は楽になれる。彼女への想おもいを、一人で抱え込まなくて済むから。彼女への疑念を、誰だれかに預けてしまえるから。だが、それは……

「──一つ、ある」

　背を向けて歩き出したその彼に、黒瀬は微かすかな声で言ってしまった。ジョーはゆっくりとふり返り、「え？」とたずねた。黒瀬は顔を上げた。全身を覆っていたしがらみから解き放たれたような気がした。そして塗り替えるように、罪悪感が、黒い塊になって自分を飲み込んでいく。

「アマタ──っていうらしいんだ。あいつの名前」

　ちょうど、ジョーが注文したパフェがテーブルに届けられた。両手で、甘ったるいそれをたぐり寄せる。固形チョコレートを花のようにあしらったそれはポニーテールの髪をした、仏頂面の彼女にどこか似ているような気がした。





■






　黒瀬が屋敷に帰ると、ダイニングルームのソファでコーディは静かに寝息を立てていた。

　屋敷のほとんどは和式で統一されているが、ダイニングの一室だけはフローリングの洋室だった。黒瀬はソファにほとんど座った事がなかった（家族揃そろってダイニングで食事というのはこの屋敷ではあり得ない話だ）ので座り心地はわからなかったが、触った限りでは柔らかく、少し眠るには悪くない場所だった。コーディは所しよ詮せんデータなのでソファの柔らかさなど気にかける必要はないのだろうが。

　彼女の小さな唇が少し開き、静かに呼吸をしている。

　薄い胸が、微かに、ほんの微かに上下していた。黒瀬はダイニングテーブルにセットされていた椅い子すを手にすると、ソファで眠る彼女の前に置き、腰を下ろした。

　脳に常駐している彼女に知られることなく、ジョーに会うには、彼女になんらかの方法で意識を失ってもらうしかない。[image: ]の用意したスリーププログラムはそれを見越して用意されたものだった。後ろめたさに胸は突かれたが、結局[image: ]のプログラムを彼女に適用した。本当に眠るスリープとは思わなかったが。

　こうして見つめると、コーディの肌は驚く程滑らかだった。

　作り物のように冷たい印象ではなくて、ちゃんと生きている温ぬくもりと柔らかさが見て取れて、それでいて、まるで人工物のように精巧だった。初めて彼女に対面した時、生気が感じられない、シリコンでできた人形細工みたいに美しいと思ったが、今となっては、美しいと言うよりはかわいらしいと思うようになった。

　こうして無防備に眠ったり、小さな笑みを漏らすと、彼女の能面のような表情に途端に命が宿る。

　それはきっと、半分死んだように生きてきた自分より、ずっと生気に満ちていて、人間としての魅力に溢あふれている。それがうらやましくもあり、うれしくもあった。不思議な感覚だ。他人であるはずの彼女が、自分の一部になったような。他人をそんな風に想った事なんて、一度もなかった。

　黒瀬はその薄く桜色に染まった頰ほほに手を伸ばす。

　その手は、彼女の頰をすり抜け、何もない虚空に触れるだけだった。

　当たり前の事だとわかっていたのに、酷ひどく傷ついた気がした。何をバカな事を、と思い直そうにも、落胆する気持ちはどこまでも落ちていく。触れられると思ったのか？　そんな事、できるはずがない。する必要も、ない。彼女は模造品プログラム。人間じゃないのだ。

「…………」

　思えば、自分と彼女の関係は、いつも一方通行だ。

　彼女はイジェクターのなんたるかを知っている。自分は知らない。彼女は黒瀬の全てを知っている。自分は彼女の何も知らない。彼女は黒瀬に触れられる。自分は彼女に触れられない。

　彼女には秘密がある。

　自分はその一つだけを、知っている。

　アマタ。それが彼女の、本当の名前だ。

「再起動リブート」

　黒瀬の前に、半透明のウィンドウが浮かび上がった。それをつかむと彼女の姿に重ねるようにして置く。ウィンドウはブラックアウトし、そこに凄すさまじい速さで白い文字列が現れる。プログラムが彼女に適用されているのだ。黒瀬は席を立ち、彼女に背を向けた。

「……ぅぁ」

　長い時間を経て、重たい瞼まぶたをゆっくりと持ち上げたコーディは、小さくうめきながら、ソファから体を起こした。ストレートの艶つややかな髪が、乱れて床に垂れる。彼女はそれに指を這わせて、不思議そうに見つめた。フリルのついたワンピースパジャマ姿の自分を見回す。

　少しずつ、覚かく醒せいし始めた瞳どう孔こうが開き、次第に、鈍い黄金色になっていく。

　何かに気づいたように、大きく目を見開く。

「起きたか。機械のくせに、寝るなよ」

　黒瀬は平静を装ってそう言った。コーディははっとして黒瀬に目を向けた。何か言いたげに唇をわずかに震わせていたが、すぐにきゅっと結んだ。黒瀬は彼女に目を向けず、パーカーのフードをかぶった。

「ランニング行ってくる」

　そのまま、振り返らずに玄関に向かった。一時間も走って戻ってくれば、彼女が眠っていたという事実は、うやむやになってしまうだろうと思った。それは希望的予測──というよりは、むしろ希望そのものだった。

　彼女が立ちふさがったのは、玄関の扉に手をかけた時だった。

「私って、気持ち悪い」

　突然、空中から降りたって、玄関と黒瀬が伸ばした腕の間に現れた彼女は、じっとうつむいたままそう言った。心臓が高鳴った。盗みをとがめられたような、そんな焦りが胸にじわっと広がった。

「私、模造品プログラムなのに、まるで人間みたいに振る舞って。人間みたいに話して。人間みたいに考えたり……こんなの、おかしい。気持ち悪い」

　喉のどから剃刀かみそりをはき出すみたいな声だった。

「まるで、私、セルロイドの人形」

　彼女と出会ってから、一度も見た事ないくらい、感情的になっている。自分を傷つけるような事を口にするなんて、それこそまるで人間の女の子のようで、黒瀬は言葉に詰まった。それでも何かに急せかされるように、言葉が絞り出される。取り繕うように、

「何言って……そんな風に思った事ない」

「だったらどうして、私を調べたんです」

　ぱっと彼女は顔を上げた。

　その目は真っ赤に染まっていた。脈打つように、炎のように、瞳が紅色に煌きらめく。灰をかぶった炎のようだった。そのくせ、瞳以外は今にも泣き出しそうに歪ゆがんでいるのだ。

「……私、あなたの頭の中にいます。あなたと私は表裏一体。同じ人間なのに。それなのに……それなのに、どうして、疑うんですか。私は、最良の選択肢オプシヨンを選び取ってる。クロセさんが幸せに過ごせるように、一番、最良の、もっとも適確な、選択肢を──」

　いつもの平へい坦たんな声色じゃなかった。声には抑えきれない熱がこもっていた。唇が震えているのが見えるくらい、彼女は顔を寄せていた。きっと、普通の女の子なら、しゃくり上げてるんだろうなと思った。何か、優しい言葉を口にするべきだった。そうして彼女を、安心させなければいけない。

「それは、違うだろ」

　わかっているのに、飛び出したのは、まるで叩たたきつけたみたいな言葉だった。

「お前は俺を全部知ってる。けど、俺はお前を、何も知らないだろ！」

　彼女の瞳が一際強く震えて、目が見開いた。

　ひっぱたかれたみたいだった。まただ。また、口を開けば、こんな風に、人を傷つける。後悔と薄暗い感情が全身を覆い尽くす。だが、あふれ出した言葉は止まらない。

「お前、何を隠してんだよ」

　彼女の肩をつかむように、黒瀬の手は動いた。コーディの体が、ぴくりと跳ねた。

「俺の脳を管理してるなら知ってるだろ、俺の手足はどうして動かなくなったんだ？　祖じ父いちゃんの横で一緒に戦ってたなら、どうして死んだ時の事を知らないんだ？　お前が機械なら、どうして俺の気持ちが理解できるんだ。言えよ、本当の事を。お前、本当は──」

　けたたましい警報が鳴り響いた。

　滑り込むように、黒瀬とコーディの間に、真っ赤なウィンドウが現れた。

「……アウターホリッカーです」

　そう言ったコーディの声は、酷く冷え切っていた。さっきまでの熱がこもった声ではなくて、どこか弱々しくて、頑かたくなな、閉ざされた声色に変わっていた。ウィンドウを手に取る。

　彼女に何事か言いつのろうと思った。今語りかけないと、今あきらめてしまったら、彼女は二度と耳をかたむけてくれなくなるんじゃないか。焦りではなく、もはや恐れだった。彼女が消えてなくなってしまうような恐れが、黒瀬をかりたたせる。

「コーディ、なんで隠すんだよ──何を隠してるんだ!?」

　ウィンドウを消した彼女は、ふっと体を浮かべて、その体に真っ黒なトレンチコートを羽織った。いつもの、あの死神のような姿となり、初めて出会った時のように、髑どく髏ろの仮面を顔にかざした。表情が、見えなくなる。

　すっと指を伸ばした。

「インサート」

　抵抗しようとしたが、無駄だった。意識が吹き飛び、世界は暗転する。











THE LAST WAR MISSION落日 【字幕版】







　諸君！　戦場へようこそ!!

　本ゲームは２０３８年に勃ぼつ発ぱつした極東戦争を再現したウォーゲームです。

　２０３９年、経済不安から勃発した極東戦争は拡大し、遂に本土防衛戦へと突入していきます。

　あなたは首都・東京に上陸した『中央華国自由市民軍』を日米共同軍の兵士として迎撃する任を帯びました！

　首都奪還作戦『日照の鷲イーグル・サンライズ』作戦はあなたと仲間達の手にかかっています。中央華国自由市民軍の略奪と暴挙に怯おびえる市民を救い、落日の亡国と化したこの国を救えるのはあなたとその仲間達だけなのです。

　さぁ銃を手にし、戦場に備えよ一等兵プライベート！　勝利の御み旗はたは敵の骸むくろの上に立つ！

　戦場を駆け、敵を殺せ!!




∧概要∨

　プレイヤーは戦場をあなたの望むポジションでプレイし、所属する軍を勝利に導きます。兵科は全部でなんと18種類！　レンジャー部隊、普通科歩兵部隊、砲兵部隊、医療部隊、空くう挺てい部隊、海兵部隊、さらに司令官、諜ちよう報ほう部隊まで──その他ほかさまざまな部隊があなたの入隊を待っています！　激しい戦場を生き抜いて、敵の司令部を制圧してください。




∧免責事項∨

○このゲームは実際の歴史上の事実を元にしたフィクションです。実際の個人・団体・事件等とは一切関係ありません。

○本ゲームはゲーム・クオリア倫理協会の規定した『プレイにおける感覚受容基準』においてレベル７に指定されています。ゲーム中、脳のう挫ざ傷しようや心臓破裂などの非常に強い衝撃を受ける可能性があります。激しい感覚受容により気分が悪くなった場合は、即座に使用を中止し、医師の診断を受けてください。

○本ゲームを利用して発症した心的外傷後ストレス障害を始めとした精神疾患の補償は本社の免責事項です。ご利用に際しては規定時間や受容限度量に十分留意してください。

　..........now loading.......

　........now loading........






∧∧兵科を選択してください∨∨












司令（24/24）

普通歩兵科（780000/100000）

レンジャー部隊（32000/40000）

砲兵部隊（22000/480000）

医療部隊（19000/24000）




∨∨∨∨∨空挺部隊（8000/8000）




海兵部隊（57000/57000）

諜報部隊（1300/1300）

その他（次の項目へ移る）







☆空挺部隊に入隊しました！









「空挺部隊によく来てくれた。現在我々は『日照の鷲』作戦を展開中だ。制空権は完全には掌握できていないが、敵の態勢が整っていない好機を逃すわけにはいかない。地上部隊と連携し、敵本拠地にヘリからの強襲攻撃を行う。既に地上部隊は敵の防衛線を一部突破しつつある。司令部を制圧するチャンスは今しかない！　我らの力を見せつける時が来た。諸君らの健闘を祈る。常に忠誠をセンパーフアイ!!」






＊このゲームにはグロテスクなシーンが含まれています＊





















　　【!!　緊急　!!】








　現在このサーバーホストは、アウターホリックを発症しています。

　この問題に対応する政府・医療関係者以外は、絶対にログインを試みないでください。

　現在までに、このゲームホスト内で、ゲームオーバーを含むなんらかの通信が途絶する事態に陥ったプレイヤーは、意識障害を発症、あるいは死亡が確認されています。万が一ログインしてしまった場合は、絶対にログアウトは試みないでください。

　ゲームオーバーを避けるため、ゲームの進行、危険な地域への侵入を控え、事態が改善するまで身の安全を図ってください。

　現在、政府は事態を掌握するため、あらゆる手段を用いて対応しています。ご安心ください。





now loading.............

now loading.................................

now loading.......................................................












　空気を叩く音がする。

　断続的に、リズミカルに繰り返される──分厚い音の層が頭上を支配している。

　音に合わせて、体が激しく、不ぶ躾しつけに揺らされ、ぐらんぐらんと右へ左へ傾く。腰を下ろしている硬い椅い子すが、尾てい骨を叩いて、痛い。

軍曹：「起きろ新入りプライベート！」

　眠っていた意識が、肩をわしづかみにされる感触と、乱暴に揺らされる衝撃で覚かく醒せいする。閉じていた瞼まぶたを開けると、太い顎あごをした白人の男が自分を揺らしていた。角張ったフリッツヘルメットにゴーグルをかけたその顔は、煤すすで汚れてしまっていて、その大きく見開かれた目は、酷ひどく疲れ切った色に染まり、荒すさんでいた。男の体に視線を落とす。灰色や黒、濃紺のまだら模様の施された都市迷彩服。弾倉やグレネードが押し込まれたベストに、固く締め付けられた黒いブーツ。彼が手にしているライフルを見て、ようやくわかった──兵士だ。

軍曹：「すぐに降下地点だ！　目を覚ませ、戦争が始まるぞ!!」

　男は大口を開けて凄すさまじい声で怒鳴った。彼が話しているのは国際共通語ユニコードで、知識のない黒瀬にはまったく聞き取れない。しかしそれでも男が何を言っているのかわかったのは、なぜか視界の下部に表示される白い『字幕』のおかげだった。

　そこでようやく意識がはっきりした。

　コーディにゲーム世界に放り込まれたのを思い出す。彼女の姿を探して、辺りに目をやった。

　最初、何か──軍用のジープか何かに乗せられているのだと思った。鉄がむき出しの座椅子が対面式で二列並び、そこに兵士達が尻しりを納めていた。酷い揺れに、彼らは手すりやつり下げられたワイヤーにつかまってなんとか姿勢を保っている。皆みんな、アサルトライフルを腹に抱えて、不安そうに窓の外へ目をやっていた。黒瀬も目を向ける。

　窓際に立っていた男が、なんの躊ちゆう躇ちよもなく、いきなりサイドの扉を押し開いた。

　スライド式の扉は勢いよく滑る。

　開いた先に現れたのは、暗くら闇やみに染まったはるか彼方かなたの地上の街と、そこにべったりと広がったのたくる炎の光、それに、もうもうと立ち上る真っ黒な煙だった。

　眼下に広がるミニチュアの街は電飾の明かりイルミネーシヨンを失い闇に染まり、いくつも建ち並んでいる見栄と無駄の権化みたいなビルが、爆発と炎上にまみれている。いくつかはまるでトーチのようにどす黒く不気味な紅あかい炎を点ともしていて、石油製品を焼いたような、刺激の強い異様な臭においが漂ってきて、思わずむせる。機体の揺れと合わせて、吐きそうだった。あちこちで限りなく白に近いオレンジのフラッシュが散発的に焚たかれている。その度に腹に響く、重々しい炸さく裂れつ音がした。

　まぎれもない、ここは戦場ウオーゾーンだった

　足下がおぼつかない、この揺れ方はつまり、自分が宙に浮いているからだとそこでようやく理解できた。浮遊感が全身を包んでいる。断続的に響く空気を叩く音から察するに、どうやらヘリに乗っているようだった。視線を運転席に向けると、そこでは真っ暗な空に目を凝らす二人のパイロットの姿があった。彼らの一人が振り返り、人差し指を立てる。

軍曹：「あと一分ワンミニツツ！」

　軍曹が怒鳴る。何かとんでもない事に巻き込まれている気がするが、機体の凄まじい揺れのせいでうまく思考がまとまらない。ゲームとは思えない、凄まじいリアリティが、辺りを取り囲んでいる──

『本ゲームのクリア条件は〝敵部隊の敗北〟です』

　突然、コーディの声がした。懐かしい日本語だ。見ると、士官服にコートを羽織った彼女が、ヘッドアップディスプレイを表示する片目用のゴーグルをかけて、窓の外に目をやっていた。彼女がつい、と指を振ると、黒瀬の前にコバルトブルーの立体映像ホログラムマップが現れる。巨大なビル群の中央、一際高いビルの上層部に、赤い点が点滅している。

『アウターホリッカーの所属する軍を倒してください。現在この部隊はビル突入を主任務としています。ビルへの強襲が始まると同時に司令部へ突入し、敵軍の司令官を排除してください。敵軍は敗北し、自動的にアウターホリッカーも排出イジエクトされます』

「お前──！」

　屋敷でのやりとりを思い出し、何か言おうと思った。だが、振り返った彼女が向けた目が、酷く冷たい濃紺なのを見て、思いは急速に萎なえてしまった。アウターワールドでの彼女は自分の言葉に応こたえない。そんな気がした。

『まもなく、ホストは虚無クラス・階層Limboにまで意識レベルが降下すると見られます。一般プレイヤーも、損傷を受けた時点で死亡する可能性があります。排出イジエクトを急いでください』

「……終わったら話があるからな！」

　ヘリのローターが回る音が凄まじく、怒鳴っても彼女に伝わっているかどうか疑わしい。彼女はじっと、黒瀬を見下ろしているばかりだった。かぶった真っ赤なベレー帽に押さえられた、緩くウェーブのかかった胸まである髪が、外からの風に激しく揺れている。

軍曹：「新入りプライベート！　ケツをあげろ！　左の機銃ミニガンを担当するんだ」

　彼女を見つめていた黒瀬の肩を、軍曹が乱暴にわしづかみにして怒鳴った。有無を言わさぬ調子だった。押しやられるように、ヘリの扉口に設置された、一抱えもあるような機関銃の前に立たされる。

　黒金の銃身がいくつも連なって一束にされた、巨大な機関銃だった。

　どこが『ミニ』ガンだよと思う。両手で握るためのグリップが、銃身の根本から飛び出していて、黒瀬は急せかされるままにそれを握った。親指に当たる部分にスイッチがある。グリップを使って梃て子この原理で動かすのだが、それでも凄まじい重さだった。銃口に死体でもつり下げてるんじゃないかと思う。

軍曹：「海兵隊諸君Marines!!、これは生還の確率が極めて低い強行軍だ！」

　抱え込んだミニガンと、眼下のどす黒い戦火の光を見比べ、目を凝らしていた黒瀬の背後で、軍曹が太い顎に筋を浮かせながら雷らい轟ごうのように重々しく叫んだ。

軍曹：「同胞の首都を占領した中央華国の連中は豊富な補給線を確保し、強固な防衛陣を敷いている！　いいかッ!?　かつての首都はいまや平穏無事な電子の街じゃない、重兵器と大量の対空兵器で武装した戦闘都市だ!!　我々の強襲目標である敵司令部はその中央、最も強固に武装された対空攻SAM撃サ陣イ地トビルにある！　高速輸送ヘリベイブロウでそこに突入する我々は、飢えた狼おおかみの群れに裸で飛び込む大おお馬ば鹿か者ものだッ!!　どうだ怖いか!?」

　途端、一斉に兵士達が鬨ときの声を張り上げた。空気をびりびりと震わせる力強い怒声。怖くなどありませんッSer No! Ser!！

軍曹：「見ろ!!　あの戦火の中で、日防軍JDFは必死の抵抗を続けているッ！　我々は決して同胞を見捨てはしない！　一人でも仲間が戦地にいるのなら、我々は最後の一兵になるまで戦い続ける!!　逃げ出したいかRetreat!?」

　退路などないHELL!!!!　兵士達は自らを鼓舞するように怒声を重ねた。

無線：『こちら海軍所属の〝雷鎚トール06〟』

　兵士達の怒声とプロペラの轟ごう音おんで耳がキンとしていた黒瀬は、無線の割れた音に思わず顔をしかめた。耳の中に詰めるタイプのイヤフォンが、努めて冷静な声で告げる。

無線（雷鎚06）：『敵司令部への突入を目標とする大馬鹿者がいると聞いて来た。作戦地帯上空の制空権奪取を試みると同時に君たちを援護する。〝挨あい拶さつ〟をするぞ』

　直後、燃えさかる業火の音と熱風が、ヘリのすぐ上を一瞬で通り過ぎていった。ほんのわずかな時間だったが、通過した物体の翼竜のような巨大な影と、それが吹き下ろしていったジェット噴射の爆音は、濃密な衝撃の残ざん滓しとなって黒瀬の身体からだを痺しびれあげさせる。「戦闘機フアイターだ！」背後の兵士が、子供のような声をあげて扉の外に身を乗り出した。

　戦火に紅く染まる黒煙立ちこめる空に、ジョット機の熱い陽炎かげろうの軌跡が、一直線に描かれている。その先に、鋭角な三デ角ル形タ状のいくつもの機影が、滑るように弧を描いて飛んでいるのが見えた。その後を追うように、真っ白な閃せん光こうが炸裂している。対空砲かミサイルかが、爆発しているようだ。

パイロット：『日Ｊ防Ｄ軍Ｆの特殊部隊タスクフオースが合流する』

　コクピットでパイロットが西の空を指した。指の先を追って外に目を向けると、数機のヘリコプターの群れが左さ舷げん下方から舞い上がってくるところだった。

　横並びについた濃緑の輸送ヘリのサイドドアがスライドして、中から扉を押し開けて兵士が現れた。豊かな髭ひげをたくわえ、サングラスをかけた兵士は、ライフルを首にかけて、癖の強い髪を流れる風に揺らしている。こちらに目を向けると、じっとサングラス越しの目を向けて、敬礼した。


日防軍空くう挺てい部隊：『こちら〝ながれ03〟。行政ログを確認したか？』

軍曹：「何？　……おいおい、現実の話は御法度だぜ」

日防軍空挺部隊：『いや、ロールプレイどころの話じゃない。このゲームのホストはアウターホリックを発症している』



　黒瀬の背後で、兵士達が息を吞のんだのがわかった。

　雰囲気の一変で、黒瀬にも何が起こったのかわかった。自分の視界にもタスクウィンドウが滑り込んでくる。『ログアウトやゲームオーバーは絶対にするな』『意識障害の発症、または死亡が確認されている』

　兵士達はしばしゲームの役割を忘れて顔をつきあわせて囁ささやき合う。中毒者ホリツカー？　このゲームに？　冗談だろ、本当に死人がでちまうぞ！

日防軍空挺部隊：『さらにまずい知らせがある。敵のプレイヤー達にはなぜかこの情報が行き渡っていない。奴やつら、本当の殺し合いをしてると知らずに、こちらに攻めてこようとしてる。ゲームだと思ってやがるんだ』

　兵士達が騒然とし、立ち上がって「今すぐ降りよう」とわめき散らす。

軍曹：「そのおしゃべりな口を閉じろ！」

　扉口を硬い拳こぶしが殴りつける大きな音がした。振り返った軍曹が硬い表情に真剣さをにじませて怒鳴る。


軍曹：「逃げても敵がこちらの陣地をとればゲームオーバーだ。行政ログが正しければ、負けた方のメンバーは全員死ぬことになる！」

兵士：「だったらどうしろって言うんだ!?」






「やるしかない」

　ぽつりと漏れた声に、一斉に視線があつまった。ガスマスク越しの目を鋭く細めて、黒瀬は吐き捨てるように言った。

「ゲームに勝つしか生き残る方法はない。もうこれは、ゲームじゃなくなったって事だ」

　兵士達に重苦しい沈黙が降りた。それを眺める黒瀬は、自分でも妙に冷静だった。思い返せば、死ぬかも知れないという状況は、初めてではなかった。

日防軍空挺部隊：『そちらの排出者マニアフリークスに同感だ海兵隊諸君。この戦いには現実に人命がかかっている。我々は勝つしかないんだ』

　むかいのヘリで、髭面の男が黒瀬の姿をみとめて言った。どうやら、イジェクターの恰かつ好こうをしている自分を、コスプレしている排出者マニアと思っているようだった。

　軍曹は周りの兵士を見回した。まさに、人命がかかっている。このゲームで命を落としたら、それは現実での死を意味している。兵士達は困惑した表情をしていたが、静かな時が数瞬すぎると、観念したようにうなずいた。


軍曹：「……了解だ〝ながれ03〟！　こちらも覚悟を決めている」

日防軍空挺部隊：『盟友に感謝を。常に忠誠をセンパーフアイ』

軍曹：「常に忠誠をセンパーフアイ！　日Ｊ防Ｄ軍Ｆ諸君」



　黒瀬の背後で軍曹が返礼をする。状況が許す限りの手短な挨拶だったが、互いの信頼と士気は高いようだった。

兵士：「おい、ありゃなんだ？」

　だがその時

　黒瀬の隣にいた兵士が、ふいに窓の外を指す。

　指の先では、眼下の街で上がる小さな真っ白い花火のような光が、空に軌跡を描きながら上がっているところだった。

　なんだ、あれ？　黒瀬がミニガン越しにその光に目を凝らしていると、突然弾はじかれたように軍曹が身を乗り出し、はっとなった。大口を開ける。

軍曹：「地対空ミサイルステインガー!!」

　パイロットがとっさに振り返り、「クソッDamn」と毒づきながら慌てて操そう縦じゆう桿かんを体ごと抱えて押し倒す。機体は一気に傾いて、遠心分離機にかけられたような凄まじい力がかかった。遠心力に振り回され、扉口から吹き飛ばされそうになる軍曹が、横を併走する〝ながれ03〟に激しく腕を振り

軍曹：「03！　回避しろおおおお!!」

　外の景色が一瞬で右から左へ流れる。その最さ中なか、向かいで併走していた〝ながれ03〟の兵士が、慌てて振り返ったのが見えたが、その次の瞬間、衝撃と炸裂音と共に、彼らのヘリのテールローターが爆発して吹き飛ぶのが見えた。

　兵士達の怒号が上がり、窓のすぐ横でくぐもった爆発音と激しいオレンジの閃光が上がった。

　金属が引き裂かれる女の悲痛な叫びのような音が響き渡る。衝撃波と熱風が機体にのめり込んできて、思わず息が詰まる。

軍曹：「ゼロ・スリィィィィイイイイ!!　──くそッ、〝ながれ03〟がやられたッ！」

　窓の外で、真っ赤な火の塊となった〝ながれ03〟が、ぐるぐると回転しながら眼下の街に吸い込まれていった。炎にまみれてもがきながら落ちていく兵士の姿が、はっきり見えた。思わず、震える。

兵士：「また来るぞ！」




　悲鳴のような声が兵士達の間で上がった。地上からは先ほどと同じ真っ白な閃光が、軌跡を描きながら凄すさまじい数で空に昇っている。「数が多すぎる！」誰だれかが叫んだ。黒瀬自身の声だったかも知れない。だがそれを確かめる間もなく、獲物に襲いかかる蛇のように蛇行したミサイルが、次々とヘリの集団の中に飛び込んできた。

　今見たばかりの光景がフラッシュバックする。

　燃え上がったヘリが地上に吸い込まれる姿

　炎に包まれたもがき苦しむ兵士

　迫り来る白い閃光の軌跡一つ一つが、あの惨状を生み出したのだ。そしてその切っ先は、今や自分たちに向けられている。死神の冷たい手に、心臓をわしづかみにされたようだった。息が詰まる。兵士達の悲鳴が背後で上がり、軍曹が目を血走らせて毒づく。

『オーバークロックを』

　凄まじい遠心力と衝撃にもはや抵抗する事もできず必死に耐えていた黒瀬の傍らで、突然現れたコーディが叫んだ。

『はやく！』

　はっとした。そうだ、この世界では、絶望的な状況を打開できるのは自分しかいない。恐怖している暇もあきらめる余裕もない。この世界では、いつまで待っても救いの手などさしのべられない。

　自分がやるしかないのだ。

　歯を食いしばり、身体からだを引き裂いてしまいそうな遠心力に抵抗する。

　腰を上げ、機銃ミニガンをひっつかんだ。

「オーバー、クロック」

　のたくる真っ白な閃光がすぐそこまで迫っている。今まさに自分の乗るこの機体へ襲いかからんという時、黒瀬のつぶやきが世界ゲームワールドの力学運動に支配の手を伸ばした。




　世界を手中に収める感覚

　時間がどろりと、濃密になる




　全てがゆっくりとコマ送りのように進む。すぐ目前に迫ったミサイルへ、黒瀬は機銃ミニガンを向ける。ミサイルの先端に取り付けられた一つ目のカメラが、焦点を合わせる瞳ひとみのように、蠢うごめくのがはっきりと見えた。その目へ向けて、発射スイッチを引き絞る。

　胸を叩たたきつけるような衝撃

　手中で暴れ狂う反動を押さえつける。銃口から真っ赤な炎が吹き出す。炎はいくつもの塊となって連なり、肉薄するミサイルに襲いかかる。金属が金属を突き破る音がした。雨だれがトタンの屋根を叩く音が、数千倍になったような音──ミサイルのカメラが吹き飛ぶ。胴体を穴だらけにし、安定翼が次々とはがれ落ちる。軌道が乱れ、左右に震えて蛇行する。そしてついに空中で蹴けつまずいたように縦に一回転、ジェット噴射が暴走して凄まじい速さで回転する。

　爆発閃光、オレンジの衝撃波

　オーバークロックの濃密な時間ですらも捉とらえきれない程の一瞬の出来事だった。ミサイルは内側から爆発すると黒煙と真っ赤な炎の塊を吹き出した。熱風と機ヘ体リを揺らす程の衝撃波。後続のミサイルがその爆炎に突っ込み、誘爆する。真っ白な閃光、衝撃、そして花開く紅あかい炎──何度となく繰り返され、黒瀬の聴覚と視覚が痺れ上がる。




　そして濃密な時間は終わりを告げる。

　時が急速に動き出し、黒瀬の身体は世界に放り出される。




　辺りが炎の光と熱、鉄の焼ける臭においに、黒煙、そして吹き飛ぶような衝撃に包まれた。

　黒瀬はミニガンから投げ出されて肩をしたたか打ち付ける。

　窓の外で、真っ赤な塊になったいくつものヘリが、暗くら闇やみに包まれた空にもがくように回転しては消えていった。くそ、と黒瀬は内心毒づいた。撃墜できたミサイルは、自分たちに向かってきたミサイルだけだ。


パイロット：「チーム・グリフィスとブラックキャットの部隊がぶっとんだ！」

軍曹：「クソッDamn！　生き残ったのは俺たちだけか、いったい何が起きた!?」

パイロット：「わからない！　突然ミサイルが爆発したんだ」

無線：『こちら統合参謀本部ＪＯＣＳ』



　混乱した彼らが怒号を交わす中、それに分け入るように無線が割れた叫び声をあげる。


統合参謀本部ＪＯＣＳ：『君たちの下に敵の対空攻ＡＡ撃チ部ー隊ムが展開している！　地上部隊は対戦車兵に釘くぎ付づけで援護できない状況だ、いますぐ座標クリツト27XF3539へ撤退せよ！』

兵士：「下!?　下ってこの真下か!?」

パイロット：「そんなわけあるか！　事前説明ブリーフイングで聞いた前線はここから十五キロも先の地点だぞ!!」

兵士：「戦争中毒者ウオーホリツカーに前線を押し戻されたんだ！　やられるぞ──!!」



　その混乱の最中、床にしたたか頭を打った黒瀬はうめきながら体を起こす。途端、厳いかつい手に肩をひっつかまれ、強引に持ち上げられる。

軍曹：「寝てないで自分の仕事をしろッ　新入りプライベート！」

　その時、無線越しの割れた声がして、パイロットが大声を張り上げた。

パイロット：「あそこだ！　日Ｊ防Ｄ軍Ｆの戦車隊が敵の対戦車ミサイルドラゴンフアイア隊に囲まれて虫の息になってる」

　機体の先に一帯が炎に染まった地獄の三角州のような地帯が現れた。身を乗り出すと、どす黒い煙とオレンジに染まったいくつかの戦車が見えた。その両りよう脇わきは艦載ミサイル攻撃を受けて崩壊したと思おぼしきへしゃげたビル群に囲まれていて、いくつもの白い煙がぱしゅっという音と共に上がる。すると煙は軌跡を描いて空高くに昇り、そこから急降下して凄まじい速さで戦車の群れに突っ込んでいく。

　機銃で四方八方に弾をまき散らしていた戦車は、頭上から来襲した煙──ひいてはその先にある対戦車ミサイルドラゴンフアイアに厚い装甲を貫かれて、内部からふくらむように爆発した。他ほかの戦車はそれを見てさらに半狂乱になったように機関銃を発砲する。

兵士：「奴らこっちに気づいたぞ！」

　眼下の廃はい墟きよビルの屋上で、蠢く人影が見えた。五、六人の敵兵士達が対空ミサイルを抱えて走り、先頭に立った指揮官らしき男が、こちらを指さして撃墜を命じている。

軍曹：「連中をやれ!!　皆殺しにしろKill them all!!」

　軍曹が腕をふるい、黒瀬の背中に衝撃が打ち付けられる。内心やけくそで、グリップを抱えてずっしりと重い銃身を乱暴に操作する。オーバークロックは既に使ってしまった。もう頼れるのは自分の判断力だけだ。やるしかないのか──銃口を戦車を囲むビル群で蠢く人影に向ける。敵は既に発射態勢を整え、こちらに発射口を向けている。辺りは戦火以外に光のない、暗闇に包まれていたが、その人影ははっきりと見えた。一瞬人間を撃つ事にためらいが生まれ、だが

軍曹：「やれええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇえ──ッ!!」

　耳元の怒声。

　思わずグリップのスイッチを押し込んだ。

　巨大な虫の羽音のような炸さく裂れつ音が、銃身から吹き出した。はじき出された弾丸は、色濃い褐色の光線を残して地上に降り注ぐ。まるで鉄の雨だ。いや、鉄と言うよりはレーザーをはき出しているに近い。ビルの壁を粉砕して土煙が舞い上がり、弾丸は敵の部隊に次々と襲いかかる。直撃を受けた兵士達が爆散する。曳えい光こう弾だんの炎が辺り一帯を火の海に変えた。もがき苦しむ兵士達の姿が見える。「これはゲームなんだ」と自分に言い聞かせながら、手中で暴れ回るミニガンを全身で抱え込むように押さえつける。グリップを握りしめた手は、自分のものではないかのように力がこもって、離れない。

　対空ミサイルを抱えた敵の部隊は一瞬のうちに真っ赤な炎に飲み込まれ、巨大な弾丸で塵ちりとなった。崩れ落ちる兵士の手元で、対空ミサイルが白煙を吹き出した。真っ白な閃せん光こうが、噴射音をまき散らしながら、のたくって迫る。

パイロット：「来るぞッ、つかまれ!!」

　水平だった景色が一気に傾き、中に放り出されたように足下がはねる。

　とっさに手すりをつかみ、腕が引きちぎれるような遠心力になんとか耐える。振り返ると、ミサイルの白い煙が、ダイブするように弧を描き、しかしわずかにヘリの上部をかすめて、視界から消えた。

軍曹：「──良くやった新入りプライベート！」

　軍曹が眼下の廃ビルを見下ろしながら、豪快な歓声をあげて言った。ミニガンの弾丸が、敵の照準を逸そらす事に成功したのだ。ばんばんと黒瀬の肩を叩く。

　胸元の無線機が、努めて冷静に言った。

統合参謀本部ＪＯＣＳ：『一帯のミサイル部隊の撃破を確認した。良く殺したGood kill、良く殺したgood kill──』

　気がつくと、辺り一帯は全て火の海に変わっていた。夢中になって攻撃している内に、周辺全てを焼き払っていたようだった。

　震える息を吐きながら、眼下に目を向ける。

　四散してあたりに飛び散った体の破片や、炎に包まれて微かすかに動くばかりになった死体が目に入る。ぞっとした。ここが、コーディの言っていた『虚無クラス・階層Limbo』だというのなら、あそこで死んでいるのは──自分のした事の残酷さに、吐き気がした。それなのに、裏腹な高揚感も、確かにあったのだ。小市民にすぎない自分と、獣のような自分。分裂した意識で、頭がおかしくなった気がした。

統合参謀本部ＪＯＣＳ：『敵司令部へ向け展開中の全部隊へ告ぐ。作戦決行アイリーン。繰り返す。作戦決行アイリーン』

　ミサイルを抱えた敵の群れを一掃すると、戦車がうなり声を上げて前進し始めた。ヘリは追従し、黒瀬は軍曹が指示する目標に向けて必死にミニガンを撃ちまくった。いや、撃つ、というよりは溶けた鉄の濁流を流し込む、と言う方が感覚としては正しい。真っ赤に燃える弾丸の濁流を、敵に空から注ぎ込むのだ。一帯は土煙と炎に包まれ、誰も生き残らない。全ては炎に飲まれるか、霧散して消える。

　罪の意識などなかった。

　ここにあるのは、〝殺やらなければ、殺られる〟という、不文律だけだ。

軍曹：「見えたぞ、司令部だ！」

　軍曹が進行方向を指さす。あっと黒瀬は声を上げた。高層ビル群の中で一際高いそのビルは、黒瀬が見慣れたあの指定第９地区一番の大企業、V-tecLife社のビルと酷似していたのだ。

　そういえば、ブリーフィング画面で、舞台が第９地区であるような事を言っていた気がする。あのビルは戦時中もあったビルだったのか？　眼前のそれは要よう塞さい化され、ヤマアラシのように対Ａ空Ａ砲Ｇと対空ミサSAMイル施設サイト、それに重機関銃ＨＭＧで武装されていた。巨大な生き物のように火を噴いて、日米共同軍へ攻撃を仕掛けている。あんなのに突入するって言うのか……

　ヘリの足下で、整列した戦車隊が一斉に主砲を発射した。

　連なった主砲の音はヘリが傾く程の衝撃波を飛ばし、黒瀬の耳はキーンという高音に包まれてしまう。くらくらする頭あたまを振り、音を取り戻す。ビルの方から破砕音と炸裂音、爆音が響き渡り、兵士達が歓声を上げた。黒瀬も思わず叫んだ。敵の牙が城じように一斉に着弾した１０５ミリの巨大な砲弾が、一気に炸裂し、ビルを火の海に変えたのだ。対空砲やＳＡＭサイトが吹き飛ぶのが見えた。

軍曹：「突入するぞ!!」

　パイロットが操そう縦じゆう桿かんを傾け、軍曹が怒鳴った。

　足下が傾かしいで、黒瀬は手近な手すりにつかまってなんとか耐える。ヘリは急速にビルに接近し、巨大なビルが拡大されて全容がわからぬ程さらに巨大に見えてくる。迫ってくるビルの姿に、黒瀬は思わず息をのんだ。

軍曹：「地対空ミサイルステインガー──!!」

　その時、ビルの窓から真っ白な光が飛び出した。とっさに黒瀬は光の方へとミニガンを向けて弾丸を注ぎ込むが、光は止まらず、のたくりながら凄まじい速さで迫ってくる。パイロットが体ごと操縦桿を倒し、機体をバランスを崩す限界まで傾ける。

　ジェット噴射の音が耳元をかすめていった。

軍曹：「窓の中だ！　全員応射しろ!!」

　軍曹が黒瀬の肩を叩いた。他の兵士達も扉口に集まり、ライフルを連射する。凄まじい高所の風と浮遊感。ビルの窓向こうに次々現れる、対空ミサイルを抱えた敵に向けて弾丸をたたき込む。軍曹はパイロットに急いで屋上に兵士達を降ろすように伝え、ヘリは急速に高度を上げていく。その間にも、敵がビルの窓から発射した地対空ミサイルが次々と味方のヘリ部隊を撃ち落としていく。まさに血を流しながらの突入だ。耳がおかしくなるくらい、手の感触がなくなるくらい、黒瀬は必死にミニガンを乱射し続ける。

　視界の端で爆音と火の手が上がった。

パイロット：「うわっ!?」

　コクピットで悲鳴のような声が上がり、はっとして目を向けると、フロントガラスに、撃墜された友軍ヘリのプロペラが迫ってくるところだった。




　衝撃




　コクピットに横よこ薙なぎで突っ込んで来たプロペラはパイロット二人の頭をたたきつぶし、体を真っ二つに切り裂いた。ヘリは揚力を失い、ただの鉄の塊になって、きりもみして地面に吸い込まれる。突然襲ってきた重力と遠心力に逆らえず、黒瀬は足をすくわれた。足下を支えていた硬い感覚が消える。窓の外へ滑り落ちたのがわかった。重力に飲み込まれる。足下には、はるか彼方かなたで歓喜するように燃えさかる、へしゃげたヘリの群れ。なす術すべもなく、ただ必死に機体に手を伸ばす。

軍曹：「おっと逃がさねぇぞGotcha!」

　その手を軍曹が握る。宙ぶらりんとなった体は急速に下降していくヘリの下で激しく揺れる。肩が外れて、激痛が走る。地上で燃えさかるヘリと戦車の残ざん骸がいから立ち上る熱風が、黒瀬の髪を揺らした。

軍曹：「司令部に突っ込むぞぉぉぉお──!!」

　傾いたヘリはうねりに吸い寄せられるようにビルに突っこんでいく。ビルの巨体が迫る。風を切る音が耳元でうなり声を上げている。黒瀬を飲み込もうとする悪魔のように迫る壁面。窓から見える乳白色の照明の光が、愕がく然ぜんとこちらを見上げる敵の兵士の姿を映し出す。その驚愕の表情の、シワの一つ一つがはっきり見えるまで、その姿が、あっという間に大きくなり、直撃の瞬間、黒瀬は目をつむり、その直後、体をばらばらにするような衝撃に飲み込まれ───





■






　どれくらい時間が経たっただろうか。

　暗闇の中、体の感覚がまだ残っていた。痛む全身をなんとか動かして身をおこす。体にのっていた破片が、ぱらぱらと落ちた。頭ががんがんと痛み、手を当てると、べったりとグローブに血がついた。辺りを見回すと、ばらばらになった敵味方の死体があちこちに散乱していて、振り返ると、半分つぶれたヘリが窓から突っ込んだまま止まっていた。

　搭乗口で下半身を潰つぶされて死んでいた軍曹に歩み寄ると、その手に握られていたアサルトライフルを手に取った。それを見つめながら、思う。自分がまだここにいるという事は、アウターホリッカーはいまだ健在だという事だ。

　司令官を殺さなくては。

　ライフルのボルトを引き、初弾を薬室に送り込む。銃の扱いなど知らないはずだが、なぜだか体によく馴な染じんだ所作だった。

　辺りを見回す。ヘリのプロペラで破壊された壁の向こうに、明かりが見えた。照明システムが損傷したのだろう、明かりはまばたきするように点滅していた。吸い込まれるように、歩みを進める。

　そこは激しく崩壊していたが、紛れもない司令室だった。作戦マップを表示するホログラフテーブルや、資料を並べたボード、円卓やそれをずらりと囲む椅い子すが並んでいる。正面の壁面に、巨大な国旗が掲げられている。血に濡ぬれて霞かすむ視界で目を凝らすと、それは巨大な鴉カラスの絵だった。翼を広げて襲いかかろうとする鴉カラスのシルエットが、司令室を睥へい睨げいするように描かれている。




「遅かったな、排出者イジエクター」




　円卓の奥、上座の位置に、回転椅子が背を向けていた。

　そこに座る人影が微かに見えて、黒瀬はとっさにライフルを向ける。老いてかすれた声色だった。まったく動揺する事もなく、手を組んで座ったままだ。司令官だろう。直感で確信する。間違いない、外側中毒者アウターホリツカーだ。

「お前を排出イジエクトする」

「いいや、今回は逆だ」

　引き金を引こうとした黒瀬の手が止まった。

　何？　こいつなんと言った──？

「つまりこういう事だ、排出者イジエクター」

　回転椅子がぐらりとこちらに向いた。腰を深く預けていた老将は、この惨状にもかかわらずきっちりと着こなした制服の襟を正す。齢よわい九十は超えているだろうその小さな体からは、しかし今だ消え失うせない威厳があふれ出ていた。若かりし頃ころからそうだったのだろう、落ちくぼんで、ぎらついた目が、黒瀬を射い貫ぬく。

「私は自らの意思でアウターホリッカーとなった、君を誘い込むためのエサだよ」

　眉まゆをひそめた。誘い込むためのエサ──？　自らの意思で、アウターホリッカーになった──？　わけもわからず、ただ目の前の枯れ木のような老人に恐怖感を抱く。それを押しつぶしてしまおうと、引き金にかけた指に力を入れたその瞬間、老人は声高に叫んだ。

「無駄なんだよ!!　君は今や誘い込まれた豚だ、やれ」




　胸に衝撃




　槍やりに心臓を貫かれたと思った。急速に力を失っていく体を感じながら視線を落とすと、ちょうど胸の中央から、放射状に広がる血の跡が見えた。地面にぼたぼたと、血の塊が脈打って落ちる。手を当てると、グローブ越しに親指大の銃創があるのがわかった。

　穴が開いている。

　心臓に。

　熱い血が手のひらを染めると同時に、体から熱が失われていく。脚から力が抜け、意識せぬまま膝ひざをついた。

「よぉ、排出者イジエクター」

　床に倒れ臥ふした黒瀬の視界に、背後から歩みでてくるブーツに包まれた脚が見えた。大口径の拳けん銃じゆうが、ぶらりと下げられる。

「警告したはずだぞ、三度もな」

　男が振り返る。黒瀬は震える喉のどを驚愕に鳴らした。

　男の顔は、髑どく髏ろに覆われていたのだ。コーディがかつてそうしていたのと、同じように。そしてその姿は黒瀬と──イジェクターと同じジャケットに同じカーゴパンツ、同じ編上げブーツに同じフード──うり二つの恰かつ好こうをしていた。違いがあるとすれば、黒瀬のそれが汚れてぼろぼろになっているのと対照的に、男のそれはまるで新品のように綺き麗れいだった。

「二代そろって計画の邪魔をするとはな」

　男は黒瀬にゆっくりと歩み寄る。しゃがみ込み、その髑髏で黒瀬の顔をのぞき込んだ。

「あの女と二人、幸せな世界で浸っていればよかったのに、『真実』だと？　抱え込む気概もないくせによくも言ったもんだ」

「……！　…………!!」

　黒瀬は大口を開けて、声にならない叫びを上げようとする。何を言おうとしているのかは自分でもわからない。だが、この男が決して存在を許してはならない、凶悪な男なのだという確信があった。

　男は嘲ちよう笑しようする。

「わめくな。こうなったのはお前の責任だ。最初は売れないライターに、次はあのバカ女に、しまいには菅すが野の博士にまでメッセージを届けさせたのに。『お前を監視している』『俺に逆らうな』ってな──署名までつけた」

　こいつ、何言ってやがる。黒瀬は消え失せそうになる意識を歯を食いしばってつなぎ止める。この男は俺の事を知っている？　なぜだ、なぜ俺を撃った？　計画とはなんだ？

　男は手のひらを広げた。「何がなんだかわからないって顔だな」そう言って立ち上がった男は、ゆっくりと歩み、姿をさらすように黒瀬の前に立つ。そして顔を覆うその死し骸がいの能面に手をかけた。

「俺だよ、イジェクター」




　髑髏が引きはがされる。

　黒瀬の目が見開かれた。




　あまりに見慣れた顔だった。朝起きて洗面台に立った時、道を歩いてふと車のウィンドウを見た時、バスの窓を見上げた時、コーディの瞳ひとみに映った時。その無愛想でいつも不満げな顔が、今、目の前で不敵な笑みを浮かべている。この顔、この顔！　知っている！　そう知っている！　だがどうして　どうして──!?




「初めまして兄弟、偉大な兄Big Brotherがご挨あい拶さつだ」

　自分と寸分違たがわぬ同じ顔が、嘲笑を浮かべていた。




「計画の最終段階はこれで達成したんだな。私の任務はこれまでか」

　椅子に腰掛けた司令官が、自分とまったく同じ顔をした男に話しかける。男は軽々しい仕草で敬礼する。

「これでこいつは現実世界にロックされる。アウターワールドには二度と戻れない」

「[image: ]が回収に失敗したＯＳは？　最高権限を有しているあれを処理しない限りロックは完成しないはずだ」

「もちろんだ大佐。罠ワームは仕込んでおいた」

　男がペットでも呼びつけるみたいに人差し指をくいっと動かした。すると唐突に空間が歪ゆがみ、そこから現れたのは──

「アウターワールドはこれで永遠だ。よくやった〝Sleeping Beauty〟」

　初めて会った時と同じように、長く垂れ下がるような軍用コートに身を包み、髑髏をかぶったコーディの姿。黒瀬の動かない体が驚きで震える。コーディ、何してるんだ……!?　叫びたかったが、肺から押し出した空気はしぼむ風船のように声にならずにかすれて消えた。

　男は誘うように、手を差し出す。

「…………どうした」

　コーディは黙ったまま、倒れ臥して、必死に口を開閉させる黒瀬を見つめている。

「わかってるだろう。こいつを救えるのは俺と、お前だけだ」

　コーディ!!

　声にならない叫びを真っ黒な瞳で見つめた彼女は、まるで何も見ていなかったかのようにふっと視線をそらし、男の手を取った。

「そうだ。それでいい」

「……私の体にも限界が訪れたようだ」

　司令官がそう言うと、その体が白と黒の砂嵐に染まり始めた。スパークしたような鈍い音がその体から漏れ出し、砂嵐は次第に彼の体を飲み込んでいく。

「貴君の任務達成を祈る。必ずや我らの現実を弄もてあそんだ悪鬼共を駆逐するんだ」

　砂嵐がのど元まで来た時、司令官は威厳に満ちた敬礼を男に向けた。男は変わらず、軽々しい返礼をする。彼が黒瀬に振り返った時、砂嵐に完全に飲み込まれた司令官の体がぐずぐずに溶け、ぐらついた首がごろりと、床に転がり落ちた。

「さぁ、遊びは終わりゲーム・オーバーだ」

　男は太ももに下げた拳銃をつかむと、スライドを引いて初弾を装そう塡てんした。コーディは、彼の後ろで、それを黙して見つめている。どうしてだよ。胸の内で、声にならない慟どう哭こくを上げる。どうして！　どうして!!　どうして!!!!　答えを求めて彼女に焼けるような視線を向けたが、彼女は髑髏越しの目で冷然と見下ろすだけだった。

　手を伸ばす。何をつかもうと思ったわけではない。ただ、胸をかき乱す疑念と怒りの荒れ狂った情念が、ほとんど力の入らない体を動かして、腕を伸ばした。

「お？」

　拳銃を操作していた男がふと視線を落とす。その脚をつかむ黒瀬の手を見つめて、鼻を鳴らした。

「おいおい」

　撃鉄を上げて、銃口を向ける。燃えるような慟哭をにじませる、黒瀬の目に向けて。

「嫉しつ妬とは見苦しいぞ」

「……ま……ぇ…………お、ま……え…………!!」

　かすれた声を、血を吐くかのように口にしたその言葉に、男は口角を持ち上げた。「俺の名か」尋ねた彼の顔に浮かぶのは、圧倒的に優位に立った者だけが見せる、酷薄な笑み。銃口を黒瀬の頭に押しつける。ふきだしそうな程愉悦のこもった声。

「World maker創造主──空虚な現実世界リアルワールドで、無力さに打ち震えて死ね。俺の名を嚙かみしめながら、な」

　炸さく裂れつ音と閃せん光こう。

　巨大な塊が頭ず蓋がいを砕いて押し入ってきた。吹き飛ぶ血と脳のう漿しよう、頭蓋の破片を、のけぞった頭が天井越しに見つめていた。暗転した世界の闇やみの中で、高らかな哄こう笑しようを上げる自分そっくりな声を、聞いた気がした。

「ごめんなさい──さようなら」

　短く告げる、彼女の声も。

















Game Over........
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　電気ショックを受けたような衝撃。

　全身を揺さぶる衝撃。叩たたきつけられたように、現実世界に覚かく醒せいする。




　体中が、死後硬直したみたいに固まって、痺しびれている。身をよじると、おかしくなった体の感覚器官が暴れ狂い、獣のような叫びを上げた。それでも体を動かして、意識せず垂れた涎よだれをぬぐい、血走った目を周囲に向ける。

　いつもの屋敷の、いつもの居間だった。畳のざらつく感触が、手のひらに押しつけられる。敏感になっている感覚器官が、それに痛みを叫んだが、熱く熱した意識はそれを無視した。

「……コー、ディ…………!!」

　必死に立ち上がろうとし、だが失敗し、それでもまた身を起こそうとしながら、叫んだ。

「コーディ…………！！！」

　凄すさまじい喪失感が全身を飲み込んでしまっていた。信じたくない、こんなのは噓うそだと、意味の通らない叫びを胸中で上げながら、彼女の姿を求めて、叫んだ。

「コーディィィィィィィ…………！！！！」

　だがいくら叫んでも

　彼女の声は返ってこなかった

「くそ……クソ──ッ！」

　散々屋敷中を駆けずりまわって、かすれる程声を荒らげて彼女の姿を捜し回ってから、黒瀬は呆ぼう然ぜんとして、柱に拳こぶしを打ち付けた。部屋が揺れ、拳に血がにじんだ。彼女が奪い去られたのを──いや、彼女自身が選択して、自らの下を去ったのを悟った。どうして、なんで。形にならないそんな思いばかりが胸中を支配して、まともに物も考えられない。

　そうだ。思いつく。もう一度、もう一度ログインすれば──だが、自分はコーディを介して以外のログイン方法を知らない。じゃあ他ほかに、どうにかして……そう考えても、他の方法など知るはずもなかった。




　──空虚な現実世界リアルワールドで、無力さに打ち震えて、死ね。




　奥歯をかみ砕かんばかりに嚙みしめる。握りしめた拳がぶるぶると震える。俺が無力？　現実世界の、俺は、無力？

　ふと、居間の片隅に設置されたテレフィルムが起動した。

　小さな台形の塊に光が灯ともると、映像が宙に映る。電源には手を触れていない。テレフィルムの前に人がいる時に、緊急放送やニュースがあると、自動的に電源が入るように設定されていたのだ。

　クソ下らないバラエティで、有名人達が〝隠れた名店〟とやらを食べ歩きしている。その映像の上端に、無機質な文字が流れていく。

『極東戦争で活躍の江原中将が死去。戦中は〝情報戦インテリジエンス〟を指揮。享年八十九歳。死因は外側中毒アウターホリツクによる合併症の可能性』

　アウターホリック。

　死去。

　思わず目を凝こらした。江原中将？　その文字列が意味するところははっきりとはわからなかったが、胸の内にじわりと不安が広がった。

『戦中、君のお祖じ父いさんはＳＡＤと呼ばれる〝諜報部隊インテリジエンス〟に所属していた』

　突然、[image: ]の言葉が蘇よみがえったのだ。

　その正体がなんであるのかは定かではなかったが、だが、予感があった──すべて、つながっていたのだ、と。

　コール音がした。電話など取る気にならなかった黒瀬は無視し続けていたが、延々とコールは鳴らされ続けた。コールはダイニングに放り出した携帯端末から流れている。携帯端末は基本的には計算やデジタルテキストの処理に使う物で、電話として利用するのはあまり一般的ではない。黒瀬がこれを使ってかけた相手は、ジョーしかいない。Play fun!12を介した通信ではコーディにばれるかも知れないと思い、用心のために使ったのだ。手に取り、通話ボタンを押す。

『すぐに会いたい』

　電話口にでたジョーは、酷ひどく焦っていた。

『とんでもない事がわかったんだ。彼女の──』

　とにかく、電話ではダメだ。彼はそう言った。

　黒瀬は携帯端末を握りしめた。力強く、握りつぶさんばかりに。




　足下がぐらついた。

　その異変はジョーからの電話を切り、居ても立ってもいられず、弾はじかれたように居間を飛び出した瞬間突然起こった。




　視界が真っ白になったホワイトアウトした。




　焦り以外の機能全てがシャットダウンしたようだった。全身の感覚が一気に喪失し、空白になった意識が何も聞こえない静寂の中で何もない時を刻んだ。何をやってるんだと思った。ここはどこなんだ──こんな所にいる場合じゃないんだ、はやく、ジョーの所へいかないと──コーディ……コーディ──!!　はやく、はやく、はやく──!!　焦りとその熱だけが、凄まじい勢いで空回りして、意識を焦がす。だが自分には動かせるものが何一つなかった。感覚が、ない。確かにあったはずの〝全身〟の感覚は完全に消え失うせ、時々ぽつぽつとしたたる滴のように〝点〟の感覚が浮かぶばかりだった。いきなり目の奥の激痛の感覚が浮かんだり、凄まじい喉のどの渇きを覚えたり、胃がねじ切れるような鈍痛にもだえたり──

　のど元を熱いものがこみ上げる。

　味覚が急に蘇ったが、そこに浮かんだのは鉄臭い不快な味だった。口の中いっぱいにその味が広がっている。次第に頰ほほが熱くなってきた。何か、熱いものがべったりとへばりついている。頰の向こうに、硬い床の感覚が、微かすかに感じられた。

　突然、頭蓋の中で頭痛が弾ける。

　頭の奥で、壊れたヴァイオリンをひっかいたような、甲高い音が、延々と続いている。割れんばかりの頭痛が鐘のように鳴り響く。痛覚、という存在を思い出す。痛みと痛みを結んでいくと、忘れかけていた全身の輪郭が戻ってくる。悶もだえる痛みがうずき出す。体のあちこちで、暴れ回る。




　───あの───おにいさんは───たぶん部屋からでないんじゃないかって───

　──あ、いいのいいの───話をしたいだけだから──扉越しでも───




　痛みを誤魔化す叫びも上げられない。空白の意識の中で、もやがかかったような〝音〟が聞こえた。それは小さなものだったが、次第に大きく、迫ってくる。それが〝声〟だとわかるまで随分な時間を要した。わずかに光を取り戻した視界の中で、影が二つ、動いているのが見える。地面がぐらぐらと揺れている感覚の中で、その影もまた、揺らぎ、歪んでいた。こちらに近寄ってくる、二つの影。

　唐突に、立ち止まる。

　ぼやけた、大きな声をあげた。

　二つの影は慌てたように速度をあげて近寄ってきて、黒瀬の視界をその身で覆ってしまう。痛みと苦く悶もんに覆われた身体からだを、影が激しく揺さぶった。二つの大きな声が、たわむように聞こえる。平衡感覚がぐらぐらと激しくゆらされる。吐き気が激しくなった。頭痛も鋭くなる。視界が影と真っ白な光のコントラストを激しく明滅させる。そして鼓膜を震わせる、大きな声。呼びかけの声。悲鳴のような、声──




「──しっかりしてってば！　ねぇ！　──ねぇ!!」

　激しい衝撃が、黒瀬の意識を引きずり戻した。

　真っ白になっていた視界に、唐突に色と輪郭が戻った。

　初めはそれが何かまったくわからなかった。輪郭線と、黄色と、白と、茶色と、黒と、ピンクと、白、というわけのわからない情報だけが頭でぐらぐらと揺れていたが、それが大声を上げてさらに自分の体を激しく揺さぶると、強引に理性が覚醒させられた。意識が消失しそうな脳は疲れきり、すり切れていて、視界の情報さえ処理するのはおっくうだった。

　雪原のように、まっさらに染み一つない白い肌、金糸のように艶つややかな金髪、大きな遺伝子調整ジーンデザインされた碧へき眼がんが、不安そうにこちらを見下ろしている。額には、汗の粒が一粒、浮かんでいた。あぁそうだ──広告で見るのとは少し違うんだ。この、顔。そんな事を、激痛の最さ中なかに思った。

「あっ、目が開いた！　目、覚ましたよ！」

　spring──日和が形の良いい眉まゆを下げて、こちらを見つめている。

「おにいさん!?　おにいさん！」

　と飛びつくように黒瀬の視界に入ってきたのは、眞ま子こだった。二重に縁取られた、子ウサギみたいなつぶらな目に、いっぱいの涙を浮かべている。癖のある栗色の髪が、顔に垂れてくすぐったい。セーラー服の胸ポケットから桜色のハンカチを取り出すと、黒瀬の顔をぬぐった。次にハンカチを目にした時、それはどす黒く、赤い液体でたっぷりと湿っていた。

　視界はぼやけ、音は膜が張ったようにはっきりしない。体はまるで自分のものではないかのように動かず、ただ猛烈な吐き気と、脳がねじ切られんばかりの頭痛、それに全身を覆う激痛ばかりが感覚を支配していた。

「どうしよう、すごい声──」

　動転した眞子がそう言うまで、黒瀬は自分が腹の底から叫び声をあげているのに気づかなかった。まるで獣のような咆ほう吼こうが口から飛び出し、喉を震わせている。なのに、感覚はほとんどなかった。ただ、痛みばかりで、自分の体がどうなっているのかなんて、まったくわからない。

「──、これ、外側中毒アウターホリツクだ」

　目をまん丸にしていた日和が、唐突にぎゅっと唇を嚙みしめて言った。眞子は目を見開いて彼女を見つめ、え──っ？　と悲鳴のような声をあげた。

「連絡、いつから取ってないの」

　日和が焦りをにじませて、眞子に詰問する。彼女は慌てて

「え、あ、たしか、昨日インターホンを押しても返事がなくて、一昨日おとといも──」

「……今日で三日目なのね」

　言葉の意味に眞子はすぐ気づいたようだった。目を見開き、怯おびえた表情で、咳せき込んで喀かつ血けつする黒瀬を見つめる。

　日和はじっと、黒瀬の苦痛にもだえる表情を見つめると、眉まゆ尻じりをあげ、張りのある声で

「手遅れになる前に応急処置で塩水を飲ませなきゃ。喀血してるから体も温めて、それと、ケイ素を分離してナノマシンを非活性化させて、肺はい塞そく栓せんを防がないと──キミは救急車呼んで、早く！」

　目を白黒させて彼女の言葉を聞いていた眞子は、言われて慌てて立ち上がった。

　救急車、と日和は言った。

　病院へ連れて行くつもりか。

　かつて眞子を担ぎ込んだ先の病院で、彼女が施された処置を思い出す。

　ベッドの上で、いくつものチューブやケーブルにがんじがらめにされた眞子。彼女が苦痛にもだえる横で、医者が語っていた。大丈夫ですよ、時間はかかりますが、全快します。──Play fun!12をいったん破壊しましょう。ネットワークから切断し、アウターワールドから隔離するんです。

　薄れ行く意識の中で、日和の手を必死でつかんだ。

「や、めろ……」

　細腕で必死にソファへ運び、黒瀬の体に応急処置を施していた日和の手が止まった。

　真剣だった目が見開かれ、黒瀬の瞳ひとみへ運ばれる。その顔に、何か言葉を続けようと思ったが、息が詰まり、言葉が出ない。だめだ。声は出なくとも、焼け付くような思いだけは胸中で叫び続けた。

　絶対に、だめだ。

　病院に運ばれてしまったら、ネットワークを途切れさせてしまったら、アウターワールドへの道が、断たれてしまう。コーディとの、つながりが、断たれてしまう──




　もうこのまま永遠に、会えない予感がした




　救急車を呼びに居間を飛び出していく眞子の背中へ、必死に手を伸ばす。だが、体は鉛のように重く、言う事を聞かず、声は虚むなしく、喉の奥でかすれるばかりだった。

　自分とそっくりな顔が、邪悪な笑みを浮かべて口にしていた言葉を思い出す──『これでこいつは現実世界にロックされる』──『アウターワールドには二度と戻れない』──

　あの得体の知れない男の狙ねらいは、まさか、これ──？

　現実世界に隔離ロツクされる？　アウターワールドに戻れない？　この世界に縛り付けられたまま、空虚な現実こんな世界を生きろと言うのか？




　突然の明滅フラツシユバツク




　激しく痙けい攣れんする体。全身の筋肉が、自らの体を締め付けて、破壊しようとしている。瞼まぶたがつり上がり、見開かれた目が、暴れ狂う真っ白な光に染まる。誰だれかの悲鳴が、遠くで聞こえる。




　祖父が死んだ朝を思い出した。




　変わらない日々が続くのだと思っていた。

　祖父と二人、代わり映えしないが穏やかな日々を、永遠に、いつまでも、つむいでいくのだと。

　──だがあの朝、自分が信じてきた日常は、突然終わりを告げた。

　布団の中で冷たくなった祖父の体。冷たさを確認する、震える自分の手。身動き一つできず。振り返る事も、立ち上がる事もできなかった。

　恐ろしかったのだ──二人には少々手に余る大きな屋敷が、空虚な静寂に包まれているのを、目にしてしまうのが。

　あの時感じた、全身の力が抜け落ちてしまいそうな孤独感、無力さ、自分の存在の薄弱さ──忘れていた感覚。忘れられたはずの記憶。それが今、苦痛にくるまれて、全身を覆い尽くしている。あぁそうだ──あの孤独を埋めて、あの無力さを希望に変え、今の自分を認めてくれた──そうだ。そうだったんだ──彼女がいてくれたからこそ、あぁ、ちくしょう──自分は、もう一度『生きよう』と思ったんだ。彼女が側そばにいたから、彼女が空っぽだった屋敷を埋めてくれたから、自分の手を取り、言葉をかけてくれたから──『生きたい』と思えたんだ。

　なのに

　なのに




『ごめんなさい』

『さようなら』




　嫌だ。

　口を持たない心がそう叫んだ。

　いやだ、嫌だ、嫌だ嫌だ、嫌だ──!!　アウターワールドへ戻れなくなる事がではない、こんな……こんなわけのわからない形で、何もわからないまま、コーディ彼女を失ってしまうのが、泣き叫びたい程嫌だった。苦痛にあえぎながら、彼女がいなくなってしまった世界を思う。彼女へと続く道すら閉ざされてしまった世界を、思う。薄暗く、無力で、何もない、空虚な世界。絶望。そこには〝理由〟が何一つない。顔を上げる理由も、立ち上がる理由も、手を伸ばす理由も存在しない。生きる理由が、何一つない。

「や、めろぉ…………ッ!!」

　こし出すような声が出た。日和の手を握る拳こぶしに、感覚なんてあるはずがないのに、痙攣する程の力がこもる。目の奥が、張り詰めていた。痛かった。泣き出してしまいそうな程に。

「……ネットワークから切断するのが怖いのね」

　握りしめた日和の細い手首は、真っ赤に染まっていた。きつく握りしめる黒瀬の手を、彼女は胸をまさぐっていた手でゆっくりと握った。慌てて居間を飛び出して、固定端末電話機から１１９番通報しようとしていた眞子が、足を止める。

「でもそれはアウターホリックの症状なの。発作が治まれば、アウターワールドへ戻りたいって気持ちはすぐに──」

　日和の言葉を待たなかった。黒瀬は体をひねってうつぶせになると、痛みと熱に浮かされた腕をついて立ち上がろうとする。

「だ──だめ！」

　日和は啞あ然ぜんとして立ち上がりかけた黒瀬を見送っていた。その前に飛び込んできたのは、眞子だった。ぶるぶると震えて、しかし凄すさまじい執念で脚を床に置いた黒瀬を、彼女は押しとどめる。

「おにいさんっ、死んじゃいます！　血──血を、血を吐いて──こんなに」

　彼女の動揺の涙で、黒瀬はようやく自分の吐血に気がついた。熱い液体がべったりと口から胸へ垂れている。胸に垂れた血を見た時、黒瀬の目は自然に見開かれ、震えた。

『よぉ、排出者イジエクター──』

　あのニヤついた声、自分そっくりな顔の男が放った、弾丸の衝撃がよみがえる。わき起こる憎しみに歯を食いしばった。あの男、あの男、あの、男──!!

「おねがいです、動かないで──すぐに救急車を呼びます！」

　黒瀬をベッドに押しつけた眞子は、日和に短く言づけた。急いで居間を飛び出していく。黒瀬は、なんとか彼女を引き留めようと喉に力を込めるが、肺一杯に針を飲み込んだような痛みに、うめくことしかできなかった。

　毛布を抱えてきて、黒瀬の体にかぶせた日和は、何か思い詰めた表情でじっと彼を見つめていた。黒瀬は、もはや憎しみすら込めた瞳で、その大きな碧眼を見つめ返した。

「──待って」

　電話口に症状を語っていた眞子が、日和の言葉に顔を向けた。日和はもう一度、同じ言葉を繰り返した。眞子は信じられないとばかりに目を見開いて首を振った。

「私の車で運ぶわ。救急車なんかより、ずっと速いやつだから」

「そんな、だって……」

　黒瀬が荒い息を吐きながら、日和の握っていた手をゆるめた。黒瀬の崩れ落ちてしまいそうな表情に、日和は桜色の唇を寄せる。

「助けてあげるわ──今度は、私が」

　微かすかな温ぬくもりが、耳みみ朶たぶに残った。





■






　次に目を覚ました時に感じたのは、遠くに聞こえる太いエンジン音と、背中を小刻みに揺らす振動だった。

　視界には灰色の天井が見えて、目を動かすと、窓の外を繁華街の色とりどりの景色が流れていた。

「ねえ、訊きいていい？」

　身を起こすと、運転席の方から良よく通る張りのある声がした。

　サングラスをした日和が、ハンドルを握っていた。

　彼女の周りを、速度計やナビゲーションマップを表示した拡張現実ＡＲが、黄色のウィンドウに包まれて、漂っている。交こう叉さ点てんにさしかかると、フロントウィンドウに青信号のアニメーションが、横切っていった。

　黒瀬は、汗でじっとりと濡ぬれていた顔をぬぐった。自分の体から痛みが少し抜けている事に気づく。「私に処方されてた薬。あなたにあげたの」、微かに振り返った彼女が、口元を持ち上げてそう言った。痛みは抜けたが、酷ひどくけだるい体を、シートに沈めた。それから、視線をさまよわせる。

「ここは……」

「住ア所ド番レ号ス47xd190、ながれ通りストリートの無人ファミレス──君、ずっとうわごとでそれ言ってたから、今向かってるんだよ。誰と会うのか知らないけど」

　黒瀬は彼女の顔をじっと見つめてから、ゆっくりと呼吸をもらすと、口を開いた。

「助けて、くれたのか……？　俺、あんたに酷い事をして──」

「コーディって、誰」

　不意打ちだった。

　思わず黙りこくった黒瀬を見て、日和は「やったわ」と、口元だけを持ち上げたシニカルな笑みを浮かべた。

「キミを驚かせる事ができた」

「……どうしてコーディの名前を」

　日和はくすくすと鈴を転がすような笑い声を口に含んだ。

「後ろで何度もその名前を呼んでおいて、よく言うわ。私を前にして、他ほかの女の名前を呼ぶ男ひとは、キミが初めてだよ」

　もちろん、冗談だけどね。と彼女はいたずらっぽく付け加えて、後部座席へわずかに視線を流した。黒瀬は口元をおおい、視線をそらす。気を失っている間に、彼女の夢を見ていたようだ。

　コーディの名を聞いた途端、胸の奥で燃え広がっていた、焦りの熱を思い出す。震えて力の入らない拳を握りしめ、跳ね上がる鼓動をとどめようと、胸に押しつける。

「ただの失恋──ってわけじゃないんでしょ。外側中毒アウターホリツクがらみってことは」

　日和の声は穏やかだった。努めてそうしているのが、よくわかった。表面上はまるで興味のない振りをして、でも本当は、黒瀬が苦しんでいる本質を、知ろうとしている。苦しまずにそれを吐き出させるいたわりの言葉を、彼女はよく知っているようだった。そうか、と思った。日和は知っているのだ。この外側中毒アウターホリツクというやつを。彼女と自分はまったく生きる世界の違う、境界線のむこう側の存在だと黒瀬は思っていたが、今や、彼女と自分はアウターホリックという一点において、交錯した人生を歩んでいるのだ。

「……あんたは、そうだったのか」

　胸のうずきに、内心喘あえぎながら、黒瀬はそうたずねた。日和はまた、皮肉っぽい、乾いた笑みを浮かべる。

「私はちがうよ。恋愛とか、ありえないから、仕事上ね。私の場合、お姉ちゃんよ。自殺したの。一年前にね。それがこじれてって、感じ──」

　特に気負った風もなく、彼女はさらりと言ってのけた。そういえば、彼女のゲームワールドにログインした時、彼女は「おねえちゃん」と何度もつぶやいていた。荒縄を首にかけた、人形を手にして。

「それで、キミは？」

　血液型でも訊いているかのような、気軽な調子で彼女はたずねる。黒瀬は、口ごもった。

　答えたくないと言うわけではなかった。いや、むしろ、外側中毒アウターホリツクをよく知る彼女になら、全てを話してしまいたかった。自分の身に、なにが降りかかり、どんな苦しみを経て、〝彼女〟と出会い、そして、別れたのか──この胸の内で暴れ狂う、鋭い刃やいばのような激情を、どうか、少しでも和らげて欲しい。

　だが、言葉は口から出なかった。

　わからないのだ。

　自分は、何も、知らない。全ての始まりは、祖父の死だった。その死因を追ってここまで来た。だが、あの時から、何も知らないまま、何もわかっていなかった。驚く程多くの対たい峙じと、驚く程多くの出会いを経たはずなのに、何も、知らないまま。

　コーディ。

　二ヶ月以上もの間、彼女と過ごしてきた。それこそ、頭の中にいたのだから、二十四時間ずっと一緒に。それなのに、彼女の事は何一つ知らないままだった。いったい、この数十日、俺は何をしていたんだ？　突然の出会いに困惑しながら、少しは理解し合えたつもりでいた。だが、突きつけられたのは、突然の別れ──

「わからない」

　どれだけの間、日和は沈黙を残していてくれたのだろうか。ようやく絞り出した言葉は、かすれきっていて、その上、情けない事に、微かに震えていた。

「俺は、ばかだ……何もわかってないのに、なんでも知ったような口を利いて……なんにもわかってなかった、なんにも、なんにも──」

　胸の内で渦巻いていたどす黒い感情が、自分への怒りの熱に変わっていくのがわかった。奥歯を嚙かみしめ、拳を握りしめる。自分の愚かさが、許せなかった。のうのうと生きているこの身を、ぐちゃぐちゃに握りつぶしてやりたい──

「知りたかったんだ。あいつコーディのこと──あいつが俺を、どんどん知っていく。それなのに俺は、弱くて、自分勝手で、情けない、何も知らないただのガキのまま。だから、あいつを知ろうとしたんだ。こそこそ隠れて、嗅かぎ回って──あいつが隠したがっていた事を知ろうとして、それで」

　黒瀬の鼻から、血が垂れだしていた。瞳どう孔こうが開きだし、震えが始まる。彼自身は、まるで気がついていない。

「それで、俺は、あいつを──傷つけたんだ」

　支離滅裂な言葉の羅列だった。だが、黒瀬にとってそれは真実だった。自分の言葉が自分を傷つけているのはわかっていた。この意味不明な告白を聞いた日和が、心底自分を軽けい蔑べつするであろう事も。だけれど、そうして自分を断罪しなければ、この世にこうして生きている事すら、許せる気がしなかった。

　車は静かに、赤信号に捕まった。

　サイドブレーキを引いた彼女は、ただ呼吸を繰り返し、それから、棘とげを入念に抜いた言葉を、後部座席へ置いた。

「キミがした事は、人間だったら誰でも、する事だよ。誰かを知ろうとする事も、知られる事に怯おびえる事も、誰だって、すること」

　頼むから、慰めの言葉なんて、掛けないで欲しかった。沈黙以外のどんな言葉も、今は聞きたくなかった。だが、彼女のいたわろうとする心まで否定したくなくて、必死に口をつぐんだ。

「人に関わる事に、怯えすぎてちゃ、何もわからないまま、誰にも知られないまま、一人で生きるしかなくなるよ」

「だから、そういう人間なんだよ、俺は」

　あふれ出した言葉には、どうしようもなく、どす黒い熱がこもっていた。

「薄暗い、陰の世界の人間で……だから、ずっと一人でいればよかったんだ。あの屋敷の外になんか、出ないで、じっとしていれば、よかったんだ。バカだったから、わからなかった。昼の世界で、いつか生きられると、思って、それで、あいつを──」

　日和の答えはなかった。対向車線を走る車のエンジン音だけが、無関心そうに車内に流れていた。

「私ね、替え玉ゴーストアクトなんだ」

　車が再び走り出した時、日和が口にしたのは、まるで脈絡のない話だった。

「キミはぜんぜんアイドルに興味がないみたいだから、わからなかったみたいだけど──。springの本名って、桜木　日和じゃないんだよ。桜木　小春──私の、お姉ちゃんの名前。ちょっとセルネットで調べたら、すぐにわかることなんだけどね」

　床に注がれていた黒瀬の目が、はっと日和に注がれた。彼女の口元にはもう、貼はり付けたような乾いた笑みは浮かんでいなくて、鏡を見つめているような、静かな表情をしていた。

「底抜けに明るくて、誰だれからも愛されて、ちょっと抜けてるけど、いつも自由に振る舞って──お姉ちゃんはそういう人だったな。演じてもいないのに、アイドルって感じだった。私とは正反対だった。実際、アイドルになったらすぐに頂点までのぼり詰めた」

　車は、長いトンネルの中に入った。車内に、さっと暗くら闇やみが覆い被かぶさった。

　薄暗い、くすんだオレンジの光が、音を立てて流れ過ぎていく。光を失った運転席。時折フロントガラスで褐色の輝きが煌きらめくと、微かに彼女の表情が見えたが、その感情までは、読み取る事ができない。

「だから、自殺するなんて、思いもしなかったな」

　くすんだオレンジの照明は、黒瀬の表情も、撫なぜるように照らしだす。言葉が出ない。

「今でも、死因は外側中毒アウターホリツクだったって事になってる。遊びに熱中しすぎたバカだって、ずいぶん叩たたかれたな。お父さんも、お母さんも、事務所も、そう言ってる。だけど、そんなはずないって、私にはわかる。あんなに輝いてたお姉ちゃんが、どこか外国の、小さな貸部屋レンタルサーバーで──明かりもろくにない、あんな所で──首を吊つってた──太い、縄で──誕生日だったの、わたし達の───」

　黒瀬の脳裏には、彼女が作り出したという、あのゲームワールドの薄暗い世界が浮かんでいた。真っ暗な部屋の中で、たった一人、泣き崩れていた彼女の姿。

　ふぅ、と彼女が小さく息を吐く音がした。

　バックミラーに、顔をさっと手でぬぐう日和の姿が見えた。

「──私は、助けてって、言って欲しかったな。本当はとっても苦しいのって、教えて欲しかった。でも、できなかったんだよね。それがきっと、お姉ちゃんの優しさだったんだと思う。私も、みんなも、元気で明るくて、悩みなんて一つもないお姉ちゃんの笑顔が、大好きだったから」

　トンネルが終わり、視界が開けた。

　その先にあったのは繁華街だった。道の両りよう脇わきを睥へい睨げいするように高層ビルが建ち並び、青い空を巨体で遮っている。壁面を一面覆った大型ディスプレイが、大音響の音楽と共に、きらびやかな映像を映し出していた。

〝spring〟のコンサート風景だった。拡張現実ARで会場を別世界のように塗り替え、極彩色の光が飛び交う。観客達はその世界に酔いしれ、歓声を上げて一体化している。そしてその中央で歌い踊るのは、晴れやかな表情の〝spring〟だ。

「知ろうとしないと、手遅れになる時もある」

　明るい、日の光に照らし出された彼女の表情は、曇ってはいなかった。どこか凛りんとした表情だった。

「私は手遅れになってから、こうして、お姉ちゃんの替え玉ゴーストアクトを演じて、少しでもお姉ちゃんが思ってた事とか、考えてた事とか、体験した事とか、知ろうとしてる。でも、やっぱり手遅れだよね──波に洗い流された、砂浜に描いた絵をなぞってるみたい。どんなに演じても、私は、私。お姉ちゃんにはなれない。もう、いないの、お姉ちゃんは」

　知ってる？　と軽い調子で彼女は訊いた。

「springの人気って、昔よりも、もうずっと、落ち込んでるんだ。キミも、知らないでしょ」

　また、いたずらっぽく笑みを浮かべて見せた。ようやく、黒瀬にもわかった。彼女は、つらい時、苦しい時に、笑顔になる。彼女の笑顔は、彼女の本当の顔を隠す、仮面マスクなのだ。きっと、彼女の姉がそうであったように。

　それから彼女は、ふっと笑顔をかき消して、静かな声で言った。

「私、キミにゲームから追い出された時、思ったの。『自分の人生を生きてみようかな』って」

　彼女は窓の外に目をやった。流れゆく街並みは、代わり映えしないspringの晴れやかな笑顔であふれていた。街道をあるく人群れは、それを横目に、色とりどりの拡張現実ＡＲウィンドウを広げて、華やかな雑踏を刻んでいる。

「見てよ、この世界。噓うそ、噓、噓──ぜーんぶ、作り物。拡張現実ARの看板で空はいっぱい。みんな自分の生活を着飾って、アウターワールドでひけらかしてる。ビルにならんだディスプレイは、お金を儲もうけたい誰かが作ったキレイな景色ばっかり。そこには私が映ってる。私じゃない、ウソみたいな私が」

　不意に、彼女はおどけて「作詞の才能もあるでしょ？」とピンク色の唇を傾けて見せた。その目はすこしも、おかしそうじゃなかった。

「私、世界をとりまくウソの一つになるところだった。でも、世界は変わった。私はウソつきな世界に押しつぶされて死んじゃうはずだったけど、でも、私は生きてる」

　だれのおかげかな？　そう言って彼女はフロントウィンドウに目をうつした。黒瀬は、なんだかいたたまれない気持ちになって、ちいさくうなった。

「私、世界がこわかったんだと思う。私のお姉ちゃんを奪っていった世界が。私を飲み込もうとする世界が。だけどキミの目を見たとき、『俺と同じだ』ってキミに言われたとき、私、わかった。一人じゃなかったんだって。みんな、自分以外の、思い通りにならない世界に怯えてる。セルネットじゃみんな、みじめな自分を笑われないように、一生懸命自分を取りつくろってる。いじめられたり、孤独だったり、本当の自分をわかってもらえなかったり、そんな世界から逃げ出したくて、噓の世界アウターワールドに閉じこもってる。あそこには、理想があるから。なりたい自分があって、安心できる世界があって……でも、全部噓。噓に取り囲まれて、いつの間にか、自分自身も噓になる」

　真正面をじっと見つめて語っていた彼女が、ちらりとこちらに目を向けた。ぴたりと、目が合う。なぜか頰ほほが熱くなった。彼女の瞳ひとみはいたずらっぽく笑っていた。それはディスプレイの笑顔とは違う。目の奥底が輝いていて、まっすぐに彼女の高鳴る気持ちが映っていた。

「私ね！」と、いきなり彼女は両手を天井に伸ばした。

　ぎょっとした。思わずハンドルをつかむ。

「私、そんな世界、全部けっとばしてやるんだ！」

「おま──俺、免許もってない！」

「つかまえた！」

　は？　と振り返った顔に、彼女が両腕をいっぱいにひろげて、おおいかぶさった。なめらかで、やわらかい肌が、ぎゅっと体を抱きしめる。息が詰まるくらい、黒瀬の体が痺しびれ上がった。

「私、本当の世界を生きる。本当の私を、本当の世界を、生きるんだ」

　その背中を、彼女はゆっくりと、やさしく、撫なでた。やわらかさを感じるように、黒瀬の顔に頰をよせ、くしゃくしゃにほおずりする。

「キミのした事って、実はすごく勇気のいる事だったと思うよ。ただ、やり方が間違っていただけで──自動運転よ」

　そう言われて、黒瀬は慌ててハンドルを手放した。目をまん丸にした彼は、はぁはぁと息を荒くして、シートに背中を押しつける。springは笑っていた。サングラスをとって、眉まゆ尻じりをさげてケラケラと。「ほんとにウブなんだね」。

　車は速度を落とし、脇道にそれた。そこにあったのは、かつて黒瀬がジョーと密会し、そしてコーディについて、語った無人ファミレスだ。

「キミはぜったい、コーディって子と話さないとだめだよ。このまま別れちゃ、絶対だめ。真正面からぶつかって。私と一緒に、戦おう。この本当の世界を生きるために」

　駐車場に車を止めた日和は、そう言いながら、黒瀬に無針注射を手渡した。胴体部分のケースに、薬品名が書いてある。

「外側中毒アウターホリツクの対処療法薬。発作が来たら使って。でも急いでね、薬の効果は長くは持たないから」

　手の中に押し込められた、無針注射を見つめる。これを受け取るだけの価値が、自分にあるのか。

「日和、俺」

「大丈夫」

　どうしても、無針注射を受け取れない黒瀬の手を、白くてしなやかな日和の手が覆った。顔をあげると、皮肉っぽくも、乾いてもいない、でもＰＶで見せるような軽々しくもない、彼女の本当の笑顔がそこにあった。微かすかに持ち上がった口元、わずかに細められた目。濡ぬれたような瞳に、明確な意思が据えてある。

「やれるよ──排出者Ejecterなんでしょ、キミは」

　初めて、排出者イジエクターという呼び名と、自分の存在が、ぴったりと一致したように感じた。

　どこか輪郭のぼやけていた自分と、アウターワールドあの世界の自分が、重ね合わさり、明確に、〝ここ〟に存在していた。

　手中にあった、無針注射を握りしめる。

　それに、と日和は何か言おうとしていたが、黒瀬の目を見ると、少し驚いたように瞼まぶたを押し上げてから、表情をもどして、うなずいた。

「ね、ちょっと──」

　黒瀬の頰に手を当てると、運転席から身を乗り出して、頰に唇を押しつけた。とっさの事で、すっかりされるがままだった。彼女の唇は、思ったよりも、ずっと柔らかかった。頰に温ぬくもりを、鼻先に甘い果実のような香りを残し、彼女は鼻先をかすめる距離で、瞳をのぞかせた。

「これ、嫌がらせだから」

「は？」

「行ってらっしゃい、イジェクターさん」

　黒瀬は動揺して、頰が熱くなるのがわかったが、彼女の軽々しい表情から、からかわれたのだとすぐにわかった。表情をただし、ありがとうとだけ言い残すと、車から降りて、ファミレスへ向かった。

　その背をじっと見つめていた日和は、開いたウィンドウに肘ひじをついて、つぶやく。

「……それに、大好きなんでしょ、コーディその娘のこと」




　日和の乗った車が駐車場から離れたのと入れ替わりに、黒塗りの乗用車が駐車場に入る。それはゆっくりと、中を観察するようにファミレスの周囲を巡った後、店内がよく見える角度の位置に、エンジンを掛けたまま停車する。

『対象パピイがポイントに入った』

　車の窓がゆっくりと開いた。

　イヤフォンを耳に押しつけ、運転席の老齢の男は、じっとファミレスの中へ視線を注いでいる。金縁の老眼鏡に、落ちくぼんだ目、鋭い眼光、シワが深く刻まれた顔つき。

　そこに黒瀬がいたのなら、この男が知り合いである事に気づくのに随分かかっただろう。なにせ、この男が祖父の死の謎を告げに来たのは、二ヶ月以上も前の事だ。

『対象が対象２コーギーに接触』

　老人の耳元で、イヤフォンがわれた声でささやく。

『まだ消すな。待機しろ』

『本当にやるのか？　本社のバックアップがないが』

『問題ない。合図で消せ』

　低く、抑揚のない会話を聞き遂げた老人は、コートの中に手を突っ込み、そこから黒金の回転式拳銃リボルバーを取り出す。

　弾の装そう塡てんを確認すると、音を立ててシリンダーを銃身にたたき込んだ。





■






「脳だ」

　以前、ジョーと落ち合ったのと同じ席で再会した彼は、黒瀬が席に着くなりそう切り出した。

「本当だった。あれは脳だ。脳だったんだ」

　ジョーはいつものうっとうしいくらいの笑みを浮かべておらず、蒼そう白はくになった顔面を何度も両手でぬぐいながら、そう繰り返した。

　偏執的な、異常行動に見える。まるで薬中ジヤンキーだった。

「聞いてくれ、黒瀬君。大変な事だ。これは大変な事なんだ」

　神経が高ぶっているらしいジョーは、青い顔をしながらそう言った。黒瀬はそんな事より、と言葉をかぶせる。詳細にコーディがいなくなった事を伝えると、ジョーは額に手をやって首を振った。

「わからない……わからないが、最悪の事態が起きているのは間違いない」

「落ち着いてくれよ。何がわかったんだ。知ってる事は全部教えてくれ」

　言葉は棘とげを帯びていた。それはわかっていたが、どうしようもない。気が高ぶっているジョーと同じく、黒瀬の神経はすり減っていた。ジョーは一度頭を振ると、口を開く。

「……覚えているかい、この間見せた、フォース22についてのレポート」

「アウターワールドの、中枢サーバーの話か？」

「そう。僕はあのレポートを書いたジャーナリストにコンタクトを取った。だけど、セルネットを介して連絡がついたのは家族で、彼はつい最近〝不慮の事故〟で死んだと言われた」

　ジョーはユビキタス機能を起動し、半透明のウィンドウを指で操作していく。螺ら旋せん状に積み上げられたウィンドウの上タ端ブを、人差し指で弾はじいていく。

「密告網リークスネツトに機密保険インテル・インシユランスってシステムがあっただろ。このジャーナリストも、何か機密保険をかけているんじゃないかと探ったんだが……おかしな事に、死ぬ一週間前に保険を全て解約してしまってる」

　話が見えない。なんでそんな事をする？

「彼に死期を予見する特殊な能力がなかったのなら……彼が死ぬのを知っていた、もしくは〝演出した〟奴やつが消したんだと思う」

「殺されたのか!?」

　ジョーは「静かに」と声を潜めていった。

「とにかく、僕は彼が何を機密保険にしていたのか知ろうとした。それで家族に直接電話でコンタクトを取ったら、彼が持っていた旧型の外部記憶装置なら残ってるって言われた。他ほかは葬式屋と一緒に来た廃品業者が持って行ってしまったと……これだっておかしな話だ。とにかく、記憶装置を送ってくれと頼んで、送られてきたのがこれだ」

　ジョーは胸元から小さな容器を取り出した。透明で、中に目玉のような二つの黒い塊がある。

「なんだ、これ」

「カセットテープだよ。八十年以上も前の骨こつ董とう品。その何者か知れない廃品業者は、これをゴミか何かだと思って回収しなかったようだ。実際、僕も苦労して再生装置を見つけて聞いてみたけど、幽霊がうめいているような音がするだけで何もわからなかった。だけどこのテープに記録されている磁気情報を、ある法則に従って変換ソフトにかけると」

　ジョーは螺旋状に並んだタブから一枚のタスクウィンドウを取り出した。それは彼の手の中で映画のフィルムアイコンに変わり、自分がムービーである事を主張する。

「四重に圧縮された映像データが出てきた。それも、これは共感映像トレイサーだ」

　ごく最近、映画の宣伝などでよく耳にするようになった言葉だった──共感映像トレイサー。まるでその場に自分がいるかのように、記録された状況を追体験できる記録形式メデイアのことだ。

「映像には、フォース22が頓とん挫ざした原因である〝事故〟の様子が収められている」

　黒瀬ははっとした。フォース22計画は、祖父が参加した、アウターワールドの前身となる計画だ。基幹システムは完成していたが、重大な事故によって計画は頓挫し、事故の内容は不明のまま。

「なにがあったんだ。事故って、なんだったんだ」

　ジョーはひとしきり視線を落として何か思い悩んだ後、顔を上げた。

「直接見た方がいい、信じてもらえないだろうから……いいかい、ここに記録された映像は、君にとってとても──とてもショッキングな物だと思う。共感映像トレイサーから受ける影響は立体映像ホログラムなんかよりはるかに過大だ。見るかどうかは君に任せる」

　ジョーは黒瀬の目をじっと見つめた。脅しではなく、本当に危き惧ぐしている目だった。黒瀬は視線を逸そらし、一瞬だけ迷ったが、うなずいた。不安はあった。だが、それよりもずっと、知りたい事があった。祖父の秘密、アウターワールドの秘密、そして、彼女の秘密──全てを知るためには、もう、危険を避けては通れない。

「頭を」そう言うと、ジョーは黒瀬の頭に手を添えて、フィルムアイコンを手にした。黒瀬の頭にアイコンを近づける。皮膚に触れると、映像は溶け込むようなエフェクトと共に、頭ず蓋がいの中へ滑り込んでいく。

「君はフォース22計画の主任研究員の視点を借りて、この記録映像を見る事になる。いいかい、決して目を逸らしてはいけない。これがフォース22の──アウターワールドの真実なんだ」

　彼の言葉が終らないうちに、黒瀬の意識は遠のいていく。
















　今日もまた、あなたの予想を超えていく──Shaft enterprise Japan









＊共感映像をご覧になる皆様へ＊

　この度はShaft enterprise Japan製　共感映像のご利用ありがとうございます。

　本メディアは記録者の全感覚クオリアを追体験し、極めてリアリティのある仮想シチュエーションをお楽しみいただけます。再生者様（あなた）は記録者の経験した全ての事象を、まるでその場にいるかのように追体験する事ができるのです。これまでにない、まったく新しい形態の映像コンテンツを、心ゆくまでお楽しみください。




　!!　Warning（警告）　!!

　※本メディアは記録者の体感全てをフィルターを通さず再生者にフィードバックします。このため、「記録者が殺害された」等の危険な映像の再生により、予期しない強いフィードバックを受ける可能性があります。発行者の不明な共感映像トレイサーは絶対に再生しないでください。また、万が一再生により痙けい攣れんや、てんかん、意識混濁などの症状が現れた場合、すぐさま使用を中止し、医師の適切な治療を受けてください。なお、映像の内容により生じた神経損傷や、精神的疾患、心的外傷後ストレス障害などは、当社の免責事項です。あらかじめご了承ください。




　お待たせいたしました。映像の読み込みが完了しました。

　再生が自動的に開始されます。しばらくお待ちください。















「──主───に───任、主任、主任？」

　肩をつかまれた感触。

　宙に浮いているようだった五感の感覚が、地面に叩たたきつけられたように体に戻って来た。一瞬激しくなる動どう悸き、荒れる呼吸──だがそれもすぐに大人しくなった。

　感覚を確かめるように、右手を眺める。

　普段見慣れた自分の手ではない。節くれ立った、壮年の男の手だった。手首まで、真っ白な袖そで口ぐちが覆っている。首から下に目をやると、肩幅の広い体が、白衣に覆われている。左手も動く。どうなってるのかと顔に手をやると、がさがさした感触が手のひらの上に広がった。……髭ひげが生えているらしい。

「主任、よろしいですか？」

　声の方へ振り向くと、自分と同じ白衣を着た若い女が、いぶかしげにこちらを見上げていた。

　眼鏡の奥の神経質そうな目を細めている。「医務官のアンです」と彼女が自己紹介すると、自分の意に反して「……始めてくれ」とがらがらとかすれた男の言葉が口から飛び出した。

　──これが、共感映像トレイサーか。

　つぶやくと、声ではなく認識として言葉が浮かんだ。不思議な感覚だ。コーディと言葉を介さずに会話する感覚に近いかも知れない。

　自分は、過去にいるのだ。記録されていた過去に、その場にいた誰だれかの体を通して、存在している…………

　ある程度は自由に体を動かせるらしかった。辺りを見渡すと、六畳くらいの狭い部屋だった。冷たく、薄暗いコンクリートに覆われた小部屋。同じ白衣姿の男達が五、六人いて、皆一様に一つの方向へ目をやっていた。

　視線を追うと、壁一面を覆うようなガラスがはめ込まれていて、それを挟んだ向こうに、誰かがいる。気が狂いそうなほど真っ白な部屋だ。事務用の灰色のデスクを挟んで、二人の男が向かい合っていた。一人は浮浪者のようにぼうぼうと髭を生やした男。うつむいて、顔がまったく見えない。もう一人は眼鏡をかけた、真ま面じ目めそうな男だ。

『……それじゃあ大尉、名前をもう一度教えてくれるかな』

　真面目そうな男が声をかけても、浮浪者同然の男──大尉？　──はうつむいたままだった。かすかに身じろぎすると、彼の手にかけられた手錠が、じゃらじゃらと音を立てた。

「担当医師のグッドスピードです」と、唐突に横の女が言った。どうやら、真面目そうな男の事を言っているらしい。ニックネームか何かのようだ。

『……大尉、名前を』

『いつまでこんな実験を続けるつもりだ』

　真面目そうな男──グッドスピードが焦じれたように言葉を重ねようとすると、大尉の口が動いた。黒瀬は思わず、目を細めた。そのくぐもった声は、どこかで聞いた事がある気がしたのだ。

『だから、何度も言っている通り──これが現実なんです』

　グッドスピードの声には徒労の果ての諦あきらめが滲にじんでいた。大尉は、身じろぎもせず、黙殺した。低い声で、もう何百回と繰り返した念仏のように、つぶやく。

『……現実に、返せ』

　グッドスピードはため息混じりに頭を振る。

『いいですか、大尉──フォース22実験は、もうずっと前に終わっているんですよ。あなたは既に仮想現実をログアウトし、現実の世界にもどっているんです』

　ありえない。大尉は静かに首を振った。

『違う、これは現実じゃない。俺にだって現実と仮想空間の違いくらい、感覚的にわかる。ここは現実じゃない。夢みたいに霞かすんでる。世界と俺の間に、膜が張ってるんだ。空気だってあるかどうか疑わしい。光も、声も、感触も、存在も、全部噓うそつきだ。霞んでる──』

『それは戦場を経験したあなたが、心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤを発症しているからです。あなたが経験した戦場での出来事が、あなたの精神を守るため、現実にフィルターを張ってしまっているんです。それは仮想空間の違和感とは違うんですよ──さぁ、ご覧なさい』

　グッドスピードは手元のカルテを大尉の方へ差し出す。

『六ヶ月前、あなたは鴉隊ＳＡＤの一員として重要な戦略地点だったガ島に潜入しましたが、その一ヶ月後に部隊は消息を絶っています。それが一週間前、ようやくあなただけが救出された』

『それがシミュレーションだった。仮想現実空間を利用した上陸前作戦、橋きよう頭とう堡ほ確保のシミュレーション。作戦はシミュレーションによって不備が指摘された。現実に返してくれ、これはなんの追加目標オプシヨンなんだ？　帰って、結果を上げないと──』

『何度も言うように、その訓練は既に終了していて、あなたが参加した作戦は現実のものなんですよ。あなたの部隊は、実際に作戦に失敗し、この六ヶ月の間に、ガ島で文字通り全滅したんです。それが現実なんですよ』

　大尉はカルテをのぞき込もうともしなかった。彼の手が揺れて、手錠の鎖が静かに音を立てている。グッドスピードはカルテをしまうと、彼にゆっくりと話しかける。

『……大尉、中村二曹の葬儀に今日お連れしたでしょう。あなたの部下の式に、これからまたお連れする事になると思います。ご家族の悲しまれる姿だって見たはずでしょう。あれも、仮想現実上で再現されているシミュレーションだと言うんですか』

　ぶらぶらと揺れ続けていた鎖の動きが、止まる。声色が沈む。

『──〝この仮想空間は、あらゆる現実の出来事をシミュレーションできる〟〝一人の人間が生まれて、生きて、死ぬまで、それすらシミュレーション可能だ〟そう言ったのは、お前達技術部門テクニカルだろう。これもシミュレーション。わかってるさ。尋問テストのつもりか知らんが、もううんざりだ。いい加減このくそったれなシミュレーションを止めてくれ。現実に返してくれ』

　グッドスピードが再び終着点のない説得の言葉を紡ぎ始める。

　積み上がれば崩される石積を、もう一度最初からしているようなものだ。

「彼は医学的には完全に正気です。ですが──」

　傍らの女が、眼前の光景を、今にも顔を伏せたそうな目をして見つめていた。黒瀬の体が意に反して動く。ガラスに手をかけ、かすれた声を上げる。

「──彼は完全に現実感を失ってる」

　そう言った黒瀬の前で、大尉がゆっくりと顔を上げた。

　顔を覆っていた、縮れた汚い髪が重力に引かれて、彼の顔から滴り落ちる。

　もし、声が出せたのなら、黒瀬はその瞬間、暴れ狂う驚きよう愕がくで叫んだだろう。だが彼にできたのは、瞼まぶたを震わせて見開く事くらいだった。声にならない言葉を、悲鳴のようにはき出す。




　なんで────どうしてここに、祖父ちゃんがいるんだ!?




　瘦こけた頰ほほ、落ちくぼんだ目、かすれた声に、半濁した瞳ひとみ、顔中が泥を塗ったような汚れや、染みでまみれていて、野人か、末期の病人のように見える。だがそれは紛れもなく、祖父だった。あの遺影の笑顔の残ざん滓しをこれっぽちも残していない、しかし、祖父の顔だった。

　椅い子すに縛り付けられた祖父は、じっと偏執的に、こちらを見つめていた。あまりに別人になり果てた祖父の目に、身がすくんで動けない。

「……これは明らかにシステムの副作用だ」

　意に反して口から出る声も、どこか震えていた。

「スキャンの数値は、感覚質クオリアが現実のそれと仮想空間のそれで逆転している事を示している。彼にとっては、現実が仮想空間で、仮想空間こそが、現実になってしまっている」

　女が意を決したように顔を上げて、「フォース22計画はすぐに中止にすべきです。他ほかの被験者も、あの子も──」と切羽詰まった様子で言った。黒瀬の首から上が勝手に動いて、うなずいて返そうとした、その瞬間、突如ガラスの向こうで椅子が転がる派手な音が上がった。

『うあッ!?　な──や、やめろ!?』

　目を向けた途端、どうやってか両手を縛り付けていた手錠ををふりほどいた祖父が、弾はじかれたように飛びかかるのが見えた。グリズリーのような祖父の体が覆い被かぶさった瞬間、マイクが悲鳴のようなノイズを上げる。

『おいッ──やめ──がッ──スタッフを──早く!!』

「警備スタッフを入れろ！」黒瀬の喉のどが怒声を張り上げ、同時にかけだした。小部屋を飛び出し、防護服と電磁警棒スタンステイツクを装備した警備員達と共に、部屋になだれ込む。

「もう仮想空間ここにはまっぴらだ!!」

　視界に飛び込んできたのは、グッドスピードの喉元にボールペンを押しつけている、祖父の姿だった。荒すさみきった瞳が、獰どう猛もうな狂気の光をぎらぎらと輝かせている。

「ここから出してもらうぞ、現実に戻せ!!　それともこいつに、喉をかき切られる感覚を教えて欲しいか!?」

　ペンの先端を強く押しつけられたグッドスピードが、怯おびえた悲鳴を上げた。黒瀬の右手が動いて、祖父を必死になだめようと手のひらを彼へ向ける。

「よすんだ大尉！　こんな事をしても無駄です、ここが現実なんです。君は一人だけで生き残った、部隊は全滅してしまったんです、現実を認めるしかない!!」

　祖父はぶるぶると震えて、それから、顔を歪ゆがめた。一瞬だけ、ほんの一瞬だけ見えた、彼の身の内に巣くった深い絶望と苦痛が、凄せい惨さんな形相で浮かび上がったが、すぐにそれもかき消えた。

「……ここの奴やつらは皆みな外道だ。ここは外道共が巣くう世界アウターワールドなんだ……俺の住む世界は違うッ」

　祖父の握ったペンが振り上げられ、辺りは騒然となる。

「現実に帰してもらうぞ──全部リセットだッ!!」

「よせ!!」

　黒瀬の声と、口が、初めて同じ言葉を発した。だがそれはどこにも届かない慟どう哭こくだった。祖父の握ったペンが、勢いよく振り下ろされ、抱え込まれた人質の喉筋にたたき込まれる。

　引き裂かれた喉元から、口を押さえた蛇口のように血が吹き出し、周囲の阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴を覆い隠すように、辺りにまき散らされた。警備スタッフが一斉に飛びかかり、祖父の体を羽交い締めにした。現実に帰せ、こんな所は嫌だ、現実に帰せ──祖父の乾いた叫びが、黒瀬の脇わきを通り過ぎ、部屋の外へ引きずり出される。呆ぼう然ぜんとしていた。ただ狼ろう狽ばいして、血だまりの中で目を見開いている死体を見つめ続けた。スタッフ達が自分を通り越して、血だまりの死体へ駆け寄る。自分の右手が、顔でぬるつく血に触れた。視線の先の死体にもう力はなく、だらりと腕が垂れ下がっていた。目を逸そらすしかなかった。

　そして、信じられない物を見た。

　傍らのマジックミラーに映った自分の姿。口を開いて、目を見開き、驚愕する。

　見覚えがある顔だった。ロウで固めたような酷薄な顔、老眼鏡じみた金縁の眼鏡。二ヶ月程前の記憶がフラッシュバックする。祖父の仏間の前で、神妙に語るこの男の姿、初めてであった時よりずっと若い、けれど、それでも、間違いない──

　麻戸刑事、その人の姿だった。
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「──大丈夫かい!?　黒瀬君──黒瀬君！」

　電気ショックを与えられたような衝撃と共に、黒瀬はファミレスへ舞い戻っていた。荒い息で、体と、今見た光景への衝撃に打ち震える。大声を張り上げていたジョーは周囲の目を気にしながらも彼の体をいたわるようにさする。

「驚いたよ、突然痙攣して、叫び出すから──やっぱり見せるべきじゃなかった……。けど、これでわかったと思う。フォース22が頓とん挫ざした理由、そして、アウターワールドがいまだ抱えている致命的な欠陥とは、君のお祖じ父いさんの事だったんだ。君のお祖父さんは鴉隊ＳＡＤとして実験に深く関わった果てに、現実と空想の区別が──」

　黒瀬はジョーの胸ぐらにつかみかかった。慌てふためくジョーに、怒声を浴びせる。

「麻戸刑事だ！」

「え──？」

「麻戸だったんだ──あそこにあの刑事がいた、俺の姿はあいつだった!!」

　ジョーはしばし啞あ然ぜんとしていたが、首を振って「そんなはずは……」と驚いた様子で言った。

「あの共感映像トレイサーを記録したのはフォース22計画の最も中枢にいた、主任研究員のはずだ。麻戸って奴は刑事だろ？　そんな場所にいるはずがない」

　ジョーはゆるんだ黒瀬の手から逃れると、周囲の目を気にしながらシートに座り直した。ユビキタス機能で呼び出したタスクウィンドウに、手を伸ばす。

「ここにその主任研究員の名前が書いてある。君も聞き覚えがあるはずだ」

　ジョーが差しだしたウィンドウは、研究レポートのようだった。国際共通語で書かれた文章は難解極まり、まるで読める気がしない。だがジョーが引いたと思おぼしき赤いラインがレポート紙面の上端にあり、黒瀬の視線は自然とそちらへ向いた。思わず、立ち上がる。書類の上端、共同研究員の名が連なったその一番上に、一際大きく書かれた名──引かれた赤いラインの上には、国際共通語でこう書かれている。




　AMATA Haru




「なんだよこれ……!?　これ、コーディの──」

「主任研究員はアマタ　ハル。法外イリーガルな方法でサーバーの問題を解決したのも彼だ」

「でも……でも見たんだ！　あれは麻戸だった──間違いないんだ！」

　ジョーはわけがわからないとばかりの表情をしていたが、突然ふっと表情を改めた。

　一つ生なま唾つばを飲み込み、まさか、とかすれた声を漏らす。

「まさか……麻戸刑事とアマタは──まて、だとしたらコーディは……彼女は麻戸の」

　窓ガラスが割れた。

　突然の出来事だった。身を乗り出して聞いていた黒瀬の傍らで、すぐ脇にあった窓がぱんっと音を立てたのだ。思わずびくついてしまった。見ると、窓には放射状のひびが入っていた。その中央に、小さな穴が開いている。なんだ、これ。呆然としてしまった黒瀬は、ジョーに目をやった。彼はなぜか、ソファに横になっていた。口を半開きにしているのが見えた。なにやってんだ、こいつ。

　鋭い悲鳴が上がった。

　バックヤードから出てきた店員が金切り声を上げていた。彼女はこちらを指さして、驚愕に目を見開いている。思わず顔に手をやった。なんだ？　ぬるりとした感触が手について、見ると、赤い鮮血がべったりと手のひらにへばりついていた。心臓が一瞬、高鳴る。ジョーに目をやる。

　額に空いた小さな穴から、大量の血と、脳の欠片かけらがこぼれだしていた。

　次の瞬間、窓ガラスが割れる鋭い音が、次々と黒瀬に襲いかかった。

　思わず片腕で体を守ろうとする黒瀬の眼前に、ガラスの破片が飛んでくる。放射状のひびはガラスを覆い尽くし、ついには粉砕されて床に滑り落ちた。その向こうから、全身を真っ黒なライダースーツに身を包み、フルフェイスヘルメットをかぶった男が、まっすぐに拳けん銃じゆうを構えてこちらに歩いてくるのが見えた。

　ころされる

　とっさにそうわかった。だが、体は硬直して動かない。動け！　逃げろ！　早く!!　だがあまりの出来事に意識も体もついてこない。愕然とするしかない。

「伏せなさいッ！」

　次の瞬間、背後からいきなり炸さく裂れつ音がした。思わず身をすくめて後ろを見ると、コートを揺らした体格の良いい老人が、発砲しながら迫ってくるところだった。凄すさまじい速さで肉薄した彼にいきなり覆い被さられ、前のめりに倒れこむ。鼻を強したたか打ちつけてしまう。

「立ってッ！　走るんです、早くッ!!」

　肩をぐいと引き上げられ、引きずられるように出口へ連れて行かれる。老人は拳銃を乱射しながら、フルフェイスの男を牽けん制せいする。男も素早い身のこなしでファミレスの外壁に張り付くと、応射し返してきた。悲鳴を上げていた店員が、頭から血を吹き出し、もんどり打って倒れるのが見えた。




「車に乗って、早く!!」

　老人に押しやられ、助手席に放り込まれた。続けて運転席に着いた老人は、凄まじい速さでギアチェンジするとアクセルを一気に踏み込んだ。車は急加速し、黒瀬はシートに打ち付けられる。

「ダッシュボードに銃が入っています！　応戦するんです!!」

　老人が引き出しを指す。わけがわからず、黒瀬は声を荒らげる。

「あんた誰だれだよ!!」

　だがそこまで言ってはっと言葉に詰まった。見覚えがある顔だった。ロウで固めたようなシワだらけの顔、老眼鏡じみた金縁の眼鏡。二ヶ月程前の記憶がフラッシュバックするように蘇よみがえった。祖父の仏間の前で、神妙に語るこの男の姿──

「麻戸刑事──!?　なんでお前がここに」

　次の瞬間、着弾音と共にフロントガラスに放射状のひびが入って、破片が黒瀬達を襲った。

「話は後です!!」

　ハンドルを思いっきり切って、麻戸は怒鳴った。体が遠心力で引きずられる。窓の外では、車を避よけようとしたバスが歩道に突っ込んで悲鳴が上がっている。

　シートの中でもみくちゃにされる。ダッシュボードの収納スペースから、黒金の塊が転がり落ちてきた。足下に転がったそれが、黒瀬の靴にごつごつと当たる。二の腕程の大きさの、ボックス型のサブマシンガンだ。「拾って！」叫んだ麻戸のすぐ脇で窓にひびが入った。車のほんのすぐ横に、ジョーを射殺したフルフェイスの男がバイクで併走していた。

「早くッ！」

　目の前の現実を受け止めきれなくなってただ見つめるしかできなかった黒瀬は、鋭いその声に押されて、足下の銃を拾った。だが、それからどうすればいいのか、わからない。アウターワールドでは息をするようにできていた銃の扱い方が、まるでわからなかった。それも片腕だ。お守りのようにグリップを握りしめる事しかできない。

　麻戸は一瞬だけその様子を確認すると、即座にハンドルをフルフェイスの男の方へ振った。バイクはとっさに車体を傾けて車の体当たりを避ける。麻戸はそのまま真逆にハンドルを切ってバイクを引きはがし、フルフェイスの男はたくみにバイクをその後ろにつけた。

「渡して！」

　麻戸の分厚い手が、黒瀬の持ったサブマシンガンをわしづかみにした。

「ハンドルを握るんです!!」

　突然そんな事を言われても──

「早く!!」

　必死にハンドルを握った。猛足の車は手綱を振り切ろうとする馬のように暴れ狂うが、それを全身の力を使って押しとどめる。麻戸は後席に身を乗り出してサブマシンガンを両手に構えると、いきなり発砲した。

　後頭部で炸裂する弾丸の発砲音に黒瀬は怯えきっていた。現実の世界のそれと、アウターワールドのそれはまるで違う。加工されていない、剝むき出しの暴力の音に体が震え上がる。

　きっとそれはほんの一瞬の事だったと思う。だがハンドルを握っていた時間は、黒瀬にとって一時間にも二時間にも感じられた。ようやく麻戸が席に戻ってハンドルを返した時、黒瀬は全身がびっしょりと汗で濡ぬれているのに気がついた。

「殺Iっgotたit.」

　麻戸がそう言って、弾切れになったサブマシンガンのボルトを破壊して、窓の外に投げ捨てた。
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「状況がここまでこじれるとは、奴らも相当焦っているようだ」

　ハンドルを握りながら、麻戸はそう言った。車の速度は一般的な巡航速度に落ちている。助手席に腰掛けて、前のめりになった黒瀬は、どうしても収まらない荒い息に苦しんでいた。どうぞ、と麻戸が何かを差しだした。蓋ふたを開けた缶コーヒーだった。今この状況で、こんな物が出てくる事自体が、酷ひどく牧歌的でアンバランスだと思った。

「多めに飲んでください。落ち着くはずです」

　彼の言った通りだった。甘い物が喉を通ると、荒くなった息も次第に落ち着いていった。

「……なんなんだよ、なんなんだよ、ジョーが──どうして殺されなきゃいけないんだ」

「V-tecLife社の報復Ｓ・特殊工Ａ作部隊Ｄです。社の秘密を守るために殺害したのでしょう。彼らも一枚岩ではない。社の一部が暴走して、やっきになって殺害した」

　あんな銃撃戦の後なのに、麻戸はまったく平静な声でそう言った。

「V-tecLife社は前身のミコト・セキュリティサービスの軍事的側面を引き継いだままです。あのフリーライターは優秀でしたが、サーバーの秘密を知ったのはやりすぎでした。結果的に彼らを刺激しすぎてしまった。秘密を守るためなら、奴らはなんだってする」

　唇を嚙かむ彼を見つめる。

「……お前、誰なんだ」

　赤信号にぶつかって、車が停止した。反対車線を、パトカーが駆け抜けていく。横断歩道を行こうとした人々がそれを物珍しそうに見送った。先ほどの銃撃戦の通報で向かったのだろう。サイレンの音が遠ざかり、人々が再び歩き出した時、麻戸は小さなため息混じりに言った。

「……私の名前は晴。天田　晴」

　思いも寄らぬ言葉に、黒瀬は彼に顔を向けた。見開かれた目を見て、麻戸は言葉を重ねた。

「すみません。あなたを監視していました。今の肩書きは刑事ではなく、厚生省電網監査委員会の下部構成員エージエントです。そして過去は……あのライターから、私の正体はもう耳にしたようですね」

　彼は自じ嘲ちよう気味にそうつぶやいた。

「そう、私はPlay fun!12の開発で中枢的役割を果たした張本人。ランドウォーリア計画をミコト・セキュリティサービスで推し進めた、技術者の一人です」

　思わず、弾はじかれたように麻戸──いや──天田の胸ぐらにつかみかかった。

「お前──!!　お前は何をやったんだよ!?　教えろ！　アウターワールドは、祖父ちゃんは、鴉隊ＳＡＤは──コーディはなんなんだ!?　どうしてこんな事になったんだ！」

　天田は能面のように表情を変えなかった。やはり、あなたと一緒にいたんですね。そう言った。黒瀬は困惑する。こいつ、事態の中心にいたんじゃなかったのか？　まるで蚊帳の外にいたかのような事を言う。

「この事態を引き起こしたのは私じゃない。確かに私は種をまいた。恐ろしい悪魔が生まれる種を。種は成長し、今この世界を飲み込もうとしている。この事態を招いたのは私です。ですが……事態を引き起こしているのは私ではありません」

「お前、ふざけてんのか……!?　知ってる事話せよ、全部!!」

　胸ぐらを握る力を強める。「話しましょう、全て。ようやくその時が来た」その手に、天田は太く節くれ立った手を重ねた。彼のつり上がった目は、力を失って、全てをあきらめてしまったような、悲しい光を宿していて、黒瀬は思わず、握る手をゆるめた。




　四十年前、人々が知る極東戦争という目に見える内側の歴史の裏側では、誰にも知られない〝戦争〟があった。

　外側戦争アウターウオーと呼ばれたこの〝戦争〟は、核兵器が抑止力としての意味を失った二十一世紀初頭から既に行われていた戦争で、四十年前には激しい抗争に発展していました。激化した情報戦は暗殺の応酬となり、泥沼化していく──私の妻も、その渦に巻き込まれ、死にました。

　鴉隊ＳＡＤとして外側戦争に参加していたあなたのお祖父さんは、フォース22計画に参加した末に、現実と仮想世界の区別がつかなくなり、発狂した。妻を失った復ふく讐しゆう心から、フォース22計画をしゃにむに主導していた私は、発狂した彼の姿を見て、ようやく我に返った。システムには重大な欠陥がある。強い依存性、現実感の喪失、妄想、脳の一部機能の肥大化──

　私は慌てて実験の──計画の中止を訴えた。ですが、外側戦争に頭の先まで浸つかっていた政府と軍は、私を計画から追放し、秘密を口外しないようＳＡＤによる監視までつけた。それは下手な事をすれば殺すという、脅しだった。私は何もできなかった。自分の無力さに気づくと、私は廃人同然になりました。失ったものが、大きすぎた──




「──脳です」

　ハンドルを握った天田は、唐突にそう言った。

「脳……」

　ファミレスで落ち合ったジョーも、それを口にしていた。

「そう。フォース22計画の、仮想現実を実現するシステムには、現実をシミュレートするための膨大な情報を処理する情報処理装置サーバーが必要だった」

　サーバー。初めてジョーに会った時の事を思い出した。彼は言っていた。それは都市伝説であると。全世界二十六億人もの人間の情報を維持し、処理するためのサーバーは現実的に製造不可能なはずであり、それにもかかわらず、アウターワールドは平然と運営されている──

「……たしか、ジャーナリストのレポートにもあった。結局サーバー問題を解決できなくて、フォース22計画は頓とん挫ざしたって」

「解決したんです……私が、そうした。唯一の答えは、人間の、脳だったんです」

　天田が握るハンドルが、軋きしむ音を立てる。握りしめた彼の手が、立てた音だった。

　当時、国際共同研究で進められていた脳の解析計画は、既に計画の七割以上が終了していました。解析はほとんど終わり、完かん璧ぺきなシミュレーションができるデータまで収集できていた。しかし、それを情報処理機器上で再現する事はできませんでした。当然ながら、脳はコンピュータをはるかに超える処理能力と、記憶領域、その他ほかあらゆる点で、電算装置コンピユータを凌りよう駕がしていたのです。そしてフォース22計画の完成にとりつかれていた私は、それに目をつけた───

「機械は脳を超えられない。それこそはつまり、脳こそが機械を超える究極的な情報処理機器になり得る可能性を示唆している──私はそう考えたのです」

　黒瀬はその言葉の意味に気づくと、啞あ然ぜんとして天田に視線を注いだ。隣に座る男が恐ろしい悪魔である事に驚きよう愕がくし、喘あえぎのような、うわずった声を上げる。

「まさか……アウターワールドのサーバーって……」

　天田はゆっくりと目をつむり、胸の内に巣くう何かを反はん芻すうするように、うなずいた。

「脳です──私の、娘の」

　黒瀬は胸の内からせり上がる、根源的な怒りに駆られてつぶやいた。

「狂ってんのかお前──人間のやる事じゃないだろ！」

「あなたの言う通りです──私はあの時、人ではなかった。妻を失った復讐心を地獄の祭壇に捧ささげた、悪魔そのものだった」

　信号に捕まった車が停止する。信号から注がれる紅あかい光が、天田の顔に深い陰影を刻んだ。

「発狂したあなたのお祖じ父いさんを見た時、私は初めて自分が犯した恐ろしい所行と、その罰の可能性に気づいた。ですが、全ては手遅れだった。国によって徹底的に計画から追われた私は、サーバーと化した娘の体と、命をも奪われた。全てを失って、私はようやく妻を失ったあの時、自分がすべきだった事を知った。私は外側戦争に荷担などせず、たった一人残された家族を……娘を、精一杯愛し、守るべきだった。なのに、私は──」

　天田の硬く凍り付いた表情が、小刻みに震えていた。かすれた声が、微かすかに湿っている。

「そして戦後──空っぽになっていた私の前に、彼が現れた」

「彼？」

「──あなたのお祖父さんです」

　黒瀬がはっと目を見開く。信号は変わる。車は走り出し、黄昏たそがれの暗がりが、黒瀬にかかる。




　奪い返そう。彼は私にそう言いました。

　私は彼と共に、ある計画を立てました。当時、フォース22のシステムは、国によってあろう事かアウターワールドという名のゲームとして世界に蔓まん延えんさせられようとしていました。運営していたのはミコト・セキュリティサービスが名を変えただけの、V-tecLife社。戦争が終わり、もはやお払い箱となったシステムを民間の市場にながしてリサイクルしようとしていたのです。私たちはシステムを彼らから奪おうと考えた。あなたのお祖父さんにとって、これは復讐でした。私にとって、これは娘を救う最後のチャンスでした。そして実行に移された計画は全て順調にいった。

「ただ一つ──娘が現実に帰るのを拒んだのを除いて」

「拒んだって……なんで、現実に戻れるチャンスだったんだろ」

　天田は力なく首を振った。深く、暗い感情がにじみ出た所作だった。

「遅すぎたんです──あの子に目を向けるのが。あの子は現実を拒否していた。突然母親を失ったショックが、10年経たったその時まで、彼女を苦しめ続けていた。もし、もし私が、復讐心を耐え、本当に大切だったはずの、あの子の心に目を向けていたら、そうなる事は防げたかも知れない。ですが、全ては手遅れだった。あの子は現実を見ない。あの子にとって、アウターワールドは直視したくない現実への唯一の逃げ場。本当は母を失った苦しみと向き合わなきゃいけない事は知っている。だが……誰だれも自分を救ってくれないと彼女は思っている。あの時、私が彼女を見捨てたように、誰も、自分を救ってはくれないと──」

「……娘サーバー自身がアウターホリックになったって事かよ」

　天田は静かに、うなずいた。黒瀬は言葉を失って、シートに背を落とした。かける言葉などない。自分の短い人生の、わずかな経験で、この悲劇に差し出せる答えなど持ち合わせていなかった。

「彼女は脳内の成長ホルモンの分泌も止まり、寿命を決定するテロメアも、凍結していた……つまり、彼女は生命維持装置が動く限り、死ぬ事も、成長する事もなくなったのです」

　それはつまり、永遠に機械のままだという事を意味する。

「私はあなたのお祖父さんに言いました。システムを破壊するしかないと。彼女を永遠に機械につなげるくらいなら、いっそ──彼はそうする事を予想していたようでした。システム全体に、あらかじめ用意していた自壊プログラムを仕組んだのです。彼女の命が、ゆっくりと終わるように……。プログラムによって機能不全に陥ったシステムは、アクセスしているプレイヤーを連鎖的に巻き込んで、崩壊していく。これが、アウターホリックの正体です」

「これを」と、天田は黒瀬の前に薄いプレートを差しだした。ホログラムプレートだ。手にすると、一人の男の姿が、立体写真で浮かび上がった。途端、声もなく、黒瀬は息をのんだ。

「あなたのお祖父さんが、部隊と共に行方不明になってから、発見された当時の写真です」

　美しい砂浜に、墨汁を垂らしたように一人の男が立っている。真っ黒なその立ち姿は、イジェクターの姿そのもの。だがその顔にかぶっているのはガスマスクではない。死体からはぎ取った本物の頭ず蓋がい骨こつで、頭から顔面をすっぽりと覆っていた。記憶が引きずり出される。嘲ちよう笑しようを上げるあの口角の持ち上がった髑どく髏ろ。自分を撃ち、あざ笑い、そして、彼女を連れ去った男。

「Worldワールド makerメイカー……!?」

　天田は、静かにうなずいた。

「彼は、あなたのお祖父さんなんです」

　そんなはず、あるわけない。写真を持つ手が震える。祖父はもう、死んでいるのに。

「あなたのお祖父さんがもっとも恐れていたものが二つあります──死と、心変わりです」

　天田は低い声で、懺ざん悔げするように言葉を紡ぐ。

　おそらく、お祖父さんは初めからサーバーを……私の娘を殺す気でいた。自分から現実を奪った者に、自分の苦しみを知らしめようとした彼は、世界中を巻き込んだテロを企てていたのです。サーバーを破壊する事で、アウターワールドに接続している全てのプレイヤーを同時多発的にアウターホリック化させようと考えた。それは彼にとって、まさに現実への復讐だった。

　そしてその彼が最も恐れたのは、その復讐心が時間と共に色あせてしまう事。

　プログラムは遅効性で、接続するプレイヤーが飽和状態になってから崩壊するように設定されていたため、崩壊には長い年月がかかる。その長い年月の間に、現実感を喪失した自分の苦しみ、そしてそれを与えた現実への憎しみ。それを失ってしまう事を恐れた。事実、私はこの長い年月の間に復讐心が折れてしまった。システムは問題なく運用されていたし、きっとあなたのお祖父さんも復讐心をすり減らして、自壊プログラムの進行を停止したのだと思っていました。

　ですが、かつてのあなたのお祖父さんの怒りは、そんな時の流れの微かな優しさすら、拒絶した。

　将来の自分が、今の自分を裏切って復讐を思いとどまったりしたら、代わりにその志を継ぐ存在として、自分に代わって自壊を促進する「もう一人の自分」を作り出したのです。アウターワールド内のどこかに、当時の自分の脳そのものを転写コピーし、それを計画遂行の保険とした──

　黒瀬は眉まゆ根ねを寄せた。かすれた声でまさかとつぶやく。

　天田は、そう、とうなずいた。

「おそらく、それがあなたの遭遇したWorldワールド makerメイカーの正体です」

　全身から力が抜けた。噓うそだろ、力なくつぶやく。じゃああれは、あの邪悪さがにじみ出る男は、かつての祖父だったというのか──ふと、思い出す。自分とまったくうり二つの、あの顔。祖父と自分は、どこか似ているところがあると思っていた。だがまさか、若かりし頃ころの祖父の姿が、自分とまったく同じだったとは思いもしなかった。あんな、悪魔のような表情の男と──

「おい、待てよ……まさか、じゃあ祖父ちゃんが死んだのって……」

　天田はやはり、浅く何度かうなずいて返した。

「彼は結局、自分が恐れていた通り、心変わりをしてしまった。プログラムの崩壊を止めようとし、かつての自分自身ワールドメイカーに殺されたのでしょう」

　天田はふっと息を吐き、

「おそらく、彼も自分がくみ上げたプログラムですし、あの性格ですから、完璧な対策を講じていたはずです。ですが、なんらかのイレギュラーな事態が起きた……創造者プログラマーの想像を超える、予想外な何かがワールドメイカーに生じていたのだと思います。ですがそれは、もはやあの保険ワールドメイカーを止められる有効な手段が誰にもわからなくなったのを意味します」

　黒瀬は話半分にしか天田の言葉を聞いていなかった。わけもなく体が震え、涙がにじんだ。優しく、厳しかった祖父の面影が何度も脳裏を過よぎる。両親が見捨てた自分を、祖父は見捨てなかった。過保護にもしなかった。ただ、見守っていてくれた。間違った時は厳しくしかってくれた。人生で唯一、自分の事を思いやってくれた人だった。それなのに、それなのに──

「おそらく、あなたなんでしょう」

　天田が唐突にそう言って、黒瀬は「え？」と顔を上げた。

「彼が心変わりをした理由です。あなたは幼い内にPlay fun!12が脳に導入され、それが原因で左手と左足の自由を失った。苦しむあなたの姿は、お祖父さんの目には自分の姿として重なったのだと思います。システムによって人生を歪ゆがめられた者の声なき慟どう哭こく。それで、自分の醜い姿に気づいた──かつて私が、発狂するあなたのお祖父さんを見た時、そうだったように」

　祖父の優しい手と、柔和な微かな笑みを思い出す。どこか戸惑いがちにさしのべられた手、陰が落ちた悲しげな笑み。その答えが今、全てわかった。あの優しさは、懺悔だったのだ。償いだったのだ。Play fun!12を導入した自分がいずれ死ぬのを悟った祖父は、プログラムを止めようと決意し、そして、ワールドメイカーに殺された。

　──殺されたのだ。

　自分の腹の底で、何かがうなり声と共に頭をもたげたのを感じた。熱い。腹の底が、熱い。沸騰した力が全身にあふれかえり、ぎちぎちと音を立てて拳こぶしを握りしめた。何をするべきか、何をしなくてはいけないのか、それが自分の進む先にようやく姿を現した。駆け出す準備はいつでもできていたのだ。ただ、進む先が見えなかっただけで。今、まばゆい程のどす黒い光を発して、自分の進む先に奴やつが現れた。そいつは笑っている。嘲笑だ。不気味な髑髏の下で、ニヤついた笑みを浮かべている。

「あいつを止めるにはどうすればいい」

　嚙かみしめた奥歯の隙すき間まから吐き出した言葉に、天田は一瞬視線を向けた。

「方法は一つ。サーバーにアクセスし、私の娘を現実世界へ排出イジエクトする事。そうすれば、アウターワールドそのものが崩壊し、アウターホリックを人為的に発生させる事もできなくなる」

　サーバーそのものをイジェクトする、という事か。しかし、それには大きな問題がある。

「アクセスする方法がない。俺はネットワークに接続する事もできないんだ」

　それです、と天田は言った。

「あなたが現実世界にロックされたのは、あなたの脳に導入されたPlay fun!12に、全てのサーバーに対する優先アクセス権があるからです。本来娘の脳サーバーにはプロテクトがかかっていますが、あなたのPlay fun!12ならそれを越えてアクセスする事が可能です。ワールドメイカーがあなたからコーディを引き離し、Play fun!12を破壊しようとしたのは、あなたが奴の計画を妨害する唯一の可能性だったからです」

　ふと、体にゆっくりと慣性の力が働き、シートに脊せを押しつけられた。

　交差点の信号は青だったが、サイレンが聞こえたのだ。けたたましい音が近づくと、停止した車の前を、赤色灯を回転させた濃緑のトラックが、列を成して横切っていった。見上げる程背の高いトラックは、荷台のホロをばたばたと鳴らしながら、次々と交こう叉さ点てんを駆け抜けていく。ホロの陰から、完全武装した兵士達の姿が、漏れ見えていた。

「あぁ……日防軍の離反部隊。V-tecLife社の制圧に動き出したようだ」

　非日常的な光景を呆ぼう然ぜんと見送っていた黒瀬は、天田の言葉に目を細める。

「日防軍？　V-tecLife社って……ワールドメイカーに関係あるのか？」

「私の娘サーバーを有しているのはV-tecLife社です。ワールドメイカーによるテロを阻止するため、日防軍にいる私の仲間が、サーバー確保にうごいているのです。V-tecLife社は水面下で今も軍事組織ＳＡＤを有しています。確保を強行した場合、向こうがどういう対応するのか、予想がつきません。〝最悪の場合〟を想定しなければ」

　非日常的な光景。非日常的な話。現実の世界が、白昼夢のように輪郭を失っていく。最後の一両を見送った天田は、アクセルを踏み込みながら、言った。

「あなたのPlay fun!12を、私の脳に移植してください」

　自分の反応は酷ひどく緩慢だったと思う。なんだって？　そう訊きき返した声は、かすれて、棘とげを帯びていた。

「あなたはネットワークに接続できない。外部からサーバーにアクセスする事ができない状況です。こういった状況に備え、システムの中枢にアクセスする方法として、直接サーバーに赴いてアクセスする方法が残されてはいますが、これには危険が伴う。敵もこの方法を見越して、間違いなく強固な防衛線と罠わなを仕掛けているはずだからです。飛び込むのは自殺行為だ」

　黒瀬は勢い込んで身を乗り出し、

「それがどうして移植って話になる」

「あなたの優先アクセス権を、ネットワークに接続できる人間に移さなくてはいけない。そうすればネットワークから敵の懐に飛び込める。そして、彼女サーバーの排出イジエクトは、システムを知り尽くしている私が、実行する。軍のバックアップもある。ワールドメイカーがどの程度の力を有しているにせよ、これなら十分に対抗できるはずです」

　黒瀬の瞳ひとみが揺らぎ、視線が微かに落ちる。視界が、ここではない、どこかを見ていた。現実を、とらえられない。自分がこんな事態に巻き込まれるなんて、二ヶ月前には思いもしなかった。これは本当に現実なのか？　自分の脳から機械デバイスを引きずり出さなければ、世界中の人が死ぬ？　世界が崩壊するっていうのか？　今日まで、代わり映えしない〝日常〟をつむいでいた、この世界が？　そんな物を背負い込んでいるなんて、信じられるはずがない。

「────」

　だが、唯一確かな、現実。

　創造主ワールドメイカー

　奴の凶悪さは、身をもって知っている。奴を世界に解き放ってはいけない。生かしておいては、奴はその歪んだ目的のために全てを破壊する。奴は祖父を奪い、アウターホリッカーを殺し、自分を殺そうとして、そして、

　そして、コーディを奪った。

「教えて欲しい事がある」

　それは、体のずっと深い所から吹き出しているような、なんの装飾もない、純粋な想おもいだけをこし出した声音を帯びていた。

「これでコーディを救えるか」

　天田は一瞬だけ、視線を黒瀬に向けた。ただ、目の前だけをじっと見つめ続ける黒瀬の目は、陰いん鬱うつな鋭さが、もう、失うせていた。自分を飲み込まんとする現実の圧倒的な姿に、たった一筋の活路を見いだすため、鋭く、鋭く、研ぎ澄まされている。

「──できます」

　天田の言葉も、なんの装飾も帯びていなかった。混こん沌とんを切り開こうとする確信だけに支えられた力強さが、言葉を形作っていた。「なら、やろう」黒瀬はつぶやいた。天田は横目で流し見て、何かを確信するように、浅く、何度かうなずいた。

「決断を鈍らせるわけではないですが、よく考えた方がいい」

　黒瀬は表情を変えず、ただじっと、眼前の世界を見つめ続けている。

「Play fun!12の剝はく離り手術は前例のない事態です。あなたには、極めて高い死の危険リスクが──」

「なにがあろうが、関係ない。死のうが生きようが、知った事かよ。俺の脳ならくれてやる。奴を殺して、コーディを救えるなら」

　ただ何もせず、世界が崩壊していく様を怯おびえて見ているくらいなら、何もかも犠牲にしてでも、コーディを救う為ための何かをしたかった。そう思える自分に少し驚き、そして、彼女と出会う前の自分から、たくさんの事が変わったのだな、と思った。

「それでは……まず、これから日防軍が用意した緊急医療病院に向かいます。そこで開頭手術を受け、Play fun!12をあなたの脳から剝離し──」

　天田の説明が、まどろむように耳に漂ってくる。

　黒瀬はじっと外を見つめ、物思いにふけっていた。

　もうすぐ、終わろうとしているのだ。祖父の死からはじまった、この奇妙で、不可思議で、自分を奮い立たせてくれた、濁流のようだった日々が。その日々を反はん芻すうし、時折フラッシュバックする、彼女の笑顔を想った。

　窓の外には黄昏たそがれ時の街並みが流れている。白々しい植林の緑と、無機質な灰色の高層ビル、街灯の光に照らされて、帰途につく人群れが、ざわめきながら行き過ぎる。つまらない平穏。代わり映えのしない日常。それがいつ崩壊するかわからない、薄皮一枚の上にできた、砂の城だったなんて。道行く人々の笑顔、街頭の沸き立つようなイルミネーション、ディスプレイで派手に宣伝される商品達、それを眺める人々の、無機質な好奇心の目。確かに、springの言う通りだった。そう、この世界はまさに、作り物だった。

『夕方のニュースです』

　ディスプレイに、アナウンサーの姿が映った。

『人気ゲーム〝ＴＨＥ　ＬＡＳＴ　ＷＡＲ　ＭＩＳＳＩＯＮ〟に接続したプレイヤーが、一時意識不明になるなどの重篤な中毒症状に陥った事故を受けて、厚生省は今日、アウターワールドの利用に制限を設ける案があることを、ＡＦＰの取材で明らかにしました』

　途端、街行く人々の視線が、ディスプレイに集まった。彼らは皆一様に不満げな顔をして、口々に不満を口にしあう。拡張現実ＡＲが、彼らの傍らのウィンドウに文字を描いた。『なんでアウターワールドが？』『規制反対！』『イジェクターがいるから大丈夫だろ？』『俺たちのアウターワールドを守れ！』『イジェクターが政府を倒すはず』『私はアウターワールドが好きです、どうして好きな気持ちを認めてくれないの？』

「…………」

　誰だれもが、仮想ヴアーチヤルな世界に目を向けている。

　きらびやかなイルミネーション、夕刻に花開くディスプレイの光。瞳に蠢うごめくウィンドウの輝き。拡張現実と外側世界アウターワールドで、人々の目はいっぱいだった。あの光越しに、何を見ているのか。何が見えていると、思っているのか。

　ニュースは『反対の声が、現在も多く上がっています』とお茶を濁すと、雰囲気をさっさと変えて、動物園でペンギンの赤ちゃんが生まれた話をする。人々はすぐに、前のニュースを忘れた。また、笑みを浮かべて、跳ねるような雑踏の音を、楽しげに奏で始める。




　何か、違和感を覚えた。




　滑らかな群衆の流れの中に、瘤こぶのような人群れがぽつぽつとできている。

　流れゆく街並みは、唐突に一時停止した。

　眉まゆをひそめた。思わず腰を浮かす。黒瀬と天田の眼前で、今の今まで歩いていた群衆が、ぴたりと停止する。次の瞬間、突如次々に人々は崩れ落ちた。かろうじて数名、倒れなかった人々が、何が起こったのかわからないといった様子で、おろおろと周りを見回している。倒れた者の名を呼ぶ声、悲鳴。それが無声映画のように、窓の外で再生される。

「なっ……なんだよこれ……なぁ──何かが起きてる！」

　ようやく声に出した黒瀬の隣で、天田が人々が折り重なっているその惨状に食い入るように身を乗り出して、窓の外に目を凝らした。

「これは……まさか、」

　黒瀬は天田に車を止めろと言おうとして顔を向け、だがその瞬間、さっと冷水を浴びせかけられたように表情を歪めた。

　よそ見をしている天田の傍らの窓に、突如進路をむちゃくちゃに歪めたタンク車が、対向車線からこちらへ突っ込んできているのが映りこんでいる。運転席でハンドルに顔を埋うずめた男の姿が、一瞬だけ視界を横切った。

「な──前ッ!!」

　天田がはっと目を向けるが、既にタンク車は横転しながらこちらに突っ込んで来るところだった。即座にハンドルを切った途端、すさまじい遠心力が黒瀬に襲いかかり、シートベルトが肋ろつ骨こつの隙間に食い込む。窓の外の景色があっという間に流れ、スピンして車が横から突っ込む。車体がへしゃげる金切り音と、耳をつんざくガラスの破砕音にもみくちゃにされる。降りかかるガラスの破片の中で、天田の叫びと、必死に自分を守ろうと伸ばされた手の感触を感じた。

　その手の感触は、祖父の温かい手と、よく似ていた。




　気がつくと、すぐそこに火が迫っている。

　半はん覚かく醒せいのぼんやりする頭を、悲鳴を上げた本能が激しく揺り起こす。無理矢理に、意識が覚醒する。視界を覆う真っ黒な煙と、濃密なガソリンの焼ける臭においに息が詰まった。むせながら、シートベルトを外そうとした。ジョイント部に何か嚙んでいるのか、まったく外れる気配がない。フロントで吹き上がる炎で、頭がいっぱいになる。

　握りしめていたシートベルトの間に、ナイフが差し込まれた。ベルトを強引に、引きちぎる。

　天田だった。彼は額から血を流し、割れたアイウェアの破片が目に突き刺さっていた。

「行きなさい」

　彼は弱々しい声を絞り出す。

「行くんです、早く」

「何言ってんだよ──これ、脚が」

　天田の脚は、つぶれたダッシュボードの間に挟まっていた。なんとか引き抜こうとするが、片腕の力はあまりに非力で、抜けそうもなかった。フロントで上がる炎に、顔の半分をオレンジに染め、天田は手を伸ばす黒瀬の腕を押しやった。

「私はいい」

　無理矢理に、手をこじ開けられて、何かを押しつけられた。見ると、黒金の回転式拳銃リボルバーが手の中で静かに眠っている。

「ここから出るんです」

　天田は本気だった。

　本気で、黒瀬を一人で逃がすつもりだった。それがわかった。愕がく然ぜんとする。目を剝むき、叫んだ。

「何言って……何言ってんだよ──あんたがいなきゃ、ワールドメイカーは止められないんだろ!?」

「こっちの目もく論ろ見みなんて、最は初なからわかってたんだ、奴やつは」

　シートに背を預け、うつろな目で天田は天を仰ぐ。舐なめるように迫る炎に照らされながら、あえぎにも似たつぶやきを漏らす。

「二人揃そろったところを、まとめて、殺すつもりで、あなたを逃がした──あぁ……事故に見せかけた暗殺か……我々SADの、得意なやり方だったな」

　自じ嘲ちようを浮かべ、うわごとのように吐はき出す。瞳に宿っていたはずの意識の光が、かすれかけている。彼の足下を見ると、血が、倒れたグラスからこぼれる水のように、滴っている。焦りに背を押された。黒瀬は必死に天田の傷口を探し、動く右手で噴き出す血を押さえようと力をこめた。

「おいしっかりしろよ！　眠るな、目を開けろ!!　あんたがいなきゃ……あんたがいないと……！」

「このままでは、あなたも殺される」

　霞かすみがかった意識と、現実の狭はざ間まに揺れる、剣けん吞のんな瞳が、黒瀬に向けられる。

　天田は胸元に手を差し入れ、そこから、金色のロケット・ペンダントを取り出した。

「──行ってください。あなたは、この事態を止める最後の鍵かぎです」

　こちらをじっと見据える目には、揺らぎようもなく踏み固められた、頑かたくなな意志があった。その目が物語っているものに気づいた時、叫んだ。なに、言ってんだよ。もう何度も繰り返した言葉を、叫ぶ。

「あんたがいないとサーバーにもたどり着けないんだろ!?　コーディを助けられないんだろ!!　なんとかしてくれよ!!」

　子ガ供キの泣き言、そのものだった。

　自分でもわかっていた。それでも、泣きすがってでも、天田に生きていてもらわなければならない。自分では、こんな不完全な自分では、なにもできない。誰も救えない。

　俺は、無力だ。

　無力な、ただの、子ガ供キだ、

「……あなたは知ってるんでしょう、〝彼女〟を」

　黒瀬の怒声を押しのけて、天田は静かに言った。

「何言ってんだよ──おい、しっかりしろ！　目を開けろって！」

「システムの中枢たる〝彼女〟にアクセスできるのは、全てのアクセス権を有している者だけ。それはあなたのお祖じ父いさんを除けば、一人しかいない」

　あなたです。困惑する黒瀬に、天田の喉のどが、空気を震わせる。

「アウターワールドという、巨大で、空虚な世界。かつて〝彼女〟が触れ合えたのは、あなただけだった。そうではないですか──？　〝彼女〟はたった一筋差し込む光に導かれるように、あなたの許もとにたどり着いたはず。あなたはそれを、知っている。記憶の底にしまい込んだ〝彼女〟の温ぬくもりを、あなたは覚えているんじゃないですか──」

　炎がすぐ側そばに迫っている。こんな話をしている場合じゃなかった。

　それなのに、体は逃げ出す事を拒否する。

　動かないはずの左腕に、ずく、ずく、ずく、と、静かな熱が、こもり始めていた。

「よく思い出すんです。幼いあなたの脳はPlay fun!12を拒んだかも知れない。拒絶反応はあなたの記憶を奥底へとしまい込んでしまった。それでも、あなたは忘れてはいない。知っているはずです。かつて彼女は、あなたと共にあった」

　理性は、何も知らないと嘯うそぶく。だが、体が叫んでいる。左腕が、熱でうずく。覚えているぞと。脈打つ記憶が、腕を熱く熱する。眠っていた、かつての大切な思い出の表面が、さざ波立つ。




　ぶるぶる震える手の表面に、誰かの手の、微かすかな温もりが蘇よみがえった。




　はっとした。




　幼い頃ころの記憶と共に──手足をバカにされていじめっ子達と喧けん嘩かをした時。健常者に負けたくなくて溺おぼれかけながらプールで泳いだ時。母親が夜、泣き崩れるのを壁越しに聞いていた時。その手はいつも、動かない手を握ってくれていた。そうだ。俺は、〝彼女を知っている〟。ほんの小さな頃から一緒だった、他ほかの誰にも見えない友達──空想上の産物だと思っていた。いつも傍らに彼女の存在を感じていた。目に見えたわけじゃない。語りかけられるわけじゃない。ただ、麻ま痺ひしたはずの半身に感じる、微かな手の温もり。それだけが、彼女が存在する証明で、それだけが、彼女の優しさだった。そうだ、彼女はいつも見守ってくれていた。自分を惨めに感じる時、自分の無力さに打ち震える時、いつも手を握ってくれていた。そして、あの夜。動かない腕と足、絶望に浸っていく家族の姿にもう耐えられなくなった最悪の夜──あの夜、手を引いてくれていたのも──手のひらに包まれた、柔らかな感触、ほのかな温もり。地下街で感じたあの感触は、そう、ほんの小さな頃から知っていた──屋敷の地下で記憶が蘇った、あの時と同じように、彼女と〝再会〟した時のように、奥底で眠っていた思い出が、深い沼の底から頭をもたげ、蘇る。




　どうして忘れていたんだろう。

　いつもそばにいたのに。




「あなたは彼女にとって、最後の希望なんです。あなたを失えば、彼女は現実に戻る理由を──」

　フロントが爆発した。小さな爆発だったが、爆風は黒瀬の上体をシートに叩たたきつけるには十分な威力だった。

「──あの子も、あなたも、本当は知っているはずなんだ！　──完かん爾じ君!!」

　フロントシートは一面黒煙に覆われ、すぐ脇わきにいるはずの天田の顔もまるで見えなかった。肺が真っ黒な煙で覆われ、息ができなくなって激しくむせる。蠢うごめく暗くら闇やみの中から、天田の悲痛な叫びが這はい出てくる。

「──苦痛にもだえながら──無力さに打ち震えながら──それでも、それでも前に進むのが、現実なんだ───全てを失っても、苦痛にまみれても、全てが満たされなくても、それでも、それでも、歩み続けるからこそ、あなた達は生きていると───」

　天田の悲壮な声に、どす黒い煙が覆い被かぶさる。煙の中から、かろうじて押し出された腕。黒瀬の懐にその節くれ立って、焼けただれた手が突っ込まれた。

「行って！　行くんです!!　V-tecLife社に向かって、『１１１トリプルワン』と伝えて！」

　声を出そうと口を開けば、狡こう猾かつな煙が新鮮な空気を喰くい尽くそうと肺に潜りこんで来る。天田がどうやって叫んでいるのか、想像もつかない。

「彼女を、彼女の脳から、排出イジエクトするんです！　彼女を解放して、彼女を救い出してくれ！　あの、夢のような、牢ろう獄ごくから……」

　黒煙の中から腕が飛び出してきて、黒瀬を押しやった。

　ほとんど熱風に追いやられたようなものだった。行けと叫ぶ声に押されて、黒瀬は外に飛び出していた。振り返ると、赤く燃え上がる車体は、タンク車が巻き上げる旋風のような炎に飲み込まれ、崩れた破片に押しつぶされるところだった。愕然としながら、天田がポケットに押し込んだ重みに、手を伸ばす。

　震える拳こぶしを押し開くと、小さな金色のロケットが静かに横たわっている。口を開ける。そこには可愛かわいらしい笑顔が咲いていた。ずっと幼い、無邪気な笑顔を見せる少女の姿。

　それは、あの仏頂面とはかけ離れていたが、

　紛れもない、彼女の姿だった。

　拳を握りしめる。知らず、渾こん身しんの力がぎゅっと、拳にこもった。手中の温もりと、その重みを感じながら、黒瀬は炎に背を向ける。炎にくるまれた人影への想おもいを振り切るように、駆けだす。

　逃げ出したわけではなかった。

　それは、立ち向かうための疾走だった。

　明け方の街を、横目で羨せん望ぼうを抱きながらのランニングではない。一人で生きるためのトレーニングでもなく、現実逃避のためでもない。




　見開かれた目は、過ぎゆく街の惨状の中で、たった一人、明確な敵の姿を探していた。





■






　街は、まるでゴミのように動かなくなった人々の体が、通りにあふれかえっていた。

　車はそこかしこで事故を起こし、時折オレンジの爆炎が上がる。

　意識のある人々は阿あ鼻び叫きよう喚かんの様相で、倒れた家族や友人、恋人の体を抱いて泣きわめいたり、呆ぼう然ぜんとしたりしている。毒ガスでも撒まいたような惨状だ。黒瀬は倒れて意識のない人々の合間を、駆ける。向かう先はV-tecLife社だ。天田の言葉を信じて、駆ける。そこで全てが待っているはずなのだ。自分の人生を覆い尽くしている敵と、救わなくてはいけない人が──

　どこへ行っても、折り重なった人でできた絨じゆう毯たんは途切れなかった。

　しばらくすると、ビルの壁面のディスプレイに初老のアナウンサーの姿が映し出された。努めて平へい坦たんな声で、国家緊急事態警報フエイズ・１が発令されたと告げる。

『現在、社会に重大な混乱を及ぼす、緊急性を伴う事態が、発生しております。全国において、同時多発的に発生した、この意識混濁の症状により、国家緊急事態警報が発令されました。視聴者、及び国民の皆様におきましては、身の安全を図りつつ、付近の発症者を、危険な地域から避難させるなど、安全確保にご協力いただきますようお願いいたします。政府は現在、事態の把握に努めております。慌てず、落ち着いて行動してください。繰り返します──』

　日本全国でこの事態は起きているようだった。いや、おそらくこの国だけじゃない。世界二十六億人、アウターワールドのプレイヤーは例外なく倒れているだろう。天田が言っていたテロだ。彼の説明ではその目的も意味もまったくわからなかったし、本当の意味での理解もできなかったが──彼の言説そのままに言えば、現実と仮想空間が逆転するのだ。

　背中を冷たい感覚が走った。

　こういう事か。

　いざ目の前にするとわかる。浜辺に打ち上げられた鰯いわしの大群みたいに、人間があちこちに転がっている。街は静寂に包まれ、時折聞こえる泣き声や叫び声が反響するばかり。街は死んでいた。もはやこれはつい五分前に存在していた現実ではない。代わりに仮想空間は、人があふれかえっているのだろう。まるで、現実世界のように。




　巨人のうなり声が迫ってくる。




　恐ろしい程ゆっくりと、巨大な音が追いかけてくる。駆けている内はまだ激しい呼吸音にかき消されてわからなかったが、すぐ後頭部まで音が迫ると、耳元で空気が悲痛な叫びを上げはじめ、思わず振り返った。空へと視線をもたげる。

　それは巨大な影だった。

　滑るように、翼竜のような影がビル群を舐めていく。日を遮ったそれが、黒瀬の体をすっぽりと影で覆った。啞あ然ぜんとした。旅客機だった。だがこんなすぐ近くで見上げたのは初めてだった。飲み込まれそうな程巨大な機体とその影が、すぐ頭上を通り過ぎていき、そして、黒瀬が呆然と見守る内に、高層ビルにのっそりと突っ込んでいった。

　無音で、機体の姿が消えて、雲が沸き立つように煙がふくらんだ。

　時間差をおいてから、凄すさまじい爆発音と炎の閃せん光こうが、黒瀬にまで襲いかかってきた。ただ、見上げるしかない。ビルから上がる炎と煙、破片、きらきらと炎に煌きらめくガラス片が、地上に降り注ぐのが見える。燃えさかる炎の中から、ぱらぱらと小さな火の種がこぼれ落ちて、それに目をこらした時、胸の内からせり上がってきた吐き気を抑える事ができなかった。

　人だ。人の形をした、炎。




『よぉ──排出者イジエクター』




　いやみったらしい、含み笑いを帯びた声。

『生き残ったのか……。まぁ、おもしろいよなぁ、現実って奴は──こうしてまたお前と会えるなんて、思いもしなかった。認めるよ。お前はまったく、予想外イレギユラーな奴だ』

　見上げる壁面のディスプレイに、髑どく髏ろをかぶった男の姿があった。枯れきった顎あごの骨はまるで笑っているように持ち上がっていて、落ちくぼんだ眼がん窩かの中には、小さな瞳ひとみがおかしそうに歪ゆがんでいる。ミリタリージャケットのポケットに手を突っ込んだ、悠然とした立ち姿。

　体の奥底から、その名があふれ出した。




　W.makerワールドメイカー!!




　これまで、一度も出した事がないような声が出た。頭の芯しんから手足の先まで染まった怒りの熱が、口から飛び出す。引き抜いた拳けん銃じゆうを、ディスプレイでニヤつくその骸むくろに差し向ける。

『無駄だ』

　揺らぎもしない。

　ワールドメイカーは、崩壊した世界に立つ、無力な一人の男を、冷然と見下ろす。

『わかるだろ？　現実のお前は憐あわれなもんだ。そんなものを振り回したところで、お前じゃ人一人だって殺せやしない。なぁ、わかってるだろ？　その手、その足、まともに動かない欠陥品をぶら下げて、一体何をするつもりだ？　思い出せよ、黒瀬完爾。現実のお前は、無力で、無知で、何もできないただのガキだ。言っただろう、現実の世界で、自分の無力さに打ち震えながら、俺の名を嚙かみしめて死ねってな』




　撃った。




　許せなかった。侮辱された事がではない。こんな存在が、今ここに存在している事が、どうしようもなく憎かった。消し去ってしまいたい。押し潰つぶしてしまいたい。此この世から、跡形もなく──

　高らかな哄こう笑しようが天へ駆け上がっていった。

　螺ら旋せん階段を駆け昇るように、声はビルとビルを駆け巡り、黒瀬を取り囲み、暗雲にかき消える。

『これが現実だ、排出者イジエクター』

　声から嘲ちよう笑しようは失うせた。深しん淵えんから這い上がった化け物が、ついに長い眠りから覚め、見下ろす側に立ったのだ。脆ぜい弱じやくな武器を携えて、たった一人、地面から見上げる男に、言葉の楔くさびを打ちつける。

『お前が生きる世界は、ここ。生きていた世界は、ここ。思わないか兄弟？　こんなのは現実じゃないって、こんなのはまるで噓うその世界だって──』

　姿は見えなかった。だが、黒瀬は見据えていた。高くそびえ立つビルを、美しい光景虚構を浮かべていたディスプレイを、その先にある、骸の姿を。

『そうだ、この世界は、まるっきり噓でできてる。誰だれも現実になんか目をくれない。噓で塗り固められた世界の裏側に、何があるのか。苦しみと苦痛が埋め尽くす暗闇の世界で、何が起こっているのか、誰も知りもしない。そんなものに価値など無いからだ。まさに暗闇に身を潜めているばかりだったお前には、わかるよな!?　自分の無価値さが！　無力さが！』

　かみしめた奥歯が、きしむ。見開いた目に、まばゆいほどの暗闇が覆い被さる。そして、それをあざ笑う、乾いた男の声。

『全ての人の、全ての現実は、〝ここ〟にある。これが現実、これが真実リアルなんだ』

「失せろッ!!」

　天に向かって吠ほえた。

「俺が、お前を排出イジエクトする──お前を見つけて、コーディを救い出す!!」

　奴の、あるはずのない口角の骨が、ぎっと持ち上がったのを感じた。

『やってみろ、排出者イジエクター。俺はいつでも、お前を見ている──』

　華やかなディスプレイが、一斉に暗転した。うねるような暗闇の中に、一筋の文面が浮かび上がる。慟どう哭こくする人々を睥へい睨げいするように、ディスプレイからディスプレイへ、文字列は旋回する。
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　Brother兄弟が













　Watchingお前を













　YOU見ている.........










［act:6］　排出者　─Eject─









　公共交通機関は全部麻ま痺ひしていた。当たり前だ。道は事故を起こした車でいっぱい、歩道だって、意識を失った人と、車から引きずり出された負傷者で、埋め尽くされてる。

　動く人より、動かない人の方が多い。動いていても、能動的に動いている人なんてほとんどいない。ただ泣きわめくか、呆然とするか、軍や政府は何をしているのかと叫ぶ人がいるばかりだ。必然的に、V-tecLife社へ向かうのは徒歩で移動するしかなかった。必死に駆けた。歩いてもよかったはずだが、進む道の先で、彼女が待っているかと思うと、自然と足は止まらなかった。

「おい下がれ！　下がって、中には入れない!!　──なに？　お前、今なんて言った!?　……おい、大尉を呼べ、『１１１トリプルワン』発生！」

　二、三時間はかかっただろうか。何せ時間を表示する物がほとんど動いていないのだから計りかねる。とにかく気が遠くなるくらい走ってようやくV-tecLife社にたどり着くと、そこは緑色の迷彩服でいっぱいになっていた。

　装甲車やライフルで武装した兵士達によって、巨大な高層ビルは包囲され、封鎖されている。日防軍だ。黒瀬が人混みをかき分けて駆けずりより、『１１１トリプルワン』と伝えると、兵士達は色めき立って、一人の下士官を呼んできた。

　初老に近い男だ。髭ひげを蓄えたその大尉は、黒瀬を値踏みするように上から下までねめつけると、吐き捨てるように言った。

「こんな五体不満足のガキが、『１１１トリプルワン』──？」

　後ろに控えていた兵士達に、彼は顎で黒瀬を指し示した。途端、黒瀬の両りよう脇わきを太い腕がつかみ上げる。どこかへ引きずっていこうとする兵士達に、黒瀬は慌てて抵抗した。

「何すんだよ、離せ！」

「例の病院へ連れて行け、別の適任者にマスターキーを移させる」

　黒瀬の目が見開かれる。

　脳の片隅から、鋭い危険信号が光り、かっと熱くなった体に信じられない程の力を送り込んだ。黒瀬は屈強な兵士達の腕を全力で振り払うと、とっさに腰の裏に手を伸ばす。

　炸さく裂れつ音

　腕をつかんでいた兵士の膝ひざから血が噴き出す。鋭い悲鳴が上がり、辺りの兵士達が素早くアサルトライフルを黒瀬に向ける。黒瀬はその一つ一つに銃を向けた。自分につかみかかろうとする男の前で、空に向かって一発弾を炸裂させる。

「俺を中に入れろッ！」

　動揺し、ライフルを構えながら動けなくなった兵士達が、髭面の大尉に視線を集める。向けられた黒瀬の銃口に目を凝らす大尉は、凄まじい怒声を浴びせかけた。

「いますぐ銃を降ろせッ！　殺されたいのか!?」

　黙れ!!　全身が燃えるようになった黒瀬は一歩もひるまなかった。

「中に入ってどうするつもりだ!?　世界は今にも崩壊しようとしてるんだぞ、下らん手間を掛けさせるな」

　緊張に震える銃口、際限なく上がり続ける心拍数、感覚は痺しびれ上がり、冷や汗の冷たさすらわからない。向けられた無数の銃口に、それでも、屈するわけにはいかなかった。

「俺はそれを止めに来たんだ」

　馬ば鹿かが、大尉は吐き捨てた。ガキに何ができる。

「あんたは〝奴やつ〟を知らないだろ」

　奴？　眉まゆ根ねを寄せた大尉の前で、黒瀬は銃把を強く握りしめる。

「俺は奴を知ってる。ずっと一緒に、暮らしてきたんだ」

　細めた目で首を振った大尉は、何を言ってると口こう腔くうの中でつぶやいた。黒瀬はじっと、彼の目を見据え、言った。

「〝奴〟は俺が殺す。殺さなきゃいけないんだ、俺が」

　周囲の兵士達は、完全に正気を失った者を見る目を黒瀬に注ぎ、命令を急せかすように大尉に視線をやる。彼はますます鋭く目を細めると、頭を指し、嚙みしめるように言った。

「Playキ fun!12ーを、寄越せ。そいつに二十六億人の命と、それに付随する世界の全てがかかってるんだ。わけのわからんわがままに付き合う時間はない」

「俺の脳を裂く時間は短縮できるだろ。ここで突っ立って世界が崩壊するのを眺めるか、俺をビルの中に入れるか、二つに一つだ」

「話にならんな」

　大尉が顎を振ってみせた。黒瀬の周囲を取り囲んでいた兵士の間から数人が歩みでてくる。屈強な彼らは太い腕をさっと伸ばそうとし、その瞬間、黒瀬は拳銃を自分のこめかみに押しつけた。兵士達はぎょっとして立ち止まる。とっさに身を乗り出そうとした大尉に、拳銃を見せつけ

「Playキ fun!12ーを失うぞ」

　黒瀬の周りを、緊張と焦りの視線が駆け巡った。交錯する視線、音もなく固かた唾ずを吞のむ兵士達、野次馬、そして大尉。

「……やれるはずがない。お前も世界を失う事になる」

　黒瀬は撃鉄を上げて、それに応こたえた。いつも剣けん吞のんに細められ、世界を斜めに見つめていた目は、見開かれ、何者にも怯おびえることなく、大尉の背後にそびえ立つ、V-tecLife社の巨塔を見据えている。大尉はその目を、緊張で荒くなる息の最さ中なかに見つめ、重苦しい声で言った。

「──生きては帰れんぞ」

　それでも、黒瀬は銃を降ろさなかった。

　一瞬たりとも銃口を揺らさない黒瀬に、大尉は舌打ちをした。それから腕を振るって、辺りの兵士達へ「銃を降ろせ」と命じる。取り残されたように、じっと拳銃を構えたままの黒瀬に、彼は短いため息をつくと、顎でついてくるように示してみせた。
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　ビルの中に突入した黒瀬と大尉達を待っていたのは、激しい銃撃戦の嵐あらしだった。

　ビルの上階から、何者かの怒声と凄まじい発砲音が響き渡ると、ロビーに飛び込んだ黒瀬達に黄金色の閃せん光こうが襲いかかり、大理石の床が砕ける破砕音が周囲に飛び散る。その最中、黒瀬を引きずるように駆けていた大尉は、エレベーターの中へ黒瀬の体をたたき込むと、B7ボタンを五回押せと叫び、コンパネを叩たたいて扉を閉めた。緩慢な動作で、扉が完全に外の光を閉ざそうとした瞬間、大尉の体から鮮血が噴きだして、崩れ落ちるのが見えた。

　そうして銃弾の雨をかいくぐり、たどり着いたエレベーターで地下に降りると、そこは下りの螺旋階段だった。

　階表示は全てのホログラムが点滅している。おそらく、ここは通常エレベーターが決して止まるはずのない階なのだろう。エレベーターを降り、螺旋階段を下っていると、初めて屋敷の地下のドームへ向かった時のことを思い出した。あの頃ころはこんな事になるなんて思いもしなかった。拳銃を持って、銃弾をかいくぐり、父の会社の地下に潜り込むなんて。

「ここは……」

　階段がたどり着いたのは、あの屋敷にあったドームの数十倍は規模の大きい、しかしよく似た造りの巨大なホールだった。

　墓標のように突き立った無数の機械群が、中央に正対して祈るように円を描いている。巨大な石版モノリスで作ったドミノのようだ。緩く、延々と続く曲線。対岸の弧は暗くら闇やみに飲み込まれて見えない。神の胃袋に飲み込まれたか、地球の中心にたどり着いたか。歩みを進める。機械群が、脈動するように、エメラルドブルーの光を点滅させている。ホール全体が輝くと、まるで合唱でもしているかのようだった。何をたたえる歌を歌っているのだろう。きっと、ろくな物じゃない。疲れ切った頭が、意味のない思考を漏らす。

「来たか」

　声がした。はっと足を止める。ホールの中央には、のたくった無数のチューブやケーブルに盛りつけられた祭壇のように、棺ひつぎ状の真っ白な箱が横たわっていた。それを見下ろす男が一人。酷薄そうなつり上がった目、オールバックの髪に、いつも変わらない喪服同然のスーツを着込んだその姿。

「父さん」

　予期はしていた。V-tecLife社の名が挙げられた時、彼が事態に関わっているのではないかという事は、容易に想像できた。覚悟もしていたつもりだった。背中に隠していた拳けん銃じゆうに、ゆっくりと手を掛ける。

「彼女に会いに来たんじゃないのか。私を殺してどうする」

　父は鋭い目を剣吞に黒瀬に向けた。一瞬、視線を棺に落とす。

　棺に横たわるものに気づいて、はっとした。慌てて駆けだし、棺に駆け寄る。棺からは、まるで死し骸がいでも保存するかのような、エメラルドグリーンの液体が漏れだしていた。べちゃべちゃと、靴の裏を液体が濡ぬらす。滑りそうになりながら、黒瀬は棺に飛びついた。石棺の重い蓋ふたを、押し開ける。

　新雪のように白い肌をした、漆黒の髪の少女が横たわっていた。

　色濃いまつげに縁取られて閉じた瞳ひとみ、薄い唇は青白く霞かすみ、弛し緩かんしきった表情は穏やかですらあった。液体に浸つかったその顔は、諦てい観かんとも死者の表情とも違う、ほんの少しでも触れたら崩れ落ちてしまいそうな、張り詰めた均衡の狭はざ間まにある。夢の中で現れる、この世のものではない、理想の誰かのような──そういうあやふやで、不確かで、でも確かに、見知った事のある姿。

「コーディ!!」

　体を揺らした。つかんだ彼女の体からは、まるで生きた温ぬくもりを感じなかった。生命の脈動を感じない。死人だ。息だけしている、でも、死人じゃないか、こんなの。その頰ほおに手をやり、震える手で撫なでる。記憶の中の彼女より、ずっと瘦やせこけて、衰えていた。

「どうする」

　背後で、父が煙草たばこに火を点ともしながら言った。

「キスでもするか」

　振り返った黒瀬は今にも喉のど元もとに食いつかんばかりだったが、ぐっと奥歯を嚙かみしめてそれを黙殺した。この男が、このゲス野郎が、システム──彼女を薬液漬けにして、その脳を生きた機器サーバーとしていたこの残酷でエゴむき出しのシステムを、知らなかったはずはない。世界最高の企業の、最高の責任者だったのだ。それが人類最低のクズ野郎と同義だと知った今、父親である事などもはや問題ではない──今すぐにでもくびり殺してやりたい。だが、今は構っている余裕はない。彼女をここから救い出さなくては。

「無駄だ。その棺から出したら彼女は死ぬ。彼女の体は生命としての活動を放棄している。それを維持しているのは、このシステムそのものだ」

　黒瀬が彼女を抱き起こそうとすると、父が先んじてそう言った。彼女の体を持ち上げると、無数のスパゲティーチューブが体のあちこちから引きずった。ずくずくと、チューブは激しく脈打っている。彼女を無理矢理生かそうとしているのか、それとも、彼女の命を吸い尽くそうとしているのか。

「……自分に吐き気がしないのかよ。人の命を、こんな風にして──こんな風に人を縛り付けて、それで金かね儲もうけして、それがまともだって言えんのかよ！　狂ってる、こんなの!!」

　父は表情も変えず、ただ一つだけため息のような息を漏らした。

「彼女は放っておけば死ぬ。脳の機能を機械のそれとほとんど置き換えてしまっているんだ。それを莫ばく大だいな費用を払って維持しているのは我々の企業だ。彼女の脳が生み出す利益を享受しているのは確かだが、その利益で彼女が生き長らえているのもまた事実。効率的で、人道的なやり方だ。それともお前に彼女が救えるのか？　毎年かかる莫大な費用を、お前が肩代わりして払うか？」

　言葉に詰まった黒瀬に、父は淡々と告げる。

「お前にはわからないだろう。あの屋敷でじっと身を潜めてるばかりのお前には。現実の厳しさも、善悪度し難い決断も、理解できない。お前はただ安全な所から、無策に無責任な正義感を振り回しているだけでいいのだから気楽なものだ。下らん離反部隊と組んで、レジスタンスごっこか。連中はすぐに政府によって制圧されて、お前はお払い箱になる。そんな考えに及びもつかない。だからお前は子供なんだ。いい加減、それを認めろ。背伸びして、大人の目線に合わせた振りをするのは、やめろ」

　ぐっと黒瀬は歯を食いしばった。どうしようもなく抗あらがいようのない正論だった。だがそれを認めるわけにはいかない衝動が、胸の内で渦巻く。どす黒い怒りの塊が、喉のどの奥からせり上がる。火を吐くように言う。

「お前は、間違ってる」

　父は酷薄な表情で黒瀬を睥へい睨げいし、言った。

「そうか……なら彼女をそこから引きずり出せばいい。できるならな」

　顎あごで、黒瀬の手元を指し示す。途端、ぬるりとした感触が、コーディを抱えた腕にまとわりつくのを感じた。はっとする。エメラルドグリーンだった液体が石油のようにどす黒い、滑ぬめった液体に変わり、まるで生き物のように蠢うごめいている。重い。誰かが腕にぶら下がっているようだった。反射的に込めた抗う力もあっという間に飲み込まれ、棺の中に彼女ごと引きずり倒される。

「──なんだよこれッ!?」

　思わず叫んだ。さっきまであったはずの棺の底は、今やかき消えてしまっているようだった。底がない。黒い液体は彼女を丸吞みしようとのたうち、必死に彼女の体を支えようとする黒瀬の体をも飲み込み始めた。棺に足をかけ、梃て子この力で全力で引き上げにかかる黒瀬だが、地面を持ち上げようとしているかのようにびくともしない。

「最初はただ妨害するにとどめようと思ったんだよ」

　頭上で声がした。顔を上げると、父が口元に手をやっていた。手の端から見えるのは、耳まで裂けそうな隠しきれない笑み。

「あの新聞記者も、springあの女もそうだ。どうせお前は自分の能力の有用性にも気づけやしない。大した障害じゃないと思ってた。だからお前を足止めできそうなものだったらなんでもよかった。お前の正体を探る人間がいたら怖おじ気けづくだろうと思ったし、女にうつつを抜かせばアウターワールドへの興味なんてなくなるだろうとも思った……お年頃だしな」

　父の声色だった。だが、父はこんなにも感情豊かには語らない。こんなにも豊かな、あざけりの感情を──

　口を開いても、まともな声は出なかった。かすれきった声が漏れる。

「何、言って──」

「だが気づいたんだよ。お前の有用性に──お前は実に良いい脳をしていたよ、次のサーバーにするにふさわしい、な」

　黒瀬の目が見開かれる。全身を危険信号が駆け抜けて、痺れ上がった。

「父さん、いや、お前、まさか──」

　途端、凄すさまじい哄こう笑しようが舞い上がった。

　最初はそれがどこから上がった声なのかわからなかった。いや、それは目の前で起きている事態なのだから、疑いようもなく、その天高く放たれる哄笑が、父から発せられたのだという事実は、目にしたはずなのだ。だが、あまりに唐突で、信じられない光景だった。

　微かすかに口角をもたげ、そして次第にその笑みはホールの隅々にまで及ぶような哄笑へとせり上がっていく。睥睨し、あざ笑い、滑こつ稽けいさに憐あわれみすら抱く、そういう笑い声が、酷薄だったはずの父の獰どう猛もうな嘲ちよう笑しようからはき出される。裂けんばかりに開けられた大口が、天を仰いで歪ゆがんだ愉悦を心底楽しそうにはき出す。

　そしてその顔がゆっくりと黒瀬の方へ向いた時、彼の目は見開かれ、瞳がぎゅっと収縮した。父の表情は、かつての酷薄な、冷淡で抑揚のないものではなかった。凄すごみのある、無数の人の命を手中に収めた死神のような、悪鬼じみた笑みが浮かぶ──

「俺だよイジェクター」

　豹ひよう変へんした父には、かつての面影はなく、代わりに、別の誰だれかの面影があった。それはあまりに強烈で、邪悪で、忘れられない記憶。この胸を撃ち抜き、無力だと囁ささやき、その名を嚙みしめて死ねとまで言った──死神の面影。

「お前が来るのを待っていたよ、兄弟」

　その手にいつの間にか握られていた、乾いた頭ず蓋がい骨こつを、ゆっくりと顔に重ねると、吸い付くように壮絶な父の表情を覆った。

「ワールドメイカー──!?」

　とっさに拳銃を構えようとした手は、引き留められたように動かなかった。

「くそッ──!?」

「イジェクター、俺からもお前に伝えたい事があるんだ」

　もはや父とはかけ離れた、愉悦のこもった嬲なぶるような声。父は──いや、黒瀬の眼前に立つこの男は、静かにすっと黒瀬の額に指を差し向ける。

「お前を殺さなきゃいけないイジエクト。現実世界からな」

　ぐっと黒瀬は歯を食いしばり、愉悦に歪んだその口元を見上げた。どす黒い液体は体を飲み込むとついに黒瀬の口元にまで絡みつき、声も上げられなくなった。くぐもった怒声は、彼の歪んだ笑みをさらに際立たせた。その口元が、待ち侘わびていた獲物に食らいつく獣のうなり声をあげる。

「インサート」

　その言葉が終わらぬうちに、真っ黒な液体は黒瀬の体を飲み込み、視界が光を失った途端、全ての感覚が遮断シヤツトアウトした。




　そして産道から産み落とされるように、突如足下の感覚が失われ、硬い床に叩きつけられる。

「この日を待ち侘びていたぞ、イジェクター」

　漆黒の液体が体をずぶずぶと這はい回り、床に滴る。激しくむせ、吐き気を飲み込み、黒瀬は顔を上げた。目前で見せつけるようにゆったりと歩むワールドメイカーは、落ちくぼんだ髑どく髏ろの眼がん窩かの下から、楽しそうに細めた眼を注いでくる。

　混乱しきった感覚を落ち着かせるように、辺りを見渡した。そこは、先ほどと何も変わらない──いや、どこかが決定的に違う、V-tecLife社の地下に広がっていた巨大なホールだった。段々状に高まっていく円状の観客席から、演算装置達が睥睨するように、中央でへたり込んでいるこちらを見下ろしている。死んだように沈黙し、光を失っている。

「ようこそ、現実でも空想でもない世界、アウターワールド本当の世界へ」

　演者のように、ワールドメイカーは大仰に腕を広げて言った。ホールに彼のかすれきった声が木霊する。鼻の奥に残っていた液体をはき出しながら、黒瀬は悟った。アウターワールドに引きずり込まれたのだ。あの、現実の世界から──どうやってかはわからないが、そんな事はどうでもいい。誰がやったのかは、わかっているのだから。目の前に立つ、この、ワールドメイカー全ての元凶。

「姫はあちらに」

　彼はそう言うと、クロスが取り払われた芸術品でも見せつけるように、背後へと手を広げて見せた。そこはホールの中央で、創世の木を模したと思おぼしき石柱が、天へと梢こずえを伸ばしている。その前にある、石台の上で、コーディが指を組んで横たわっていた。目にした瞬間、体にかっと熱がこもった。根源的な力だ。自分の中にいつもあり、立ち上がる機会を待ちわびていた力。それが黒瀬の体を起こし、焼けるような視線をワールドメイカー奴に向ける。

「舞台は整った。招待に応じてくれてありがとう、イジェクター」

　ワールドメイカーは、並の人ならすくんでしまうような黒瀬の怒り狂った目に向けて、余裕綽しやく々しやくの不敵な笑みを浮かべる。黒瀬はふらつく体に力を込めて腰を上げ、言った。

「ずっと俺をだましてたのかよ、父さん……」

「だましていた？　心外だな、昔から言っていただろう。『私は新しい世界を創造しているんだ』ってな」

　幼い頃、父は子供のようにはしゃいでアウターワールドについて語っていた。歯は嚙がみする。既に、あの頃から、もう──

「復ふく讐しゆうのためのプログラム──保存コピーされたかつてのお前の祖じ父いさんは、どこに保存されていたと思う？」

　乾いて黄色く滲にじんだ頭ず蓋がいを叩たたく。

「昔も今も、脳の情報を保存しておけるような機器デバイスは一つしかない──〝脳〟だよ。お前の親おや父じの脳に、俺はインストールされたんだ。お前が大好きな祖父さんは、てめぇの息子の『脳』に復讐の種をまいたのさ。そして、俺が生まれた」

　立ち上がった黒瀬は、アウターワールドへたたき込まれたショックでまだ震えている体を無理矢理に動かし、拳銃を構えた。父とワールドメイカーの関係は予想もつかない答えだったが、驚きはしなかった。確かに、父のあの酷薄な瞳の焦点は、いつも現実には合っていなかった。幼い自分の人生をぶちこわしにし、妻をぞんざいに扱ったその理由も、理解にたやすい。この男にとって、現実の事象など、なんの価値もなかったのだ。

「お前が間に合ってよかったよ、今のサーバーあいつはもう限界だったから」

　髑髏を鳴らして振り返り、凍りついた琥こ珀はくのような彼女コーデイに目をやる。

「あいつはあまりに長い間、生きた機械になりすぎた。自壊プログラムだけじゃない。際限なく増え続けるプレイヤー、交わされる無数の情報データ、情報データ、情報データ……酷使された脳はもう急速に衰えて、すり切れちまってた。イレギュラーな中毒者バグを何度も発生させやがって。酷ひどいもんだ」

　振り返ったワールドメイカーは、指をぴっと差しだした。その指先の延長線には、黒瀬の頭があった。

「だがお前の脳は特別だ。幼い頃ころからPlay fun!12を導入し、成長と共にそれに適合してきたお前なら、決して摩耗する事のない、永遠の生きた機器サーバーになれる。これから未来永えい劫ごう、アウターワールドはお前の脳の中に存在し続けるんだ。俺たちは永遠になる」

「……こんなのがお前の現実だってのかよ」

　黒瀬の声は低かった。本当のところ、こんな質問などまるで意味のない問いだった。どんな答えであったにせよ、やる事は決まっていた。ワールドメイカーは口角をぐっと上げると、両手を広げて

「いいや、ここは現実なんかじゃない。ただ俺は──わかったんだよ。お前の父親と、俺コピーは、同じ脳に共存する内に思想が混ざり合い、融合し、そして合理的な一つの結論を導き出した」

　わかるだろ、お前にも。

　白い骸むくろの剝むき出しの歯が、ささやく。

「あんな世界は、現実じゃない。苦痛にまみれ、孤独にさいなみ、かなえられようはずもない希望にすがってようやく生きる世界。あんなのは、現実なんかじゃない。だから、外側世界アウターワールドで、〝現実世界ウソの世界〟を上書きする事にしたんだ」

　ゆっくりと、こちらに振り返る。

「……さぁ跪ひざまずけイジェクター。お前の腕も、脚も動く最高の世界が、お前を待ってるんだ」

　黒瀬はただ黙っていた。腹の底で脈動する、制御不能な力を感じながら、自分の体に手を這わせた。大丈夫、イジェクターの装備だ。首の下に垂れていた、ガスマスクを手にする。

　顔面に強く、押しつけた。

　懐かしい息苦しさが、喉の奥に広がり、思い切り吸い込んだ清涼な空気が、胸の内を満たす。

　押しつけたガスマスクのベルトを、後頭部できつく固定した。透明のプレート越しに見る、奴やつの──ワールドメイカーの姿を睨ねめつける。

「お前を排出イジエクトする」

　はっ。と、ワールドメイカーは笑いを吐き出す。

「お前にはできないさ」

　その骸がぐにゃりと空間ごと歪み、渦巻く。その底から這い出してくるように父の顔が現れ、酷薄な顔に凄せい惨さんな笑みを浮かべる。

「ずっとお前は恐れてきただろう？　『私』を──父として愛してもいた。お前の胸に巣くう憎しみは、愛されない事への憎しみだ。母親がむせび泣く夜だって、お前はベッドの中で震えるばかりだった……そんなお前に、俺が殺せるか？」

　まさに沸き立つ憎しみで銃を構えていた黒瀬の銃口が、微かに震え始めた。はっとして気づくと、両手に力が入らなくなって、怯おびえるように震えている。そんなわけない。ぐっと力を込める。そんなわけはない。父を愛していたなんて、そんなわけ、ない。だが嚙かみしめた歯の奥から震える悲鳴が這い出てくるように、銃把を握る手は震え続けた。

　ふと、胸元で小さな金属音がした。

　そこには天田から受け取ったロケットがしまってある。その中で微笑ほほえむ彼女を思うと、拳こぶしの震えは次第に収まってきた。祭壇で横たわる彼女に目を向ける。力など微かもこもっていない彼女の肢体はだらりと弛し緩かんしたままだ。助けるんだ。そう、強く思う。必ず、助ける。

「生きた中枢サーバーであるコーディを排出すれば、この世界は跡形もなく消え失うせる。俺にサーバー機能が移る前にそうすれば──そうだろ」

　力強い言葉が口をついて出た。

　天田はかつて抱いた現実への怒りを捨て、全ての原因であるアウターワールドを憎んでいたのだ。あれだけ娘の排出にこだわったのは、彼女の命を救うためだけではないと思う。きっと、彼女を排出する事で、システム全体の破壊が可能だとも考えていたに違いない。それは本能的な直感だったし、天田とこのよく喋しやべる骸の言葉から導き出された自然な答えのようにも思えた。

　ワールドメイカーは肯定も否定もしなかったが、口元の笑みを唐突に消して、すっとその目を鋭くした。

　だが、不敵にも再び笑いをはき出すと、次第に大口を開けて哄笑を上げ始めた。無言で見つめる黒瀬の前で、さんざんぱら笑いしきると、ふいに小さく鋭いつぶやきを吐く。

「そんなに現実が恋しいか」

　ワールドメイカーが指を鳴らすと、突然黒瀬の左腕と、左足から感覚が消えた。支えられず、膝ひざをつく。うっと息が詰まる。力が失せた。動かない──左腕と、左足が、動かない。

「その木で偶くの坊な腕と、錆さびついた義足が大好きか」

　ワールドメイカーは腰の裏から拳けん銃じゆうを取り出すと、スライドを引いて初弾を装そう塡てんした。黒瀬の頭に向ける。

「だったらくれてやるよ、『現実』を」

　黒瀬は銃口をまっすぐに見上げた。嘲笑をかき消した骸むくろは、死神の様相で、今まさに刈り取らんとする命を、死にかけた虫けらを眺めるように、冷淡な目で見つめていた。その目に、言った。

「お前を排出イジエクトする」

「……お前は最後まで、おもしろい奴だったよ」

　笑みを浮かべたその瞬間だった。黒瀬は向けられた拳銃の銃口に向かって、思い切り頭突きをたたき込んだ。ワールドメイカーは一瞬息を吞のみ、引き金を引くのがわずかに遅れた。だがそれはただの一瞬でしかなかった。銃口の先には、まだ黒瀬のなまっちろい額があるのだ。次の瞬間にはその額を吹き飛ばすことは造作もないことだった。

　違った。次の瞬間など来なかった。

　顔を上げたワールドメイカーが見たのは、素早く逆手に無針注射を振りかざす、黒瀬の姿だった。

「ぐぉおッ！」

　胸に無針注射がたたき込まれたワールドメイカーは、拳銃を取り落として素早く飛びすさった。追い打ちをかけようとする黒瀬は、しかし動かない半身に足を取られて追いかけられない。

「クソッ──」

「──そうだ、いいぞ排出者イジエクター」

　さっと顔を振ったワールドメイカーの体は、まるで乱れた映像のように一瞬ぶれていたが、哄笑を上げる頃には、はっきりと姿を現し、ゆらぐエメラルドブルーの陽炎かげろうが、立ち上っていた。

「そんなに現実が素晴らしいってなら……そいつを俺に、教えてくれよ」

　マスクの下で、むき出しの歯を食いしばった。現実世界の鈍い感覚の腕を動かし、眼前に死体のように転がる拳銃に手を伸ばす。銃把を握りしめると、無機質な銃身に命が宿る。

「今からここは、現実と同じだ。ここはあのクソったれな現実そのもの。引き金を引けば弾が飛び出す。弾が飛び出せば反動が手のひらを打ち、それが当たれば死んじまう。そしてお前の左腕は無用の長物であり、左足は、義足ってわけだ」

　ワールドメイカーが手をかざすと、光の粒子が手に集まり、次の瞬間にはそこにサブマシンガンが現れる。眼窩の下の目をぐるりと黒瀬に向けた。その顔に向けて、黒瀬は重い拳銃を持ち上げる。

　腹の底で暴れのたくっていた凶暴な力を、解放する。

　さぁ暴れろ、憎い奴が現れた──今こそ、戦う時が来た。

　ぎ……っと握りしめた銃把から音が鳴る。

「思い出させてやろう、現実のお前がどんな人間だったか」

　覆っていた不敵な笑いがはがれて、押し隠したイラ立ちが浮かび上がったワールドメイカーに、向ける。
















「さぁ──最初の一発はお前に譲ってやるよ。俺を撃ってみろ。俺を殺してみろ。あぁ、証明してみろよ」

　銃口がぴたりとその顔に重なる。

　醜く歪ゆがんだ、髑髏の額に。

　骸が吠ほえる。

「さあ、撃て。俺に現実を、証明してみろオオオオオオ─────ッ!!」

　黒瀬の手の内で炸さく裂れつした弾丸は、ホールの静せい謐ひつな空気を切り裂いて、World maker創造主へと弾はじき出された。その切っ先は現実離れした動きで回避した髑髏のこめかみをかすめ、棺ひつぎの向こうで静かに佇たたずむ創世の木にめり込んだ。破片がまき散らされる音が、高らかに鳴り響く。




　その夜にかわされた無数の弾丸の、最初の一発が木霊した瞬間だった。





■






　手の中で爆弾が破裂したみたいだった。拳銃の反動は、アウターワールドで撃った時のそれとは比べものにならないくらい重く、熱く、生々しくて、抗あらがいようがない衝撃を手のひらに叩きつけた。本能は一瞬怯えたが、心中は怒りに燃えたぎる。

　銃口で花開いた閃せん光こうが消えた後、そこには誰だれもいなかった。視界の端に一瞬だけ見えた髑髏の不気味な乳白色の色にとっさに反応して、黒瀬は地面を蹴けった。踏ん張れたのは片足だけで、もつれるように近くの機械の詰まった棚の陰へ飛び込んだ。その軌跡をなぞるように、ワールドメイカーが放った弾丸が炸裂音と共に床を穿うがつ。

「どうしたイジェクター！　逃げ回るのがお前の現実か!?」

　声のした方へ、素早く身を乗り出して片手で銃弾をたたき込むと、ワールドメイカーの高らかな哄こう笑しようが、無数の弾丸と共に返ってくる。熱い鉛の塊が頰ほほをかすめるのが、歪んだ空気の音と痛い程の熱風でわかった。必死に体を転がして、乱立する機械群の中に身を転がす。弾丸が硬い床に弾かれる甲高い音が背後に迫る。

　炸裂音、跳弾の閃光、熱風、舞い上がる破片、穿たれる創口、着弾音が暴れ狂い、這はいつくばる自分、そして手中の冷たい拳銃。自分を取り囲む空間に、世界に、振り回される。状況という濁流が全身を飲み込んでいく。冷静ではいられない。圧倒され、現実に、あえぐ。

「さぁ終わりが近い！　古き世界は破棄され、新たな世界が創造される──今、この時に!!」

　ワールドメイカーの足音を追って、義足を引きずりながら移動していると、視界の中に唐突に赤いウィンドウが滑り込んできた。半透明のそれには、無機質なデジタル数字が並んでいる。




　09：18：57──




「十分だ！　お前が生きた機械サーバーとして、新たな世界の担い手になるまで十分を切った」

　ウィンドウの数字は、刻々と変化し、その数を減らしていく。数字が瞬く間に数を減らしていくと、次第に頭が重くなっていくのを感じる。少しずつ、自分という輪郭が曖あい昧まいになるのがわかった。生きた機械になろうとしているのだ。頭かぶりを振り、駆け出す。

「お前も、彼女も、現実世界も、全てが消え失せるまであと十分──さぁあがいて見せろ、証明して見せろ、戦い、血を吐き、残された時間を這いつくばって生きろ!!」

　声をたどって必死に駆け、隠れもせずに手を広げて叫ぶワールドメイカーの姿をとらえた。距離は二十メートル程。ちょうど手のひらに隠れそうなくらいのその影に、銃口の照準を押しつける。引き金を引いた瞬間、一瞬その人影が残像を残してぶれた。信じがたい事に、回避されたのだと直感で悟る。顎あごが砕けるぐらい歯は嚙がみし、もう一度引き金を引こうとすると、ワールドメイカーはこちらに愉悦に歪んだ目を向け、両手を広げて叫んだ。

「どうした!?　ふざけてるのか？　撃ち方を知らないなら教えてやるよ！」

　片手で弄もてあそぶように手にしていたサブマシンガンを無造作にこちらに向けると、狙ねらいもろくにつけずに発砲した。次の瞬間、左胸に樽たるが叩きつけられるような衝撃が襲った。息が詰まる。力の抜けた体がぐらりと傾き、視界の下から、色鮮やかな錆さびのような鮮血が舞った。熱の塊が、左の鎖骨辺りからずくずくと暴れ出す。か──ッ　と押しつぶされた声が漏れた。撃たれた──頭の中が、真っ赤な危険信号でいっぱいになる。

　崩れ落ちそうになる体を、義足で支える。

　熱く沸騰した本能が、痛みと恐怖を訴える理性を踏みつぶして、拳銃を握った右手を前に押し出した。狙いなどつけられない。だが、痛みに押しつぶされてしまわないよう、声にならない咆ほう吼こうをあげて、ワールドメイカーへ向けて、無茶苦茶に引き金を引く。

　ワールドメイカーは哄笑を上げ、光源のない真っ白な光で染まる天井を両手で仰ぐ。弾丸が彼の体を捉とらえようとする度、その体は一瞬砂嵐に包まれ、そして世界が『バグった』ように一瞬揺らぎ、だぶつく。次の瞬間、まるでその体を分子単位で一瞬で移動したように、真っ黒な装備とその髑どく髏ろが別の場所から現れる。

「なんでだよッ　クソ──!?」

　その時、甲高い着弾音とワールドメイカーの哄笑、そして黒瀬自身が上げている咆吼の合間から、小さな、か細い、道ばたで轢ひかれた猫が上げる鳴き声のような、寄る辺ない声が漂ってきた。聞き覚えのある声で、黒瀬ははっとする。

「コーディ！」

「おいおい、この施設を傷つけるなよ。ここは彼女の脳を支えてる機械でいっぱいなんだ。彼女の寿命が縮まるぞ。散々生きた機械として働いてもらったんだ、最後くらい静かに送ってやろうや」

　祭壇の上でもがき苦しむ彼女の姿が、並び立つ機械群の向こうに見えた。彼女の白くか細い喉のどが、震えている。施設が傷つく毎ごとに、彼女の震えは増していく。脳の機能が削られている。命が、削られている。

　黒瀬は荒い息を吐く口で、拳銃を構えた右腕にかぶりついた。渾こん身しんの力を込めて、拳銃の反動で跳ね上がる腕を押さえつけようと、押し込む。左肩から溢あふれる無数の針をねじ込まれるような痛みに耐え、狙いを定める。だがその時、ワールドメイカーも手にした拳銃を構えた。軽々しい構えで乱射する。そのふざけた構えとは関係なく、弾丸は猛速と凄すさまじい質量を伴って、黄金色の弾道を描く。すぐ近くに着弾する弾丸の嵐に気け圧おされて、身がすくむ。それでも撃つ。だが、こわばった手元から発射された弾丸は、ワールドメイカーの周囲をなぞるだけ。施設の設備が傷つく度、コーディの衰弱しきった体が、跳ねるようにびくびくと震える。焦りと向かう所のない闘争心がむき出しの感情を胸中に描く。




　なんで

　どうして

　なぜ、当たらない──!!




「わからないかイジェクター」

　彼をたたえるように周囲にはじける黄金色の光を背に、ワールドメイカーは演者のように両手を広げて見せた。一歩一歩と近づいてくるその姿が、ついにほんの五メートル先に立つ。その影に、銃口を押しつける。絶対に、当てる。当たるはずなんだ。引いた引き金、そして、あの歪んだ骸むくろに浮かんだ嘲ちよう笑しよう。その歪んだ口元が、蠢うごめいてつぶやく。




「オーバークロック」




　なっ──と驚きよう愕がくが声になって漏れる。その眼前で、超反応を得たワールドメイカーが、凄まじい速さで弾丸の軌道から身をかわし、次の瞬間、襲いかかる獣のように跳躍し、眼前に肉薄した。ほんのすぐ目の前にある体。だが銃口を向ける間もない。鞭むちのようにしなったワールドメイカーの脚が、身構える暇もなく側頭から襲いかかる。頭ず蓋がいが軋きしむ。一瞬で体は床を滑り、サーバーの押し込まれた棚に強したたか体を打ち付ける。

「今やこの世界はお前の物じゃないんだよ、イジェクター」

　激痛、鈍痛、霞かすむ意識、血に滲にじむ視界──必死に手を床につき、平衡感覚すら狂った体をどうにかして立て直そうとする。ゆっくりと歩み寄ってくる憎々しい骸の嘲笑。なんでだよ。思う。なんで、こいつがオーバークロックなんて──

「彼女だよ」

　ワールドメイカーは、祭壇の上でもがき苦しむコーディを振り返る。

「オーバークロックは彼女の脳が補助脳となって高速処理を可能にするシステム」

　そんなはずが……あれは屋敷の地下にあるスパコンを利用していたはずで──。だがそこまで考えたところで、コーディが悲鳴のようなうめき声を上げた。

「あぁ……すり切れる寸前の脳の反応が消失し始めてるんだ。まったく、消耗品め──」

　彼女をまるで人間としてみていない、その壊れた電化製品でも語るような言葉に、はらわたが煮えくりかえった。まるで、私、セルロイドの人形──彼女が自分を傷つけるようにつぶやいたあの声、あの嚙かみしめた唇が蘇よみがえる。拳銃などかなぐり捨てて、この男を両手で縊くびり殺してやりたい。吹き上がった熱の塊が口から飛び出す。

「やめろ！　コーディは機械なんかじゃない！」

「そうだな。彼女はもはや機械として機能していない」

　言葉にすらならない怒りが全身からせり上がって、総毛だった。だがワールドメイカーは構うことなく、悠々と両手を広げて、

「彼女に思いを寄せるのはいいんだが──悪いが、彼女はお前じゃなくて俺を受け入れた。現実じゃないんだ、彼女に必要なのは、外側世界ここなのさ」

　怒りに背を押され、また拳銃を構えて引き金を引こうとしたが、寸前で考え直し、今にも引き金を引いてしまいそうにぶるぶる震える腕を降ろすとその場から駆けだした。このままでは彼女が耐えられない。ワールドメイカーにこれ以上オーバークロックを使わせては彼女が危険だ。

「おいおい今度は鬼ごっこか!?　いいぞ、好きに逃げろ、お前にはそれがお似合いだ！」

　言いながら、ワールドメイカーはサブマシンガンを無造作に発砲し、黒瀬は放たれる弾丸の嵐をかいくぐり、並び立つ機械群の中に再び身を転がした。痛み、こぼれる血の塊、吐き気、鈍痛、激痛に、引きずる足、感覚のない腕。これが現実だ。絶望的な状況が囁ささやく。これが現実だ、黒瀬。これが現実世界なんだ。お前は矮わい小しようで、世界は観測できないくらい巨大で、抗いようがなく、救いようがなく、無力で、ただ悲劇を見つめる事しかできない。それが現実なんだ。

　それはワールドメイカーの嘲笑だった。言葉のない嘲笑が、頭の中で刃やいばになって、突き刺さる。握りしめた拳けん銃じゆうの銃把が酷ひどく頼りない。あと何発残っているか、計算したくもない。絶望感に押しつぶされそうになる。

「お前にもわかるだろう!?　現実なんてものの虚むなしさが。自分の無力さが。そうだ！　現実のお前は無力なんだ！　その体を見てみろ、憐あわれなものだ。一人で生きる事もままならない。それがお前の、現実だ!!」

　声のする方へ、機械群に身を隠しながら肉薄する。出会い頭にワールドメイカーと接触でもすれば、即座に頭を撃ち抜かれてゲームオーバーだ。おそらくこのゲームの終しゆう焉えんは自分の命の終焉──そして、そのまま世界の終焉に結びつく。双肩にかかる物の巨大さ、その重さにくらくらする。だが接敵しなくてはいけない。オーバークロックを使われては勝ち目はないのだ。それも、片手でこれだけの反動がある拳銃で奴やつを仕留めるには、限界まで近づいて、確実に当たる距離で撃つしかない。

「教えてくれよイジェクター！　あの世界でお前は何を手に入れた!?」

　ホールに木霊する、ワールドメイカーの声。その元をたどり、必死に駆ける。

「希望、夢、未来、願い、望み──現実の世界で何か一つでも手に入れたか!?　その手の中に収まったのか？　おい教えろよ、答えろ!!　何も──何もだ!!　何も手に入っちゃいない!!　そうなんだろう!?　隠れてないで答えたらどうなんだ!?」

　耳障りな怒声。言葉が突き刺さる。息が詰まり、反論の言葉をはき出そうとし、飲み込む。唐突に、サブマシンガンの炸裂音がした。連なった炸裂音が、天井へ向けてはき出されると、コーディのか細い、追い詰められた悲鳴が黒瀬のもとへ這い出してくる。はっとして身を乗り出すと、ワールドメイカーが、戯たわむれに周囲の施設を破壊するのが目に入った。視界の端でウィンドウに表示されていたデジタルな数字が急速に数を減らすのが見えて、焦る。

「終わりの時間が繰り上がるぞ！　彼女が死ねば、俺もお前もすべて終わりだ。さぁこっちは心中覚悟でやってるんだ。教えてくれよ！　現実って奴を──お前の力を、証明して見せろ!!」

　彼女の叫びが細く、長く、悲痛な痛みにまみれていく。耐えきれなかった。冷静さを失った体は感情のままに飛び出して、二十メートルの距離を挟んでワールドメイカーに銃口を向ける。悲鳴と怒声が混ざり合う咆吼を上げ、撃った。何度も、何度も、何度も、何度も。

　静寂。

　拳銃は唐突に閃光をはき出すのをやめた。何度引き金を引いても、虚しいカチリという音しか出なくなった。

「終わりか？」

　ワールドメイカーの冷たい声が木霊する。含んだ嘲笑が漏れ聞こえる気がした。手にしていたサブマシンガンを、突然放ってよこす。滑った銃身は半回転してから、眼前で止まった。

「やるよ。弾切れなんだろ？」

　舐なめられた事にイラ立ったワケじゃない。

　ただ、己の無力さが、絶望的に憎かった。

　サブマシンガンの銃把を握りしめる。ボックス型のその銃身は、オモチャか何かのように見えたが、持ち上げた瞬間、人殺しの道具である事を主張するようにずっしりと片手にのしかかった。その銃口を、ワールドメイカーに向ける。全ての元凶、世界を終わらせる悪夢、彼女を奪い去ろうとする死神。創世の木と、天から降り注ぐ真っ白な光、棺ひつぎに横たわって声なき悲鳴を上げるコーディ、それを背にして、悠然と両手を広げて歩み寄ってくるその姿。

「さぁ撃てよ──殺せぇ！　ズタズタにしてみろ──お前の手で、終わらせてみろ!!」

　含み笑いの叫び。それに向けて、黒瀬は引き金を引いた。連なる炸さく裂れつ音と視界いっぱいに広がる真っ白な閃光。反動で引きずり上げられる銃口を必死に押さえつける。飛び出した弾丸は暴れ狂いながらワールドメイカーに襲いかかるが、軌道は逸それて周囲の機械群を傷つけていく。オレンジの跳弾が暗くら闇やみの中に軌跡を描く。何度も、何度も引かれる引き金、上がる閃光、飛び出す弾丸。笑い声を上げるワールドメイカーはゆっくりと歩み寄るが、その姿が揺らぐ事はない。黒瀬の手中で暴れるサブマシンガンは、彼の片手程度の握力ではコントロールできず、ただ無意味に、弾丸をばらまいた。

　そして、全ての弾は尽きた。

　愕がく然ぜんと立ち尽くす黒瀬の眼前に、ワールドメイカーは立つ。かすめた弾丸が作った傷口の血を舐め取る。ぐっと鼻と鼻が触れそうな程顔を近づけると、無造作に一発、取り出した拳銃で黒瀬の膝ひざを撃ち抜いた。痛覚がねじ切れそうな痛みに、凄まじい悲鳴を上げて、黒瀬は膝をついた。まるで、眼前に立つ男に跪ひざまずいたかのように。

「これでわかったか？　現実のお前の、矮わい小しようで脆ぜい弱じやくな姿が。無力だな排出者イジエクター。お前は──現実のお前は、立ち尽くす事しかできないただの人間。世界を変えようという神俺に、一矢も報いる事ができないとは」

　血走った黒瀬の目がワールドメイカーにその切っ先を向ける。怒声を上げて、黒瀬は血の吹き出す右足を踏ん張り、振りかぶった拳こぶしを冷然と見下ろす髑髏に叩たたきつけようとする。

　だが、ワールドメイカーの姿はまたエメラルドに煌きらめいて揺らぎ、黒瀬の拳は空を切る。そして空ぶったその腕を摑つかみ上げられ、たたらを踏んだ体に間髪いれずに膝打ちをたたき込まれた。肺から空気が押し出される。鈍痛がのど元へせり上がってくる。痛みに耐える事もできないうちに、ねじり上げられた黒瀬の腕に、ワールドメイカーは掌底を叩きつけた。関節を極きめられて限界まで引き伸ばされていた肘ひじは、その一撃で音を立てて外れ、腕全体をもぎ取られたような激痛が背骨と脳を走り抜けた。

「があああああああああああああああああああああ──!?」

「世界の終焉を前にして、泣きわめく事しかできない。まるでガキだ。だがそれがお前の全て。現実の限界点だ。お前が見てきた世界がいかに夢物語だったか思い知ったか？　この痛みが現実のすべてだと理解できたか？　彼女を見送る気分はどうだ？」

　ワールドメイカーのグローブ越しの手が、黒瀬の顔からガスマスクを引きはがした。どこかから出血しているのだろうか、血が注がれるように硬い床に流れ落ち、びちゃびちゃと音を立てた。絶望の底から、コーディを見上げる。彼女はうめき声も上げなくなり、ただ荒い息を苦しげに上げるだけだった。ぐっと痛みをはらんだ息を飲み込んだ。義足をはめた脚に、大きく吐いた息と共に力を込める。体を一気に押しやると、ワールドメイカーの喉元へ歯をむき出しにして襲いかかる。

　視界が一瞬で横に流れた。

　身構えもせず軽くバックステップを踏んだワールドメイカーに、フック気味の掌底を叩きつけられたのだ。機器の詰まった棚に顔面から叩きつけられ、意識がぐらんぐらんと揺らされる。

「できない。排出者イジエクター。お前にはできないんだよ。お前には、目の前の悲劇を覆す力も、たった一つの願いを叶かなえる力もない」

　全身が痛みを通り越した痺しびれに覆われていた。意思に反して、体はまるで動かない。それでも、それでも、何度も何度も怯おびえる本能を抑えつけて、ぶるぶると震える体を動かして、体を起こす。溢あふれた血でぐずぐずに濡ぬれた服が湿った音を立てる。硬いブーツの底が、地面を踏みしめると、滴った血で滑りそうになる。それでも立つ。立たなくてはいけない。立たなくては、立たなくては、彼女が

「だが!!　お前はぁ!!　立つ事すらできないッ!!」

　視界いっぱいにワールドメイカーのブーツのつま先が溢れて、次の瞬間頭ず蓋がいが一瞬でたたき上げられた。不ぶ躾しつけな白の閃せん光こうが天井を覆っているのが見えた。喉の奥から不快な熱の塊がせり上がり、ごっぷと鉄っぽい味の血が、空にまき散らされた。

　今にも死体になりはててしまいそうな、重い体をぐったりと傾ける。消え失うせそうになる意識を奮い立たせて、這はいつくばって、身を起こす。立たなくてはいけないのだ。立たなくては。

「どうしようもないだろう、今のお前じゃ──こんな世界が、こんな現実が、本当の世界であっていいのか？」

　ワールドメイカーは、懺ざん悔げするようにへたり込んだ姿勢の黒瀬を、睥へい睨げいして言う。

「誰だれにとっても楽園たりえる世界。麻ま痺ひも差別もどこにもない。お前の左腕も、左足も、自由に動く世界。お前が失ってきた当たり前の日常も取り戻せる。理想世界だ。それがアウターワールド本当の世界。彼女もお前の幸せを願っていたよ」

　黒瀬が目を見開くと、ワールドメイカーは優しく諭すように、しゃがみ込んで、視線を合わせる。

「アウターワールドでのお前は実に幸せそうだったな。動く手足。ヒーローとして敵と戦い、世界中から称賛される。一人ぼっちで家に引きこもる現実のお前とは正反対だ。天田の娘コーデイは、お前をずっと見ていた。ずっと知っていた。お前が初めて、Play fun!12を脳に導入した時から、お前を見つめていたんだ。

　初期型のPlay fun!12によるバグで損傷した脳の機能が回復すると共に、お前の記憶は都合の良いように書き換えられていった。母親がどうして失しつ踪そうしたか、手足が動かなくなったのはいつか、覚えているか？　お前にとって都合の悪い記憶は全て消去されていったんだよ。全ての元凶であるPlay fun!12の導入もなかった事にしたんだ。そしてお前は彼女を忘れたが、彼女はお前を忘れていなかった。お前が目も向けなくなった傍らで、お前が現実に苦しむ様を、ずっと見ていたんだ」

　ワールドメイカーは黒瀬の肩を叩く。

「だからなぁ、彼女はお前がアウターワールドで幸せそうなのを見て、決断してくれたよ。お前のアウターワールドでの幸せを願って、サーバーの移転を認めたんだ。機械から切り離されれば彼女は死ぬ。だが、そうでなくとも、劣化によっていずれ彼女は死に、アウターワールドは消失する。彼女はお前からアウターワールドを奪いたくなかったのさ。現実のお前が、あまりに、憐れだったから──」

　ワールドメイカーは、ふっと一度笑みを浮かべた。それはさまざまな感情のこもった複雑な笑みで、真意をおしはかるのが難しい笑みだった。黒瀬が落とした拳銃を拾い上げ、弾を込めて初弾を装そう塡てんすると、黒瀬の額に押しつけた。

「さぁ決断しろ。彼女の想おもいを無駄にしてここで死ぬか。サーバーとして永遠になるか」

　黒瀬は向けられた銃口を見上げる。もはや体に力はこもらない。震える喉のど。霞む視界。脳裏に浮かぶ答え。それがゆっくりと、のど元にせり上がってくる。
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　現実世界──V-tecLife社の地下ホールでは、黒瀬の父が作業を終えようとしている。

　コーディが眠っていた棺の隣に、新たな棺が用意され、そこにあふれかえったエメラルドの液体に浸つかった黒瀬が、寝息も立てずに気を失っている。父は彼に無数のスパゲティーチューブを接続し、ちょうど今、全ての接続を終えた。棺の脇わきに置いていた拳銃を手に取る。

　ゆっくりと歩き出す。向かう先は、コーディの棺。

　今、アウターワールドのサーバー機能は、黒瀬とコーディの二つに分散されている。言わば二つの心臓で血液を循環させているのだ。このうち片方の機能を停止させれば、血液は残った方へと全て流れ込む。

　そうすれば一つの心臓で血液が回るようになる。それと同じ事を黒瀬とコーディに施してやればいい。つまり、不要な〝生きた機器サーバー〟を〝機能停止させる殺す〟。

　瞼まぶたをふるわせる彼女に、彼は銃口を向けた。
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「……聞いてるんだろ、コーディ」

　黒瀬が振り絞った声に、ワールドメイカーは髑髏むくろの下の眉まゆ根ねを寄せる。何？

　黒瀬は荒い息の中から、命を削って絞り出すような声を上げる。

「ここがアウターワールドのサーバーの中なら、コーディ──お前の頭の中って事だろ。俺の声が聞こえるんだろ……聞いてるんだろ、コーディ！」

　黒瀬は天を仰ぎ見る。

「現実世界は酷い事でいっぱいだ。俺の手も、足も、まともに動かない。皆みんなが俺を変な目で見るんだ。親おや父じはクズだし、ただ一人信じられた祖じ父いちゃんも死んじまった。だからもう、俺はあんな世界、大っ嫌いだ！　最低だ、あんな世界！　消えちまえって──そう思って」

　ワールドメイカーは困惑気味に黒瀬を見つめている。黒瀬は構わず、叫び続ける。

「だけど、だけど違うんだ、そうじゃない……アウターワールド噓の世界じゃないんだ!!　俺は、俺は──」

「おいおい、気が狂ったのかよ。彼女に届くはずがない」

　ワールドメイカーは呆あきれきったようにそう言ったが、黒瀬はなおも声をからす。

「──うまく言えないけど、俺はアウターワールドで永遠になんてなりたくない！　だってそうだろう。俺は現実世界が憎いけど、こんな所に逃げ込みたいわけじゃないんだ。お前、教えてくれただろ、料理の仕方も、服の選び方も、デートの仕方も──俺うれしかったんだよ！　あれ、最高にうれしかったんだよ！」

　……おい、黙れよ。ワールドメイカーが低い声でそう言う。

「あの時俺、現実を生きてるって感じたよ！　噓じゃない。体が奥の方から震えたんだ。だって誰も、俺にあんな事教えてくれなかった！　かわいそうだとか、ショーガイシャだとか、憐あわれんだり、蔑さげすんだりするばっかりで、俺にあんな風に接してくれる人いなかった！」

　だぁまれよ！　そう言って、ワールドメイカーは裏うら拳けんで黒瀬を殴りつけた。切れた口の中から、血がまき散らされる。

　それでも。

「──コーディ！　聞いてくれ、俺……俺は、……俺は『現実』を生きたいんだ。俺はこの瞬間を生きたい、誰かに用意された世界じゃなくて、簡単に出来上がる都合の良い世界じゃなくて、這いつくばってでも良い、お前と一緒に生きる『現実』を、生きたいんだ！」

「てめぇ……！」

　ワールドメイカーの怒気、そして彼は手にした拳銃を黒瀬の頭に押しつけた。黒瀬はそれから目をそらさない。その向こうにある、天へと向けて──いや、天の向こうにいる、『彼女』に向けて、叫ぶ。

「お前に教えられてわかったよ、俺、現実を生きたい!!　〝昼の世界〟に立ちたい！　お前と一緒に作り上げる、未来がいいんだ!!　俺の手を握ってくれよ！　今度は俺、握り返すから、お前の手──」

「ふざけやがって……この欠陥品ッ！」

　ワールドメイカーの指が、撃鉄を引き上げる。

「そんなに現実と心中したいか!!　いいだろう──新たな世界の創造は全部取り消しデリートだ。全部消し去ってやる。てめぇも、あの憐れな女も、アウターワールドも、全部──全部だ!!」

　引き金が引かれるその瞬間、黒瀬は虚飾にまみれた人生を脱ぎ捨てて、裸のままの言葉で。祈るように叫んだ。

「理想の世界なんていらない──俺はお前と現実を生きたいんだ、コーディ！！！！」




　発砲音が、響き渡った。
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　引き金を引いた黒瀬の父の手に、太い老木のような腕が覆い被かぶさり、次の瞬間、彼の体は遅れて飛び込んできた何者かに押し倒されていた。

　暴発した弾丸が明後日あさつての方向に飛び、炸裂音が響き渡る。

　離せと叫ぶ父は覆い被さってきた影に抵抗するが、襲いかかってきた男は彼の顔を硬い拳で殴りつけた。




「過ちは今、正されるッ！」




　それは天田の声だった。

　やけどの跡が真っ赤にふくれあがった満身創そう痍いの姿で、彼はのしかかった黒瀬の父を何度も殴りつける。だが、黒瀬の父も抵抗する。逆に天田の体を押し返すと馬乗りになり殴り、どこかへなくしてしまった拳銃を手探りで探す。その隙すきをついて、今度は天田が彼に殴りかかる。再び馬乗りになった彼は拳銃を向けようとするが、それを蹴けり飛ばされ、どこかへ転がっていった。素手以外の武器を失った二人は、もみくちゃになって殴り合う。

「どうなってる……なんなんだこれは──！」

　それを呆ぼう然ぜんとして見つめているのはワールドメイカーだった。突然現れた二人の男の姿に困惑する。

「まさか……現実世界がアウターワールドに入り込んでいるのか……？　混線している……？　こんな事があり得るのか──!?」

　ワールドメイカーが引き金を引こうとしたまさにその瞬間だった。彼の背後から、一歩先んじて発砲音が鳴り響いたのだ。見ると、二人の男が、横たわった黒瀬とコーディの体を前にしてもみ合い、怒声をあげて殴り合っている。

　奇妙な光景だった。

　アウターワールドと、現実の世界が、同時にそこに存在しているように──

「くそ、また天田の娘が引き起こしたバグなのか!?　──おい、何してる!?　さっさとサーバーを天田の娘から移せ!!」

　ワールドメイカーは黒瀬の父へ声を荒らげるが、もみ合う二人の力は拮きつ抗こうしていて決着はつかない。必死の殴り合いが展開される。イラ立たしげに、またワールドメイカーは声を荒らげる。

　その背後で、呆然とやりとりを見つめていた黒瀬の視界は、しかし次第に暗転し始めていた。

　意識が保てないのだ。血液を失いすぎた。

　目の前で起きているこの事態が、現実の出来事なのか、アウターワールドの出来事なのか、ただの幻覚に過ぎないのか、まったくわからない。それはこの場にいる誰にとっても同じだった。

　ただ一つわかる事があるとすれば、自分はこのままでは死ぬという事だ。アウターワールドでの死が現実の肉体にどのような影響を及ぼすかはわからないが、ワールドメイカーは「ここは現実と同じだ」と言っていた。おそらくここで死ねば、現実では元気に元通りというわけにはいかないだろう。重くなった瞼が閉じようとする。全身から、疲労や苦痛がかき消えていく。もう休んでもいいのだろうか。必死に瞼を開けようとしていたが、どうしてそんな事をしていたのか思い出せなくなった。まぁ、いいか……ゆっくりと瞼を落とし、安あん寧ねいとした暗くら闇やみに沈み込む。

『排出者イジエクター』

　霞かすんでいた意識が、その声に突然目を覚ました。崩れ落ちそうになる体を必死に支えて、閉じていた瞼をこじ開ける。霞んでまるで見えない光景の中に、はっきりと立つ、一人の少女の姿。

「コー、ディ…………！」

　黒瀬の声も滲にじんでいた。声とも言えない程かすれている。彼女はじっと立ちすくんでいて、何も言わないし、何もしない。ただ、その表情が歪ゆがんでいるのが見えた。いつもみたいな能面じゃなくて、おどけたみたいに目の色も変わらない。彼女は泣きそうだった。泣きそうな顔で、目をそらしている。

　黒瀬は叫んだ。

　それは声になっていない言葉だった。ただ、胸の奥底でずっと抱え込んできた思いを、そのまま叫んだ。届いて欲しい。どうか、彼女に聞き遂げて欲しい。自分の思いを、彼女への思いを、この先の、未来と希望の話を。

　気づくと、彼女は自分に抱きついていた。

　嗚お咽えつが耳元で聞こえた。動かない両手がもどかしかった。首元に微かすかに触れる彼女の吐息、頰ほほをなぜる髪、震える頰、早鐘を打つ鼓動、温ぬくもり、人間の香りがして、人間の感情があった。抱きしめられないのが悔しくて、だが彼女の方から抱きしめてくれた事で、その喪失感が埋められた。

　左手に添えられた彼女の手の温もり。

　感覚がないはずのその手に、力がこもる。震える指先、引きつる手首の筋、だが次第に動き始めた手のひらに、力が溢あふれる。そうして握り返した彼女の手が、少し驚いたように震えて、それからもう一度、応こたえるように、そっと握り返してきた。
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　天田の体から力が抜けてから、もう随分長い時間が経たっていた。

　血みどろに染まった殴りつける手、それを力なく見つめる、死体のようにどす黒い天田の目。殴りつける。何度も、何度も、何度も。

　血しぶきはもう呆れる程に辺りにまき散らされ、殴打する音だけが、ホールに木霊する。二人の姿はホールの中心から大きく外れ、光の当たらない、陰った所にまで及んでいた。

「はぁ、はぁ、はぁ、はぁ──！」

　いつの間にか──そう、いつの間にかはわからない。現実と仮想世界、二つの世界が交差したこの場所では、もはや何が現実で、何が仮想世界なのか、曖あい昧まいに、混線してしまっていた。

　ここはまさに複数の可能性が同時に存在する量子の世界。

　いま、この空間は、その名の通り、現実でも空想でもない、一つの空間に二つの世界が重なった、二重世界となってしまっている。

　そして今、天田を殴りつけている腕には、真っ黒なグローブがはめられていた。その手を、眼前にかざし見つめる目は──それは、頭ず蓋がい骨こつの骸むくろの、陥没した眼がん窩かの下で震える目だった。W.makerワールドメイカー──天田の血にまみれたその姿は、切れかけた蛍光灯のように、点滅している。今この瞬間は凶悪なワールドメイカーの姿、だが点滅したその瞬間、黒瀬の父の姿に変わる。

　現実と仮想世界、二つの世界の二つの存在が、不安定に切り替わっている。

「どうなって──どうなっているんだ、クソ、こいつは、一体──!?」

　アウターワールドと現実の世界、二つの世界が重なったここでは、二つの世界のルールが複雑に絡み合っているようだった。いずれにせよはっきりしているのは、これは衰弱しきったコーディの脳が引き起こした事態であり、黒瀬の脳にサーバー機能を移してしまえば、この『バグ』は解消されるだろうという事だ。

「くそッ、早くサーバーの移転を──」

　立ち上がりかけたワールドメイカーの体が、ぐっと止まった。振り返ると、その腕を、血だらけになった天田が、震える程振り絞った弱い力で、つかんでいる。

「……お前は……もう消えなくてはいけない……大きな過ちだったんだ……お前を、生み出したのは……」

　ワールドメイカーの目が怒りに打ち震え、見開かれた。怒りのままに、拳こぶしを振り上げ、もはや瀕ひん死しで虫の息の天田の顔を殴りつける。殴りつける。殴りつける──広大な空間に木霊する鈍い殴打の音。

　その背後で、力なく横たわっていた黒瀬の体が、ぴくりと動いた。

　その手が、痙けい攣れんするように震える。

　薄ぼんやりとしていた黒瀬の視界に光が宿り、辺りの様子が微かにつかめるようになる。

　意識ははっきりとしない。感覚もぼやけている。

　だが、何をしなければならないのかはわかっていた。まるで動かない体。それでもどうにかして、目の前で一方的な暴力を繰り返すこの男を倒す術すべを考える。

　考える事をやめた瞬間、自分は意識を失い、今度こそ死ぬだろう。それがわかった。何か、何か術はないか、何か──。最後の力を振り絞り、首をもたげる。右、そして左へ。




　拳銃が転がっていた。




　回転式拳銃リボルバー。それは天田が自分を救出する時に使ったあの銃だった。体を起こそうとする。が、まるで意識が伝わらなかった。感覚そのものがない。まるで海に浮かべられた死体だ。足先から首まで、まるで動かない。

　歯を食いしばる。ここであきらめるわけにはいかない。生きるんだ。どんな形でも、現実を、生きる──そう思った時、ふと左手の指先が痙攣するのを感じた。はっとして見る。動いている。微かに、感覚があった。

　力を込める。最初はおそるおそる、そして渾こん身しんの力を込めて。ぶるぶると震える手は、僅わずかずつ、僅かずつだが、拳銃に向かって動き始める。

　これが最後だと思った。

　これさえつかめれば、これさえ手に取れれば──だが、すんでの所で手は動かなくなった。いくら力を込めても、ぴくりとも動かない。再び長い眠りについてしまったかのように、感覚がかき消えていく。

　待ってくれ！　声に出せず、必死に叫んだ。あと少し、もう少しなんだ。あともう少しでたどり着くのに、手にする事ができるのに──どうして、どうしていつもこうなんだ。どうして、現実の世界の自分は、いつもいつも、無力なんだ。目の端に、涙がにじんだ。祖父に連れられてあの屋敷に住み始めて以来、初めてこぼれる涙だった。これ程強く何かを願った事はなかった。奇跡を求めた事などなかった。両親に捨てられても願わなかった祈りを、嚙かみしめた奥歯の間で叫んだ。誰だれか、お願いだから、助けてください、どうか、この手を、あと少しでいい、ほんの少しでいいから、動かして、こんなどうしようもない現実を、どうか、俺に──変えさせて───




　絶望的に手の届かない拳銃に、視界の外から真っ白な腕が伸ばされた。
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「死ね、死ね、死ね、死ね、死ね、死ね、死ね────!!」

　天田を殴りつける拳、拳、拳。何度も何度も何度も、振り上げ、叩たたきつける。

　まき散らされる血、砕けた骨の感触。ふくれあがったその顔はもはや原形をとどめていないただの肉塊にしか見えず、だがそれでも、臓物の奥からわき上がるどす黒い怒りは収まらない。

　過ちだった？

　生み出した事が、過ちだっただと？

　その言葉は、彼の中にある何か根源的な物を揺り動かした。ドブ鼠ねずみに嚙みつかれた、剝むき出しの部分。そんなはずはない──内心で叫んだ。そんなはずは、ない！　──この胸の内に抱き続けた怒りを、今こそ現実に叩きつけるのだ。復ふく讐しゆうを、復讐を！　復讐を!!　かき消えていいはずの感情ではない。今この瞬間、達成されなくてはいけない怒り、今この瞬間、解消されなくてはいけないはずの、怒り──それが今、完結するのだ……今、ここで！

　かちゃり、と金属が揺れる音がした。

　ワールドメイカーの瞳ひとみが、静かに見開かれた。背後のその気配に、気け圧おされるようにゆっくりと、振り返る。

　黒瀬が握りしめた拳銃の銃口が、彼を見つめていた。

「────」

　ワールドメイカーは、言葉に詰まってそれを見つめた。わずか五メートルもない距離で向けられた銃口。そして向けている黒瀬は、もう片手で構えてはいない。しっかりと、黒瀬の手よりずっと真っ白な、微かに燐りん光こうすら放つ、細い腕が添えられている。




　黒瀬と、コーディ──抱き締めあった二人の両手が、拳銃を握りしめていた。




　ワールドメイカーがわずかに動いて、コーディが沈んでいたはずの棺ひつぎに目をやると、彼女の姿はそこにはなく、エメラルドの液体がべたべたと床にこぼれ、黒瀬の許もとまで点々と続いていた。

　振り返った時、彼の見開かれた目は、次第に冷静さを取り戻し、歪んだ愉悦に細められた。天田の血で染まった両手を広げて見せ、居丈高に言ってみせる。

「無駄だ、わかってるだろ、現実では立つ事すらできないお前達が、手を取り合ったところで何ができるっていうんだ？　──やれると思うなら、撃ってみろよ！　さぁ!!　やってみろ!!」

　炸さく裂れつ音がした。

　黒瀬とコーディが引き金を引いた瞬間、ワールドメイカーは口元に獰どう猛もうな笑みを浮かべ、声高に叫ぶ。

「オーバークロック!!」




　真っ赤な鮮血が、炸裂音に貫かれ、ワールドメイカーの背中から吹き出した。




　胸を貫く重い衝撃、噴き出す血、花開く鮮血の花火、炸裂する激痛に、急速に失われる全身の力。その手に収めるはずだった世界をかき抱くように、ワールドメイカーは両手をぶるぶると震わせた。

　支える力が失われた膝ひざが崩れ落ちた。愕がく然ぜんと目を見開く彼は、貫通した腹の傷に手を添えた。ぼたぼたと、血のような液体がこぼれ落ちる。エメラルドブルーの、淡い液体。

「な……が……!?」

　彼は愕然と震える声を漏らし、それから喉のどからせり上がってきた物にえずいて、咳せき込んだ。口からも溢れる、エメラルドブルーの液体。両手に溢れたその液体を見開いた目で見つめ、震える声を漏らす。信じられない、信じたくない──そう言いたげな声、言葉。

「なんだ、これ……ここは……ここはアウターワールド本当の世界なんだ……理想の世界なんだぞッ！　こんな事が、こんな事があっていいわけが──」

「自分の姿を見てみろよ」

　コーディと互いを支え合った黒瀬が、震える体を必死に維持しながら、口角から血を垂らして言う。

「憐あわれなのはどっちだ──」

　そう言った黒瀬の目に映る、ワールドメイカーの姿。

　自らの姿に、彼は驚愕し、打ち捨てられた子供のように呆ぼう然ぜんと立ち尽くした。

　黒瀬の、力強く見開かれたその目に映るのは、頭蓋骨をかぶり、凶悪な武装で身を包んだあのWorld maker創造主の姿では──なかった。天田との殴り合いで、見すぼらしく上物のスーツをしわくちゃにした、ただの黒瀬才助父の姿が、その震える瞳の中で、呆然とこちらを見つめている──

「これが現実だよ。父さん」

　黒瀬とコーディは、握りしめた拳けん銃じゆうの撃鉄を押し上げた。父は口くち惜おしげに口元をふるふると震わせて、それを見つめる。それからゆっくりと手のひらを差し向けると、

「……それを、下げなさい」

　彼は血みどろのまま、父の威い厳げんを振りかざすようにそう言った。黒瀬は返事をしなかった。ぎゅっと、コーディが黒瀬の体を抱き締め、黒瀬は彼女の手を握りしめるように、銃把を強く握った。

「父さんを撃つ気か!?」

　聞き分けのない子を叱しかるように、彼はそう叫んだ。半狂乱でもあった。

「安心しろよ」

　黒瀬の返事は明めい瞭りようだった。

「半身不随にはさせねぇよ」
















　その宣告に、父は愕然と膝をついていた。

　二人が握りしめた拳銃の銃口が、一切ぶれずに、じっと自分の額を見つめているのを目にした父は、伸ばしていた手をゆっくりと落とし、それから、唇を嚙みしめて、ぶるぶると震えながら、うつむいた。その体が、切れかけた蛍光灯のように明滅する。父の姿とワールドメイカーの姿が、明滅する度、交互に現れる。

「……俺を殺したところで」

　そして半透明のエメラルド色に染まったワールドメイカーは、少しも笑っていない、固い口元をゆっくりとひらいた。沈み込むような、低い声。

「もう人類は外側世界この世界からは逃れられない。火、石油、原子力、核、そして理想世界アウターワールド──たとえ危険をはらんでいると知っても、人類は一度手にした麻薬のような価値観を絶対に捨てる事はできない」

　わかるだろ──ワールドメイカーは顔を上げた。

「この現実に、現実感を抱けない人間が無数にいる──必要なんだ、この世界には、外側世界アウターワールドが」

「俺にはもう必要ない」

　黒瀬がそう言うと、ワールドメイカーはふっと笑みを浮かべた。

「忘れられないさ、そう簡単には。そうだろう？」

　問われ、微かに震えるコーディの体を、血が流れて真っ白になってしまった黒瀬の腕が、抱きすくめた。

「なぁイジェクター……一つ予言をしてやるよ。お前はいずれ、自らこの世界に堕おちる日が来る。遠からず、必ずな。お前はこの世界からは逃げられない。俺にはわかる。お前は、俺と同じ臭においがするんだ……遺い伝でん子しの問題じゃない。魂たましいの問題なんだ」

　ワールドメイカーは黒瀬の目を見つめた。その目は底が知れない闇やみに覆われていて、黒瀬はそれを黙って見つめた。ふと、耳元をコーディの柔らかな髪が撫なぜた。彼女が黒瀬を必死に抱き留めるように、腕を回して、言う。

「大丈夫。そうなったら、私があなたを排出イジエクトするから」

　黒瀬はそれに、嚙みしめるようにうなずいた。そして、二人は視線を一瞬だけ交わしてから、ワールドメイカーへと目を向けた。

　二人のかすれかかった意識が、銃口を微かすかに揺らしている。その引き金に、二人の指がかかる。今にも消え失うせそうな力を重ね合わせ、ゆっくりと、ゆっくりと、引いていく。

　ワールドメイカーが、笑った。

「さようなら、排出者イジエクター──また会う日まで」

　それは、彼が此この世に残した最後の嘲ちよう笑しようだった。地獄の底から生者をあざ笑うその笑顔に、黒瀬とコーディは、引き金を引き絞った。




　二人、携えた手の内で拳銃が吠ほえ、創造主ワールドメイカーの頭が跳ね上がる。




　その身体からだが、ゆっくりと崩れ落ちる。見つめる二人の瞳は、彼が力を失って床に叩きつけられるまでの時間が、無限に続くかのように、酷ひどく緩慢に映った。硬い床に、乾いた頭蓋骨が跳ねる音、そして、二度と動かない両腕、ゆっくりと染み出す、血──全てが終わったとわかるまで、二人はその死を見つめ続けた。今にも消え失せてしまいそうな意識と、震えだしそうな身体を、強く抱き締め合って。

　二人の前で、二度と動かない邪悪な肉体から、炎がくゆった。

　それはエメラルドの光を宿していて、明滅する蛍の光のように、暗闇の中に舞った。光は、抱き締め合った二人の姿も照らしだした。全ての力を振り絞った彼らは、舞い上がる光を見つめながら、ゆっくりと倒れていった。

　光は次第に輝きを増して、倒れた二人の姿を照らしだした。遂に真っ白になった光は、まるで天に還かえる雪のように、昇っては昇っては、消えていく。その舞い上がる雪の中で、二人は母体で眠る子供のように向かい合って、しっかりと握りしめた手を、胸の前に掲げていた。




　やがてようやく現れた兵士達が部屋になだれ込んでくる。彼らは周囲の惨状と光を失った異様な施設に圧倒されながらも、天井から一筋垂らされた、真っ白な光に照らし出された二人の姿を目にした。血や煤すすにまみれ、荒すさみきった表情の兵士達は、この世からぽっかりと切り取られた二人の姿を、呆然と見つめていた。やがて衛生兵が担架を用意して救出に現れたが、担架に乗せようとしても、二人の手は、固く結ばれたままだった。




　もう、二人の手は、決して離れる事はないだろう。








エンドロール









　２０７８年６月11日に起きた

〝全世界同時アウターホリック危機〟の原因は

　２０８１年現在においても、不明なままである




　だが事件当日

　V-tecLife社に政府の命令なく日防軍が展開していたこと

　本社内で銃撃戦があったこと

　そして、二人の少年と少女が救出された事実は

　多くの証言によって証明されている




　そして事件と前後して出現した〝Ejecter〟の存在を

　事件と関連づける声もまた多く

　しかし２０８１年現在

　事件の真相究明を掲げた厚生省電網監査委員会の報告書は

　Ejecterと事件との関連性はないと結論づけたまま

　事件から二年経たった今においても沈黙を続けている




　そしてV-tecLife社が運営するアウターワールドは

　一部機能の制限をはかりつつ




　現在もまだ、運営を続けている──
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SCREENPLAY by
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CAST

　Miosbe Ban AS Kurose Kanji

　"Alice" AS Cordy

　spring AS spring（cameo act）

　Bullet AS turned Mako（cameo act）

　Kageno　Humihiro AS World Maker and Saisuke（father）

　JOKER AS Joe Bradley

　Sugano AS Dr.（cameo act）

　Gada AS Takumi Asado and Haru Amata

　Jonathan AS sergent
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　今日もまた、あなたの予想を超えていく──Shaft enterprise Japan









　＊視聴者のみなさまへ──Shaft enterprise Japanからのお願い──＊




　この度はShaft enterprise Japan製 共感映像『THE Eject -排出者-』のご利用ありがとうございました。

　この映像コンテンツに収録されているムービープログラムは、一般家庭での視聴に用途を限定して販売されています。

　レンタル及び中古品売買取引など、そのほかの目的による利用は著作権者の許諾が必要になります。

　このムービープログラムに収録されている映像及び音声をその一部でも、著作権者の許諾なしに、複製、改変、上映、上演を行う事、及び放送、有線放送等により公衆に送信する事は法律により固く禁止されています。
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∨∨∨∨unknown：よぉ。







∨∨∨∨unknown：随分長い間たのしんでたみたいだな

∨∨∨∨unknown：時計を見るのを忘れてたか？∨you

∨∨∨∨unknown：そうだ

∨∨∨∨unknown：今日で〝三日目〟だよ

∨∨∨∨unknown：あんたがアウターワールドにもぐって、この共感映像を見始めてから

∨∨∨∨unknown：手間を増やさないで欲しいね。俺は今、現実の方がずいぶんいそがしいんだ




∨∨∨∨unknown：…………

∨∨∨∨unknown：それにしても、ひどい内容だな、これ

∨∨∨∨unknown：大げさにやりすぎだ。主人公の演技が、特に酷い

∨∨∨∨unknown：俺はこんなに、情けない奴やつじゃない




∧よくできていると思いますが∨




∨∨∨∨unknown：…………




∧まぁ、料理のシーンは、脚色しすぎだとは思います∨




∨∨∨∨unknown：あそこはよくできてたよ。まったくお前の料理は最悪だよ




∧…………∨




∨∨∨∨unknown：…………

∨∨∨∨unknown：まぁ、いいさ

∨∨∨∨unknown：さて、問題はあんただ

∨∨∨∨unknown：残り時間は？




∧あと、48秒です∨




∨∨∨∨unknown：エンディングを全部見なくてよかったな。

∨∨∨∨unknown：見終わる前に、あんたのエンドクレジットがはじまるところだった。







∧ホストの機能を制圧しました。いつでもいけます∨




　ありがとう、コーディ。




∧どういたしまして、排出者イジエクター∨




　さぁ、現実に帰る時が来た。

　…………

　…………

　まぁ、俺が言えた義理じゃないけど

　現実世界だって、たまには

　…………

　いや、言わないでおくよ。

　あんたはもう、わかってるだろうから。

　手も足もあって

　家族も友達もいる、あんたなら。

　俺？

　心配してくれてるのか？　お節介な奴だな。

　大丈夫だよ。

　俺はこれからだ。

　これから、取りもどすところなんだ。

　だから、さぁ現実に帰る時が来た。

　さようならだ。おたがい、がんばろうぜ。
















「お前を排出Ejectする」

















∧...............ネットワークコネクションが切断しました∨

∧システムがクラッシュしました。再起動します∨

∧........再起動に失敗しました（Error:0x34457）∨

∧システムが自動的にシャットダウンします∨

∧システムシャットダウン.......５......４.......３......２.......１..........∨


















世界は暗転し、ゲームの電源は落とされる。

















∧了∨










あとがき










貴志川　裕呉






読み（きしかわ　ゆうご）

職業　ライトノベル作家・ＳＦ作家・児童文学作家

活動期間　２０１７年─

代表作　Eje(c)t







　貴志川　裕呉（きしかわ　ゆうご）は日本の小説家。







【概要】


　東京都　指定第九地区出身。幼少期より物語を作るのを好み、実家には七歳の頃に書いた絵本が保管されているという（＊1）。その後、大学一年生時に友人と共に創作サークル「salad.」を結成。「（コンペの賞金は）宝くじより当たりやすい」という触れ込みで人を集め、映画撮影や執筆を行った。卒業後はＮＰＯ法人に勤務。傍らで執筆した「Eje(c)t」が、特別賞を受賞した。






【作風】


当初は児童文学を志しており、その特徴が今も残っている。少年期に三み上かみ延えん、秋あき山やま瑞みず人ひと、上か遠ど野の浩こう平へいなどに傾倒し、影響を受けた。



【エピソード】


○「経験したことしか書けない」ため、ダイビングやバンジージャンプ、廃はい墟きよ巡りなど、興味のあることを実際に体験するのを好む。高校生の頃、「人を刺すシーン」を書こうと、一キロの豚肉を買ってナイフで刺していたところ、家族に目撃され、父親に殴られる（＊2）。

○民俗学を好み、たびたび地方に出かけては、その土地の歴史・風俗を学び、野外活動に興じる。この間は周囲との連絡を絶つため、知らない間に恋人と別れていた事がある。

○特定のゲームに執着するコアゲーマーである。一つのタイトルを三〇〇〇時間近くプレイしてから、未プレイのＤＬＣの存在を知り驚きよう愕がくしたことがある。



【その他】


○当初はBObeMANボビーマンの名前で活動していたが、誰も読み方がわからなかったため、名前を改めることになった。

○イースターエッグ的要素を好み、作中にさまざまなオマージュ・パロディを施す。「発見されるのを心待ちにしている」と述べる（＊3）。

○刊行にあたり「素晴らしいイラストを書いてくださった加か藤とう勇ゆう樹きさん、ご協力いただいたARCアーク SYSTEMシステム WORKSワークスさん、ご尽力いただいた方々、なによりここまで読んでくださった皆さん、本当にありがとうございました」と謝辞を述べている。






【外部リンク】

　貴志川 裕呉（＠BO_be_MAN） ─Twitter

　小説サイト「BObeMAN」─公式HP

　Eje(c)t　─カクヨム─（＊4）




（＊1　「いくら小学生でも、もうちょっと面白い物を書いてた」と本人は否定している）

（＊2　これにより「人に殴られる感覚」を学べたので、結果的によかったとしている）

（＊3　「Eje(c)t」のあとがきより）

（＊4　続編にあたる「Eje(c)t 1.5 ─Spectre's SIN─」を連載している）








貴志川裕呉


YUGO KISHIKAWA

たまに雨の日なんかに橋の下にいったり、人気のないキャンプ地にいったりします。普段がんばって社会の内側にいようとしていればしている程、そんな自分と社会を外側から眺めるような、不思議な気持ちになります。え？　サボり？　違う違う、違うっつーの！





















口絵・本文イラスト　加藤 勇樹（アークシステムワークス）

装丁　世古口 敦志（coil）












Eje(c)tイジエクト








貴き志し川かわ裕ゆう呉ご
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